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序

　本県には、これまでに発見された約４，６００か所の遺跡のほか、先人の

遺産である埋蔵文化財が豊富に残されています。これらの埋蔵文化財は、

地域の歴史や伝統を理解し、未来を展望した彩り豊かな文化を創造して

いくうえで、欠くことのできないものであります。

　一方、日本海沿岸東北自動車道をはじめとする高速交通体系の整備や

国道の建設は、ゆとりと活力に満ちた新しいふるさと秋田の創造をめざ

す開発事業の根幹をなすものであります。本教育委員会では、これら地

域開発との調和を図りながら、埋蔵文化財を保存し、活用することに鋭

意取り組んでおります。

　本報告書は、一般国道１３号湯沢横手道路建設事業に先立って、平成１５

年度に実施した新屋敷遺跡の発掘調査成果をまとめたものです。調査の

結果、中世の掘立柱建物跡や、それらを区画する溝跡などが検出され、

当時の有力者が構えた居館の一部であることが分かりました。

　本書がふるさとの歴史資料として広く活用され、埋蔵文化財保護の一

助となることを心から願うものであります。

　最後になりましたが、発掘調査ならびに本報告書の刊行にあたり、御

協力いただきました国土交通省東北地方整備局湯沢河川国道事務所、雄

勝町教育委員会など関係各位に対し、厚くお礼申し上げます。

　　平成１７年３月

秋田県教育委員会　　　　　　　　

教育長　小　野　寺　清　　



例　　　言

１　本報告書は、平成１５年度に行った新屋敷遺跡の発掘調査成果を収めたもので、一般国道１３号湯沢

横手道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書としては２冊目にあたる。

２　調査の内容についてはすでにその一部を埋蔵文化財センター年報などによって公表しているが、

本報告書を正式のものとする。

３　本報告書の第１章第１節・第２章第２節・第３章・第４章・第７章は加藤竜が、第１章第２節・

第２章第１節は伊藤誠が執筆し、全体の編集は加藤が行った。

４　『第５章　自然科学的分析』の「第１節　新屋敷遺跡出土鉄関連資料の金属考古学的調査」は岩

手県立博物館に、「第２節　新屋敷遺跡出土炭化材の自然科学分析」は株式会社パリノ・サー

ヴェイに業務委託した分析報告である。

５　『第６章　新屋敷遺跡の掘立柱建物跡』は、八戸工業大学建築工学科教授　高島成侑氏より玉稿

を賜った。

６　出土した陶磁器の産地・時期等については、飯村均氏、中野晴久氏、羽柴直人氏、藤沢良祐氏、

八重樫忠郎氏、山口博之氏より多くのご教示を頂いた。

７　本報告書の作成にあたり、以下の方々からご指導・ご助言を頂いた。記して感謝申し上げます。

（敬称略、五十音順）

赤沼英男、浅野晴樹、飯村均、伊藤武士、岩崎厚志、榎本剛治、及川真紀、小野寺麻耶、

金子優子、神田和彦、北村忠昭、君島武史、工藤直子、小松正夫、齋木秀雄、齋藤正、榊原滋高、

佐野一絵、佐野忠史、島田祐悦、菅原計二、杉本良、鈴木俊男、千田嘉博、高島成侑、竹内弘和、

田中照久、中野晴久、羽柴直人、橋本久和、福田貫之、藤沢良祐、水澤幸一、宮内信雄、宮尾亨、

百瀬正恒、森一欽、八重樫忠郎、山口博之
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凡　　　例

１　本報告書に使用した地形図は、国土地理院発行の１／２５，０００「横堀」および１／５０，０００「浅舞」

「横手」「湯沢」「稲庭」と、国土交通省東北地方整備局湯沢河川国道事務所提供の１／１，０００工

事用図面である

２　本報告書で使用した土色の色調表現は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修、財団法人日本

色彩研究所色票監修『新版標準土色帖２００１年版』によった。

３　遺構については検出順にその種類を示す略記号と通し番号を付したが、後に遺構ではないと判断

したものは欠番とした。遺構に使用した略記号は以下のとおりである。

ＳＡ（柱穴列）　ＳＢ（掘立柱建物跡）　ＳＤ（溝跡）　ＳＥ（井戸跡）　ＳＫ（土坑）

ＳＫＩ（竪穴状遺構）　ＳＫＰ（柱穴）　ＳＮ（焼土遺構）

４　挿図中の方位は、世界測地系平面直角座標第Ⅹ系の座標北を示す。なお、磁北は座標北から東へ

０°１３′２５．２″偏する。

５　『第５章　自然科学的分析』で用いた挿図・表・図版番号は原文通りに表記し、各通し番号とは

別扱いとした。

６　掲載した遺物には挿図毎に１からの通し番号を付した。なお、文中・遺構挿図中・写真図版中に

おいて掲載遺物を示す場合、例えば第３９図の１という遺物は、３９－１と表記することとした。

７　挿図中に使用したスクリーントーンの凡例は、以下のとおりである。なお、付図については柱穴

の柱痕跡を赤色で示した。

８　遺構内出土遺物については、以下の記号を用いて、遺構挿図中にその出土地点と種別を示した。

　　■　中国産磁器　　◆　常滑産陶器　　＊　瀬戸産陶器　　▲　須恵器系中世陶器

　　●　かわらけ　　★　鉄製品・銭貨・製鉄関連遺物

―　　―３�

柱痕跡  炭 化 物  
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第１章　はじめに

　　第１節　調査に至る経過

　一般国道１３号は、福島市を起点として秋田市に至る総延長３０３．７㎞の主要幹線道路として、重要な

役割を果たしてきた。しかし近年、湯沢・横手両市街地を中心に、交通量の増加と車両の大型化等に

伴う交通渋滞が慢性化し、騒音・振動等による沿道住民の生活環境の悪化も指摘されていた。

　このような諸問題を解消するために、１９８４（昭和５９）年度には横手南バイパス、１９８５（昭和６０）年度に

は湯沢バイパスの建設事業が着手されたが、その後両事業は曲折を経て一般国道１３号湯沢横手道路建

設事業と事業名を変更し、高規格道路としての機能を持たせ活用を図るものとして整備が進められて

いる。このうち十文字ＩＣ～横手ＩＣ間と湯沢ＩＣ～十文字ＩＣ間についてはすでに供用を開始して

おり、残る湯沢ＩＣ～雄勝ＩＣ間（１３．２㎞）の工事が平成１９（２００７）年度の完成を目指して現在進められ

ている。

　工事対象区域に埋蔵文化財が包蔵されている可能性があることから、秋田県教育委員会は国土交通

省湯沢河川国道事務所と今後の対応について協議し、２０００（平成１２）年に工事対象区域のうち湯沢市関

口から湯沢市上関までの約３．９㎞について、踏査及び試掘による分布調査を実施した。この際事業予

定地内で新発見の遺跡１か所（堀量遺跡）を確認し、２００１（平成１３）年には同遺跡の発掘調査を実施し

た。さらに２００２（平成１４）年には、分布調査が残っていた湯沢市上関地区から雄勝町桑ヶ崎地区にかけ

ての６．１㎞の区間で試掘を行い、新屋敷遺跡を含む新発見の遺跡４か所を確認した。これらの遺跡は

同年に確認調査を実施している（第１図）。

　新屋敷遺跡の確認調査は１５，０００㎡を対象とし、多数の柱穴様ピットや土坑を検出したほか、縄文土

器が出土したことなどから、縄文時代の遺物散布地と中世の集落跡が重複する複合遺跡であると考え

られた。また工事区域内の発掘調査対象区域は、遺構の検出及び遺物の出土が認められた９，２００㎡の

範囲とされた。遺跡の一部が工事対象区域に及んでいることが確認されたため、協議の結果、事業計

画との関連から２００３（平成１５）年度に発掘調査を実施するに至った。

　　第２節　調査要項

遺　 跡　 名　新屋敷遺跡（略記号：９ＡＹＳ）

所　 在　 地　秋田県雄勝郡雄勝町桑ヶ崎字新屋敷１４６外

遺 跡 状 況　水田

調 査 目 的　一般国道１３号湯沢横手道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査

調 査 期 間　平成１５年５月２０日～１０月７日

調査対象面積　９，２００㎡

調 査 面 積　８，７３３㎡

調 査 主 体 者　秋田県教育委員会
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調 査 担 当 者　加藤　　竜（秋田県埋蔵文化財センター南調査課　文化財主事）

　　　　　　　伊藤　　誠（秋田県埋蔵文化財センター南調査課　学芸主事）

　　　　　　　麻生　彩子（秋田県埋蔵文化財センター南調査課　調査・研究員）

　　　　　　　小松田博嗣（秋田県埋蔵文化財センター南調査課　調査・研究員）

調査総務担当　金　　義晃（秋田県埋蔵文化財センター総務課　課長）

　　　　　　　高橋　　修（秋田県埋蔵文化財センター総務課　主任）

　　　　　　　田口　　旭（秋田県埋蔵文化財センター総務課　主事）

　　　　　　　※担当者・職名は発掘調査時のものである。

調査協力機関　国土交通省東北地方整備局湯沢河川国道事務所　雄勝町教育委員会

参考文献
秋田県教育委員会　『遺跡詳細分布調査報告書』秋田県文化財調査報告書第３２４集　２００１（平成１３）年

秋田県教育委員会　『遺跡詳細分布調査報告書』秋田県文化財調査報告書第３６５集　２００３（平成１５）年

秋田県教育委員会　『堀量遺跡－一般国道１３号湯沢横手道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅰ－』

　　　　　　　　　　秋田県文化財調査報告書第３６７集　２００４（平成１６）年

第１章　はじめに
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第１図　一般国道１３号湯沢横手道路と関連遺跡
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第２章　遺跡の環境

　　第１節　遺跡の位置と立地

　新屋敷遺跡の所在する秋田県雄勝郡雄勝町は、秋田県の南東部、山形、宮城両県との県境に位置し、

秋田県湯沢市、羽後町、鳥海町、皆瀬村、山形県新庄市、金山町、真室川町、最上町、宮城県鳴子町

と接する。町を東西に二分するように役内川が北流し、ＪＲ横堀駅の西約１．５㎞で町北部を流れる雄

物川に合流する。雄物川はさらに湯沢市との境で高松川と合流し、その扇状地が町の北端部を覆って

いる。また、雄物川に並行してＪＲ奥羽本線と国道１３号が秋田－山形方面に、役内川に並行して国道

１０８号が鳥海－宮城方面に走る。町域は北西－南東方向約３２㎞、北東－南西方向約１５㎞にわたり、そ

の面積は約３０６．０２�である。

　新屋敷遺跡は雄勝町桑ヶ崎地区に所在し、北緯３９°２８′４７″、東経１４０°２８′４２″、ＪＲ横堀駅の

北東約２．７㎞に位置する（第２図）。周辺地域の土地利用は、水田がその多くを占める。

　遺跡周辺の地形は、山地・火山地、丘陵地、低地の３つから形成されるが、丘陵地はより北方の湯

沢市と羽後町に存在し、遺跡周辺では見られない（第３・４・５図）。特に遺跡近隣地域に限定すると、

東部に小比内山火山山麓地（Ⅰｒ）と小比内山火山地（Ⅰｑ）が南北に連なり、西の檜山山地（Ⅰｍ）との

間に雄物川低地（Ⅲａ）を形成する。さらに（Ⅰｒ）は、北の東鳥海山山地（Ⅰｎ）との間に高松川低地（Ⅲ

ｂ）を、南の烏帽子山山地（Ⅰｌ）との間に役内川低地（Ⅲｃ）を形成する。

　（Ⅰｑ）・（Ⅰｒ）は出羽山地に含まれ、図幅以東に位置する小比内山を主峰とする、およそ７０～１００

万年前に噴火しその火山噴出物によって一帯を形成した火山地である。起伏量は４００ｍ以下とさほど大

きくない。特に（Ⅰｒ）は、火砕流や泥流が成層状に堆積しているため、（Ⅰｑ）に比べると、山麓面は

緩傾斜となっている。地質は、山体部は第四紀に形成された母沢安山岩、川井山石英安山岩、小比内

山安山岩からなり、山麓部はそれら安山岩由来の砕屑岩からなる。

　（Ⅰｍ）は、湯沢市との境に位置する檜山を主峰とした、出羽山地の一部である。起伏量は２００～３００

ｍの中起伏山地であるが、（Ⅲａ）に面した一部では４００ｍ以上の大起伏山地を呈している。地質は飯

沢層をなす輝石安山岩およびその火山砕屑岩、女川層をなす酸性軽石凝灰岩、火山礫凝灰岩からな

る。

　（Ⅲａ）は湯沢断層によって形成された断層谷であり、同時に雄物川によって創り出された河谷低地

でもある。本低地東部には、小型の扇状地が南北にいくつも連なり、いわゆる複合扇状地が発達して

いる。この複合扇状地は傾斜が３°未満と緩やかなものである。また、国道１３号に並行して点在する

砂堆地は、集落の立地などからみても、河川の流路変更に伴って取り残された自然堤防と考えること

ができる。地質は、第四紀にもたらされた沖積低地堆積物が主である。

　（Ⅲｂ）も、断層谷であると同時に、高松川によって創り出された河谷低地である。旧河道の縁辺部

には、河道の氾濫によって沖積段丘崖が形成されている。

　新屋敷遺跡は、小比内山火山山麓地の西縁、雄物川低地に形成された複合扇状地上に立地する。本

遺跡の標高は約１２７ｍである。

第１節　遺跡の位置と立地
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第２図　遺跡の位置

第４・５図の範囲 
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第４・５図の範囲 

Ⅰ　山地・火山地
Ⅰａ：朝日森山地　Ⅰｂ：大森山山地

Ⅰｃ：萱森山地　Ⅰｄ：加無山山地

Ⅰｅ：甑山山地　Ⅰｆ：前森山山地

Ⅰｇ：大仙山山地　Ⅰｈ：姥井戸山山地

Ⅰｉ：蒲倉山山地　Ⅰｊ：大黒森山山地

Ⅰｋ：太平山山地　Ⅰｌ：烏帽子山山地

Ⅰｍ：桧山山地　Ⅰｎ：東鳥海山山地

Ⅰｏ：三本鎗山山地　Ⅰｐ：御岳山山地

Ⅰｑ：小比内山火山地

Ⅰｒ：小比内山火山山麓地

Ⅱ　丘陵地
Ⅱａ：仙道丘陵地　Ⅱｂ：飯沢丘陵地

Ⅱｃ：田沢丘陵地

Ⅲ　低地
Ⅲａ：雄物川低地　Ⅲｂ：高松川低地

Ⅲｃ：役内川低地　Ⅲｄ：作内川扇状低地

Ⅲｅ：西馬音内川低地　Ⅲｆ：仙道川低地

Ⅲｇ：笹子川低地　Ⅲｈ：丁川低地

第３図　地形区分図

● 新屋敷遺跡
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第４図　遺跡周辺の地形分類図
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Ｍｌ：大起伏山地(起伏量400ｍ以上)　Ｍｍ：中起伏山地(起伏量400～200ｍ)　Ｍｓ：小起伏山地(起伏量200ｍ未満) 

Ｖｌ：大起伏火山地(起伏量400ｍ以上)　Ｖｍ：中起伏火山地(起伏量400～200ｍ)　Ｖｓ：小起伏火山地(起伏量200ｍ未満) 

Ｖｐ：火山山麓地　Ｐ：谷底平野　Ｆ：扇状地　ＤｒＳｍ：河原、砂堆地　Ｔａ：崖錐　Ａｗ：旧河道　Ｃ：人工改変地 
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第５図　遺跡周辺の表層地質図

Ｑｄ Ｑｄ 

Ａｎ１ Ａｎ１ 

Ⅰa

新屋敷遺跡新屋敷遺跡 

Ｈt

Ｈb

Ｏｔ 

Ｓａ 

ｒｓ 

Ｓｍ 

Ｖｄ 

Ｏｍ 

Ｙａ 
Ａｎ２ 

Ｏｗ 

Ｏｃ Ｇｒ Ｄａ２ 

ｔｒ 

新屋敷遺跡 

Ｈt

Ｈb

Ⅰa

Ｏｔ 

Ｓａ 

ｒｓ 

Ｓｍ 

Ｖｄ 

Ｏｍ 

Ｙａ 
Ａｎ２ 

Ｏｗ 

Ｏｃ Ｇｒ Ｄａ２ 

ｔｒ 

ｒｓ：現世河川堆積物　ｓａ：砂がち堆積物　ｔｒ：礫・砂および泥　Ｓｍ：泥岩・砂岩・酸性凝灰岩および礫岩 
Ｏｍ：硬質泥岩(塊状泥岩・酸性凝灰岩および砂岩を伴う)　Ｏｔ：酸性軽石凝灰岩および火山礫凝灰岩(泥岩を伴う) 
Ｈｔ：酸性凝灰岩・火山礫凝灰岩および安山岩火山砕屑岩(砂岩および泥岩を伴う) 
Ｏｗ：角閃石黒雲母石英安山岩熔結凝灰岩・凝灰岩および火山礫凝灰岩　Ｏｃ：変質輝石安山岩火山砕屑岩および礫岩(酸性凝灰岩などを伴う) 
Ｖｄ：安山岩火山岩屑　Ａｎ２：両輝石安山岩　 Ｄａ２：角閃石石英安山岩火山砕屑岩　Ａｎ１：両輝石安山岩およびその火山砕屑岩　Ｈｂ：橄欖石玄武岩　Ｉａ：輝石安山岩およびその火山砕屑岩 
Ｙａ：変質輝石安山岩および火山砕屑岩(熔結凝灰岩などを伴う)　Ｑｄ：角閃石閃緑岩および角閃石石英閃緑?岩　Ｇｒ：角閃石黒雲母花崗閃緑岩および片麻状花崗閃緑岩 

０ １：５０，０００ ２．５㎞ 



　　第２節　歴史的環境

　新屋敷遺跡周辺では、縄文時代から近世までの遺跡が確認されており、その殆どが縄文時代と中世

の遺跡である。これらは雄物川とその支流である役内川流域の低地や丘陵地、山麓などに立地してい

る。また当地域は古代から交通の要所であり、有屋峠・雄勝峠を越えて山形県最上郡金山町・真室川

町、鬼首峠から宮城県玉造郡鳴子町、松の木峠から由利郡鳥海町へ通じている。雄勝峠は国道１３号、

鬼首峠と松の木峠は国道１０８号にあたり、今日でも県内外への出入り口として重要な役割を担ってい

る。ただし駅屋設置の際に開通した有屋峠道は、慶長八（１６０３）年に羽州街道が雄勝経由となったため

閉鎖された。以下に、発掘調査の実施された遺跡を中心に当遺跡周辺の歴史的な環境を概観したい。

なお、文中・挿図中・表中にある（７－１５）等の表記は、『秋田県遺跡地図（県南版）』に掲載された遺

跡の地図番号と一致する（第６図・第１表）。

　図幅中における縄文時代の遺跡は、雄物川流域を上流から辿っていくと、院内地区の丘陵上に岩井

堂洞窟（６６－６）、釜ノ上Ⅰ（６６－７）・釜ノ上Ⅱ（６６－８）・下馬場（６６－９）などが確認されている。こ

れらのうち岩井堂洞窟遺跡は、１９６２（昭和３７）年、県内埋蔵文化財の一斉調査を機に発見され、１９６３（昭

和３８）年から１９７６（昭和５１）年まで８次にわたり、凝灰岩壁に形成された大小４つの洞窟が調査された。

調査の結果、縄文土器（早期・前期・後期・晩期）・弥生土器・石器・土師器などが出土し、特に縄文

時代早期の押型文土器や貝殻沈線文系土器などは県内でも数少ない貴重な資料であり、１９７７（昭和５２）

年には国指定史跡として登録されている。横堀・小野地区近辺には雄物川により形成された自然堤防

上に現集落が展開しており、ここでは小野熊野神社遺跡（６６－１０）・小野Ⅰ遺跡（６６－１１）・小野Ⅱ遺跡

（６６－１２）が確認されている。さらに下流の三関地区では新発見の堀ノ内遺跡が２００３（平成１５）年とその

翌年に発掘調査が行われている。この遺跡は雄物川に注ぐ麓沢川の旧河道に沿う微高地上に立地して

おり、調査の結果、多数の土坑・土器埋設遺構・柱穴のほか配石遺構・焼土遺構などが検出され、縄

文時代後期から晩期にかけて営まれた墓域であることが判明した。長戸呂遺跡も堀ノ内遺跡と同様、

一般国道１３号湯沢横手道路の建設に先立ち、２００３（平成１５）年に調査が行われた新発見の遺跡である。

この遺跡は寺田川もしくは御返事川の旧河道沿いに立地しており、調査の結果、旧河道に沿って土器

埋設遺構や配石遺構などが検出され、縄文時代後期の祭祀関連遺跡とされた。雄物川支流に目を転じ

ると、役内川右岸に九十九沢遺跡（６６－２７）があるほか、図幅外ではあるが秋の宮山居野で発見された

魚形文刻石は通称「鮭石」と呼ばれ、県指定有形文化財となっている。高松川流域では、三ツ村遺跡

（６６－１７）・中山遺跡（７－１５）・外ノ目遺跡（７－１６）などが確認されている。新屋敷遺跡周辺では、現

在まで縄文時代遺跡の発掘調査が少なく、その様相は不明確である。しかし最近実施された堀ノ内遺

跡や長戸呂遺跡の調査では、後期以降に低地が墓地や祭祀域として利用されていることが判明し、土

地利用状況の一端を垣間見ることのできる貴重な情報が追加されたと言えよう。

　弥生時代の遺構は確認されていないが、前述の岩井堂洞窟遺跡では、ほぼ完形に復元可能な土器が

出土しており、岩陰が生活の場として利用されていた可能性がある。また洞窟内では土師器も出土し

ており、その出土状態から、古代には祭祀の場として利用されたと考えられている。

　古代の遺構を伴う遺跡は未発見であるが、古代における当地域の動向に関しては『続日本紀』など

の文字資料により窺い知ることができる。それによると、奈良時代の天平五（７３３）年には出羽柵が庄

第２節　歴史的環境
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第６図　周辺の遺跡
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７－４１ 
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新屋敷遺跡 
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７－１６ 
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長戸呂遺跡 

清水前遺跡 
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６６－８ 

６６－６ 

６６－９ 

６６－４２ 
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６６－２２ 

６６－５４ 
６６－１９ 
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６６－５１ 

６６－５２ 

０ １：５０，０００ ２．５㎞ 
■館跡　▲板碑・磨崖碑　●その他 
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番号 遺跡名 所在地 種別 遺構・遺物 

７－１５ 中山 湯沢市相川字中山 遺物包含地 縄文土器片（後期）、石鏃 

７－１６ 外ノ目 湯沢市相川字新坊 遺物包含地 縄文土器片（後期）、石箆、石鏃 

７－３５ 立石 湯沢市八反田字八反田 板碑 

７－３６ 正和５年碑 湯沢市上関字鍋ヶ沢 板碑 種子、月輪に胎蔵界大日（アーンク） 

７－３７ 貞和３年碑 湯沢市上関字鍋ヶ沢 板碑 種子、阿弥陀（キリーク） 

７－３８ 延文５年碑 湯沢市上関字鍋ヶ沢 板碑 種子、阿弥陀（キリーク） 

７－３９ 建武元年双式碑 湯沢市相川字岩の沢 板碑 種子、阿弥陀（キリーク）、蓮台 

７－４０ 貞和４年碑 湯沢市相川字田畑 板碑 種子、釈迦如来（バク）、貞和４年 

７－４１ 無紀年碑 湯沢市相川字中山 板碑 種子、阿弥陀（キリーク）、釈迦如来（バク）の２尊 

７－４２ 無紀年碑 湯沢市相川字中山 板碑 種子、阿弥陀三尊（キリーク、サ・サーク）、蓮台 

７－６０ 相川城 湯沢市相川字古館山 館跡 

６６－６ 岩井堂 雄勝郡雄勝町上院内字岩井堂 洞窟 縄文土器（早期・前期・中期・後期・晩期）、 
石器、弥生式土器、土師器 

６６－７ 釜ノ上Ⅰ 雄勝郡雄勝町上院内字釜ノ上 遺物包含地 縄文土器片（前期）、石鏃、掻器、丸石、石匙 

６６－８ 釜ノ上Ⅱ 雄勝郡雄勝町上院内字釜ノ上 遺物包含地 縄文土器片（前期）、石器 

６６－９ 下馬場 雄勝郡雄勝町下院内字下馬場 遺物包含地 縄文土器片（中期）、フレーク、打製石斧、石錘 

６６－１０ 小野熊野神社 雄勝郡雄勝町小野字小野 遺物包含地 縄文土器片（中期） 

清水前 雄勝郡雄勝町桑ヶ崎字清水前 遺物包含地 土師器 

６６－１１ 小野Ⅰ 雄勝郡雄勝町小野字小野 遺物包含地 縄文土器片、石鏃、石斧 

６６－１２ 小野Ⅱ 雄勝郡雄勝町小野字小野 遺物包含地 縄文土器片（前期） 

６６－１３ 桐木田の井戸 雄勝郡雄勝町小野字桐木田 史跡 井戸 

６６－１４ 姥っこ石 雄勝郡雄勝町小野字桐木田 板碑 板碑３基 

６６－１５ 桐善寺紀年碑 雄勝郡雄勝町桑ヶ崎字平城 板碑 板碑３基 

６６－１６ 無紀年碑 雄勝郡雄勝町桑ヶ崎字平城 板碑 阿弥陀、金剛界大日 

６６－１７ 三ツ村 雄勝郡雄勝町桑ヶ崎字蟹沢 遺物包含地 石器 

６６－１８ 嘉暦元年碑 雄勝郡雄勝町横堀字板橋 板碑 金剛界大日、胎蔵界大日 

６６－１９ 貞和碑 雄勝郡雄勝町横堀字館堀 板碑 板碑１基 

６６－２０ 嘉暦２年碑 雄勝郡雄勝町寺沢字堀ノ内 板碑 嘉暦２年丁卯３月 

６６－２１ 応永７年碑 雄勝郡雄勝町寺沢字田中 板碑 梵字　阿弥陀三尊 

６６－２２ 磨崖碑 雄勝郡雄勝町横堀字板橋 磨崖碑 

６６－２７ 九十九沢 雄勝郡雄勝町秋ノ宮字九十九沢 遺物包含地 

６６－３４ 鵜沼城 雄勝郡雄勝町桑ヶ崎字平城 館跡 掘立柱建物跡、井戸跡、土坑、堀跡、溝跡、 
陶磁器類、漆器、木製品、石製品 

６６－３５ 平城館 雄勝郡雄勝町桑ヶ崎字平城 館跡 

６６－３６ 桐木田館 雄勝郡雄勝町小野字桐木田 館跡 掘立柱建物跡、竪穴状遺構、土坑、堀跡、土橋、 
溝跡、陶磁器類、石製品 

６６－３７ 御返事城 雄勝郡雄勝町桑ヶ崎字御返事 館跡 

６６－３８ 泉沢館 雄勝郡雄勝町大字泉沢 館跡 

６６－３９ 小野城 雄勝郡雄勝町泉沢字古館 館跡 

６６－４０ 法領館 雄勝郡雄勝町下院内字館山 館跡 

６６－４２ 臼館 雄勝郡雄勝町下院内字焼山 館跡 

６６－５１ 椛山館 雄勝郡雄勝町秋ノ宮字九十九沢 館跡 

６６－５２ 影平館 雄勝郡雄勝町秋ノ宮字影平 館跡 

６６－５４ 草井崎城 雄勝郡雄勝町横堀字館ノ沢 館跡 

６６－５５ 館堀城 雄勝郡雄勝町寺沢字館堀 館跡 掘立柱建物跡、竪穴状遺構、土坑、堀跡、溝跡、 
陶磁器、漆製品、木製品、石製品、銭貨 

６６－５６ 浅萩館 雄勝郡雄勝町寺沢字浅萩館 館跡 

６６－５７ 穴小屋址 雄勝郡雄勝町寺沢字黒森 館跡 

堀ノ内 湯沢市上関字堀ノ内 遺物包含地 土器埋設遺構、配石遺構、土坑、焼土遺構 
縄文土器（後期・晩期）、土製品、石器、石製品 

長戸呂 雄勝郡雄勝町桑ヶ崎字長戸呂 遺物包含地 土器埋設遺構、配石遺構、掘立柱建物跡 
縄文土器片（中期・後期）、石器 

第１表　周辺遺跡一覧



内地方から秋田高清水岡に移され、間もなく秋田県内陸部の横手盆地にも律令体制がおよび、雄勝郡

が建郡されたと記されている。また、天平寶字三（７５９）年には平鹿郡の建郡と、雄勝城築城の際、有

屋峠を通じて平戈駅屋（山形県最上郡金山町）と雄勝駅屋（雄勝郡羽後町）を結ぶ中間の雄勝町にも横河

駅屋が設けられたと記されている。こうして国府からの通路が整備されるとともに、横手盆地の積極

的な開発が進み、多くの集落が形成され、現在の雄勝町一帯も令制下に入ったことが窺われる。なお、

横河駅屋が設けられた場所は未だ特定されていないが、横堀の寺沢地区には大伝馬などの地名があ

り、その名残とも考えられている。

　中世以降、当地域は小野寺氏や最上氏の影響下にあり、これらに関係すると目される城館跡が多数

存在する。図幅中では、雄物川流域に鵜沼城（６６－３４）・平城館（６６－３５）・桐木田館（６６－３６）・御返事

城（６６－３７）・泉沢館（６６－３８）・小野城（６６－３９）・法領館（６６－４０）・臼館（６６－４２）、役内川流域に椛山

館（６６－５１）・影平館（６６－５２）・草井崎城（６６－５４）・館堀城（６６－５５）・浅萩館（６６－５６）・穴小屋址（６６

－５７）、高松川流域に相川城（７－６０）などが確認されている。鵜沼城跡は奥羽山脈から続く丘陵裾部

の微高地上に立地し、１９７９（昭和５４）年に実施された発掘調査の結果、多数の掘立柱建物跡・井戸跡・

土坑・溝跡と、これらを囲む堀跡が検出され、中世後半には平城、江戸時代初期～中期頃には集落と

して機能していたと考えられている。桐木田館（遺跡）は雄物川とその支流寺田川によって形成された

自然堤防上にあり、１９８０・８１（昭和５５・５６）年の２か年にわたって調査された。掘立柱建物跡・竪穴状

遺構・土坑・集石遺構・溝跡・堀跡・土橋が検出され、中世前半には竪穴建物群が、後半には方形居

館が、近世以降には掘立柱建物跡群が成立していたと考えられる。役内川沿いの河谷低地に立地する

館堀城は１９９９（平成１１）年に調査が行われ、堀に囲まれた掘立柱建物跡・竪穴状遺構・火葬墓・溝跡な

どから、中世の平地居館であることが判明した。なお、雄勝地区の山裾部には板碑が多く分布してお

り、これらが古代に横河駅と雄勝城を結んでいた駅路を踏襲し、中世に開発された交通路を示すとす

る意見もある。

　中世の当地域における領地支配の変遷は文献資料等から以下のように捉えられている。文治五

（１１８９）年の奥羽合戦の後、雄勝郡は下野国都賀郡に本拠をもつ小野寺氏に与えられた。１３世紀後半に

雄勝郡に入部したのは庶流の経道で、稲庭を中心に領地経営に当たり、西馬音内や湯沢に一族を配し

て惣領的支配体制を固め、孫道有の代には北方の平賀郡・山本郡（後の仙北郡）の一部を領有するに至っ

た。室町時代末期には平鹿郡沼館、次いで横手へと本拠地を移し、永禄年間（１５５８～７０）には山形の最

上地方を支配下に入れていた。しかし天正年間（１５７３～９２）後半には、逆に最上氏に侵入されることに

なり、慶長年間（１５９６～１６１５）初めには雄勝郡の大部分が最上氏の領地となった。当地域で発掘された

中世遺跡は、その年代観から殆どが小野寺氏の領地支配に関連するものと考えられる。

参考文献
秋田県　『土地分類基本調査　湯沢』　１９７９（昭和５４）年
秋田県教育委員会・雄勝町教育委員会　『岩井堂岩陰発掘調査報告書』秋田県文化財調査報告書第１６集　１９６９（昭和４４）年
秋田県教育委員会　『鵜沼城跡』秋田県文化財調査報告書第７３集　１９８０（昭和５５）年
秋田県教育委員会　『桐木田遺跡』秋田県文化財調査報告書第９５集　１９８２（昭和５７）年
秋田県教育委員会　『秋田県遺跡地図（県南版）』　１９８７（昭和６２）年
秋田県教育委員会　『館堀城跡』秋田県文化財調査報告書第３２０集　２００１（平成１３）年
秋田県教育委員会　『秋田県埋蔵文化財センター年報２２（平成１５年度）』　２００４（平成１６）年
斎藤實則　『湯沢叢書８　羽州街道の変遷』　建設省東北地方建設局湯沢工事事務所　１９９８（平成１０）年
山下孫継　『岩井堂洞窟　第４洞穴第８次発掘調査報告書』　ニューサイエンス社　１９７９（昭和５４）年
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第３章　調査の概要

　　第１節　遺跡の概観

　新屋敷遺跡は雄勝町を北流する雄物川の右岸にあり、雄物川支流の高松川や御返事川などによって

形成された複合扇状地上に立地する。周辺地域は広大な水田地帯となっており、調査対象区も以前は

全て水田として利用されていた。調査区の標高は約１２７～１２９ｍで、過去に行われたほ場整備の際、広

範囲に削平を受けて平坦となっているが、基本的に北西に向かってきわめて緩やかな傾斜をもつ地形

であったと推定される。なお調査対象区は農道を挟んで南北２地区に分かれているが、北側調査区の

中央部において河道跡が確認され、さらにこれに沿った形でほ場整備以前に使用された水路と考えら

れる溝状の掘り込みも確認されている。今回実施した発掘調査により、遺跡は縄文時代の遺物散布地、

中世の居館跡、近世の遺物散布地であることが判明した。

　縄文時代の遺物は、縄文時代後期初頭・後期中葉・晩期の土器と、打製石斧や磨製石斧などの石器

が散発的に少量出土した。縄文時代の遺物が出土する地点を中心にトレンチ等を設定し、部分的に深

掘りも試みたが、明確な遺構は確認されなかった。ところで、新屋敷遺跡の南西にあり、今回の調査

と並行して実施された長戸呂遺跡の調査では、同じく後期初頭・後期中葉の遺物群とともに配石遺構

や土器埋設遺構が検出され、御返事川の氾濫原に立地した祭祀関連の遺跡であると考えられている。

今回の調査対象地区において縄文時代の明確な遺構は確認されなかったが、出土遺物の時期的な整合

性を考慮すると、周辺域が長戸呂遺跡と同様に利用されていた可能性も指摘できる。

　中世に関しては特に北側調査区を中心として、掘立柱建物跡・竪穴状遺構・土坑などの遺構が濃密

に分布している。遺物は１２世紀末～１５世紀の陶磁器が出土しており、特に１２世紀末～１３世紀に属する

ものが多いため、鎌倉時代には大形の掘立柱建物跡群を配した居館が成立していたと推測できる。ま

た遺構集中区域から南北に離れた地点では調査区域外へと延びる溝跡が検出されており、居館の区画

に関連したものと考えられる。南側調査区で検出した溝跡は、掘立柱建物跡群と長軸方位がほぼ整合

しており、居館の南側を画する性格をもつと推測される。さらに空撮を実施した結果、この溝が調査

区外南東側へ延伸していることを示すクロップマークが写真上で確認された。一方、北側調査区の北

東端で検出された溝跡は、直角に折れ曲がって調査区外へと続いている。今回の調査で確認した掘立

柱建物群を中心とする遺構群とは別の遺構群が調査区隣接地に存在し、それらを画していた可能性を

想定できる。以上のように今回調査対象となった地区は、掘立柱建物群とそれらを画する溝を伴う居

館の一部であることが確認された。

　近世に関しては陶磁器や銭貨等が耕作土中から出土している。しかし遺構内から近世の遺物が出土

した例は無く、当該時期の遺構が調査区内に存在したのか判断できない。また、数多くある掘立柱建

物跡の中には間尺が他と揃わないものがあり、これが近世に帰属する可能性もあるが確実とは言えな

い。全体的に近世の様相は不明確である。

第１節　遺跡の概観
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　　第２節　調査と整理の方法

　調査区には、世界測地系平面直角座標第Ⅹ系に整合する任意の点（Ｘ＝－１０２，０６０ｍ、Ｙ＝－３０，６９０

ｍ）を原点として、Ｘ軸・Ｙ軸の方向に４ｍ間隔の方眼を設定した。方眼の原点を通る南北Ｘ軸方向

の線をＭＡ、同じく東西Ｙ軸方向の線を５０とし、Ｘ軸方向の線には西に向かって昇順する２文字のア

ルファベットを、Ｙ軸方向の線には北に向かって昇順する２桁の数字をそれぞれ付した。なおＸ軸方

向に付した２文字のアルファベットには、繰り返しとなるＡ～Ｔまでの２０文字を組み合わせて用いた。

方眼による４ｍ四方の区画は、南東隅を通過する線の記号を組み合わせ、例えば方眼の原点をＭＡ５０

と呼ぶことにした（第７図）。
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第７図　調査区の区画



　調査開始に当たり、表土の水田耕作土および確認調査時のトレンチ内排土は重機を用いて除去し、

その後人力で遺構・遺物の検出を行うこととした。基本層序の確認に際しては、調査区南東側の境界

付近にトレンチを設定し、壁面で観察と記録を行った。

　遺構は、柱穴を除いて確認した順に遺構の種別を示す略記号と０１からの番号を付し、例えばＳＫ０１の

ように呼称することとした。また柱穴に関しては、ＭＡ５０①のように各区毎の通し番号を付した。な

お、調査の結果遺構と判断されなかった場合は欠番とした。遺構の精査は、柱穴を除き、半截または

十字にベルトを残して掘り下げ、堆積土を観察し、土層断面の実測と写真撮影を行った。土層は土

色・土性・粘性・硬度・混入物の相違によって分層し、各層の注記を行った。これらの記録項目のう

ち、粘性と硬度については度合いの強い方から＋＋＋→＋＋→＋→±→－の記号を用いて表記した。

柱穴は、検出した順に３～５㎝程度の掘り下げを行い、柱痕跡の確認に努め、確認された柱痕跡はそ

の平面形を実測した。柱穴のうち掘立柱建物や柱穴列を構成すると判断されたものは、柱通りに揃え

て半截し、断面図を作成した。柱穴内の堆積土は、その特徴を記号化して簡略に記録し、完掘した。

写真撮影には、３５㎜およびブロニー版カメラを使用し、モノクロフィルムとカラーリバーサルフィル

ム中心に、ネガカラーフィルムを交えて行った。なお発掘調査終了間際には、バルーンによる空中写

真撮影を業務委託し、遺跡全景等をデジタルカメラで撮影した。

　遺構内から出土した遺物は出土地点を計測し、平面図中に記録した。遺構内遺物については、遺跡

名・出土遺構・出土層位・遺物番号・出土年月日を、遺構外出土遺物については遺跡名・出土地区・

出土層位・出土年月日を記入した袋に入れ、取り上げた。

　室内における整理は、遺構については現場で図化した平面・断面図より第２原図を作成し、これを

トレースした。遺物は洗浄・注記の後、接合と復元を行い、分類・計数・計量を経て実測図・拓影図

の作成・写真撮影を行った。遺物の注記は、遺跡略記号（９ＡＹＳ）・出土位置（地区名もしくは遺構名）・

遺物番号・出土層位・出土年月日（０３０５２０のような６桁の数字）を記入した。

　　第３節　調査の経過

　新屋敷遺跡の発掘調査は、５月２日に作業員面接、８～２１日に重機による表土除去、１２～２３日に方

眼杭設置などの諸準備を経て、５月２０日から開始した。調査は調査員４名・作業員３５名の体制で行っ

たが、予想を上回る数の遺構が確認されたため、途中２名の調査員と８名の作業員を増援した。

第１週（５月２０～２３日）　２０日、調査開始。機材の搬入、作業員の説明会、周囲の環境整備を行った。

２２日、ベルトコンベアーの設置を行い、南側調査区では南東端にトレンチを設定し、基本層序の観察

を開始する。トレンチ内で縄文土器がまとまって出土した。２２日午後、作業員健診を行う。

第２週（５月２６～３０日）　南側調査区で基本層序の観察と記録を行う。北側調査区では南西側から遺構

確認作業を開始し、土坑・柱穴などが検出された。

第３週（６月２～６日）　北側調査区南西側で遺構確認を行い、確認した柱穴の段下げを行う。柱穴か

ら青磁など中世の遺物が数点が出土した。南側調査区では、基本層序の記録を終了。縄文土器が出土

した地点を拡張したが遺構は検出されなかった。３日、児玉南調査課長来跡。

第４週（６月９～１３日）　北側調査区での遺構確認を継続し、確認面での実測を開始する。１０日、北上

　　第２節　調査と整理の方法
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市埋蔵文化財センター職員と発掘作業員２７名が見学のため来跡。

第５週（６月１７～２０日）　遺構確認は北側調査区南東部に移る。検出済みの遺構平面実測を継続する。

検出した多数の柱穴から数棟の掘立柱建物跡が復元できた。１７日、芳賀雄勝高校長来跡。

第６週（６月２３～２７日）　北側調査区南東側で多数の遺構が確認されたが、切り合い状況では柱穴より

も土坑の方が新しいため、土坑の精査を優先して進める。２７日、大野所長来跡。

第７週（６月３０日～７月４日）　遺構確認は北側調査区中央部に移る。幅１０ｍほどで蛇行する落ち込み

にベルトを設定して掘り下げ、河川跡であると判断した。３日、雄勝町教育委員会生涯学習課長、同

職員１名来跡。

第８週（７月７～１１日）　遺構確認は北側調査区の北部まで進んだ。確認した柱穴の段下げと平面実測

を継続する。８日、秋田大学教育文化学部生２名、見学のため来跡。９日、武田副所長来跡。

第９週（７月１４～１８日）　北側調査区での遺構確認はほぼ終了し、遺構精査と実測を進める。１７日、雄

勝町教育委員会生涯学習課職員２名と２５日の見学の件で打ち合わせを行う。

第１０週（７月２２～２５日）　南側調査区で遺構確認を開始。調査区を東西に横切る溝跡（ＳＤ６４）とこれに沿

う柱穴を確認した。２５日、雄勝町昔を語る会・雄勝町文化財保護協会１８名が見学。

第１１週（７月２８日～８月１日）　柱穴の平面図から掘立柱建物を検討し、建物と認定された柱穴から精

査を開始する。２９日、大野所長来跡。雄勝町総務課職員が広報に掲載するため写真撮影を行う。

第１２週（８月４～８日）　北側調査区南東部では土坑の精査をほぼ終了し、新たに掘立柱建物７棟を認

定する。４日、芳賀雄勝高校長と社会科教諭３名が見学のため来跡。６日、児玉課長来跡。次週夏期

休暇に入るため、調査区周辺の環境整備を行う。

第１３週（８月１８～２２日）　調査を再開。南側調査区では溝跡の掘り下げに着手する。北側調査区では新

たに掘立柱建物跡２棟を認定し、精査を開始する。２１日、雄勝町教育委員会・遺跡見学の会６名来

跡。

第１４週（８月２５～２８日）　北側調査区では竪穴状遺構および井戸跡の精査を行う。南側調査区では溝跡

の断面図作成を行う。２５日、大野所長来跡。２７日、秋田放送職員ビデオ撮影のため来跡。

第１５週（９月１～５日）　北側調査区で掘立柱建物跡を中心に精査を進める。４日、大野所長来跡。

第１６週（９月８～１２日）　掘立柱建物群の断面図作成はほぼ終了し、周辺の柱穴や他の遺構の精査を進

める。１２日、八戸工業大学高島成侑教授来跡。掘立柱建物群の性格について指導を受ける。

第１７週（９月１６～１９日）　遺構精査を進める。１６日、羽後町明治公民館２６名見学のため来跡。

第１８週（９月２２～２６日）　南側調査区では遺構精査を終了。北側調査区北部で柱穴・土坑の精査を進め

る。２６日、児玉南調査課長来跡。

第１９週（９月２９日～１０月３日）　北側調査区での遺構精査を継続。４日の遺跡見学会に向け、環境整備

を行う。２９日、雄勝町商工観光課職員３名来跡。３０日、生涯学習課文化財保護室藤澤・磯村学芸主事

来跡。１日、文化財保護室桜田主幹来跡。デジタルビジネス秋田社員２名、バルーンによる空中写真

撮影のため来跡。３日、湯沢市「ユートピア探検」グループ見学のため来跡。４日、遺跡見学会を実

施し、１２５名の参加者を得た。

第２０週（１０月５～７日）　残りの遺構精査を完了。７日、児玉課長来跡。発掘用機材を撤収し、調査を

終了した。
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第４章　調査の記録

　　第１節　基本層序

　調査区は先に述べたとおり水田として利用されており、地表面高は北西側が若干低い傾向にある。

昭和４０年代末から昭和５０年代初頭にかけて実施されたほ場整備により、調査区は大きく削平を受けて

いるが、本来的な地形は雄物川に向かって北西側に緩く傾斜していたものと推測される。遺跡の基本

層序は、調査区南東側の境界付近にトレンチを設定し、部分的に確認調査時に掘り込まれたトレンチ

壁面を利用して土層断面を観察した。その結果、本遺跡で主体をなす中世の遺構構築面は大きく失わ

れており、プライマリーな層は削平を免れた田地周縁の畦付近でわずかに確認されるに過ぎなかった。

　なお、北側調査区の中央部には幅５ｍほどの旧河道が蛇行しており、旧河道底面からは中世の遺物

が少なからず出土している。また中世の遺構はこの河道を境界として、分布状況が明らかに異なって

いる。これらのことから、中世の遺構群が展開していた時期に、河道が存在した可能性が高いと考え

られる。さらに旧河道沿いには、直線的な溝状の掘り込みが調査区を横断している。ここには昭和期

の廃棄物が含まれており、ほ場整備が行われる以前に使用された水路と考えられる。

　遺跡の基本層序は、以下に示すⅠ～Ⅴ層である。

Ⅰ層　遺跡全体に存在する、水田耕作関連の堆積土である。本層は以下のⅠａ層とⅠｂ層に細分した。

本層には縄文時代・中世・近世の遺物が含まれるが、全て水田造成時に本来的な位置から移動

し、混入したものと考えられる。

Ⅰａ層　黒褐色を主体とした水田耕作土。下層のⅠｂ層との層界に鉄分の沈着が著しい。　

Ⅰｂ層　黒褐色を主体とした水田床土。Ⅰａ層同様、直下層との層界に鉄分の沈着が著しい。なお、部

分的に本層より下にⅠａ層に類似した堆積土が確認されており、ほ場整備以前の旧耕作土と考

えられる。

Ⅱ層　水田造成以前の旧表土。黒色土を主体とする。本層は大部分が現水田造成時に失われており、

削平を免れた畦部分等に残存するに過ぎない。しかし検出した中世の遺構堆積土中には、本層

を由来とする黒色土の混入が認められる場合が多く、さらに本層から中世の青磁破片が出土し

ている。本層は中世において遺構構築面を形成していた可能性が高い。

Ⅲａ層　Ⅱ層とⅢ層の中間にある漸移層。遺跡全体がⅢ層もしくはこれより下位の層まで削平を受け

ているため、Ⅱ層が存在する場所でわずかに観察できる。

Ⅲ層　にぶい黄褐色土。いわゆる地山土で、大部分の遺構は本層中で確認した。構成土の粒径は上部

でやや粗く、下部で細かくなっており、断面で観察すると部分的に縞状の堆積を示す。遺跡北

側の高松川を給源とした河成堆積物の可能性もあろう。本層に遺物は包含されていない。

Ⅳ層　黒褐色土。本層には縄文時代後期初頭の遺物がプライマリーな状態で包含されており、当該時

期の地表面を形成していたと考えられる。

Ⅴ層　にぶい黄褐色土。細砂質土が主体となる。基本的に本層下に基盤礫層があるが、堆積の厚さは

一定でなく、部分的に本層を介在せずⅣ層直下に礫層が存在する場合もある。

　　　第１節　基本層序
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　　第２節　検出遺構

　１　概要

　今回の調査で検出した遺構は、掘立柱建物跡１９棟、柱穴列１４条、柱穴１，２４０基、竪穴状遺構４基、

溝跡５条、井戸跡１基、焼土遺構２基、土坑４７基である（第８・９図、第２表）。

　先述したとおり、調査区は南北に分断されているが、殆どの遺構は北側調査区に存在する。北側調

査区でも特に中央部においては掘立柱建物跡や竪穴状遺構・土坑等の遺構が密集しており、河川跡を

隔てた北部では掘立柱建物跡・溝跡・土坑などが散漫な状態で分布している。南側調査区では、調査

区を横断する溝跡の他は、柱穴が少数分布する程度である。ところで北側調査区中央部では、部分的

に基盤層である河床礫層にまで削平が及んでいる。検出された遺構のうち特に柱穴は、礫層に達した

段階でそれ以上掘り下げないという傾向があり、この河床礫層が露出した箇所では、本来存在した遺

構が滅失した可能性もある。

　検出した遺構は、遺構構築面の削平により文化層と対応した検出が不可能であったこと、堆積土中

の出土遺物が少ないことから、多くの場合時期の特定は困難である。しかし、少ないながらも遺構内

堆積土から出土した遺物は殆ど中世に帰属するものであり、また遺構の形態や堆積土には共通した特

徴が多く認められるため、大部分は中世に属する遺構群と考えられる。

　なお、遺構図は本節の最後に、本文記述順に掲載する。ただし柱穴は、掘立柱建物跡および柱穴列

を構成するものについては柱筋に揃えた断面図を含めて各挿図中に示したが、それ以外は付図への掲

載に留めた。また全ての柱穴は、計測値・堆積土等を記録した表を本文の次にまとめて掲載する。

　２　遺構各説

（１）掘立柱建物跡（第１０～２２図、第３表、巻頭図版３・４、図版２・３）

　掘立柱建物跡は北側調査区で１９棟検出し、特に南西部から中央部にかけて１７棟が集中する（第９

図）。これらは柱穴の切り合いによって新旧関係が認められる場合があり、最も重複した箇所では少

なくとも５棟の変遷が追認できる。重複する掘立柱建物群は、隣接する南北２か所のまとまりに大き

く分けることができ、北側では北西方向の、南側では北東方向の桁行方位を維持しながら移り変わっ

ている。遺構集中区域にある掘立柱建物跡は、大部分が時期的に隔絶せず変遷していったものと推測

される。

　一方、これらの密集する掘立柱建物跡群から、河川跡を隔てた北部にある２棟の掘立柱建物跡は、

遺構集中区域にあるものとは柱間距離や柱配置が若干異なっており、別時期に構築された可能性もあ

ろう。掘立柱建物群の変遷観・年代観等については、第７章で述べることにする。

　掘立柱建物跡は、その柱配置により総柱建物（ＳＢ５２・５４・８８）・梁行１間（ＳＢ１０４）・梁行２間・梁行

３間（ＳＢ９５）の４つに大きく分類することができ、さらに梁行２間の建物は下屋を持つもの（ＳＢ５５・

５９・６１・６２・６３・６５・６６・７３・９７・１００）と持たないもの（ＳＢ５７・５８・６０・７２）に分けることができる。

各掘立柱建物跡の身舎規模・桁行方位・下屋の付く方位・柱間寸法・下屋の出・他遺構との新旧関係

については第３表にまとめた。
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ＳＫ３９ 
ＳＡ９３ 

ＳＡ９１ 

ＳＫ４２ 

ＳＡ９２ 

ＳＫ４０ 

ＳＤ６４ 

ＳＫ４３ 

ＳＫ４４ 

 

ＳＡ８９ 

ＳＥ７１ 

ＳＫ９８ 

ＳＢ８８ 
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遺構配置図 

土層断面 

２０ｍ 

０ 
１：４０ 

２ｍ 

※１～１６層は河川跡に伴う堆積土 
 
※①～⑧層は撹乱（水路跡）跡に伴う堆積土 

※スクリーントーン部分は現水田造成に伴う盛土 

基本土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 
Ⅰａ １０YR３／１（黒褐色） シルト～粘土 ＋ ＋＋ － 
Ⅰｂ １０YR２／２（黒褐色） シルト ± ＋＋＋ φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）粒５％、φ５～１０㎜黄褐色土（Ⅲ層）粒１０％ 
Ⅱ １０YR１．７／１（黒色） シルト ± ＋ － 
Ⅲ １０YR４／３～４／４（にぶい黄褐～褐色） 細砂～シルト ± ＋ － 
Ⅲａ １０YR３／２（黒褐色） シルト ＋ ± － 
Ⅲ’ １０YR５／３～５／４（にぶい黄褐色） シルト ＋ ± － 
Ⅳ １０YR２／２（黒褐色） シルト～粘土 ＋～＋＋ ± － 
Ⅴ １０YR５／３（にぶい黄褐色） 細砂～シルト －～± ± － 

河川跡土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 
１ １０YR３／２（黒褐色） 粗砂 － ＋＋ － 
２ １０YR４／２（灰黄褐色） 粗砂～細砂 － ＋ φ５～１０㎜炭化物粒１％ 
３ １０YR３／３（暗褐色） シルト ＋ ± φ５～２０㎜地山土（Ⅲ層）塊２０％、φ１～５㎜炭化物粒１％ 
４ １０YR３／２（黒褐色） 細砂～シルト ± ＋＋ φ１０～２００㎜礫１０％ 
５ １０YR３／１（黒褐色） 粗砂 － ＋ φ５～１００㎜礫３０％、現代の木片 
６ １０YR４／２～３／２（灰黄褐～黒褐色） 細砂 ± ＋ － 
７ １０YR３／２（黒褐色） 細砂～シルト ± ±～＋ φ５～３０㎜礫３％ 
８ １０YR３／２（黒褐色） 細砂～シルト ± ± － 
９ １０YR３／２（黒褐色） シルト ＋ ±～＋ － 
１０ １０YR３／１（黒褐色） シルト ＋＋ ± φ２０～４０㎜黒色土（Ⅱ層）塊１０％、φ１０～３０㎜地山土（Ⅲ層）塊５％、φ１～５㎜炭化物粒１％ 
１１ １０YR３／４（暗褐色） シルト～粘土 ＋＋ －～± － 
１２ １０YR３／３（暗褐色） 粗砂～細砂 － － φ５～１００㎜礫２０％ 
１３ １０YR３／２（黒褐色） シルト～粘土 ＋＋ － φ１～５㎜炭化物粒１％ 
１４ １０YR３／２（黒褐色） 細砂～シルト ± ＋ － 
１５ １０YR３／３（暗褐色） 粗砂～細砂 － ± φ１０～３０㎜礫１０％ 
１６ ２．５Y３／２（黒褐色） 粗砂 － ＋ φ１０～５０㎜礫２０％ 

撹乱（水路跡）土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 
① １０YR３／１（黒褐色） シルト～粘土 ＋＋ ± － 
② １０YR３／２（黒褐色） シルト ＋ ＋＋ φ１０～３０㎜地山土（Ⅲ層）塊１０％ 
③ １０YR３／３（暗褐色） シルト ＋ ＋＋ φ５～２０㎜地山土（Ⅲ層）塊５％ 
④ １０YR３／１（黒褐色） シルト～粘土 ＋＋ ± － 
⑤ １０YR２／３（黒褐色） シルト～粘土 ＋～＋＋ ＋＋ φ１０～３０㎜地山土（Ⅲ層）塊２０％ 
⑥ １０YR３／２（黒褐色） 粗砂 － ＋＋ φ１０～２００㎜礫１０％ 
⑦ １０YR４／２（灰黄褐色） シルト～粘土 ＋＋ － － 
⑧ １０YR３／２（黒褐色） シルト ＋ ± φ５～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒１０％ 

第８図　遺構配置図・基本土層図

　　　第２節　検出遺構
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第９図　遺構集中区域図
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第４章　調査の記録

SB：掘立柱建物跡（１９棟） 
番号 検出位置 挿図番号 図版番号 
SB５２ ME４７・４８、MF４６・４７・４８、MG４７ － 
SB５４ MC４８・４９、MD４８・４９、ME４８・４９ － 
SB５５ LT５１、MA５０・５１・５２、MB５０・５１・５２、MC５１ １１ 

１１ 

１０ 
１０ 

－ 
SB５７ LS４７・４８、LT４６・４７・４８、MA４６・４７ － 
SB５８ LQ４８・４９、LR４８・４９・５０、LS４８・４９ ２・３ 
SB５９ LO４８・４９・５０、LP４８・４９・５０・５１、LQ４９・５０・５１、LR５０・５１ 

１２ 

１２ 

２・３ 
SB６０ LP５１、LQ５０・５１・５２、LR５１・５２・５３、LS５２・５３ 

１３ 
２・３ 

SB６１ LN４９、LO４８・４９・５０・５１、LP４８・４９・５０・５１、LQ４７・４８・４９・５０、LR４８・４９ ２・３ 
SB６２ LO４８・４９・５０、LP４７・４８・４９・５０、LQ４７・４８・４９・５０、LR４６・４７・４８・４９、LS４７・４８ 巻頭１０、２・３ 
SB６３ LO４９、LP４８・４９・５０、LQ４７・４８・４９・５０、LR４７・４８・４９・５０、LS４８・４９ ２・３ 
SB６５ LM５４、LN５３・５４・５５、LO５３・５４・５５・５６・５７、LP５４・５５・５６・５７・５８、LQ５５・５６・５７・５８、LR５６・５７ １８ 

１４ 
１５ 
１６ 
１７ 

２・３ 
SB６６ LN５４・５５、LO５４・５５・５６、LP５４・５５・５６、LQ５５ ２・３ 
SB７２ LO５５・５６、LP５５・５６・５７、LQ５６ ３ 
SB７３ LO５６・５７、LP５６・５７・５８、LQ５６・５７ ３ 
SB８８ LG５８、LH５７・５８・５９、LI５８・５９ 

１９ 
１９ 

－ 
SB９５ LF６２・６３、LG６２・６３、LH６２ － 
SB９７ LK５０・５１・５２、LL５０・５１・５２・５３、LM５０・５１・５２・５３・５４、LN５１・５２・５３・５４、LO５２・５３ 

２０ 
２０ 

－ 
SB１００ LM５０・５１、LN５０・５１・５２、LO５０・５１・５２、LP５１ ２２ 

２１ 
－ 

SB１０４ LT５２、MA５２・５３、MB５２ ２２ － 

SA：柱穴列（１４条） SK：土坑（４７基） 
番号 検出位置 挿図番号 図版番号 番号 検出位置 挿図番号 図版番号 
SA５６ MB４７・４８、MC４７、MD４６・４７、ME４６ ２３ 

２３ 
２３ 
２３ 
２３ 
２３ 
２３ 
２３ 
２３ 
２３ 
２３ 
２３ 
２３ 
２３ 

－ SK０１ LQ５０ １１ 
SA６９ LP５３・５４ － SK０２ LQ５０ １１ 
SA７０ LQ５８、LR５７・５８ － SK０３ LP５１、LQ５０・５１ １１ 
SA８２ LP４７、LQ４７、LR４６ － SK０４ LP５０・５１、LQ５０・５１ １１ 
SA８３ LR４７・４８、LS４８ － SK０５ LO４９、LP４９・５０、LQ５０ １２ 
SA８６ LQ４７・４８、LR４８ － SK０７ LN４８・４９、LO４８ 

３２ 
３２ 
３２ 
３２ 

３２ 

３２ 

３２ 
３２ 

３２ 
１２ 

SA８９ LH５８・５９、LI５９ － SK０８ LO４７・４８、LP４７・４８ １２ 
SA９０ LH５８・５９、LI５９ － SK０９ LO４７、LP４７ ４・１２ 
SA９１ LH５９、LI５９・６０、LJ６０・６１、LK６１ － SK１１ LO４８・４９、LP４８ １３ 
SA９２ LI６０、LJ６０・６１、LK６１ － SK１２ LO４７ ４・１３ 
SA９３ LK６１、LL６０・６１ － SK１３ LM４７・４８、LN４７・４８ 

３３ 
３３ 
３３ 
３３ 
３３ 

１３ 
SA９６ LG６０・６１、LH６０ － SK１４ LO５０、LP５０ １３ 
SA１０５ LF６０、LG５９・６０ － SK１５ LP５０ １４ 
SA１０６ LL５２・５３ － SK１７ LP４８・４９、LQ４８・４９ １４ 

SK１８ LP４９ １４ 
SK２０ LO４９ １４ 

SKI：竪穴状遺構（４基） SK２１ LP４８、LQ４８ １５ 
番号 検出位置 挿図番号 図版番号 SK２３ LQ５２ 

３４ 
３４ 
３４ 
３４ 
３４ 
３４ 
３４ 

１５ 
SKI１０ LO４７ ４ SK２６ LP５１・５２ １５ 
SKI３８ LN５０・５１、LO５０・５１ 巻頭５、５ SK２８ LS５４、LT５４ １５ 
SKI７４ LK５３・５４、LL５３・５４ 巻頭５、６ SK２９ LQ５７、LR５７ １６ 
SKI７５ LL５３、LM５３・５４ ２７ 

２４ 
２５ 
２６ 

巻頭５、７ SK３０ LP５７、LQ５７ １６ 
SK３１ LR５２・５３ １６ 
SK３２ LP５８ １６ 

SD：溝跡（５条） SK３３ LQ５６ 

３５ 

３５ 
３５ 
３５ 
３５ 

１５ 
番号 検出位置 挿図番号 図版番号 SK３４ LP５５ １７ 
SD４５ LB６１、LC６０・６１、LD５９・６０ ２８ 巻頭６、８ SK３５ LP５４、LQ５４ １７ 

LE５７・５８・５９・６０、LF５７・５８・５９ SK３６ LO５２、LP５２ １７ 
LG５７・５８ SK３７ LN５１ １７ 

SD４６ LF６３・６４、LG６３、LH６３ ３０ 

３０ 
３０ 

８ SK３９ LL６１・６２ １８ 
SD６４ MD３２、ME３２・３３・３４、MF３３・３４・３５ ２９ 巻頭７、９ SK４０ LJ５８・５９、LK５９ １８ 

MG３４・３５・３６、MH３５・３６・３７ SK４１ LG５９ 

３６ 
３６ 
３６ 
３６ 

３６ 
３６ 
３６ 

１８ 
MI３６・３７・３８、MJ３７・３８・３９、MK３８・３９ SK４２ LJ６２・６３ １８ 

SD１０２ LH５８・５９・６０ ８ SK４３ LH６２、LI６２ １９ 
SD１０３ LH５９ ８ SK４４ LH６２・６３ １９ 

SK４７ LO５５ １９ 
SK５０ LP５１ １１・１９ 

SE：井戸跡（１基） SK５１ LO５２、LP５２ ２０ 
番号 検出位置 挿図番号 図版番号 SK５３ LN５１ ２０ 
SE７１ LH５５・５６ ３１ 巻頭８、１０ SK６７ LM４８ 

LM４８ 
３４ １９ 

SK６８ ３８ 
３８ 
３８ 
３８ 
３８ 
３８ 
３８ 

３７ 
３７ 
３７ 
３７ 
３７ 

３７ 

２０ 
SK７６ LK５３、LL５３ ２０・２１ 

SN：焼土遺構（２基） SK７７ LK５３ ２０・２１ 
番号 検出位置 挿図番号 図版番号 SK８０ LJ５１、LK５１ ２１ 
SN７９ LK５２ ３１ 

３１ 
１０ SK８７ LL５０・５１ ２１ 

SN８１ LK５１ １０ SK９８ LH５７・５８ ２１ 
SK９９ LL５３、LM５３ ２１ 

第２表　検出遺構一覧



①ＳＢ５２掘立柱建物跡（第１０図）

　ＭＥ４７・４８、ＭＦ４６・４７・４８、ＭＧ４７区にあり、調査区で最も南西に位置する掘立柱建物跡である。

全長約６．４×４．２ｍ、桁行３間、梁行２間の身舎規模をもつ総柱建物で、桁行方位は北から４７°東へ偏

する。柱間寸法は桁行・梁行ともに７尺に揃っている。柱穴はⅢ層上面で確認した。円形平面を基調

とし、長径の平均値は３１．４㎝、深さの平均値は３９．４㎝である。柱穴には全て直径１０～１５㎝ほどの柱痕

跡が認められ、明確な柱抜き取り痕はない。単独の柱穴１基と切り合い、これより新しい。柱穴から

遺物は出土しなかった。本掘立柱建物跡は柱通りが揃うことから当初ＳＢ５４と一体をなすものと捉え、

桁行７間、梁行２間の長大な掘立柱建物跡と考えた。しかしその場合桁行の柱間寸法が真ん中だけ８

尺となっていて、他とは揃わない。現段階では柱間寸法の整合性を優先し、ＳＢ５２とＳＢ５４の２つの掘

立柱建物跡に分離している。

②ＳＢ５４掘立柱建物跡（第１０図）

　ＭＣ４８・４９、ＭＤ４８・４９、ＭＥ４８・４９区に位置する。先述したＳＢ５２と同様の規模・柱配置をとる総柱

建物で、柱通りも共通する。柱穴はⅢ層上面で確認した。円形平面を基調とし、長径の平均値は３１．１

㎝、深さの平均値は３５．１㎝である。柱穴には直径１０～１５㎝の柱痕跡が確認された。１基の柱穴のみ柱

痕跡を確認できなかったが、この柱穴について抜き取りの有無は判然としなかった。単独の柱穴１基

と切り合い、これより古い。柱穴から遺物は出土しなかった。本掘立柱建物跡は当初ＳＢ５２と一体をな

す建物と捉えていたが、先述のとおり別々の建物に分離した。

③ＳＢ５５掘立柱建物跡（第１１図）

　ＬＴ５１、ＭＡ５０・５１・５２、ＭＢ５０・５１・５２、ＭＣ５１区に位置する。全長約７．３×３．２ｍ、桁行３間、梁

行２間の身舎規模をもつ建物で、桁行方位は北から４４°東へ偏し、南東側に出が１．１ｍの下屋が付く。

柱間寸法は桁行で南西側から８・８．５・７．５尺となり、梁行は北東側で８・３尺の２間に分かれるが、

南西側で同様に梁間を分割する柱穴は確認されなかった。梁行方向と桁行方向が直交せず、柱間寸法

も揃っていないが、８尺の間尺を基準としたものと考えられる。柱穴はⅢ層上面で確認した。円形平

面を基調とし、身舎を構成する柱穴の長径平均値は３１．９㎝、深さの平均値は２４．２㎝を測る。これに対
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第３表　掘立柱建物跡一覧

番号 身舎規模 桁行方位 下屋 
身舎全長（ｍ） 柱間寸法（ｍ） 下屋出 

新旧関係 桁行×梁行 桁行 梁行 桁行 梁行 （ｍ） 
SB５２ ３×２ N－４７゚－E － ６．４ ４．２ ２．１ ２．１ － － 
SB５４ ３×２ N－４７゚－E － ６．４ ４．２ ２．１ ２．１ － － 
SB５５ ３×２ N－４４゚－E SE ７．３ ３．２ ２．３・２．４・２．６ ０．９・２．４ １．１ SB１０４より古 
SB５７ ３×２ N－６１゚－E － ６．６ ４．２ ２．１・２．４ ２．１ － － 
SB５８ ３×２ N－５２゚－E － ６．６ ４．２ ２．１・２．３ ２．１ － SB６３より古 
SB５９ ５×２ N－４１゚－W NW・SE・SW １０．５ ４．３ ２．１ ２．１ １．２・２．１ SB６０・６１・６２、SK０１・０２・０３・０４・０５・１１・５０より古 
SB６０ ５×２ N－４１゚－W － １０．５ ４．３ ２．１ ２．１ － SB５９より新、SK０３・２３より古 
SB６１ ５×２ N－５２゚－E NW・SE・SW １１．７ ４．２ ２．１・２．３・２．４ ２．１ １．５ SB５９より新、SB６２・６３・SK０５・１１・１５・２１より古 
SB６２ ７×２ N－５３゚－E NW・SE １６．４ ４．２ ２．３・２．４ ２．１ １．５ SB５９・６１より新、SK１１・１５より古 
SB６３ ５×２ N－５３゚－E NW・SE １０．８ ４．２ ２．１・２．３ ２．１ １．４・１．５ SB５８・６１より新、SK０１・０２・０４・０５・０７・２１より古 
SB６５ ７×２ N－３７゚－W 四面 １６．８ ４．２ ２．４ ２．１ １．２・１．５ SB６６・７３・SK２９・３３・３４より古 
SB６６ ３×２ N－３９゚－W NE・NW・SW ６．３ ４．３ ２．０・２．１・２．２ ２．１ １．２ SB６５より新、SK３４より古 
SB７２ ３×２ N－３８゚－W － ６．１ ３．６ ２．０・２．１ １．５・２．１ － － 
SB７３ ３×２ N－４４゚－W NE ６．３ ３．６ ２．１ １．２・２．４ ０．９ SB６５より新、SK３０より古 
SB８８ ３×２ N－４５゚－W － ６．１ ３．０ １．８・２．１ １．８・２．１ － SD１０２より古 
SB９５ ３×３ N－４４゚－E － ４．３ ３．４ １．２・１．８ ０．９・１．２・１．５ － － 
SB９７ ７×２ N－４０゚－W NE・SW １４．８ ４．３ ２．１ ２．１ １．７ SB１００・SKI７５・SK９９より古 
SB１００ ４×２ N－３８゚－W SW ８．５ ４．３ ２．１ ２．１ ２．１ SB９７より新 
SB１０４ ２×１ N－４７゚－W － ４．６ ２．１ ２．１・２．６ ２．１ － SB５５より新 



し、下屋を構成する柱穴の長径平均値は３３㎝、深さの平均値は１７．８㎝で、下屋の柱穴が若干浅めと

なっている。柱穴には全て直径１０～１５㎝ほどの柱痕跡が確認でき、明確な柱抜き取り痕は認められな

い。ＳＢ１０４を構成する柱穴１基との新旧関係から、これより古く、また単独の柱穴１基よりも古い。

柱穴から遺物は出土しなかった。

④ＳＢ５７掘立柱建物跡（第１１図）

　ＬＳ４７・４８、ＬＴ４６・４７・４８、ＭＡ４６・４７区に位置する。確認調査時の試掘坑に削られているため、

北西側の状況が不明であるが、全長約６．６×４．２ｍ、桁行３間、梁行２間の身舎規模をもつ建物と推定

され、桁行方位は北から６１°東へ偏する。柱間寸法は桁行・梁行ともに７尺が用いられるが、桁行の

真ん中だけ若干延びて８尺となっている。柱穴はⅢ層上面で確認した。方形平面を基調とし、大きさ

のばらつきが少ない。長径の平均値は２９．３㎝、深さの平均値は３３．８㎝である。柱穴には直径１０～１５㎝

ほどの柱痕跡があり、柱抜き取り痕は認められない。単独の柱穴１基と切り合い、これより新しい。

柱穴から遺物は出土しなかった。

⑤ＳＢ５８掘立柱建物跡（第１２図、図版２・３）

　ＬＱ４８・４９、ＬＲ４８・４９・５０、ＬＳ４８・４９区に位置する。全長約６．６×４．２ｍ、桁行３間、梁行２間の身

舎規模をもつ建物で、桁行方位は北から５２°東へ偏する。柱間寸法は桁行の北東端が７．５尺となるほ

かは７尺に揃っている。柱穴はⅢ層上面で確認した。円形平面を基調とし、長径の平均値は４２．３㎝、

深さの平均値は４６．６㎝である。柱穴には直径１０～２０㎝ほどの柱痕跡があり、柱抜き取り痕は認められ

ない。なお柱穴土層断面に着目すると、柱痕跡下端部が柱穴堀方底面まで達していないものが数例認

められ、柱痕跡下端部の標高が全体的に近似した値となっている。この現象は南東列および南西列の

柱穴に顕著である。おそらく、柱穴に設置する柱は長さの規格が揃ったものを用いており、標高の高

い北側の列に柱の上端レベルを合わせるため、柱設置の際に柱穴を少し埋め戻しているのであろう。

ＳＢ６３を構成する柱穴２基との新旧関係からこれより古く、また単独の柱穴２基よりも古い。柱穴から

遺物は出土しなかった。

⑥ＳＢ５９掘立柱建物跡（第１３図、図版２・３）

　ＬＯ４８・４９・５０、ＬＰ４８・４９・５０・５１、ＬＱ４９・５０・５１、ＬＲ５０・５１区に位置する。柱穴が確認されな

い箇所もあるが、全長約１０．５×４．３ｍ、桁行５間、梁行２間の身舎規模で、その両端に１×２間の小

部屋をもつ建物と考えた。桁行方位は北から４１°西へ偏する。身舎南西側には出が２．１ｍの下屋が付

き、さらに北西・南東側に出が１．２ｍの下屋が付く。柱間寸法は桁行・梁行ともに７尺に揃い、南西

側の下屋の出もこれに共通する。柱穴はⅢ層上面で確認した。円形平面を基調とし、身舎を構成する

柱穴の長径平均値は６４．８㎝、深さの平均値は２７．５㎝を測る。一方下屋を構成する柱穴の長径平均値は

５０．５㎝、深さの平均値は３４．８㎝で、下屋の柱穴が若干小さく深い傾向にある。柱穴には直径１５～２５㎝

ほどの柱痕跡が認められ、明確な柱抜き取り痕はない。ＳＫ０１・０２・０３・０５・５０の５基の土坑と切り合

い、これらより古い。また、ＳＫ０４は想定される身舎の柱穴配置と重複することから、本掘立柱建物跡

より新しいものと推測する。なお、ＳＫ１１は本掘立柱建物跡を切り込む単独の柱穴と新旧関係を有し、

これも間接的に新しいと言える。１８基の柱穴との切り合いでは、ＳＢ６０を構成する５基、ＳＢ６１を構成

する３基、ＳＢ６２を構成する３基との新旧関係から、これらの掘立柱建物跡より古い。また単独の柱穴

５基より古く、２基より新しい。遺物は下屋を構成する柱穴ＬＱ４９⑭の柱痕跡部分から青磁碗底部破片
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１点（４１－１７）と器種不明の瀬戸産陶器破片１点（４２－２０）が、裏込め部分から須恵器系中世陶器甕の体

部破片１点（４３－５）が出土した。本掘立柱建物の構築時期は、出土遺物から１２世紀末が上限と考えら

れる。

⑦ＳＢ６０掘立柱建物跡（第１４図、図版２・３）

　ＬＰ５１、ＬＱ５０・５１・５２、ＬＲ５１・５２・５３、ＬＳ５２・５３区に位置する。全長約１０．５×４．３ｍ、桁行５間、

梁行２間の身舎規模で、南東端に１間×２間の小部屋をもつ建物である。桁行方位は北から４１°西へ

偏する。柱間寸法は桁行、梁行ともに７尺に揃っている。柱穴はⅢ層上面で確認した。円形平面を基

調とし、長径の平均値は８４．３㎝、深さの平均値は５４．８㎝を測り、全ての掘立柱建物跡のうち柱穴規模

が最も大きい。直径２０～４０㎝ほどの柱痕跡が認められるが、特に径の大きいものは柱の引き抜きを示

すかもしれない。またいくつかの柱穴底面には、柱当たりが明瞭に観察できた。ＳＫ０３・２３の２基の土

坑と切り合い、これらより古い。８基の柱穴との切り合いでは、ＳＢ５９を構成する５基との新旧関係か

らこれより新しい。また単独の柱穴３基より古い。遺物は柱穴ＬＲ５３①と②から須恵器系中世陶器甕の

体部破片が１点ずつ（４３－１２・１３）出土している。本掘立柱建物の構築時期は、出土遺物から１２世紀末

が上限と考えられる。

⑧ＳＢ６１掘立柱建物跡（第１５図、図版２・３）

　ＬＮ４９、ＬＯ４８・４９・５０・５１、ＬＰ４８・４９・５０・５１、ＬＱ４７・４８・４９・５０、ＬＲ４８・４９区に位置する。全

長約１１．７×４．２ｍ、桁行５間、梁行２間の身舎規模をもつ建物で、桁行方位は北から５２°東へ偏する。

北西・南東・南西側に出が１．５ｍの下屋が付く。柱間寸法は桁行が南西側から７．５・７．５・８・８・７

尺となり揃わないが、梁行は７尺に揃う。桁行には７．５尺前後の寸法を基準としているようである。

柱穴は基本的にⅢ層上面で確認したが、北東側の列はⅣ層上面での検出となり、北西隅は削平により

消滅したと考えられる。柱穴は円形平面を基調とし、身舎を構成する長径の平均値は５４㎝、深さの平

均値は２７㎝を測る。一方下屋を構成する柱穴の長径平均値は６５㎝、深さの平均値は３３．２㎝で、下屋の

柱穴の方が大きい傾向にある。柱穴には直径１５～２５㎝ほどの柱痕跡があり、一部の柱は抜き取られて

いる。ＳＫ０５・１１・１５・２１の４基の土坑と切り合い、これらより古い。３２基の柱穴との切り合いでは、

ＳＢ５９を構成する３基との新旧関係からこれより新しく、ＳＢ６２を構成する２０基、ＳＢ６３を構成する１基、

ＳＡ８６を構成する３基との新旧関係からこれらより古い。また単独の柱穴５基より古く、１基より新し

い。柱穴から遺物は出土しなかった。

⑨ＳＢ６２掘立柱建物跡（第１６図、巻頭図版１０、図版２・３）

　ＬＯ４８・４９・５０、ＬＰ４７・４８・４９・５０、ＬＱ４７・４８・４９・５０、ＬＲ４６・４７・４８・４９、ＬＳ４７・４８区に位置

する。全長約１６．４×４．２ｍ、桁行７間、梁行２間の身舎規模をもち、桁行は３間と４間に間仕切りさ

れる。桁行方位は北から５３°東へ偏する。北西と南東側に出が１．５ｍの下屋が付く。柱間寸法は桁行

が南西側から７．５・８・８・７．５・８・８・７．５尺となり、梁行はともに７尺である。桁行方向の柱間

平均値は約７．８尺で、先述したＳＢ６１より若干広い間尺を採用したものと考えられる。柱穴はⅢ層上面

で確認した。円形平面を基調とし、身舎を構成する長径の平均値は５２．４㎝、深さの平均値は４６．９㎝、

下屋を構成する柱穴の長径平均値は４２㎝、深さの平均値は４２．５㎝で、下屋の柱穴が小さい傾向にある。

柱穴には直径１０～３０㎝ほどの柱痕跡があり、明確な柱抜き取りの痕跡はない。また柱痕跡は身舎より

下屋に伴うものの方が小さい傾向にある。ＳＫ１１・１５の２基の土坑と切り合い、これよりも古い。３０基
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の柱穴との切り合いでは、ＳＢ５９を構成する３基、ＳＢ６１を構成する２０基との新旧関係から、これらよ

り新しい。また単独の柱穴５基より新しく、２基より古い。遺物はＬＳ４８⑥の裏込め部分から完形の皿

形かわらけ１点（４７－１７）、ＬＲ４７②の柱痕跡部分から皿形かわらけ底部破片が１点（４７－２２）、ＬＱ４９⑬

から棒状の鉄製品１点（４８－２）が出土した。かわらけは柱穴の裏込め部分から完形の状態で出土して

おり（巻頭図版１０参照）、建物構築の際、意図的に埋めた可能性を指摘できる。本掘立柱建物は出土し

たかわらけの年代観より、１３世紀中葉から後葉にかけての構築時期が想定される。なお柱穴ＬＳ４８⑥か

ら採取した炭化材の放射性炭素年代測定を行った結果、ＢＰ６７６±３５の年代値が得られ、出土遺物から

推定された年代観と調和的である。炭化材の樹種はブナ属と同定された（第５章第２節参照）。

⑩ＳＢ６３掘立柱建物跡（第１７図、図版２・３）

　ＬＯ４９、ＬＰ４８・４９・５０、ＬＱ４７・４８・４９・５０、ＬＲ４７・４８・４９・５０、ＬＳ４８・４９区に位置する。全長約

１０．８×４．２ｍ、桁行５間、梁行２間の身舎規模をもつ建物で、身舎は間仕切りによって１×２間と２

×２間の部屋に分割される。桁行方位は北から５３°東へ偏し、北西側には出が１．５ｍの、南東側には

出が１．４ｍの下屋が付く。柱間寸法は桁行が南西から７・７．５・７．５・７・７尺となり、梁行はともに

７尺である。桁行には７尺もしくは７尺強の柱間寸法を基準としているようである。柱穴はⅢ層上面

で確認した。円形平面を基調とし、身舎を構成する柱穴の長径平均値は６６．１㎝、深さの平均値は３２．８

㎝、下屋を構成する柱穴の長径平均値は６９．２㎝、深さの平均値は３７．９㎝を測り、両者に大きな差は認

められない。柱穴には直径１５～２０㎝ほどの柱痕跡があり、柱抜き取り痕も確認された。ＳＫ０１・０２・

０４・０５・２１の５基の土坑と切り合い、これらより古い。またＳＫ０７は身舎の柱配置と重複しており、本

掘立柱建物跡より新しいものと考えられる。１３基の柱穴との切り合いでは、ＳＢ５８を構成する２基、Ｓ

Ｂ６１を構成する１基との新旧関係から、これらより新しい。またＳＡ８６を構成する２基との新旧関係か

ら、これより古い。さらに単独の柱穴３基より新しく、５基より古い。遺物はＬＰ４９③から、須恵器系

中世陶器甕の口縁部破片１点（４５－１）が出土した。本掘立柱建物の帰属時期は、出土遺物から１３世紀

後半を上限と考える。なお、柱穴ＬＰ４９⑧から採取した炭化材の放射性炭素年代測定を行った結果、Ｂ

Ｐ８６０±３６の年代値が得られたが、これは出土遺物の年代観とは隔絶した古い値を示している。炭化材

の樹種はハンノキ属ハンノキ亜属と同定された（第５章第２節参照）。

⑪ＳＢ６５掘立柱建物跡（第１８図、図版２・３）

　ＬＭ５４、ＬＮ５３・５４・５５、ＬＯ５３・５４・５５・５６・５７、ＬＰ５４・５５・５６・５７・５８、ＬＱ５５・５６・５７・５８、Ｌ

Ｒ５６・５７区に位置する。全長約１６．８×４．２ｍ、桁行７間、梁行２間の長大な身舎規模をもつ建物で、身

舎の北西・南東端にそれぞれ１間×２間の小部屋をとる。桁行方位は北から３７°西へ偏し、四面に下

屋が付く。下屋の出は南東側が１．２ｍ、他は１．５ｍを測る。全ての掘立柱建物跡のうち全体規模が最も

大きい。柱間寸法は桁行が８尺に、梁行が７尺に揃っている。柱穴は基本的にⅢ層上面で確認したが、

南東側の一部ではⅣ層上面での確認となり、また北西端の柱穴は削平により消滅している。円形平面

を基調とし、身舎を構成する長径の平均値は４８．９㎝、深さの平均値は２２．９㎝を測る。一方下屋を構成

する柱穴の長径平均値は４６．８㎝、深さの平均値は２２．８㎝となり、両者に大きな差はない。柱穴には直

径１５～２５㎝ほどの柱痕跡があり、柱抜き取り痕は認められない。ＳＫ２９・３３・３４の３基の土坑と切り合

い、これらより古い。１９基の柱穴との切り合いでは、ＳＢ６６を構成する６基、ＳＢ７３を構成する１基と

の新旧関係から、これらより古い。また単独の柱穴１０基より古く、２基より新しい。柱穴から遺物は
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出土しなかった。

⑫ＳＢ６６掘立柱建物跡（第１２図、図版２・３）

　ＬＮ５４・５５、ＬＯ５４・５５・５６、ＬＰ５４・５５・５６、ＬＱ５５区に位置する。全長約６．３×４．３ｍ、桁行３間、

梁行２間の身舎規模をもつ建物で、桁行方位は北から３９°西へ偏し、北西・北東・南西側の三面に下

屋が付く。下屋の出は全て１．２ｍである。柱間寸法は桁行が南東側から７．５・７・６．５尺と徐々に短く

なっているが、梁行は７尺に揃っている。柱穴は基本的にⅢ層上面で確認した。円形平面を基調とし、

身舎を構成する柱穴の長径平均値は３８．７㎝、深さの平均値は３４．５㎝、下屋を構成する柱穴の長径平均

値は３８．１㎝、深さの平均値は２５．４㎝で、下屋の柱穴が若干浅くなっている。柱穴には直径１０～１５㎝ほ

どの柱痕跡があり、柱抜き取り痕は認められない。１０基の柱穴との切り合いでは、ＳＢ６５を構成する５

基との新旧関係から、これより新しい。また単独の柱穴３基より古く、２基より新しい。なお、ＳＫ３４

土坑は本掘立柱建物跡を切り込む単独の柱穴と新旧関係をもち、間接的に新しいと言える。柱穴から

遺物は出土しなかった。本掘立柱建物跡はより南東側へ延長する長大な建物であったことが推測され、

柱通りの延長線上で柱穴の確認作業を試みたが、検出されなかった。南東側一帯は削平によって基盤

礫層が露出した状態であり、水田造成の際に柱穴が滅失した可能性もあろう。現状では先述した規模

の掘立柱建物跡とするが、本来ＳＢ６２・９７に代表されるような、長大な身舎に間仕切りを伴う大形の掘

立柱建物跡の一部である可能性を指摘しておく。

⑬ＳＢ７２掘立柱建物跡（第１９図、図版３）

　ＬＯ５５・５６、ＬＰ５５・５６・５７、ＬＱ５６区に位置する。全長約６．１×３．６ｍ、桁行３間、梁行２間の身舎規

模をもつ建物で、桁行方位は北から３８°西へ偏する。柱間寸法は、桁行が南東側から７・６．５・７尺

となり、梁行は南東側で７尺と５尺に、北西側で６尺に二分される。柱穴はⅢ層上面で確認した。円

形平面を基調とし、長径の平均値は２８．４㎝、深さの平均値は３８．７㎝を測る。柱穴には直径１５～２０㎝ほ

どの柱痕跡があり、柱抜き取り痕は認められない。単独の柱穴２基より古く、１基より新しい。柱穴

から遺物は出土しなかった。

⑭ＳＢ７３掘立柱建物跡（第１９図、図版３）

　ＬＯ５６・５７、ＬＰ５６・５７・５８、ＬＱ５６・５７区に位置する。全長約６．３×３．６ｍ、桁行３間、梁行２間の身

舎規模をもつ建物で、桁行方位は北から４４°西へ偏し、北東側に出が０．９ｍの下屋が付く。柱間寸法

は桁行が全て７尺に揃い、梁行は南東側で８尺と４尺に分かれる。柱穴はⅢ層上面で確認した。円形

平面を基調とし、身舎を構成する長径の平均値は３１．２㎝、深さの平均値は２８．７㎝、下屋を構成する柱

穴の長径平均値は２２．５㎝、深さの平均値は１６．５㎝を測り、下屋の柱穴の方が小さく浅い傾向にある。

柱穴には直径１０～１５㎝ほどの柱痕跡があり、柱抜き取り痕は認められない。ＳＫ３０土坑１基と切り合

い、これより古く、ＳＢ６５を構成する柱穴１基との新旧関係から、これより新しい。また単独の柱穴２

基より新しい。柱穴から遺物は出土しなかった。

⑮ＳＢ８８掘立柱建物跡（第２０図）

　ＬＧ５８、ＬＨ５７・５８・５９、ＬＩ５８・５９区に位置する。全長約６．１×３．０ｍ、桁行３間、梁行２間の身舎規

模をもつ総柱建物で、桁行方位は北から４５°西へ偏する。柱間寸法は桁行が南東側から６・７・７尺

となり、梁行は６尺と４尺に分かれる。柱穴はⅢ層上面で確認した。円形平面を基調とし、長径の平

均値は２７．７㎝、深さの平均値は２８．６㎝を測る。柱穴には直径１０～１５㎝ほどの柱痕跡があり、柱抜き取
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り痕は認められない。ＳＤ１０２溝跡１条と切り合い、これより古い。また単独の柱穴１基より新しい。

遺物はＬＨ５７⑤から縄文土器破片が１点出土しており、混入したものと考えられる。

⑯ＳＢ９５掘立柱建物跡（第２０図）

　ＬＦ６２・６３、ＬＧ６２・６３、ＬＨ６２区に位置する。全長約４．３×３．４ｍ、桁行３間、梁行３間の身舎規模を

もつ建物で、桁行方位は北から４４°東へ偏する。柱間寸法は桁行が南西側から４・６・４尺となり、

梁行は南東から４・５・３尺となる。柱穴はⅢ層上面で確認した。円形平面を基調とし、長径の平均

値は１７．４㎝、深さの平均値は２４．２㎝を測り、全ての掘立柱建物跡のうち柱穴規模が最も小さい。柱穴

の半数に直径１０～１５㎝ほどの柱痕跡があり、柱抜き取り痕は認められない。他の遺構との新旧関係は

なく、柱穴から遺物も出土していない。本掘立柱建物跡は、柱穴配置・柱間寸法・柱穴規模の点で他

の掘立柱建物跡とは異質であり、時期を異にする可能性もあるが、判然としない。

⑰ＳＢ９７掘立柱建物跡（第２１図）

　ＬＫ５０・５１・５２、ＬＬ５０・５１・５２・５３、ＬＭ５０・５１・５２・５３・５４、ＬＮ５１・５２・５３・５４、ＬＯ５２・５３区

に位置する。確認調査時のトレンチや削平によって失われた柱穴が多いが、全長約１４．８×４．３ｍ、桁

行７間、梁行２間の身舎規模をもち、身舎が桁行３間と４間に間仕切りされる長大な建物と推定す

る。桁行方位は北から４０°西へ偏し、北東と南西側に出が１．７ｍの下屋が付く。柱間寸法は桁行・梁

行ともに７尺に揃っている。本掘立柱建物跡は大部分がⅣ層もしくは基盤礫層まで削平された場所に

位置しており、柱穴はこれらの層で確認した。円形平面を基調とし、身舎を構成する柱穴の長径平均

値は４８．９㎝、深さの平均値は１２．９㎝、下屋を構成する柱穴の長径平均値は５３㎝、深さの平均値は１１㎝

を測り、大きな差はない。柱穴には直径１５～２０㎝ほどの柱痕跡があり、柱抜き取り痕は認められな

い。ＳＫＩ７５竪穴状遺構１基、ＳＫ９９土坑１基と切り合い、これらより古い。８基の柱穴との切り合い

では、ＳＢ１００を構成する２基との新旧関係からこれより古い。また単独の柱穴４基より新しく、２基

より古い。遺物はＬＭ５１⑤から、須恵器系中世陶器甕の体部破片２点（４３－１１・４５－２）と鉢の口縁部

破片１点（４６－３）が出土した。本掘立柱建物跡の帰属時期は、出土遺物から１３世紀前半を上限にする

と考えられる。

⑱ＳＢ１００掘立柱建物跡（第２２図）

　ＬＭ５０・５１、ＬＮ５０・５１・５２、ＬＯ５０・５１・５２、ＬＰ５１区に位置する。全長約８．５×４．３ｍ、桁行４間、

梁行２間の身舎規模をもち、身舎北西端に１×２間の小部屋をとる建物と考える。桁行方位は北から

３８°西へ偏し、南西側に出が２．１ｍの下屋が付く。柱間寸法は桁行・梁行ともに７尺に揃っている。

本掘立柱建物跡はＳＢ９７と同様にⅣ層もしくは基盤礫層まで削平された場所に位置しており、柱穴はこ

れらの層で確認した。円形平面を基調とし、身舎を構成する柱穴の長径平均値は５７．３㎝、深さの平均

値は１５．６㎝測る。一方下屋を構成する柱穴の長径平均値は３０㎝、深さの平均値は１２．７㎝を測り、下屋

の柱穴の方が小さい。柱穴には直径１０～２０㎝ほどの柱痕跡があり、一部抜き取り痕が観察された。４

基の柱穴との切り合いでは、ＳＢ９７を構成する２基との新旧関係から、これより新しい。また単独の

柱穴２基より新しい。なお、ＳＫＩ３８は身舎の柱配置と重複しており、本掘立柱建物跡より新しいもの

と考えられる。柱穴から遺物は出土しなかった。
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⑲ＳＢ１０４掘立柱建物跡（第２２図）

　ＬＴ５２、ＭＡ５２・５３、ＭＢ５２区に位置する。全長約４．６×２．１ｍ、桁行２間、梁行１間の身舎規模をも

つ建物で、桁行方位は北から４７°西へ偏する。全体規模の最も小さい建物である。柱間寸法は桁行が

南東から８．５・７尺、梁行が７尺となる。柱穴はⅢ層上面で確認した。円形平面を基調とし、身舎を

構成する長径の平均値は３３．８㎝、深さの平均値は２６．６㎝を測る。柱穴には直径１０～２０㎝ほどの柱痕跡

があり、柱抜き取り痕は認められない。ＳＢ５５を構成する柱穴１基との新旧関係から、これより新し

い。柱穴から遺物は出土しなかった。

（２）柱穴列（第２３図）

　数多くの柱穴から、主要な掘立柱建物跡や溝跡の主軸方位と整合する並びを抽出し、これを柱穴列

として１４条を認定した。遺構集中区域に７条、河川跡より北側に７条が分布する。これらは掘立柱建

物に伴う目隠し塀や門などの、付帯施設である可能性が考えられる。

①ＳＡ５６柱穴列

　ＭＢ４７・４８、ＭＣ４７、ＭＤ４６・４７、ＭＥ４６区に位置する。全長約１３．１ｍ、北から４８°東へ偏する方位

に、５基の柱穴が並ぶ。柱穴はⅢ層上面で確認され、長径平均値は２９．２㎝、深さ平均値は１９㎝であ

る。直径１５㎝ほどの柱痕跡を伴うが、柱抜き取り痕は確認されていない。柱穴から遺物は出土しな

かった。ＳＢ５２・５４と並行しており、これに伴う目隠し塀の可能性が考えられる。

②ＳＡ６９柱穴列

　ＬＰ５３・５４区に位置する。全長約２．９ｍ、北から３８°西へ偏する方位に、２基の柱穴が並ぶ。柱穴は

Ⅲ層上面で確認され、長径平均値は７９㎝、深さ平均値は４６．５㎝である。直径２０㎝ほどの柱痕跡が確認

され、１基は柱抜き取り痕を伴う。柱穴から遺物は出土しなかった。単独の柱穴１基より古い。ＳＢ

６２の南西側にあってこれと並行し、柱穴規模・柱痕跡規模が共に大きいことから、門などの付帯施設

である可能性を指摘しておく。

③ＳＡ７０柱穴列

　ＬＱ５８、ＬＲ５７・５８区に位置する。全長約２．８ｍ、北から４６°東へ偏する方位に、２基の柱穴が並ぶ。

柱穴はⅢ層上面で確認され、長径平均値は６５㎝、深さ平均値は３１．５㎝である。直径２０㎝ほどの柱痕跡

を伴うが、柱抜き取り痕は確認されていない。柱穴から遺物は出土しなかった。ＳＢ６２の北西側にあっ

てこれと並行しており、ＳＡ６９と同様の理由で、門など付帯施設の可能性がある。

④ＳＡ８２柱穴列

　ＬＰ４７、ＬＱ４７、ＬＲ４６区に位置する。全長約５．９ｍ、北から５８°東へ偏する方位に、４基の柱穴が並

ぶ。柱穴はⅢ層上面で確認され、長径平均値は２１㎝、深さ平均値は１２．３㎝である。直径１０㎝ほどの柱

痕跡を伴うが、柱抜き取り痕は確認されていない。柱穴から遺物は出土しなかった。

⑤ＳＡ８３柱穴列

　ＬＲ４７・４８、ＬＳ４８区に位置する。全長約３．７ｍ、北から３３°西へ偏する方位に、４基の柱穴が並ぶ。

柱穴はⅢ層上面で確認され、長径平均値は１８㎝、深さ平均値は９．３㎝である。柱痕跡は伴わない。柱

穴から遺物は出土しなかった。
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⑥ＳＡ８６柱穴列

　ＬＱ４７・４８、ＬＲ４８区に位置する。全長約４．４ｍ、北から３７°西へ偏する方位に、３基の柱穴が並ぶ。

柱穴はⅢ層上面で確認され、長径平均値は５０．７㎝、深さ平均値は４３㎝である。直径２０㎝ほどの柱痕跡

を伴うが、柱抜き取り痕は確認されていない。ＳＢ６１を構成する３基、ＳＢ６３を構成する２基の柱穴と

切り合い、これらより新しい。柱穴から遺物は出土しなかった。

⑦ＳＡ８９柱穴列

　ＬＨ５８・５９、ＬＩ５９区に位置する。全長約５．５ｍ、北から４３°西へ偏する方位に、４基の柱穴が並ぶ。

柱穴はⅢ層上面で確認され、長径平均値は３５．５㎝、深さ平均値は５２㎝である。直径１５㎝ほどの柱痕跡

を伴い、柱穴１基において柱抜き取り痕が確認された。柱穴から遺物は出土しなかった。

⑧ＳＡ９０柱穴列

　ＬＨ５８・５９、ＬＩ５９区に位置する。全長約６．９ｍ、北から４６°西へ偏する方位に、４基の柱穴が並ぶ。

柱穴はⅢ層上面で確認され、長径平均値は２８㎝、深さ平均値は４１㎝である。直径１０㎝ほどの柱痕跡を

伴うが、柱抜き取り痕は確認されていない。ＳＤ１０２と切り合い、これより古い。柱穴から遺物は出土

しなかった。

⑨ＳＡ９１柱穴列

　ＬＨ５９、ＬＩ５９・６０、ＬＪ６０・６１、ＬＫ６１区に位置する。全長約１５．８ｍ、北から４８°西へ偏する方位に、

７基の柱穴が並ぶ。全ての柱穴列のうち、最も全長が長い。柱穴はⅢ層上面で確認され、長径平均値

は２６．８㎝、深さ平均値は３６．５㎝である。直径１０～１５㎝の柱痕跡を伴うが、柱抜き取り痕は確認されて

いない。柱穴から遺物は出土しなかった。

⑩ＳＡ９２柱穴列

　ＬＩ６０、ＬＪ６０・６１、ＬＫ６１区に位置する。全長約８．２ｍ、北から４５°西へ偏する方位に、４基の柱穴が

並ぶ。柱穴はⅢ層上面で確認され、長径平均値は２３．７㎝、深さ平均値は２３㎝である。直径１０㎝ほどの

柱痕跡を伴うが、柱抜き取り痕は確認されていない。柱穴から遺物は出土しなかった。

⑪ＳＡ９３柱穴列

　ＬＫ６１、ＬＬ６０・６１区に位置する。全長約６．７ｍ、北から３６°東へ偏する方位に、４基の柱穴が並ぶ。

柱穴はⅢ層上面で確認され、長径平均値は３０．７㎝、深さ平均値は２９．３㎝である。直径１０～１５㎝ほどの

柱痕跡を伴うが、柱抜き取り痕は確認されていない。柱穴から遺物は出土しなかった。

⑫ＳＡ９６柱穴列

　ＬＧ６０・６１、ＬＨ６０区に位置する。全長約６．８ｍ、北から５６°東へ偏する方位に、４基の柱穴が並ぶ。

柱穴はⅢ層上面で確認され、長径平均値は２８．３㎝、深さ平均値は４０㎝である。直径１５㎝ほどの柱痕跡

を伴うが、柱抜き取り痕は確認されていない。柱穴から遺物は出土しなかった。

⑬ＳＡ１０５柱穴列

　ＬＦ６０、ＬＧ５９・６０区に位置する。全長約５．２ｍ、北から５５°東へ偏する方位に、４基の柱穴が並ぶ。

柱穴はⅢ層上面で確認され、長径平均値は２７．７㎝、深さ平均値は３７．７㎝である。直径１０㎝ほどの柱痕

跡を伴うが、柱抜き取り痕は確認されていない。柱穴から遺物は出土しなかった。

⑭ＳＡ１０６柱穴列

　ＬＬ５２・５３区に位置する。全長約３．４ｍ、北から３９°西へ偏する方位に、４基の柱穴が並ぶ。柱穴は
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Ⅲ層上面で確認され、長径平均値は２３．５㎝、深さ平均値は２１．３㎝である。柱痕跡は伴わない。柱穴か

ら遺物は出土しなかった。

（３）柱穴（巻頭図版１０、第５～２２表、付図１～３）

　柱穴は調査区全体で１，２４０基検出した。分布状況を見ると、北側調査区の河川跡より南側で９２４基を

数え、特に中央部に集中して掘立柱建物跡や柱穴列を構成する。河川跡より北側では２８７基が分布し、

主として柱列を構成する。一方南側調査区ではＳＤ６４の北側に沿う形で１８基が、ＳＤ６４よりさらに南に

離れて１１基が散在するに過ぎない。

　柱穴内の出土遺物は、その大部分が偶然に混入したものと判断されるが、ＬＱ５２⑥では完形のかわ

らけ杯が底面直上から正位の状態で出土しており、意図的に埋納したものと想定できる（巻頭図版１０

参照）。この遺構については、周辺部で大形の掘立柱建物が継続的に構築されている状況を含めて考

えると、地鎮行為に関連する小穴として評価することもできよう。

　ところで一部の柱穴からは炭化物とともに焼土が検出される場合があるが、特に焼土を混入する柱

穴は北側調査区中央部の掘立柱建物跡や竪穴状遺構周辺にある１３基と、河川跡沿い北寄りの柱穴集中

域にある９基に限られる。北側調査区中央部の柱穴内焼土の由来は、現状では付近に存在する竪穴状

遺構での鉄器生産作業を一つの要因に挙げることができる。従って河川跡沿いの柱穴集中域における

焼土混入についても、同様な作業空間が付近に存在した可能性を注意する必要がある。

　個々の柱穴については、掘立柱建物跡および柱穴列を構成するものを含め、本節最後に一覧（第５

～２２表）を掲載するに留める。ただし竪穴状遺構に伴うと判断した柱穴については別扱いとする。

　表において、長径・短径・深さには㎝、底面標高にはｍの単位を用いた。なお、柱穴が他の遺構や

撹乱、確認調査時のトレンチ等に一部または上部が削られ、全体の状況が把握できない場合、その最

大値を（　）内に記載した。さらに大部分が欠落し計測できない場合や、計測漏れがあった場合は「－」

と記入した。柱穴内堆積土は、基本層序との対応関係から以下Ａ～Ｄの４種類に類型化した。

　Ａ：Ⅱ層由来と考えられる黒色土。Ｂ：Ⅲ層由来と考えられる黄褐色土。Ｃ：Ⅳ層以下の砂礫。

Ｄ：基本層序に認められず、やや粘性を帯びた、北側調査区中央部の土坑内堆積土に類似する灰色土。

これらの堆積土が混合している場合、混入する方を小文字で併記し、その混入割合に応じて、１（１

～５％）・２（６～２９％）・３（３０～５０％）の３段階に分けた。堆積土が複層に分かれる場合、上位から

順に・（ナカグロ）でつなげた。また、明らかに柱痕跡を示す堆積土は（　）内に、抜き取り痕を示す場

合は［　］内に記載した。記載は「裏込め・柱痕跡」「上・下」の順を基本とするが、柱痕跡の下位にさら

に堆積土が存在する場合は、最後に・（ナカグロ）でつなげて記載した。抜き取り痕に関しては柱痕跡

と同様の順番に扱った。なお、調査時に記録漏れがあった場合は「－」と記入した。

（４）竪穴状遺構（第２４～２７図、巻頭図版５、図版４～７）

　竪穴状遺構は北側調査区の中央部で４基検出した。掘立柱建物跡群と重複あるいは周辺部に位置す

る分布状況を示している。全ての竪穴状遺構床面では炭化物及び焼土の集中範囲を検出しており、一

部で金床石や鍛造剥片の出土が見られたことから、これらの竪穴状遺構は鉄製産もしくは鉄器製作に

関連する工房と考えられる。
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①ＳＫⅠ１０竪穴状遺構（第２４図、図版４）

　ＬＯ４７区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。南東側を確認調査時のトレンチで削られているため全体形

状は不明であるが、方形平面を基調として北東－南西方向で約２４０㎝を測り、南西縁に約５０㎝の張り

出しをもつ。張り出しを軸線とした長軸は北から４７°東へ偏する。壁は急傾斜に立ち上がり、床面は

ほぼ平坦で、確認面から床面までの深さは３２㎝である。底面に貼床や顕著な硬化面は認められず、ま

た柱穴も確認されなかった。堆積土は地山由来土粒が混入する若干灰色味を帯びた単一層からなり、

一括の埋め戻し土と考える。床面西側には小径の炭化物と焼土で構成される薄層が広がっていた。Ｓ

Ｋ０９・１２と切り合い、これより新しい。遺物は常滑産陶器甕の体部破片１点（４２－１２）、須恵器系中世

陶器甕の体部破片１点（４３－１６）が出土したほか、床面で出土した長さ約４０㎝の大形礫には、表面に微

弱な鉄分の付着が観察され、分析の結果固体鉄を加熱・鍛打する際の台石と判定された（第５章第１

節参照）。さらに炭化物集中範囲から採取した炭化材の放射性炭素年代測定を行った結果、ＢＰ５２５±

３５の年代値が得られ、樹種の同定には至らないものの広葉樹材と判定された（第５章第２節参照）。

②ＳＫⅠ３８竪穴状遺構（第２５図、巻頭図版５、図版５）

　ＬＮ５０・５１、ＬＯ５０・５１区に位置する。Ⅳ層上面で確認した。２６４×２５８㎝の方形平面を呈し、南東縁

の東寄りに約７０㎝の張り出しをもつ。張り出しを軸線とした長軸は北から３６°西へ偏する。壁は垂直

に立ち上がり、確認面から床面までの深さは１２㎝である。床面は基盤礫層が露出し凹凸が著しいが、

貼床や顕著な硬化面は認められなかった。柱穴は壁際に１２基確認されたが、このうち四隅とその中間

に位置する北西・南東列の６基が主要な柱穴と考える。この主要な柱穴の深さの平均値は２７．６㎝であ

る。堆積土は黒色を主体とし、灰色味を帯びる強度から２層に分けられるが、色調以外の性質は似通っ

ており、一連の埋め戻しによる堆積と考える。床面南側には炭化物と焼土から構成される薄層が確認

された。本竪穴状遺構は、ＳＢ１００の身舎柱穴と重複し、これより新しいものと考える。遺物は出土し

ていない。炭化物集中範囲から採取した炭化材の放射性炭素年代測定を行った結果、ＢＰ５６５±３５の年

代値が得られ、樹種はクリ・カエデ属の２種類が同定された（第５章第２節参照）。

③ＳＫⅠ７４竪穴状遺構（第２６図、巻頭図版５、図版６）

　ＬＫ５３・５４、ＬＬ５３・５４区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。北東側を水路によって撹乱されているた

め全体規模は不明であるが、方形平面を基調とし現況で北東－南西方向は４００㎝、北西－南東方向は３１７

㎝を測る。南東縁の西寄りに約８０㎝の張り出しをもち、この張り出しを軸線とした長軸は北から３６°

西へ偏する。壁は急傾斜に立ち上がり、床面はほぼ平坦で、確認面から床面までの深さは３１㎝であ

る。底面に貼床や顕著な硬化面は認められない。柱穴は床面において南西壁と北東壁に沿う形で７基

を検出した。これらの柱穴の深さの平均値は３７㎝である。堆積土は灰色を主体とし、地山由来土粒な

ど混入物の粒径や多寡によって分層されたが、ともに類似するため一連の埋め戻しによる堆積と考え

る。床面南側には主に小径の炭化物からなる薄層が確認された。遺物は出土していないが、床面付近

の土壌サンプルから微細な金属剥片が少量得られ、分析の結果、鋼を加熱・鍛打する際に生成された

鍛造剥片と判定された（第５章第１節参照）。また炭化物集中範囲から採取した炭化材の放射性炭素年

代測定を行った結果、ＢＰ４８９±３５の年代値が得られ、樹種はクリ・ハンノキ属ハンノキ亜属の２種類

が同定された（第５章第２節参照）。
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④ＳＫⅠ７５竪穴状遺構（第２７図、巻頭図版５、図版７）

　ＬＬ５３、ＬＭ５３・５４区に位置し、Ⅲ層上面およびⅣ層上面で確認した。２３５×２４５㎝の方形平面をな

し、南西縁の中央に約８０㎝の張り出しをもつ。張り出しを軸線とした長軸は北から５８°東へ偏する。

壁は垂直に立ち上がり、床面は一部基盤礫層が露出するがほぼ平坦で、確認面から床面までの深さは

４６㎝である。柱穴は床面において北西壁・南東壁に沿う形で６基が検出された。これら柱穴の深さの

平均値は２７．２㎝である。堆積土は黒褐色主体で６層に分層し、１・２層を一括の埋め戻し土、５層を

柱穴の裏込め土と捉え、３・４・６層を貼床と考えた。なお柱穴の土層断面では一括埋め戻し土が柱

穴底面まで至ることが観察され、本竪穴状遺構廃絶の際には柱の抜き取りが行われたと推測する。床

面南側には炭化物と焼土の広がりが確認され、特に南隅柱穴近辺の窪みでは炭化物を多量に含む堆積

土が重層した状態で観察された。本竪穴状遺構はＳＢ９７を構成する柱穴を切っており、これより新し

い。遺物は青白磁小皿の口縁部破片が１点（４１－３）、皿形かわらけの底部破片が２点（４７－１６・２０）が

出土したほか、炭化物集中範囲近辺で出土した長さ約４０㎝の大形礫は、ＳＫＩ１０出土例と同じく鉄の加

熱・鍛打の際に使用された台石と判定され、またＳＫＩ７４と同様の状況で得られた微細な金属剥片につ

いても、分析の結果鍛造剥片と判定された（第５章第１節参照）。さらに炭化物集中範囲から採取した

炭化材の放射性炭素年代測定を行った結果、ＢＰ６５３±３３の年代値が得られ、樹種はクリと同定された

（第５章第２節参照）。

（５）溝跡（第２８～３０図、巻頭図版６・７、図版８・９）

　溝跡は５条あり、北側調査区の河川跡より北側で４条、南側調査区で１条検出した。北側調査区東

端と南側調査区で検出した比較的規模の大きい溝跡は、中央部にある掘立柱建物跡等と整合した主軸

方位を示しており、中世居館の区画に関連するものと考えられる。一方、河川跡より北側で検出した

３条の溝跡は小規模で、時期・性格ともに不明確である。

①ＳＤ４５溝跡（第２８図、巻頭図版６、図版８）

　ＬＢ６１、ＬＣ６０・６１、ＬＤ５９・６０、ＬＥ５７・５８・５９・６０、ＬＦ５７・５８・５９、ＬＧ５７・５８区に位置し、Ⅲ層

上面で確認した。本溝跡は調査区東端部にあり、調査区外となる東側へさらに続くため全体の形状お

よび規模は不明であるが、現状で北東～南西方向の最長約２３．４ｍ、確認面の幅３３１～３３７㎝、底面の幅

１５４～２３８㎝を測り、長軸方位は北から５１°東へ偏し、ほぼ直角に折れて南東方向へと続く。断面形は

逆台形を呈して上部は緩やかに開き、確認面から底面までの深さは６０～７４㎝を測る。底面の標高は北

側が若干低い傾向を示している。なお、西側隅は確認調査時のトレンチで削られており詳細な状況は

不明である。堆積土は、底面上に１０～２０㎝ほどにある下部の堆積と、それより上部の堆積で様相を異

にする。上部では黒褐～暗褐色シルトを主体として全体的に地山土（Ⅲ層）・黒色土（Ⅱ層）・炭化物等

の粒子を混入する。これに対して下部では基本的に混入物の少ない粘質土の薄層が形成されている。

下部は溝機能時の自然堆積、上部は溝廃絶後の堆積で、人為的な埋め戻しの可能性が高いと考える。

なお、本溝跡の東側に沿う形で検出した柱穴は、廃絶時の堆積土に被覆されており、溝と同時期もし

くは以前の構築と考えられる。遺物は、主に上部堆積土と下部堆積土との境界付近のレベルにあり、

青磁碗口縁部破片１点（４１－６）、常滑産陶器甕底部破片１点（４２－１９）、須恵器系中世陶器甕体部破片

３点（４３－４・４４－２・４５－５）・鉢口縁部破片１点（４６－２）、かわらけ２点（４７－６・７）が出土した。
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本溝跡の帰属時期は、出土遺物から１３世紀前半を上限と推測する。ところで本溝跡周辺では柱穴の分

布自体が希薄で、溝の東側に沿う形で数基が確認されているに過ぎない。溝より東側における調査区

域がごく狭いため明確ではないが、これらの柱穴が溝に伴う板塀等の施設を構成すると仮定した場合、

調査区外となった溝の東側に中世遺構群が展開することも十分想定できる。

②ＳＤ４６溝跡（第３０図、図版８）

　ＬＦ６３・６４、ＬＧ６３、ＬＨ６３区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。途中撹乱されているが、現状で最長約

１２．４ｍ、確認面での幅１６～５９㎝、底面の幅１０～３２㎝を測り、東西方向を主軸として北側へ緩やかに湾

曲する。断面形は逆台形を基調とし、確認面から底面までの深さは９～２１㎝である。堆積土はⅡ層由

来の黒色土を主体とし、地山土粒子を少量含んでいる。ＳＫ４４と切り合い、これよりも古い。本溝跡か

ら遺物は出土しておらず、切り合いをもつ土坑の時期も明確でないため、帰属時期等については不明

である。

③ＳＤ６４溝跡（第２９図、巻頭図版７、図版９）

　ＭＤ３２、ＭＥ３２・３３・３４、ＭＦ３３・３４・３５、ＭＧ３４・３５・３６、ＭＨ３５・３６・３７、ＭＩ３６・３７・３８、ＭＪ

３７・３８・３９、ＭＫ３８・３９区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。調査区外の東西へさらに延伸するため全

体の形状および規模は不明であるが、現状で最長約３７ｍ、確認面の幅１４９～２３９㎝、底面の幅３６～８０㎝

を測る。長軸方位は北から４５°西へ偏し、ほぼ直線をなして調査区東西両端に至る。断面形は逆台形

を基本とし、部分的に上部へ緩やかに開くが、一様ではない。確認面から底面までの深さは２８～６３㎝

を測り、底面の標高は全体的に南東側が高く、北西側へと傾斜している。溝跡内の堆積土は、ＳＤ４５と

同様に上部と下部において堆積の様相が異なる。上部では黒褐～暗褐色シルトを主体として全体的に

地山土（Ⅲ層）・黒色土（Ⅱ層）・炭化物等の粒子を混入する。一方下部では細砂・粗砂と粘質土の薄層

が交互に堆積する現象が認められる。粒度の粗い砂は本溝跡周辺の基本層序中に含まれていないため、

このような下部の堆積土は標高の高い南東側から流下してきたものと考えられる。下部の堆積は溝機

能時の自然堆積、上部の堆積は溝廃絶後の堆積で、人為的な埋め戻しによるものと考える。なお、本

溝跡の北西端では土層断面上で明確な非整合面が観察された（巻頭図版７参照）。この非整合面を平面

的に確認することはできなかったが、北西側で溝の幅が拡張する傾向にあるため、本来の溝跡ライン

を踏襲した掘り直しが行われたものと推測する。この新段階の溝中には、底面直上にわずかな砂の堆

積が認められるものの、大部分は黒色主体の粘質土が占めており、溝の掘り直し後では堆積環境が大

きく変化したと考えられる。遺物は主として上部に堆積する黒色土中に含まれ、青白磁梅瓶蓋破片１

点（４１－５）、青磁皿底部破片１点（４１－８）、かわらけ底部破片２点（４７－１２・２３）が出土した。本溝跡

の帰属時期は、出土遺物から１３世紀前半を上限と推測する。ところで、本溝跡周辺の空中写真撮影を

実施した際、東側延長線上に対応した形でクロップマークが認められ（巻頭図版１・２参照）、さらに

西側延長線上で一部試掘した結果、西側へも延伸していることが判明した。詳細な状況は未確認であ

るが、少なくとも西側に２０ｍ、東側に７０ｍは直線的に延び、総延長距離１３０ｍ以上の規模をもつと推

定される。本溝跡の北縁辺に柱穴が分布し、さらに北部に掘立柱建物跡等が集中する一方、溝より南

側では遺構と遺物の分布が希薄であることから、本溝跡は居館南側の縁辺を区画するものと考える。

④ＳＤ１０２溝跡（第３０図、図版８）

　ＬＨ５８・５９・６０区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。北東方向を主軸とし、途中で北西側へ折れ曲が
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り、最長約６．８ｍ、確認面での幅１１～３１㎝、底面の幅７～１８㎝を測る。確認面から底面までの深さは

６～１０㎝ほどしかなく、断面形は皿形を呈する。堆積土は由来の不明な黒褐色土を主体とし、地山土

や炭化物の粒子を少量含んでいる。ＳＢ８８・ＳＡ９０を構成する柱穴と切り合ってこれらより新しく、ＳＤ

１０３と切り合ってこれより古い。本溝跡からは遺物が出土しておらず、また切り合いをもつ遺構の時

期も不明確であり、帰属時期や性格等については現時点で不明である。

⑤ＳＤ１０３溝跡（第３０図、図版８）

　ＬＨ５９区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。北西方向を主軸とし、総長３１１㎝、確認面での幅２１～５６

㎝、底面の幅１２～４０㎝を測る。確認面から底面までの深さは４～８㎝ほどしかなく、断面形は皿形を

呈する。堆積土は黒褐色土を主体とし、地山土や炭化物の粒子を少量含んでいる。ＳＤ１０２と切り合っ

てこれより新しい。遺物はかわらけ底部破片１点（４７－１２）が出土した。本溝跡の帰属時期は出土遺物

から１３世紀前半を上限とするが、明確ではない。

（６）井戸跡（第３１図、巻頭図版８、図版１０）

　井戸跡は北側調査区の河川跡沿い北東で１基検出した。掘立柱建物跡群とは河川跡を挟んだ場所に

位置するため、これらに伴う井戸であるのかは不明である。

①ＳＥ７１井戸跡

　ＬＨ５５・５６区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。確認調査時のトレンチにより上部北西側半分を欠く

が、現状で北東方向に長径２６１㎝を測る楕円形平面を呈する。断面形は逆台形をなして壁は急傾斜に

立ち上り、確認面から底面までの深さは２３８㎝である。底面はほぼ平坦で、基盤礫層を４０㎝ほど掘り

下げている。堆積土は垂直方向の非整合面を境として大きく二分することができる。一つは１～１５層

に相当し、遺構底面から中位にかけては中央部に、遺構上部では全体に堆積する。１～６層はⅡ層由

来と考えられる黒色シルト質土、７～１０層は基盤層の礫を含む黒褐色シルト質土、１１～１５層は青灰色

粘土を主体とする。もう一つは１６～２２層に相当し、遺構底面から中位にかけて壁際に堆積するもので、

青灰色粘土を主体としてⅡ層由来の黒色土塊を若干含む。このような堆積の様相は、遺構中位レベル

の平面を観察した際にも、断面と整合する形で確認することが出来た（図版１０参照）。ここでは前者を

井戸廃絶後の堆積、後者を井戸側設置時の裏込め土と捉える。井戸構築当初は木製等の井戸側を備え

ており、廃絶の際にそれらを抜去して人為的に埋め戻したものと想定する。垂直に立ち上がる非整合

面の形成は、井戸側の痕跡として合理的な解釈が可能と考える。遺物は上部に堆積する黒色土中から、

かわらけ２点が出土した。このうち１点（４７－８）は坏形を呈するもので比較的良く残存しており、意

図的に投入された可能性が高いと考える。この遺物出土状況は、井戸廃絶に伴う儀礼的行為の結果と

評価できよう。本井戸跡の廃絶時期は、出土遺物から１３世紀前半を上限と推測する。

（７）焼土遺構（第３１図、図版１０）

　焼土遺構は北側調査区の遺構集中区域東側において、隣接する２基を検出した。時期・性格ともに

不明確であるが、周辺にある遺構の殆どが中世に属するため、同様に中世のものと推測する。

①ＳＮ７９焼土遺構

　ＬＫ５２区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。西側を確認調査時のトレンチによって削られているが、
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現状で北東方向を長軸とし、長径５７㎝を測る楕円形の範囲に焼土や炭化物の広がりが認められた。焼

土は粒状となって炭化物塊とともに暗褐色土中に混入した状態であり、確認面から５㎝ほどの浅い窪

みに堆積している。本焼土遺構は、この浅い窪みに焼土が形成された後、撹拌されたものと推測する。

なお、焼土中から採取した炭化材の放射性炭素年代測定を行った結果、ＢＰ７６０±３６の年代値が得られ、

遺跡の年代と調和的である。樹種はヤナギ属・コナラ属コナラ亜属コナラ節・クリ・トネリコ属の４

種類が同定された（第５章第２節参照）。

②ＳＮ８１焼土遺構

　ＬＫ５１区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。西側を確認調査時のトレンチによって削られるほか、柱穴

１基にも切られるため、全体形状は明確でないが、円形平面を基調として残存部で最大長１０８㎝を測る。

ＳＮ７９より焼土塊の量は多いものの、炭化物塊とともに黒褐色土中に混入した状態で、確認面から１０㎝

ほどの窪みに堆積しており、ＳＮ７９の状況に酷似している。時期・性格ともに判然としないが、ＳＮ７９

と隣接し、かつ同様の堆積状況であることから、中世に帰属するものと推測する。
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番号 平面形 長径×短径 深さ 長軸方位 堆積土 遺物 新旧関係 （㎝） （㎝） 

SK０１ 方形 １８７×１４０ ５６ N－３５゚－W Ｂ類 － SB５９・６３、SK０２より新 
SK０２ 長方形 ２２６×８４ ９ N－４２゚－E Ｄ類 － SB５９・６３、SK０３より新、SK０１より古 
SK０３ 長方形 ３８８×９２ ２０ N－４２゚－E Ｄ類 － SB５９、SK５０より新、SK０２・０４・２６より古 
SK０４ 方形 １３７×１２１ ５９ N－４７゚－E Ｂ類 かわらけ１点 SB５９・６３、SK０３・０５より新 
SK０５ 長方形 ７５５×８４ ３０ N－４３゚－W Ｄ類 － SB５９・６１・６３より新、SK０４より古 
SK０７ 長方形 ２８８×７６ ３８ N－５２゚－E Ｄ類 須恵器系中世陶器１点、鉄製品１点 － 
SK０８ 長方形 ２９８×７２ ２３ N－６１゚－E Ｄ類 かわらけ１点、須恵器系中世陶器１点 SK０９より古 
SK０９ 方形 １８４×１５６ ７０ N－４５゚－W Ｂ類 － SK０８より新、SKI１０より古 
SK１１ 長方形 ２２１×６４ ６ N－５７゚－E Ｄ類 － SB６１・６２より新 
SK１２ 方形 １６８×１３１ ２４ N－４７゚－W Ｂ類 － SKI１０より古 
SK１３ 長方形 ２１０×１４０ ６２ N－５８゚－E Ｂ類 － SK６７より新 
SK１４ 方形 １１２×７９ １６ N－５４゚－W Ｂ類 かわらけ１点 － 
SK１５ 方形 １０６×８９ ７ N－３５゚－W Ｂ類 － SB６１・６２より新 
SK１７ 円形 １２０×１００ ２２ N－４７゚－W Ｄ類 銭貨１点 － 
SK１８ 方形 ９６×５９ ７ N－３７゚－E Ｂ類 － － 
SK２０ 円形 ７６×５０ ９ N－４６゚－W Ｄ類 － － 
SK２１ 方形 １２９×１０７ １４ N－３５゚－E Ｂ類 － SB６１・６３より新 
SK２３ 円形 ２０８×１９０ ４３ N－３ －゚E Ｂ類 かわらけ３点 SB６０より新 
SK２６ 方形 １６７×１５３ ６７ N－４２゚－E Ｃ類 － SK０３・５１より新 
SK２８ 方形 １７０×１５２ ４０ N－４３゚－E Ｂ類 － － 
SK２９ 円形 ２１０×１６８ ２８ N－２１゚－E Ｅ類 － SB６５より新 
SK３０ 長方形 ２８５×１００ ３２ N－４５゚－E Ｄ類 － SB７３より新 
SK３１ 方形 ２４１×１７１ ３５ N－４２゚－W Ｂ類 － － 
SK３２ 円形 １３２×９０ ７ N－５９゚－E Ｂ類 須恵器系中世陶器１点 － 
SK３３ 円形 　９５×９０ ６ N－５５゚－E Ａ類 － SB６５より新 
SK３４ 方形 １５７×９４ １１ N－４０゚－W Ａ類 － SB６５・６６より新 
SK３５ 円形 １２６×１０８ ２３ N－４１゚－E Ｄ類 － － 
SK３６ 方形 １９８×１８９ ６３ N－４２゚－E Ｃ類 － SK５１より新 
SK３７ 方形 １７７×１６９ ２０ N－６５゚－E Ｃ類 かわらけ１点 － 
SK３９ 不整形 １５０×１２０ ２２ N－４５゚－E Ａ類 － － 
SK４０ 方形 １７３×１４６ １０ N－４２゚－E Ｅ類 青磁１点 － 
SK４１ 方形 １９０×１２８ １３ N－３５゚－E Ａ類 － － 
SK４２ 不整形 １２４×８８ ９ N－７５゚－W Ａ類 － － 
SK４３ 不整形 ９１×６９ １２ N－３４゚－W Ａ類 － － 
SK４４ 不整形 １８２×１３６ ２３ N－５２゚－E Ａ類 － SD４６より新 
SK４７ 長方形 １５２×７２ ２６ N－４０゚－E Ｂ類 － － 
SK５０ 長方形 １２９×４９ １２ N－４０゚－E Ｄ類 － SB５９より新、SK０３より古 
SK５１ 長方形 ２３０×８４ １２ N－４２゚－E Ｄ類 － SK２６・３６より古 
SK５３ 円形 １３１×９１ ２６ N－６０゚－E Ｄ類 － － 
SK６７ 方形 １０２×７８ ３２ N－５８゚－E Ｄ類 － SK１３より古 
SK６８ 方形 １９２×１３２ ３４ N－５３゚－E Ｄ類 － － 
SK７６ 長方形 ２１１×１２２ １４ N－３４゚－W Ａ類 青磁１点 SK７７より古 
SK７７ 方形 １００×８０ １８ N－４８゚－E Ｂ類 － SK７６より新 
SK８０ 方形 ２００×１００ ３２ N－６３゚－E Ｄ類 － － 
SK８７ 円形 １６５×１５１ ５０ N－６７゚－W Ｆ類 － － 
SK９８ 不整形 ９８×５２ ２６ N－５９゚－E Ａ類 － － 
SK９９ 方形 １２０×１１４ ２４ N－５５゚－E Ｃ類 － SB９７より新 
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（８）土坑（第３２～３８図、第４表、図版４・１１～２１）

　土坑は４７基検出し、その分布域は北側調査区の遺構集中区域近辺と河川跡より北側の部分とに大き

く二分される。土坑内の堆積土は、以下に示すＡ～Ｆの６種類に類型化することができ、形態・規

模・長軸方位・出土遺物・新旧関係とともに、前頁に掲載した第４表にまとめた。

　Ａ類：Ⅱ層由来の黒色土を主体とし、Ⅲ層（地山）由来土等を若干含む。Ｂ類：Ⅲ層由来の暗褐色土

を主体とし、灰色粘土やⅡ層由来の黒色土等を若干含む。Ｃ類：Ⅲ層由来の暗褐色土を主体とし、基

盤層の礫を多く含む。Ｄ類：基本層序にはない灰色粘土とⅢ層由来の暗褐色土が混合する。Ｅ類：黒

色土・暗褐色土等の薄い層が互層をなす。Ｆ類：黒褐色土を主体とし、全体に炭化物を多く含む。

　これらの土坑は、堆積土および形態の似通ったものがその分布域も同じくする傾向が認められる。

土坑の性格は明確でないが、このような形態および堆積状況の共通性と分布の集中傾向は、ある一定

範囲の場の使われ方を反映している可能性が高いと考えられる。

①ＳＫ０１土坑（第３２図、図版１１）

　ＬＱ５０区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。長径１８７㎝、短径１４０㎝の方形平面をなし、長軸方位は北か

ら３５°西へ偏する。底面は一部基盤礫層が露出するがほぼ平坦で、壁は垂直に立ち上がり、確認面か

ら底面までの深さは５６㎝である。堆積土は褐色を基調として地山土粒と黒色土粒および基盤層の礫を

含む。地山土の混入程度から分層が可能であるが層界は明瞭ではなく、人為的な一括の埋め戻しによ

る堆積と考えられる。ＳＢ５９・６３を構成する柱穴と切り合ってこれらより新しく、またＳＫ０２よりも新

しい。遺物は出土しなかった。

②ＳＫ０２土坑（第３２図、図版１１）

　ＬＱ５０区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。南西側でＳＫ０１に切られるが、現状で長径２２６㎝、短径８４㎝

の長方形平面をなし、長軸方位は北から４２°東へ偏する。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がり、

確認面から底面までの深さは９㎝である。堆積土は黄褐色を基調として全体的に灰色を帯び、地山土

粒と黒色土粒を少量含む単一層で、人為的な一括の埋め戻しによる堆積と考えられる。ＳＢ５９・６３を構

成する柱穴およびＳＫ０３と切り合ってこれらより新しく、ＳＫ０１より古い。遺物は出土しなかった。

③ＳＫ０３土坑（第３２図、図版１１）

　ＬＰ５１、ＬＱ５０・５１区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。北東側でＳＫ２６に、南西側でＳＫ０２・０４に切ら

れるが、現状で長径３８８㎝、短径９２㎝の長方形平面をなし、長軸方位は北から４２°東へ偏する。底面

は平坦で、壁は緩やかに立ち上がり、確認面から底面までの深さは２０㎝である。堆積土は褐色を基調

として全体的に灰色を帯び、地山土粒と黒色土粒を少量含む単一層で、人為的な一括の埋め戻しによ

る堆積と考えられる。なお、底面には部分的に灰・炭化物・焼土からなる層が薄く堆積していた。Ｓ

Ｂ５９を構成する柱穴およびＳＫ５０と切り合ってこれらより新しく、ＳＫ０２・０４・２６と切り合ってこれら

より古い。遺物は出土しなかった。

④ＳＫ０４土坑（第３２図、図版１１）

　ＬＰ５０・５１、ＬＱ５０・５１区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。長径１３７㎝、短径１２１㎝の丸みを帯びた方

形平面をなし、長軸方位は北から４７°東へ偏する。底面は平坦で、壁は垂直に立ち上がり、確認面か

ら底面までの深さは５９㎝である。堆積土は暗褐色を基調とし、地山土粒と黒色土粒および基盤層の礫

を含む単一層で、人為的な一括の埋め戻しによる堆積と考えられる。ＳＢ６３を構成する柱穴およびＳＫ
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０３・０５と切り合い、これらより新しい。遺物はかわらけ破片１点が出土した。

⑤ＳＫ０５土坑（第３２図、図版１２）

　ＬＯ４９、ＬＰ４９・５０、ＬＱ５０区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。北西側でＳＫ０４に切られるが、現状で

長径７５５㎝、短径８４㎝の長方形平面をなし、長軸方位は北から４３°西へ偏する。底面は中央部に向かっ

て若干浅く窪み、壁は長軸方向で緩やかに、短軸方向で急傾斜に立ち上がり、確認面から底面最深部

までの深さは３０㎝である。堆積土は黄褐色を基調として全体的に灰色を帯び、地山土粒や黒色土粒を

含む単一層で、人為的な一括の埋め戻しによる堆積と考えられる。なお、底面には灰・炭化物・焼土

からなる薄層が広範囲に堆積していた。ＳＢ５９・６１・６３を構成する柱穴と切り合ってこれらより新し

く、ＳＫ０４より古い。遺物は出土しなかった。

⑥ＳＫ０７土坑（第３３図、図版１２）

　ＬＮ４８・４９、ＬＯ４８区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。長径２８８㎝、短径７６㎝の長方形平面をなし、長

軸方位は北から５２°東へ偏する。底面は南西側へわずかに傾斜し、壁は長軸方向で緩やかに、短軸方

向で急傾斜に立ち上がり、確認面から底面最深部までの深さは３８㎝である。堆積土は黄褐色を基調と

して全体的に灰色を帯び、地山土粒や黒色土粒の混入程度で２層に分けられるが、人為的な一括の埋

め戻しによる堆積と考えられる。単独の柱穴２基と切り合い、これより古い。なお、底面には灰・炭

化物・焼土からなる薄層がわずかに観察された。遺物は須恵器系中世陶器甕の体部破片１点（４３－

２）、釣り針状を呈する器種不明の鉄製品１点（４８－１）が出土した。

⑦ＳＫ０８土坑（第３３図、図版１２）

　ＬＯ４７・４８、ＬＰ４７・４８区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。南西側でＳＫ０９に切られるが、現状で長径

２９８㎝、短径７２㎝の長方形平面なし、長軸方位は北から６１°東へ偏する。底面は平坦で、壁は長軸方

向で緩やかに、短軸方向で急傾斜に立ち上がり、確認面から底面までの深さは２３㎝である。堆積土は

褐色を基調として全体的に灰色を帯び、地山土粒等の混入程度で３層に分けられるが、人為的な一括

の埋め戻しによる堆積と考えられる。なお、底面には灰・炭化物・焼土からなる薄層がわずかに観察

された。遺物はかわらけの破片１点、須恵器系中世陶器鉢の体部破片１点（４６－５）が出土した。

⑧ＳＫ０９土坑（第３３図、図版４・１２）

　ＬＯ４７、ＬＰ４７区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。南東側でＳＫＩ１０に切られるが、現状で長径１８４㎝、

短径１５６㎝の方形平面をなし、長軸方位は北から４５°西へ偏する。底面は一部基盤礫層が露出するが

ほぼ平坦で、壁は垂直に立ち上がり、確認面から底面までの深さは７０㎝である。堆積土は暗褐色を基

調として全体的に灰色を帯び、地山土粒と黒色土粒を含む単一層で、人為的な一括の埋め戻しによる

堆積と考えられる。ＳＫ０８と切り合ってこれより新しく、ＳＫＩ１０より古い。遺物は出土しなかった。

⑨ＳＫ１１土坑（第３３図、図版１３）

　ＬＯ４８・４９、ＬＰ４８区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。長径２２１㎝、短径６４㎝の不整な長方形平面をな

し、長軸方位は北から５７°東へ偏する。底面は平坦で、確認面から底面までの深さは６㎝と非常に浅

く、壁の立ち上がりは不明瞭である。堆積土は暗褐色を基調として全体的に灰色を帯び、地山土粒や

黒色土粒を含む単一層で、人為的な一括の埋め戻しによる堆積と考えられる。ＳＢ６１・６２を構成する

柱穴および単独の柱穴１基と切り合い、これらより新しい。遺物は出土しなかった。
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⑩ＳＫ１２土坑（第３３図、図版４・１３）

　ＬＯ４７区に位置し、確認調査時のトレンチ底面であるⅣ層上面で確認した。本来はⅢ層より上から

掘り込まれたものであろう。北西側をＳＫＩ１０に切られるが、現状で長径１６８㎝、短径１３１㎝の方形平面

をなし、長軸方位は北から４７°西へ偏する。底面は平坦で、壁は垂直に立ち上がり、確認面から底面

までの深さは２４㎝である。堆積土は暗褐色を基調として全体的に灰色を帯び、地山土粒を含む単一層

で、人為的な一括の埋め戻しによる堆積と考えられる。ＳＫＩ１０と切り合い、これより古い。遺物は出

土しなかった。

⑪ＳＫ１３土坑（第３４図、図版１３）

　ＬＭ４７・４８、ＬＮ４７・４８区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。確認調査時のトレンチにより南西側が削

られているが、現状で長径２１０㎝、短径１４０㎝の長方形平面をなし、長軸方位は北から５８°東へ偏する。

底面は平坦で、壁は垂直に立ち上がり、確認面から底面までの深さは６２㎝である。堆積土は４層に分

層された。１層は黄褐色を基調として地山土を多量に含み、一括の埋め戻しによる堆積と考えられる。

２層は地山土を主体として混入物は無く、壁面崩落土の可能性が高い。３・４層は暗褐色を基調とし

て底面直上に薄く堆積し、炭化物の混入が認められる。これは土坑機能時に堆積したものであろう。

ＳＫ６７と切り合ってこれより新しく、単独の柱穴１基より古い。遺物は出土しなかった。

⑫ＳＫ１４土坑（第３４図、図版１３）

　ＬＯ５０、ＬＰ５０区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。長径１１２㎝、短径７９㎝の方形平面をなし、長軸方位

は北から５４°西へ偏する。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がり、確認面から底面までの深さは１６

㎝である。堆積土は黄褐色を基調として全体的に灰色を帯び、地山土粒を含む単一層で、人為的な一

括の埋め戻しによる堆積と考えられる。単独の柱穴１基と切り合い、これより新しい。遺物は、かわ

らけ杯の底部破片１点（４７－５）が出土した。

⑬ＳＫ１５土坑（第３４図、図版１４）

　ＬＰ５０区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。長径１０６㎝、短径８９㎝の方形平面をなし、長軸方位は北か

ら３５°西へ偏する。底面は平坦で、確認面から底面までの深さは７㎝と非常に浅く、壁の立ち上がり

は不明瞭である。堆積土は黄褐色を基調としてわずかに灰色を帯び、地山土粒を含む単一層で、人為

的な一括の埋め戻しによる堆積と考えられる。ＳＢ６１・６２を構成する柱穴と切り合い、これらより新

しい。遺物は出土しなかった。

⑭ＳＫ１７土坑（第３４図、図版１４）

　ＬＰ４８・４９、ＬＱ４８・４９区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。長径１２０㎝、短径１００㎝の不整な円形平面

をなし、長軸方位は北から４７°西へ偏する。底面は全体的に丸く窪み、壁は西側で急傾斜に、他の部

分では緩やかに立ち上がり、確認面から底面最深部までの深さは２２㎝である。堆積土は褐色を基調と

して全体的に灰色を帯び、地山土の混入程度により分層できるが、層界は不明瞭であり、人為的な一

括の埋め戻しによる堆積と考えられる。本土坑はＳＢ６３の身舎柱穴と重複した位置にあり、これより

新しいものと考える。遺物は堆積土上位から銭貨の破片１点が出土したが、腐食が著しく法量・銭銘

ともに不明で帰属時期も判別できない。

⑮ＳＫ１８土坑（第３４図、図版１４）

　ＬＰ４９区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。長径９６㎝、短径５９㎝の方形平面をなし、長軸方位は北か
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ら３７°東へ偏する。底面は平坦で、確認面から底面までの深さは７㎝と非常に浅く、壁の立ち上がり

は不明瞭である。堆積土は黄褐色を基調としてわずかに灰色を帯び、地山土粒や炭化物粒を含む単一

層で、人為的な一括の埋め戻しによる堆積と考えられる。遺物は出土しなかった。

⑯ＳＫ２０土坑（第３４図、図版１４）

　ＬＯ４９区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。長径７６㎝、短径５０㎝の不整な円形平面をなし、長軸方位は

北から４６°西へ偏する。底面は丸く窪み、確認面から底面最深部までの深さは９㎝と非常に浅く、壁

の立ち上がりは不明瞭である。本土坑は現状で規模が非常に小さく、上部を削平され本来の形状を

失っている可能性もあろう。堆積土は暗褐色を基調として全体的に灰色を帯び、地山土粒を含む単一

層で、人為的な一括の埋め戻しによる堆積と考えられる。遺物は出土しなかった。

⑰ＳＫ２１土坑（第３４図、図版１５）

　ＬＰ４８、ＬＱ４８区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。長径１２９㎝、短径１０７㎝の方形平面をなし、長軸方

位は北から３５°東に偏する。底面は北東側へ傾斜して、壁は緩やかに立ち上がり、確認面から底面最

深部までの深さは１４㎝である。確認時に大部分を掘り上げてしまったが、残った部分の堆積土は暗褐

色を基調としたシルト質土の単一層であった。ＳＢ６１・６３を構成する柱穴と切り合い、これらより新

しい。遺物は出土しなかった。

⑱ＳＫ２３土坑（第３５図、図版１５）

　ＬＱ５２区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。確認調査時のトレンチによって一部削られているが、現状

で長径２０８㎝、短径１９０㎝の円形平面をなし、長軸方位は北から３°東へ偏する。底面は基盤礫層が露

出するため凹凸はあるが全体的に平坦で、壁は緩やかに立ち上がり、確認面から底面までの深さは４３

㎝である。堆積土は暗褐色を基調とし、黒色土および地山土の混入程度から３層に分層するが、人為

的な一括の埋め戻しによる堆積と考えられる。ＳＢ６０を構成する柱穴と切り合ってこれより新しく、

また単独の柱穴１基より新しい。遺物はかわらけ杯の底部破片３点（４７－９・１０・１１）が出土した。

⑲ＳＫ２６土坑（第３２図、図版１５）

　ＬＰ５１・５２区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。長径１６７㎝、短径１５３㎝の方形平面をなし、長軸方位

は北から４２°東へ偏する。底面は基盤礫層が露出するため凹凸はあるが全体的に平坦で、壁は急傾斜

に立ち上がり、確認面から底面までの深さは６７㎝である。堆積土は黒褐色を基調とし、地山土塊と礫

の混入程度によって２層に分層され、特に下部の２層は多量の礫を混入する。人為的な一括の埋め戻

しによる堆積と考えられる。ＳＫ０３・５１及び単独の柱穴２基と切り合い、これらより新しい。遺物は

出土しなかった。

⑳ＳＫ２８土坑（第３５図、図版１５）

　ＬＳ５４、ＬＴ５４区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。一部暗渠や確認調査時のトレンチによって削られ

ているが、現状で長径１７０㎝、短径１５２㎝の方形平面をなし、長軸方位は北から４３°東へ偏する。底面

は中央が若干浅く窪むが全体的に平坦で、壁は急傾斜に立ち上がり、確認面から底面最深部までの深

さは４０㎝である。堆積土は暗褐色を基調として全体的に灰色を帯び、黒色土粒と地山土粒の混入程度

によって２層に分層できるが層界は明瞭でなく、人為的な一括の埋め戻しによる堆積と考えられる。

遺物は出土しなかった。
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�ＳＫ２９土坑（第３５図、図版１６）

　ＬＱ５７、ＬＲ５７区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。長径２１０㎝、短径１６８㎝の円形平面をなし、長軸方

位は北から２１°東へ偏する。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がり、確認面からの底面までの深さ

は２８㎝である。堆積土は細砂・シルト・粘土およびこれらの混合土が互層をなしており、１０層に分層

した。概ね上位では黒色シルト、中位では黄褐色細砂質土、下位では黒褐色粘土を主体とする。最下

位層の東側直上には円礫が散在し、人為的に投げ込まれたものと推測する。これより上位ではほぼ水

平の堆積を示し、土坑放置後の自然堆積と考えられ、また最上位の黒褐色土は地山土粒を多く混入す

ることから、最終的な埋め戻しが行われたものと想定する。ＳＢ６５を構成する柱穴と切り合い、これよ

り新しい。遺物は出土しなかった。

�ＳＫ３０土坑（第３５図、図版１６）

　ＬＰ５７、ＬＱ５７区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。長径２８５㎝、短径１００㎝の長方形平面をなし、長軸

方向は北から４５°東へ偏する。底面は平坦で、壁は急傾斜に立ち上がり、確認面から底面までの深さ

は３２㎝である。堆積土は暗褐色を基調として全体的に灰色を帯び、地山土粒と黒色土粒を含む単一層

で、人為的な一括の埋め戻しによる堆積と考えられる。ＳＢ７３を構成する柱穴と切り合い、これより新

しい。遺物は出土しなかった。

�ＳＫ３１土坑（第３５図、図版１６）

　ＬＲ５２・５３区に位置し、確認調査時のトレンチ底面においてⅣ層上面で確認した。現況で長径２４１

㎝、短径１７１㎝の方形平面をなし、長軸方位は北から４２°西へ偏する。底面は基盤礫層が露出するが

ほぼ平坦で、壁は急傾斜に立ち上がり、確認面から底面までの深さは３５㎝である。堆積土は暗褐色を

基調とし、地山土と黒色土の混合程度から分層されるが層界は明瞭でなく、人為的な一括の埋め戻し

による堆積と考えられる。遺物は出土しなかった。

�ＳＫ３２土坑（第３６図、図版１６）

　ＬＰ５８区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。長径１３２㎝、短径９０㎝の楕円形平面をなし、長軸方位は北

から５９°東へ偏する。底面は中央部が浅く窪むがほぼ平坦で、確認面から底面最深部までの深さは７

㎝と非常に浅く、壁の立ち上がりは不明瞭である。堆積土は暗褐色を基調とし、地山土と黒色土を含

む単一層で、人為的な一括の埋め戻しによる堆積と考えられる。遺物は須恵器系中世陶器甕の体部破

片１点（４５－３）が出土した。本土坑の帰属時期は出土遺物から１３世紀前半を上限と考えるが、明確で

ない。

�ＳＫ３３土坑（第３６図、図版１５）

　ＬＱ５６区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。長径９５㎝、短径９０㎝の円形平面をなし、長軸方位は北か

ら５５°東へ偏する。底面は平坦で、確認面から底面までの深さは６㎝と非常に浅く、壁の立ち上がり

は不明瞭である。堆積土は黒色を基調として地山土を含んでおり、人為的な埋め戻しによる堆積と考

えられる。ＳＢ６５を構成する柱穴および単独の柱穴２基と切り合い、これらより新しい。遺物は出土

しなかった。

�ＳＫ３４土坑（第３６図、図版１７）

　ＬＰ５５区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。長径１５７㎝、短径９４㎝の方形平面をなし、長軸方位は北か

ら４０°西へ偏する。底面は北西側へ緩く傾斜し、壁は緩やかに立ち上がり、確認面から底面までの深
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さは１１㎝である。堆積土は黒褐色を基調とし、地山土の混入程度により２層に分層され、人為的な埋

め戻しによる堆積と考えられる。ＳＢ６５を構成する柱穴および単独の柱穴２基と切り合い、これらよ

り新しい。また、本土坑に切られる柱穴はＳＢ６６を構成する柱穴を切っているため、間接的にＳＢ６６よ

り新しいと言える。遺物は出土しなかった。

�ＳＫ３５土坑（第３６図、図版１７）

　ＬＰ５４、ＬＱ５４区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。長径１２６㎝、短径１０８㎝の円形平面をなし、長軸方

位は北から４１°東へ偏する。底面は丸く窪み、壁の立ち上がりは不明瞭で緩やかに開き、確認面から

底面最深部までの深さは２３㎝である。堆積土は黒褐色を基調として全体的に灰色を帯び、地山土粒と

黒色土粒を含む単一層で、人為的な一括の埋め戻しによる堆積と考えられる。単独の柱穴１基と切り

合い、これより新しい。遺物は出土しなかった。

�ＳＫ３６土坑（第３２図、図版１７）

　ＬＯ５２、ＬＰ５２区に位置し、基盤礫層上面で確認した。長径１９８㎝、短径１８９㎝の丸みを帯びた方形平

面をなし、長軸方位は北から４２°東へ偏する。底面は基盤礫層となるため多少の凹凸はあるがほぼ平

坦で、壁は急傾斜に立ち上がり、確認面から底面までの深さは６３㎝である。堆積土は暗褐色を基調と

して多量の礫を混入し、その混入程度から分層されるが層界は明瞭でなく、人為的な一括の埋め戻し

による堆積と考えられる。ＳＫ５１と切り合い、これより新しい。遺物は出土しなかった。

�ＳＫ３７土坑（第３６図、図版１７）

　ＬＮ５１区に位置し、基盤礫層上面で確認した。長径１７７㎝、短径１６９㎝の方形平面をなし、長軸方位

は北から６５°東へ偏する。底面は基盤礫層となるがほぼ平坦で、壁はゆるやかに立ち上がり、確認面

から底面までの深さは２０㎝である。堆積土は黒褐色を基調として全体的に灰色を帯び、礫の混入程度

から分層されるが層界は明瞭でなく、人為的な一括の埋め戻しによる堆積と考えられる。遺物はほぼ

完形のかわらけ皿１点（４７－１５）が出土した。本土坑の帰属時期は出土遺物から１３世紀前半を上限と考

えるが、明確でない。

�ＳＫ３９土坑（第３６図、図版１８）

　ＬＬ６１・６２区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。楕円形を基調として北東側中央部が張り出す不整な

平面形をなし、長径１５０㎝、短径１２０㎝、長軸方位は北から４５°東へ偏する。底面は平坦で、壁は東側

で急傾斜に、南西側で緩く立ち上がり、確認面から底面までの深さは２２㎝である。堆積土は黒色を基

調として地山土を混入し、その混入程度によって分層される。なお北東側の張り出し部近辺に薄く堆

積する３層には、多量の炭化物とともに、わずかな量の焼土および白色粉末状の物質が観察された。

なお、採取した炭化材の放射性炭素年代測定を行った結果、ＢＰ６８３±３４の年代値が得られ、樹種はカ

エデ属と同定された（第５章第２節参照）。本土坑は出土遺物も無く帰属時期は不明確であるが、放射

性炭素年代測定による年代観、ならびに炭化物の集中と微量ではあるが焼土と白色粉末状物質が検出

されたことを重視し、中世の火葬墓である可能性を指摘しておく。

�ＳＫ４０土坑（第３６図、図版１８）

　ＬＪ５８・５９、ＬＫ５９区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。一部確認調査時のトレンチに削られている

が、現状で長径１７３㎝、短径１４６㎝の方形平面をなし、長軸方位は北から４２°東へ偏する。底面は平坦

で、壁は緩やかに立ち上がり、確認面から底面までの深さは１０㎝である。堆積土は上下に大きく分け
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ることができ、上部は黒色を基調として地山土粒を少量混入し、下部は暗褐色土と黄褐色土が互層を

なして堆積する。下部は土坑開口時の自然堆積によるものであろう。遺物は上部黒色土中から青磁碗

破片１点（４１－１２）が出土した。本土坑の帰属時期は出土遺物から１２世紀末を上限と考える。

�ＳＫ４１土坑（第３７図、図版１８）

　ＬＧ５９区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。長径１９０㎝、短径１２８㎝の方形平面をなし、長軸方位は北

から３５°東へ偏する。底面は平坦であるが、壁は緩やかに立ち上がり、確認面から底面までの深さは

１３㎝である。堆積土は黒褐色を基調として地山土粒を混入する単一層である。人為的な埋め戻しによ

る堆積であろう。遺物は出土しなかった。

�ＳＫ４２土坑（第３７図、図版１８）

　ＬＪ６２・６３区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。円形を基調として西側に張り出しをもつ不整な平面形

をなし、長径１２４㎝、短径８８㎝を測り、長軸方位は北から７５°西へ偏する。底面は東西両端部が窪み、

壁の立ち上がりは不明瞭で、確認面から底面最深部までの深さは９㎝である。堆積土は２層に分層し

た。全体を覆う１層は黒褐色を基調として地山土粒を多く混入する。西側張り出し部の底面に堆積す

る２層は炭化物を多く含んでいる。遺物は出土しなかった。本土坑は不整な平面形状をなして掘り込

みが浅く、炭化物を特徴的に混入するという点でＳＫ３９に類似し、火葬墓の可能性もあるが、明確でない。

�ＳＫ４３土坑（第３７図、図版１９）

　ＬＨ６２、ＬＩ６２区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。円形を基調として北西側に短い張り出しをもつ不

整な平面形をなし、長径９１㎝、短径６９㎝を測り、長軸方位は北から３４°西へ偏する。底面は南東側が

窪み、壁は北西側で緩やかに、他の部分では急傾斜に立ち上がり、確認面から底面最深部までの深さ

は１２㎝である。堆積土は黒色を基調として地山土を混入し、その混合程度で４層に分層された。この

うち北西側張り出し部の底面に堆積する４層は炭化物を含んでいる。遺物は出土しなかった。本土坑

もＳＫ４２と同様の理由で、火葬墓の可能性を指摘しておく。

�ＳＫ４４土坑（第３７図、図版１９）

　ＬＨ６２・６３区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。円形を基調として南北へ張り出す不整な平面形をな

し、長径１８２㎝、短径１３６㎝を測り、長軸方位は北から５２°東へ偏する。底面は平坦で、壁は急傾斜に

立ち上がり、確認面からの底面までの深さは２３㎝である。堆積土は黒褐色を基調として地山土等の混

入程度により分層された。下部では地山土が多量に混入するとともに、中央部では直径１０～２０㎝程度

の礫がまとまって出土し、人為的に投入されたものと考えられる。北西側でＳＤ４６と切り合い、これよ

り新しい。遺物は出土しなかった。

�ＳＫ４７土坑（第３７図、図版１９）

　ＬＯ５５区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。確認調査時のトレンチにより南東側半分を削られている

が、現状で長径１５２㎝、短径７２㎝の長方形平面をなし、長軸方位は北から４０°東へ偏する。底面は平

坦で、壁は急傾斜に立ち上がり、確認面から底面までの深さは２６㎝である。堆積土は暗褐色を基調と

して地山土粒と黒色土粒を含み、それらの混入程度により分層されたが層界は不明瞭で、人為的な一

括の埋め戻しによる堆積と考えられる。遺物は出土しなかった。

�ＳＫ５０土坑（第３２図、図版１１・１９）

　ＬＰ５１区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。上部を確認調査時のトレンチによって削られているが、
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現状で長径１２９㎝、短径４９㎝の楕円形平面をなし、長軸方位は北から４０°東へ偏する。底面は平坦で

壁は緩やかに立ち上がり、確認面から底面までの深さは１２㎝である。堆積土は褐色を基調として全体

的に灰色を帯び、地山土粒と黒色土粒を含む単一層で、人為的な一括の埋め戻しによる堆積と考えら

れる。ＳＢ５９を構成する柱穴と切り合ってこれより新しく、ＳＫ０３と切り合ってこれより古い。遺物は

出土しなかった。

�ＳＫ５１土坑（第３２図、図版２０）

　ＬＯ５２、ＬＰ５１・５２区に位置し、基盤礫層上面で確認した。北東および南西側をＳＫ２６・３６に切られ

るため全体の規模は不明であるが、現状で長径２３０㎝、短径８４㎝を測り、長方形平面を呈していたと

推測され、長軸方位は４２°東へ偏する。底面は中央部に窪みをもつが他はほぼ平坦で、壁は緩やかに

立ち上がり、確認面から底面までの深さは１２㎝、中央部窪みの最深部までの深さは２７㎝である。堆積

土は黒褐色を基調として全体的に灰色を帯び、全体を覆う１層には礫が混入し、中央部の窪みに堆積

する２層には礫を含んでいない。人為的な一括の埋め戻しによる堆積と考えられる。遺物は出土しな

かった。

�ＳＫ５３土坑（第３７図、図版２０）

　ＬＮ５１区に位置し、基盤礫層上面で確認した。長径１３１㎝、短径９１㎝の楕円形平面をなし、長軸方位

は北から６０°東へ偏する。底面は基盤礫層となるため多少の凹凸はあるがほぼ平坦で、壁は緩やかに

立ち上がり、確認面から底面までの深さは２６㎝である。堆積土は黒褐色を基調として全体的に灰色を

帯び、黒色土と礫の混入程度で分層されるが層界は不明瞭で、人為的な一括の埋め戻しによる堆積と

考えられる。遺物は出土しなかった。

�ＳＫ６７土坑（第３４図、図版１９）

　ＬＭ４８区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。西側をＳＫ１３に切られるため全体の規模は不明であるが、

現状で長径１０２㎝、短径７８㎝の長方形平面をなし、長軸方位は北から５８°東へ偏する。底面は平坦で、

壁は長軸方向で緩やかに、短軸方向で急傾斜に立ち上がり、確認面から底面までの深さは３２㎝である。

堆積土は褐色を基調として全体的に灰色を帯び、地山土粒を多量に含む単一層で、人為的な一括の埋

め戻しによる堆積と考えられる。遺物は出土しなかった。

�ＳＫ６８土坑（第３８図、図版２０）

　ＬＭ４８区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。確認調査時のトレンチによって西側端部をわずかに削ら

れているが、現状で長径１９２㎝、短径１３２㎝の長方形平面をなし、長軸方位は北から５３°東へ偏する。

底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がり、確認面から底面までの深さは３４㎝である。堆積土は黄褐色

を基調として全体的に灰色を帯び、地山土粒と黒色土粒を混入する単一層で、人為的な一括の埋め戻

しによる堆積と考えられる。遺物は出土しなかった。

�ＳＫ７６土坑（第３８図、図版２０・２１）

　ＬＫ５３、ＬＬ５３区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。暗渠と撹乱により全体の規模は不明であるが、現

状で長径２１１㎝、短径は少なくとも１２２㎝を測り、方形平面をなすものと考えられ、長軸方位は北から

３４°西へ偏する。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がり、確認面から底面までの深さは１４㎝であ

る。堆積土は黒色を基調とし、地山土の混入程度により分層されるが層界は不明瞭で、人為的な一括

の埋め戻しによる堆積と考えられる。東側でＳＫ７７と、西側で単独の柱穴３基と切り合い、これらより
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古い。遺物は白磁底部破片１点（４１－２）が出土した。本土坑は出土遺物から１２世紀後半を上限とする

が、帰属時期については明確でない。

�ＳＫ７７土坑（第３８図、図版２０・２１）

　ＬＫ５３区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。暗渠と確認調査時のトレンチによって一部削られている

が、現状で長径１００㎝、短径８０㎝の丸みを帯びた方形平面をなし、長軸方位は北から４８°東へ偏する。

底面は平坦で、壁は急傾斜に立ち上がり、確認面から底面までの深さは１８㎝である。堆積土は暗褐色

を基調として地山土粒を多量に混入する単一層で、人為的な一括の埋め戻しによる堆積と考えられる。

西側でＳＫ７６と切り合い、これより新しく、また単独の柱穴１基より古い。遺物は出土しなかった。

�ＳＫ８０土坑（第３８図、図版２１）

　ＬＪ５１、ＬＫ５１区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。東側が調査区外へと続くため、全体の規模・形状

は不明であるが、現状で長軸を北から６３°東へ偏する方位にとる長方形平面をなすと推測され、検出

部位では少なくとも長辺約２ｍ、短辺約１ｍを測る。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がり、確認

面から底面までの深さは３２㎝である。なお、底面には直径約２０㎝の柱穴状の窪みが確認され、その深

さは７㎝である。堆積土は黒褐色を基調として全体的に灰色を帯び、地山土等を混入する単一層であ

り、人為的な一括の埋め戻しによる堆積と考えられる。遺物は出土しなかった。

�ＳＫ８７土坑（第３８図、図版２１）

　ＬＬ５０・５１区に位置し、確認調査時のトレンチ底面である基盤礫層上面で確認した。現状で長径１６５

㎝、短径１５１㎝の円形平面をなし、長軸方位は北から６７°西へ偏する。底面は基盤礫層が露出して凹

凸があるが全体的に平坦で、壁は緩やかに立ち上がり、確認面から底面までの深さは５０㎝である。堆

積土は黒褐色を基調として炭化物を多量に含み、炭化物等の混入程度により分層される。また底面中

央部からまとまって出土した礫の表面には、被熱による赤化や炭化物の付着が認められ、堆積土とと

もに人為的に投入されたものと考えられる。遺物はこれらの礫集中部付近から須恵器系中世陶器甕の

体部破片１点（４５－１０）が出土した。本土坑は何らかの熱加工作業に伴う礫製構造物の残骸やその作業

により排出される炭化物等の廃棄に使用されたものと推測する。周辺には焼土遺構や工房跡と考えら

れる竪穴状遺構があり、炭化物や被熱礫等はこれらの遺構を由来とする可能性もあろう。

�ＳＫ９８土坑（第３８図、図版２１）

　ＬＨ５７・５８区に位置し、Ⅲ層上面で確認した。長径９８㎝、短径５２㎝の不整な楕円形平面をなし、長

軸方位は北から５９°東へ偏する。底面は丸く窪み、壁の立ち上がりは不明瞭で緩やかに開き、確認面

から底面までの深さは２６㎝である。堆積土は黒色を基調として地山土粒を少量含み、人為的な埋め戻

しによる堆積と考えられる。遺物は出土しなかった。

�ＳＫ９９土坑（第３８図、図版２１）

　ＬＬ５３、ＬＭ５３区に位置し、基盤礫層上面で確認した。長径１２０㎝、短径１１４㎝の方形平面をなし、長

軸方位は北から５５°東へ偏する。底面は基盤礫層が露出して凹凸があるがほぼ平坦で、壁は緩やかに

立ち上がり、確認面から底面までの深さは１６㎝である。堆積土は黒褐色を基調として基盤層の砂礫を

混入し、炭化物等の混入程度によって２層に分層されたが層界は不明瞭で、人為的な一括の埋め戻し

による堆積と考えられる。遺物は出土しなかった。
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第５表　柱穴一覧（１）

地区 番号 平面形 
長径 短径 深さ 底面標高 

堆積土類型 遺物・混入物 
帰属建 

新旧関係 
（㎝） （㎝） （㎝） （ｍ） 物跡等 

LD６３ 
SKP１ 方形 ２１ ２１ ２４ １２７．８５５ Ab２・Ab３ 
SKP２ 方形 １８ １５ １８ １２７．８７０ Ab２ 

LE５８ SKP１ 円形 （１７） （１７） （１１） １２８．０８５ Ab２ SD４５より旧 

LE６３ 
SKP１ 方形 ２０ １７ ３６ １２７．７４５ Ab２・Ab１（Ab１・Ab２） 
SKP２ 方形 ２０ １７ ３９ １２７．７０５ Ab１・Ab２ 

LF５８ 
SKP１ 円形 （４２） （３９） （８） １２７．９５７ A・Ab１ SD４５より旧 
SKP２ 円形 （９４） （８２） （１９） １２７．６９６ Ac１・Ab２ SD４５より旧 
SKP３ 円形 （１９） （１７） （１４） １２７．９７５ Ab３ SD４５より旧 

LF５９ SKP１ 円形 ２４ ２４ ３８ １２７．７７０ Ab２（Ab１・Ba２） 

LF６０ 

SKP１ 円形 １６ １６ １４ １２８．０５２ Ab２ 
SKP２ 円形 ２２ １９ ３１ １２７．８９５ Ab１ 
SKP３ 円形 ７０ ４７ ２２ １２７．９６６ Ab１ 
SKP４ 円形 ２６ ２０ ２６ １２７．９１０ Ab１（Ab３） SA１０５ 
SKP５ 円形 ２２ ２１ ４２ １２７．７７６ Ab１（A） SA１０５ 
SKP６ 円形 （２０） （１９） （１６） １２８．０１５ Ab１ SA１０５ 

LF６１ SKP１ 円形 （２５） （２２） ４２ １２７．６９７ Ab２（Ab１・Ad３） 
LF６２ SKP１ 円形 １２ ９ ８ １２８．００７ Ab１ SB９５ 

LF６３ 
SKP１ 方形 １７ １３ ３３ １２７．７７９ Ab１ SB９５ 
SKP２ 方形 １５ １２ ２２ １２８．８３７ Ab１ SB９５ 

LG５５ SKP１ 円形 ３９ ３６ ４２ １２７．８２５ Ba１・Ab１ 

LG５６ 
SKP１ 円形 １８ １５ １５ １２８．１０５ Ab１ 
SKP２ 円形 ２３ １８ ３２ １２７．９２５ Ab１（A） 

LG５７ SKP１ 円形 （６１） （５４） ３０ １２８．１９１ Ab２ SD４５より新 

LG５８ 
SKP１ 円形 ２６ ２３ ６３ １２７．５６０ Ab２ 
SKP２ 円形 ３０ ２８ ３０ １２７．９５４ Ab３（Ab１） SB８８ 

LG５９ SKP１ 円形 ３５ ３０ ４５ １２７．６８３ Ab３（Ab１） SA１０５ 

LG６０ 

SKP１ 円形 １６ １４ １４ １２８．０２４ Ab１ 
SKP２ 円形 ２７ ２４ ３９ １２７．７５７ Ba３（Ab１） SA９６ 
SKP３ 円形 ２９ １８ ３９ １２７．７６９ Ab１（A） SA９６ 
SKP４ 円形 ２２ ２０ ５１ １２７．５８５ Ba２（Ab１） 

LG６１ 
SKP１ 円形 （２４） （２３） （１１） １２７．９１５ Ba１（Ab１） SA９６ 
SKP２ 円形 （２７） （１１） （１６） １２７．８６８ Ab１ 

LG６２ 

SKP１ 方形 ２２ １８ ２５ １２７．８５９ Ba３（Ab１） SB９５ 
SKP２ 方形 ２７ ２４ ２３ １２７．９００ Ab２（Ab１） SB９５ 
SKP３ 円形 １５ １４ １３ １２７．９０５ Ab１ SB９５ 
SKP４ 円形 １５ １０ ２５ １２７．７９５ Ba１（Ab１） SB９５ 
SKP５ 円形 １９ １７ ２３ １２７．８３７ Ab２（Ab１） SB９５ 

LG６３ 

SKP１ 円形 １５ １３ ９ １２７．９２０ Ab２ SB９５ 
SKP２ 円形 １９ １６ ４２ １２７．６０７ Ab２ SB９５ 
SKP３ 円形 １６ １４ ２２ １２７．７９６ Ab３（Ab１・Ab２） SB９５ 
SKP４ 円形 １６ １３ １６ １２７．９１７ Ab１・Ab２ 
SKP５ 円形 （２６） （２４） ２７ １２７．７６５ Ab２ SD４６より旧 

LH５４ SKP１ 円形 ３５ ３４ － － Ab２（Ab１） 

LH５５ 

SKP１ 円形 １５ １１ ８ １２７．９８１ Ab１ 
SKP２ 円形 １８ １６ ９ １２８．０００ Ab３ 
SKP３ 円形 ３９ ３７ ３２ １２７．７８５ Ba２・Ab２ 
SKP４ 円形 ２３ ２１ ３６ １２７．７２０ Ab１ 炭化物 
SKP５ 円形 ２６ ２２ ２０ １２７．９６０ A
SKP６ 円形 ２６ １９ ２７ １２７．９０９ Ba１・Ab１（A） 
SKP７ 円形 ３７ ３５ ３０ １２７．８４８ Ba２（Ab２・Ba１） 

LH５６ 
SKP１ 円形 （２１） （２０） － － Ba２（Ab１） 
SKP２ 円形 １９ １４ １０ １２７．７６１ Ba１（Ab１） 

LH５７ 

SKP１ 円形 ２７ ２６ ３４ １２７．６３８ Ab２（Ab１） 
SKP２ 円形 （１８） （１８） （２０） １２７．６２７ Ab１（Ab２） SB８８ 
SKP３ 円形 （２７） （２４） ３８ １２７．８１０ Ab２（Ab１） SB８８ LH５７⑥より旧 
SKP４ 円形 ３４ ３２ ２０ １２７．８９７ Ab１・Ab２ LH５７⑦より新 
SKP５ 円形 （２５） （２３） （３３） １２７．７１４ Ab１（A） 縄文土器１点 SB８８ 
SKP６ 円形 ２５ １９ ４８ １２７．７９１ Ab１ LH５７③より新 
SKP７ 円形 － － ２１ １２７．８７０ Ab２ LH５７④より旧 

LH５８ 

SKP４ 円形 ２９ ２３ ４５ １２７．７１７ A・Ab２ SA９０ 
SKP５ 円形 ２７ ２７ １７ １２８．０２７ Ab３（Ab１） SB８８ 
SKP６ 円形 ２３ ２１ ３４ １２７．７９２ Ab２（Ab１） 
SKP７ 円形 ２３ ２１ ４０ １２７．７５０ Ab３（Ab１） SB８８ 
SKP８ 円形 ２８ ２２ ９ １２８．０９７ Ab２ 
SKP９ 円形 １９ １７ ４５ １２７．６７８ Ab１（A） 
SKP１０ 円形 ３８ ３０ ５６ １２７．５８１ Ab１（Ab１） SA８９ 
SKP１１ 円形 ２９ ２７ ３４ １２７．７８４ Ab２（Ab１） SB８８ 
SKP１２ 円形 ２４ １９ ５５ １２７．５２５ Ba２（Ab１） 
SKP１３ 円形 １７ １６ １４ １２８．０２４ Ab１ 
SKP１４ 円形 （２８） （２５） ２６ １２７．８９７ Ab１（A） SB８８ SD１０２より旧 
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第６表　柱穴一覧（２）

地区 番号 平面形 
長径 短径 深さ 底面標高 

堆積土類型 遺物・混入物 
帰属建 

新旧関係 
（㎝） （㎝） （㎝） （ｍ） 物跡等 

LH５８ 
SKP１７ 円形 ３８ ３６ ４４ １２７．６７６ Ab２（Ab２・A・Ab３） SA８９ 
SKP１８ 円形 （２６） （２５） （４９） １２７．６６７ Ab３（Ab１） SA９０ SD１０２より旧 

LH５９ 
SKP１ 円形 ２４ ２２ ３０ １２７．７６７ A・Ab３（A） SA９１ 
SKP２ 円形 ２８ ２５ ２０ １２７．９６３ Ab１（A） 
SKP３ 円形 ２１ ２１ ５０ １２７．６１２ Ab２（Ab１） SA９１ 

LH６０ SKP１ 円形 ２９ ２５ ４２ １２７．７１５ Ab１（A） SA９６ 

LH６２ 
SKP１ 円形 １７ １６ ４５ １２７．６０９ Ab２（Ab１・A・Ab１） SB９５ 
SKP２ 円形 ２０ １１ １８ １２７．８４７ Ba３（Ab２） 

LH６３ 

SKP１ 方形 ２５ ２３ ２７ １２７．７８３ Ab１（Ab２） 
SKP２ 方形 ２０ １７ ５５ １２７．４８２ Ab２・Ab３ 
SKP３ 方形 ２３ ２１ ７１ １２７．３０６ Ab３・Ba１（Ab１） 
SKP４ 円形 ２８ ２４ ４１ １２７．６７８ Ab１・Ab３（A・Ab２） 
SKP５ 円形 １６ １６ ２６ １２７．７９９ Ab２ 
SKP６ 円形 ２４ １８ １８ １２７．９１６ Ab２（Ab３） 
SKP８ 方形 ２７ ２３ ３１ １２７．７７５ Ab１・Ab３・Ba２（Ab２・A） 
SKP９ 円形 ２３ １４ １７ １２７．９０８ Ab１・Ba１ LH６３⑩より新 
SKP１０ 方形 （２６） （１８） ４９ １２７．５７２ Ab２・Ab１・Ab２（Ab２・Ab１） LH６３⑨より旧 

LH６４ SKP１ 方形 ２３ ２２ ３０ １２７．７０７ Ab３・Ab２ 
LI５７ SKP１ 円形 （２９） （２５） （４１） １２７．３９７ Ba２（Ab１） 

LI５８ 

SKP１ 円形 （２２） （１６） （１８） １２７．７９１ Ba１（Ab１） 
SKP２ 円形 （３０） （２６） （２７） １２７．７０３ Ab１（A） SB８８ 
SKP３ 円形 （１９） （１４） （１７） １２７．８２１ Ba１ 
SKP６ 円形 （３５） （３１） （２５） １２７．７３３ Ab３ 
SKP７ 円形 １８ １４ ７ １２７．９７５ A・Ba１ 
SKP８ 円形 （１２） （１２） （１０） １２７．９５１ Ab１ 
SKP１０ 円形 （２７） （２５） （５４） １２７．４５９ Ab３（Ab１） SB８８ 
SKP１１ 円形 （３９） （２６） （２５） １２７．６４５ Ab１（A） 炭化物 
SKP１２ 方形 （１５） （１４） （２３） １２７．７８７ Ab１ 
SKP１３ 円形 （１５） （１５） （１９） １２７．８２７ Ba２（A） 
SKP１５ 円形 （２８） （２５） （３５） １２７．６５９ Ab１（Ab１） 
SKP１６ 円形 ２３ ２１ ３２ １２７．７１７ Ab１（Ab２） 
SKP１７ 円形 ２７ ２６ ２５ １２７．８３１ A（Ab１） SB８８ 
SKP１８ 円形 （２３） （２１） （３３） １２７．４４８ Ba１（Ab１） 
SKP１９ 円形 （２５） （２３） （１５） １２７．５９８ Ab１（Ba２・Ab１） かわらけ１点 
SKP２１ 円形 （２６） （２３） （４３） １２７．３４０ Ba２（Ab１） 
SKP２３ 円形 （２１） （１０） （５０） １２７．１６０ Ab２ 
SKP２４ 円形 ２５ ２０ （５０） １２７．１５３ Ab２ 

LI５９ 

SKP１ 円形 ２０ １７ ３９ １２７．５９８ Ab２（Ab１） 
SKP２ 円形 １９ １８ ５６ １２７．４３４ Ab２（Ab１） 
SKP３ 円形 ２８ ２５ ５４ １２７．５４０ Ab３（Ab１） 
SKP４ 円形 ３０ ２７ １９ １２７．８８７ Ab２（Ab１） SB８８ 
SKP５ 円形 （２５） （２４） ４４ １２７．５９３ A・Ab２ LI５９⑥より旧 
SKP６ 円形 ２１ １５ ２３ １２７．８０２ Ab２ LI５９⑤より新 
SKP７ 円形 ２６ ２４ ５１ １２７．５２７ Ab２（Ab１） 
SKP８ 円形 ３０ ２７ ４３ １２７．５７８ Ab１・Ba３（Ab１） 
SKP９ 円形 ２６ ２５ ２５ １２７．７８６ Ab２（Ab１） 
SKP１０ 円形 ３４ ３２ ５２ １２７．５４１ Ab２（Ab１） SA８９ 
SKP１１ 円形 ２１ １９ ７２ １２７．３０４ Ab２ 
SKP１２ 円形 ２９ ２８ ５３ １２７．５２８ Ab１（A） SA９０ 
SKP１３ 円形 １９ １７ １７ １２７．８４０ A・Ab２ 
SKP１４ 円形 ３２ ３２ ５６ １２７．４４４ Ab１（A） SA８９ 
SKP１５ 円形 ２６ １９ ３５ １２７．６４５ Ab１（A） 
SKP１６ 円形 （１４） （１３） １９ １２７．７９５ Ba１・Ab２ LI５９⑰より旧 
SKP１７ 円形 ２６ ２３ ２５ １２７．７４８ Ab１（A） SA９０ LI５９⑯より新 
SKP１８ 円形 ２３ ２１ １１ １２８．０００ Ab３ SA９１ 

LI６０ 
SKP１ 円形 ３４ ３０ ４７ １２８．５１４ Ba２（Ab１） SA９１ 
SKP２ 円形 ２５ ２２ ５１ １２８．４８５ Ab１（Ab１） SA９２ 

LI６２ 

SKP２ 円形 （１８） （１４） （７） １２７．６６５ Ab３ 
SKP５ 方形 （２３） （１８） ２５ １２７．６３４ Ab３ 
SKP７ 方形 ２５ １８ ４６ １２７．５２３ Ab２・Ab１・Ab２ LI６２⑳より新 
SKP８ 円形 ２６ ２１ ３１ １２７．６９８ Ba３・Ab２・Ab３ 
SKP９ 円形 ２７ ２４ １１ １２７．６５４ Ab２・Ba２（Ab２・Ab１・Ba２） LI６２⑩より新 
SKP１０ 円形 （２０） （２０） ２３ １２７．６３５ Ab２・Ab１・Ab２ LI６２⑨より旧 
SKP１１ 円形 １４ １１ ６ １２７．７９４ Ab２ 
SKP１２ 方形 １７ １６ － － Ab２ 
SKP２０ 方形 （２０） （１７） ２８ １２７．７１７ Ab３ LI６２⑦より旧 

LI６３ 
SKP２ 円形 ２２ １９ （４） １２７．５４５ Ab２・Ab３・Ab２ 
SKP３ 方形 １７ １６ （９） １２７．５３７ Ab３・Ab２ 
SKP５ 円形 １４ １２ ６ １２７．８５０ Ab３ 

LI６４ SKP１ 円形 １５ １５ ２５ １２７．５６７ Ab２・A（Ab２） 

LI５８○より旧 ２４ 

LI５８○より新 ２３ 
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第７表　柱穴一覧（３）

地区 番号 平面形 
長径 短径 深さ 底面標高 

堆積土類型 遺物・混入物 
帰属建 

新旧関係 
（㎝） （㎝） （㎝） （ｍ） 物跡等 

LI６４ 

SKP２ 円形 ２８ ２３ ２５ １２７．５８７ Ab２（Ab１・A） 
SKP３ 円形 １７ １３ ９ １２７．７３３ Ab２ 
SKP４ 円形 ２２ １６ ８ １２７．７４０ Ab２ 
SKP５ 円形 １８ １７ ２３ １２７．６４９ Ab２（Ab１） 

LJ５１ SKP１ 円形 ３９ ３１ ２４ １２７．６７０ Ba２（Ab１） 
LJ５２ SKP１ 円形 ２５ ２１ ３２ １２７．５７５ Ba１（Ba２） 
LJ５４ SKP１ 円形 （２８） （２５） （７） １２７．２５０ Ba１（Ba２） 炭化物 

LJ５５ 

SKP１ 円形 （１６） （１４） ５ １２７．６３５ Ba２ LJ５５④より旧 
SKP２ 円形 ２２ １７ １６ １２７．４８２ Ab２（Ab２） 
SKP３ 円形 １３ １１ ９ １２７．６０８ Ab１ 焼土・炭化物 
SKP４ 円形 １８ １３ ２２ １２７．４８０ Ab２ LJ５５①より新 
SKP６ 円形 ２３ １９ ２９ １２７．３０６ Ab２ 
SKP７ 円形 ２８ ２６ １３ １２７．５０４ Ca２ 炭化物 
SKP８ 円形 ３３ ３０ １７ １２７．４９２ Ca３ 炭化物 
SKP９ 方形 ２８ ２７ １７ １２７．４６７ Ba２（Ab２） 

LJ５８ 

SKP１ 円形 （２１） （１９） （３７） １２７．４１０ Ab１ 
SKP２ 円形 （２０） （１８） （９） １２７．３９８ Ab２ 
SKP３ 円形 ２７ ２５ ４３ １２７．２４９ Ab２ LJ５８④より新 
SKP４ 円形 （２４） （２３） ４５ １２７．２２９ Ab１（Ab２） LJ５８③より旧 
SKP６ 円形 ２３ ２１ ２７ １２７．５９２ A（Ab１） 

LJ５９ 

SKP１ 方形 （２８） （２４） （２５） １２７．４５４ Ba１・Ab２（Ab２） 
SKP２ 方形 ２４ ２２ １２ １２７．７０１ Ab２・Ab３・Ba３ 
SKP３ 方形 （２０） （１１） ２７ １２７．６８５ Ab３ 
SKP４ 円形 ２９ ２６ ２９ １２７．６７４ Ab２・Ab３（Ab１・Ab２） LJ５９⑤より新 
SKP５ 円形 （１７） （１６） １６ １２７．７９４ Ab２・Ba３ LJ５９④より旧 
SKP６ 円形 （２２） （１６） ３４ １２７．５９５ Ab１（A） 
SKP７ 円形 ９ ６ ７ １２７．８４１ Ab１ 
SKP８ 円形 ２４ ２３ ２４ １２７．６３４ Ab３（Ab２・Ab１） 
SKP９ 円形 ２４ １７ ２９ １２７．５７６ Ab２・Ab１ 
SKP１０ 円形 ２０ １８ ２２ １２７．５８１ Ab１（Ab２・A） 
SKP１１ 円形 （２０） （１４） （２２） １２７．５００ Ab１ 
SKP１２ 円形 ２１ １５ １３ １２７．７４５ Ab３（Ab２） 
SKP１３ 円形 ２９ ２１ ２０ １２７．６６８ Ab２（Ab３・Ab１） 
SKP１４ 円形 １７ １６ ２７ １２７．６１２ Ab２（Ab１） 
SKP１５ 円形 ２３ １８ ３２ １２７．５４５ A・Ab１（Ab１・Ab３） 
SKP１６ 円形 ２９ ２１ ２７ １２７．６５３ Ab１・Ab２（Ab１） 
SKP１９ 円形 （２０） （２０） （３０） １２７．３８９ Ba１ 
SKP２０ 円形 （１８） （１８） （２８） １２７．４１７ Ba１ 

LJ６０ 

SKP１ 円形 ３０ ２２ ３０ １２７．５８６ Ab３（Ab１） SA９２ 
SKP２ 円形 ２９ ２８ ２６ １２７．５９５ Ab３・Ba１（Ab１） SA９１ 
SKP３ 方形 ２２ ２０ １９ １２７．７０４ Ab２（Ab１） 
SKP４ 円形 ２２ ２２ ４４ １２７．４３６ Ab２・Ab１（Ab１・Ab２・A） 
SKP６ 円形 ２３ ２０ ２０ １２７．７０１ Ab２ 

LJ６１ 
SKP１ 方形 （３１） （３０） （３８） １２７．４１７ Ab３（Ab１・A） SA９１ 
SKP２ 円形 （２５） （２４） （７） １２７．７５６ Ab２（Ab１） SA９２ 

LJ６２ 

SKP１ 円形 ２０ １８ ２３ １２７．６１９ Ab３（Ab２） 
SKP２ 円形 １６ １３ ６４ １２７．２０４ Ab２・Ab３（Ab２・A） 
SKP３ 円形 ２０ １９ ２２ １２７．５５０ Ab３・Ab１・Ba２（Ab２・A） 
SKP４ 円形 （１７） （１６） ４７ １２７．３３６ Ab１ LJ６２⑤より旧 
SKP５ 円形 ２４ ２３ ５０ １２７．２８６ Ab１・Ab２（Ab２） LJ６２④より新 

LJ６３ 

SKP１ 不整形 ３４ ２９ ３４ １２７．４９６ Ba３・Ab２（Ab２・Ab１・Ab２） 
SKP２ 円形 １４ １１ １４ １２７．７３５ Ab２ 
SKP３ 円形 １１ ８ １１ １２７．６９９ Ab３ 
SKP４ 円形 ２０ １７ ２０ １２７．６７７ Ab２・Ba１（Ab１） 
SKP５ 円形 １７ １２ １７ １２７．７６６ Ab２ 
SKP６ 円形 １５ １０ １５ １２７．６３１ Ab１ 
SKP７ 円形 ２５ １８ ２５ １２７．５９１ Ab３ 
SKP８ 円形 ８ ７ （８） １２７．６６１ Ab１ 
SKP９ 円形 ２８ １７ （２８） １２７．４６１ Ab１ 
SKP１０ 円形 ２７ ２４ （２７） １２７．４４３ Ab１・Ba２・Ab２ 
SKP１１ 方形 ２０ ２０ ２０ １２７．５１４ Ab２・Ab１・Ab２ 
SKP１２ 方形 １７ １２ （１７） １２７．５８８ Ab２ 

LJ６４ 
SKP１ 円形 ２７ ２５ ２７ １２７．５２４ Ab２・Ba２（Ab１） 
SKP２ 円形 ３３ ２６ ３３ １２７．７２１ Ab２（Ab１） 

LK５０ SKP１ 円形 （５７） （５１） ５ １２７．９１６ Ca３ 

LK５１ 

SKP１ 円形 （６４） （５８） ２２ １２７．６５１ Ab３（Ab１） 青磁１点 SN８１より新 
SKP２ 円形 ５５ ５０ ７ １２７．８０２ Ba２（Ab１） SB９７ 
SKP４ 円形 ２２ ２０ － １２７．７２４ Ab３ 
SKP５ 円形 ４８ ４８ １７ １２７．７７２ Ab３・Ca３ 
SKP６ 円形 （４８） （４５） ２０ １２７．７１８ Ab２（Ab１） SB９７ 
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第８表　柱穴一覧（４）

地区 番号 平面形 
長径 短径 深さ 底面標高 

堆積土類型 遺物・混入物 
帰属建 

新旧関係 
（㎝） （㎝） （㎝） （ｍ） 物跡等 

LK５１ SKP７ 円形 ５５ ５０ ８ １２７．９０１ Ac２ 

LK５２ 

SKP１ 円形 （１６） （１４） １４ １２７．７５８ Ab３（Ab２） 
SKP２ 円形 ３７ ３２ １１ １２７．８１０ － 
SKP４ 円形 ２５ ２１ ３１ １２７．５９９ Ab１ 炭化物 
SKP５ 円形 １９ １７ ３１ １２７．５８８ Ab１ 炭化物 
SKP６ 円形 （１４） （９） ４ １２７．７９０ Ab１ 
SKP９ 円形 １７ １４ ８ １２７．７０７ Ca１ 

LK５３ 

SKP１ 円形 （３８） （２２） （１５） １２７．５２７ Ab２ LK５３⑬より新 
SKP２ 円形 （１８） （１７） （６） １２７．５５１ Ab２ LK５３④より新、⑭より旧 
SKP３ 円形 （２３） （２０） （１４） １２７．５４５ Ab３ 
SKP４ 円形 （２５） （２０） （８） １２７．５８５ Ab３ LK５３②より旧 
SKP５ 円形 （２４） （１８） （３０） １２７．３６０ Ab２ LK５３⑭より新 
SKP６ 円形 （１７） （１５） （１７） １２７．４５０ D 鉄滓１点 
SKP７ 円形 （２７） （１８） （１４） １２７．７０８ Db３ LL５２⑬・LL５３⑧より旧 
SKP１１ 円形 （２２） （２０） （５） １２７．６９０ Db２ LK５３⑫より新 
SKP１２ 円形 （２２） （１９） （１１） １２７．６４０ D LK５３⑪より旧 
SKP１３ 円形 （４１） （３３） （３７） １２７．３０８ Db１ LK５３①より旧 
SKP１４ 円形 （２３） （９） （２５） １２７．３６３ Ab３ LK５３②より新、⑤より旧 
SKP１７ 円形 （２４） （２３） （１７） １２７．４９０ D SK７７より新 
SKP１８ 円形 （１５） （１３） （８） １２７．４９８ D

LK５４ SKP２ 円形 （２４） （２３） （８） １２７．４４１ Ab２ 

LK５５ 

SKP１ 円形 ２６ ２２ １７ １２７．４９６ Ab２（Ab１） 炭化物 
SKP４ 円形 ３９ ３８ ３５ １２７．３６５ Ab２（Ab２） 
SKP５ 円形 ４０ ３３ １０ １２７．３４８ Ba１（Ab３） 焼土・炭化物 
SKP６ 円形 ２４ ２０ １４ １２７．４４８ Ab２ 
SKP７ 方形 ４１ ３７ １６ １２７．４５５ Dc１ 炭化物 
SKP１５ 方形 （１２） （６） ９ １２７．６１１ Ab１ 

LK５６ 

SKP１ 円形 ３２ ２８ ３８ １２７．３０８ Ab３（Ad２） 
SKP３ 円形 １７ １５ ２６ １２７．４２９ Ab２ 
SKP４ 円形 １２ １１ ８ １２７．６２３ Ab３ 
SKP５ 円形 ２６ １９ １ １２７．６０７ Ba２ 
SKP６ 円形 ２０ ２０ ９ １２７．５５０ Ab１ 焼土・炭化物 
SKP９ 円形 １７ １４ ７ １２７．６００ Ba３ 
SKP１０ 円形 ２６ ２１ １６ １２７．５０３ Ab１ 炭化物 
SKP１１ 円形 １７ １５ １１ １２７．４４７ Ab２ 焼土・炭化物 
SKP１２ 円形 ２１ ２０ １６ １２７．５６４ Ab２ 
SKP１３ 円形 １３ １２ ６ １２７．６２６ Ab３ 
SKP１４ 円形 １９ １８ ６ １２７．６３１ Ab２ 炭化物 

LK５７ SKP１ 円形 １８ １７ ２ １２７．４１４ Ab３（Ad２） 

LK５９ 

SKP１ 円形 （１８） （１５） （１２） １２７．５８７ Ab３（Ba３） 
SKP２ 円形 （１６） （１５） （１８） １２７．５４７ Ab２・Ab３（Ab１・Ab２） 
SKP３ 円形 （１８） （１７） １３ １２７．６０１ Ab２（Ba３） 
SKP４ 円形 （２４） （１２） （１５） １２７．７２４ Ab２（Ab１） 

LK６０ SKP１ 円形 ２０ １７ １９ １２７．６９８ Ab２・Ab３ 

LK６１ 

SKP１ 方形 ２２ １８ ２０ １２７．６７１ Ab２（Ab１・A） 
SKP２ 円形 ３８ ３５ ３３ １２７．５５４ Ab１・A・Ab１ SA９３ 
SKP３ 円形 ３０ ２９ ５５ １２７．３３０ Ab３・Ab２（Ab１） SA９１ 
SKP４ 円形 ２９ ２６ ２３ １２７．６５４ Ab２ 
SKP５ 円形 １６ １６ １８ １２７．７１５ Ab２・Ba２ SA９２ 

LK６２ 

SKP１ 方形 ２３ ２３ １４ １２７．６９５ Ab１・Ab２ 
SKP２ 方形 ２１ ２１ １９ １２７．６４４ Ab１・Ab３ 
SKP３ 円形 ３３ ２９ ２８ １２７．５０４ Ab１・Ba３（A） 
SKP４ 円形 １４ １２ １４ １２７．６４７ Ab１ 
SKP５ 円形 ２２ ２１ ２７ １２７．５１３ Ba３（Ab１・A） 

LK６３ 

SKP１ 円形 １９ １７ ７ １２７．７３０ Ab３（Ab２） 
SKP２ 円形 １８ １４ １６ １２７．６８２ Ab２・Ba２（Ab２） 
SKP３ 方形 ８ ８ ６ １２７．７４３ Ab２ 
SKP４ 円形 １５ １４ １５ １２７．６００ Ab２ 
SKP５ 楕円形 ３４ ２２ （２０） １２７．４１６ Ab２ 

LK６４ 
SKP１ 円形 １６ １３ １２ １２７．６２３ Ab１ 
SKP２ 円形 １７ １７ （３３） １２７．３８３ Ab２ 

LL４９ SKP１ 円形 （３７） （２６） ２１ １２７．６３９ Ab１ 

LL５０ 
SKP１ 円形 ６４ ５１ １９ １２７．６６１ Ac２（Ac１） SB９７ 
SKP３ 円形 ３７ ３６ １２ １２７．８６１ Ac２ 

LL５１ 

SKP２ 円形 ２４ ２０ ２９ １２７．５６１ Ac２ 
SKP３ 円形 ３８ ３６ １７ １２７．６９３ Ab１（Ab２） 
SKP４ 円形 ２７ ２４ ２７ １２７．５９７ Ac２ 
SKP５ 円形 （３９） （３８） ４７ １２７．４１５ Ac２ 
SKP６ 円形 １９ １８ １１ １２７．８００ Ac２ 
SKP７ 円形 （５２） （３４） １４ １２７．７６５ － 
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―　　―４６

第９表　柱穴一覧（５）

地区 番号 平面形 
長径 短径 深さ 底面標高 

堆積土類型 遺物・混入物 
帰属建 

新旧関係 
（㎝） （㎝） （㎝） （ｍ） 物跡等 

LL５２ 

SKP１ 円形 （２５） （１７） １０ １２７．７７８ Ba１ LL５２②より旧 
SKP２ 円形 ２９ ２７ ２５ １２７．６１９ Ba１ SA１０６ LL５２①より新 
SKP３ 円形 １８ １２ ２０ １２７．６８１ Ba１ 
SKP４ 円形 ２１ ２０ ３２ １２７．５５４ Ba２（Ab１） 
SKP５ 円形 １８ １５ １３ １２７．７３９ Bd２ 
SKP６ 円形 ２５ ２１ １０ １２７．７９７ Ba１（Ab１） 
SKP７ 円形 ４５ ３６ ９ １２７．７３９ Ac１ SB９７ 
SKP８ 円形 （２８） （２７） ２４ １２７．６５５ Ab２（Ab１） LL５２⑨より旧、⑫より新 
SKP９ 円形 ４７ ４５ ２３ １２７．６３５ Ab２（Ba２） 炭化物 SB９７ LL５２⑧・⑫より新 
SKP１０ 方形 ３２ ２５ １３ １２７．７４５ Bd１ 
SKP１１ 円形 ２４ ２２ ２５ １２７．５１４ Db２ 
SKP１２ 円形 （３０） （１９） ２９ １２７．６２４ － LL５２⑧・⑨より旧 
SKP１３ 方形 ２５ ２１ １５ １２７．７０６ － LK５３⑦より新 
SKP１５ 円形 ４１ ３５ ４５ １２７．３５４ Bd２ 
SKP１６ 方形 ２５ ２３ １７ １２７．６９８ Ba１（Db１） 
SKP１９ 方形 ２８ ２３ １６ １２７．６６７ Ac２・Ca２ 焼土・炭化物 
SKP２０ 方形 ２８ ２５ ９ １２７．７１５ Da１ 
SKP２１ 円形 ５０ ４６ １２ １２７．６８０ Ac２ 

LL５３ 

SKP１ 円形 ２１ １８ １２ １２７．７７２ Ab２（Ab１） 
SKP２ 円形 ２５ ２３ １２ １２７．７１５ Ac１ 
SKP３ 円形 （６３） （５５） １２ １２７．７３５ Ab１（Ba２） 炭化物 SB９７ SK９９より旧 
SKP５ 円形 ４２ ３９ ２４ １２７．６１１ Ab１ 焼土・炭化物 
SKP７ 円形 ２０ ２０ ２３ １２７．６４４ Da１ SA１０６ 
SKP８ 円形 ２２ １８ １３ １２７．７２９ Ab２ LK５３⑦より新 
SKP１１ 円形 １８ １８ １６ １２７．６８８ Db１ 炭化物 
SKP１３ 円形 ２０ ２０ １５ １２７．６９７ D 炭化物 SA１０６ 
SKP１５ 円形 ２２ １８ ８ １２７．７４４ Ab２ 炭化物 
SKP１６ 円形 ２５ ２３ ２２ １２７．６１８ D 炭化物 SA１０６ 
SKP１７ 円形 ２４ ２２ １８ １２７．６８８ Cd３ 
SKP１８ 円形 １４ １２ ２７ １２７．５７５ Ba１（D） 
SKP１９ 円形 ２５ ２４ ２１ １２７．５５５ Db１ SK７６・LL５３⑳より新 

SK７６・LL５３○より新、⑲より旧 SKP２０ 円形 （２２） （２２） （８） １２７．７０２ Db１ 
SKP２１ 円形 （３０） （２９） （１０） １２７．７４９ Db２ 
SKP２２ 円形 （１４） （１２） （１２） １２７．７４３ Bd３ 

LL５４ 

SKP１ 円形 （２５） （２２） （１４） １２７．６０４ Ab２ 炭化物 
SKP２ 円形 ２５ ２１ １５ １２７．６３２ Ab３（Ab２） 炭化物 
SKP３ 円形 ２２ ２１ ３９ １２７．４３１ Ab２（Ab１） 焼土・炭化物 LL５５⑧より新 

LL５３○より旧 

SKP６ 円形 （２７） （２３） （２６） １２７．４９８ Cd３ 炭化物 
SKP７ 円形 （２３） （２１） （２１） １２７．５２３ Cd３ 炭化物 

LL５５ 

SKP１ 円形 ３１ ３０ １７ １２７．４９５ Ba３（Ad２） 炭化物 
SKP２ 円形 （１５） （１３） （８） １２７．３９６ Ab１ 
SKP３ 円形 （５８） （３４） （５１） １２７．２６５ Ab３（Ab１） 炭化物 
SKP５ 円形 ３４ ３０ ２０ １２７．６７１ Ab３ LL５５⑧より新 
SKP６ 円形 ２３ １７ ４４ １２７．４０１ Ab３ 
SKP７ 円形 （２６） （２３） （１２） １２７．６０１ Ba２ 
SKP８ 円形 （３８） （３４） ８ １２７．７３７ Ab２ LL５４③・LL５５⑤より旧 
SKP９ 円形 （１４） （９） （１５） １２７．５５５ Ab３ 
SKP１０ 円形 ３０ １５ １８ １２７．５２５ Ba１（Ab２） 
SKP１１ 円形 １６ １１ １０ １２７．５６０ Ab３ 

LL５６ 

SKP１ 円形 １９ １７ ２０ １２７．４６６ Ba３（Ab２） 
SKP２ 円形 ２９ ２７ ３３ １２７．３３６ Ba３（Ab２） 
SKP３ 円形 ３２ ２２ １０ １２７．５９０ Ba２（Ab３） 
SKP４ 円形 ３２ ２９ １８ １２７．５２２ Ba１（Ba２） 
SKP５ 円形 （１２） （１２） （１５） １２７．５１５ Ab２ 

LL５７ 

SKP１ 円形 ３２ １７ １９ １２７．４５９ Ab２（Ab１） 
SKP２ 円形 ２５ ２２ ２６ １２７．４１４ Ab３ 炭化物 
SKP３ 円形 ２１ １８ ２４ １２７．３６１ Ab３ 
SKP４ 方形 １５ １４ ２１ １２７．５０９ Ab１ 
SKP５ 円形 ２８ １６ １４ １２７．５２５ Ab２ 
SKP６ 方形 １７ １５ ２４ １２７．４１０ Ba３（Ab２） 

LL６０ 
SKP１ 円形 ２８ ２６ ２５ １２７．３８４ Ab２・Ba３（Ab１） SA９３ 
SKP２ 円形 （２５） （２２） （２１） １２７．４９５ Ab３・Ba２（Ab２） SA９３ 

LL６１ 

SKP１ 円形 （３２） （２４） （５） １２７．６８０ Ab３（Ab１） 
SKP２ 円形 ２６ １７ ３０ １２７．５３８ Ba２・Ab２（A） SA９３ 
SKP３ 円形 ２４ ２３ １３ １２７．７８４ Ba２（Ab１） 
SKP４ 方形 ２７ ２６ ４４ １２７．４８６ Ab２（Ab１・A） 
SKP５ 円形 １８ １６ １７ １２７．６９３ Ba１（Ab２） 
SKP６ 円形 １８ １０ ３５ １２７．４６４ Ba２ 
SKP７ 円形 （２７） （２７） ３１ １２７．５２８ Ab２・Ab３ LL６１⑧より旧 
SKP８ 円形 １８ １４ ２４ １２７．６０６ Ab１・Ab２ LL６１⑦より新 

２２ 

２２ 

SK７６・LL５３○より新、⑳より旧 ２１ 
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第１０表　柱穴一覧（６）

地区 番号 平面形 
長径 短径 深さ 底面標高 

堆積土類型 遺物・混入物 
帰属建 

新旧関係 
（㎝） （㎝） （㎝） （ｍ） 物跡等 

LL６２ 

SKP１ 楕円形 （２８） （２６） １８ １２７．６４８ Ab３・Ba２ LL６２②より旧 
SKP２ 円形 ２０ １９ ３５ １２７．４８７ Ab２（Ab１・A） LL６２①より新 
SKP４ 円形 １８ １７ ４ １２７．７６０ Ab３（Ab１） 
SKP５ 円形 １８ １４ １９ １２７．６２８ Ba１（Ab２・A） 
SKP６ 円形 ２３ ２０ １４ １２７．６６４ Ab２・Ba２（Ab１） 

LM４８ 

SKP１ 円形 ２１ ２１ １０ １２７．５００ Ba２（Ba３） 
SKP２ 円形 ２３ １１ １１ １２７．４９５ Ab２ 
SKP３ 円形 １５ １５ １５ １２７．４９８ Ab３ 
SKP４ 方形 ３３ ２５ － － Ab２ 

LM４９ 

SKP３ 楕円形 ２２ １６ ４ １２７．７２６ Ac３ 
SKP４ 楕円形 ２８ ２１ １８ １２７．５２５ Ac３ 
SKP５ 楕円形 ２２ １７ ２ １２７．６８６ Ac３ 
SKP６ 方形 ２１ ２０ ５ １２７．６９１ Ac３ 

LM５０ 

SKP１ 円形 ３９ ３７ ７ １２７．７１５ Ab２（Ab１） 
SKP３ 円形 ７５ ７２ １６ １２７．６８３ Ac２（Ac１・Ab１） 
SKP４ 不整形 ２３ １３ １２ １２７．７９５ Ac２ 
SKP６ 円形 ２４ ２０ ５ １２７．７７７ Ac２（Ac１） 
SKP８ 方形 １８ １７ １４ １２７．６４６ Ac２ 
SKP９ 円形 ３８ ３３ ２９ １２７．４５８ Ab１（Ab２） 
SKP１０ 円形 ２４ ２０ １４ １２７．６２３ Ac２ 

LM５１ 

SKP１ 円形 ３２ ３０ １２ １２７．６７０ Ab１（Ab２） 
SKP２ 円形 ２６ ２２ － － － 
SKP３ 円形 ２５ ２５ ８ １２７．７２３ Ab１ SB９７ 

SKP５ 円形 ６３ ５９ ２８ １２７．５９０ Ab１ 
須恵器系中世陶器２点・ 

SB９７ 
炭化物 

SKP６ 円形 ３７ ２７ １７ １２７．５４７ Ac１ 
SKP７ 円形 ３３ ３１ ９ １２７．７４９ Ac１ 
SKP８ 円形 ３４ ２７ ８ １２７．７３４ Ac１ 
SKP９ 円形 ３３ ３０ ８ １２７．７５０ － SB１００ 
SKP１０ 円形 （３５） （２９） ７ １２７．７５８ Ac１ SB９７ LM５１⑪より旧 
SKP１１ 円形 ３３ ３０ ７ １２７．７１９ Ac１ LM５１⑩より新 
SKP１３ 円形 ４０ ３８ ２６ １２７．５５６ Ab１ 
SKP１４ 方形 ２２ １５ ２６ １２７．５４９ Ac２ 
SKP１６ 円形 ２３ ２３ ２４ １２７．５４３ Ac２ 
SKP１７ 円形 ４６ ３７ ３３ １２７．４１３ Ab１（Ab２） 
SKP１９ 円形 １７ １５ １３ １２７．６５０ Ac２ 
SKP２０ 円形 １４ １２ ６ １２７．７９０ Ab１ 
SKP２２ 円形 ３２ ２８ １９ １２７．６７５ Ac２ 

LM５２ 

SKP１ 楕円形 ４５ ３３ １２ １２７．７２３ Ac２ SB９７ 
SKP２ 円形 （２０） （１４） ８ １２７．６２８ Ac２ LM５２③より旧 
SKP３ 楕円形 ４０ ２８ ７ １２７．７３６ Ac１ LM５２②より新 
SKP６ 円形 ３２ ２８ ２２ １２７．５４１ Ac１ 炭化物 
SKP７ 円形 ５３ ４８ １４ １２７．６１８ Ac１（Ad２） SB９７ 
SKP８ 円形 １８ １７ １１ １２７．６５９ Ac２ 
SKP９ 円形 ２１ １９ １２ １２７．６６５ Ac２ 
SKP１０ 方形 ２４ ２３ ８ １２７．７２０ Ac３ 
SKP１３ 円形 ５２ ４９ １０ １２７．７０９ Ac２（Ac３） SB９７ 
SKP１５ 円形 １２ １１ ４５ １２７．３５０ Ac３ 
SKP１７ 不整形 ３２ ２６ １０ １２７．６９４ Ac３ 

LM５３ 

SKP１ 円形 ４９ ４８ １１ １２７．６０６ Ac３（Ca３） 炭化物 SB９７ 
SKP２ 円形 （７８） （３２） １２ １２７．６８４ － SB９７ SKI７５より旧 
SKP６ 円形 （３４） （１９） （５） １２７．６８９ Ac１ SKI７５より旧 
SKP７ 円形 １７ １７ ７ １２７．６９８ Ac１ 
SKP８ 円形 ６５ ５９ １６ １２７．６８０ Ab１（Ca３） SB９７ LM５３⑨より新 
SKP９ 円形 （３０） （１５） － － Ad１ LM５３⑧より旧 
SKP１２ 円形 ３０ ２４ １９ １２７．６５５ Cd１ 炭化物 
SKP１３ 円形 ４６ ３７ ７ １２７．７７０ Ca２（Ca１） 

LM５４ 

SKP１ 円形 （２９） （２６） （２９） １２７．４６９ Ab２（Dc１） 炭化物 
SKP２ 円形 （２０） （１７） （２１） １２７．５６８ Ab２ 炭化物 
SKP３ 円形 （１８） （１４） （１７） １２７．６２２ Ba３ 炭化物 
SKP５ 円形 （２０） （１８） （１９） １２７．５９３ Ba２ 炭化物 
SKP６ 円形 （２３） （２２） （１５） １２７．６１９ Ba２（Ab１） 炭化物 LM５４⑧より新 
SKP７ 円形 （３３） （３０） （２５） １２７．５２８ Ad１（Ab２） 炭化物 LM５４⑧より新 
SKP８ 円形 （３５） （２７） （９） １２７．６８０ Ab３（Ab２） 炭化物 LM５４⑥・⑦より旧 
SKP９ 円形 ６５ ５７ ２３ １２７．５８８ Ad１ 炭化物 
SKP１１ 円形 ６３ ５２ ８ １２７．６８１ Ad３（Da１） 炭化物 SB９７ 
SKP１２ 円形 １２ ８ ５ １２７．７７５ － 
SKP１３ 円形 （３６） （３４） （２０） １２７．６２７ Ab２（Ab３） 炭化物 
SKP１４ 円形 ３５ ３３ ２９ １２７．６１５ Ac１ 炭化物 

LM５５ SKP１ 円形 （２１） （２０） （１３） １２７．６７１ Ab３（Ab１） 炭化物 



第４章　調査の記録

―　　―４８

第１１表　柱穴一覧（７）

地区 番号 平面形 
長径 短径 深さ 底面標高 

堆積土類型 遺物・混入物 
帰属建 

新旧関係 
（㎝） （㎝） （㎝） （ｍ） 物跡等 

LM５５ 

SKP２ 円形 （１３） （１３） （１０） １２７．７８６ Ab３ 
SKP３ 円形 （３２） （２３） （１４） １２７．６６６ Ab２ LM５５⑥より新 
SKP４ 円形 ２７ ２５ １３ １２７．６９４ Ba２ 
SKP５ 円形 ２４ ２１ ２０ １２７．６４０ Ba２ 
SKP６ 円形 （５６） （３４） （２９） １２７．５３８ Ba３ LM５５③・⑫より旧 
SKP７ 方形 （３４） （２４） （１５） １２７．６７９ Ab２ 
SKP８ 円形 １４ １３ ２３ １２７．５９６ Db１（Ab２） 
SKP９ 円形 ５５ ４３ ４９ １２７．３５４ Ab２（Ab１） 炭化物 
SKP１０ 円形 １９ １９ ２９ １２７．５９９ Ba１ 
SKP１１ 方形 ２８ ２６ ３１ １２７．５０２ Db１ 
SKP１２ 円形 （１３） （１２） １６ １２７．６６８ Db１ LM５５⑥より新 

LM５６ 

SKP１ 円形 （４０） （２９） （１３） １２７．５７４ Ba３（Ab１） 
SKP２ 円形 ４０ ３８ ４７ １２７．１５６ Da１ 炭化物 
SKP３ 円形 （２１） （１７） （８） １２７．５３３ Da１（Ad２） 
SKP４ 方形 （２２） （２２） （２６） １２７．３５２ Ab１ 
SKP５ 方形 （２３） （２０） （７１） １２６．９４２ Ab１ LM５６⑨より新 
SKP６ 円形 （２２） （２１） （７４） １２６．９６２ Ab２ 炭化物 LM５６⑧より新 
SKP７ 円形 （２５） （２４） （２０） １２７．２７２ Ab２ 
SKP８ 円形 （２０） （１６） （７５） １２６．９６０ Ab２ 炭化物 LM５６⑥より旧 
SKP９ 円形 （２８） （２２） （８） １２７．５９６ Ab３（Ab２） LM５６⑤より旧 
SKP１０ 円形 （３０） （２９） （１０） １２７．４６８ Ba１ 

LM５７ 
SKP１ 方形 １５ １４ １２ １２７．５００ Ab２（Ab１） 
SKP２ 方形 ２２ ２０ １２ １２７．５３７ Ab２ 
SKP３ 楕円形 ２６ ２１ ２２ １２７．４５７ Ab２（Ab１） 

LM５８ 
SKP１ 円形 １８ １３ １０ １２７．４９０ Ac２ 
SKP２ 円形 ２６ １９ ８ １２７．５１５ Ac２ 
SKP３ 円形 １６ １３ １０ １２７．５５５ Ab２ 

LM６０ SKP１ 円形 １６ １４ ５ １２７．６５８ Ab３ 

LM６１ 

SKP１ 円形 ２２ ２０ １５ １２７．５６７ Ab３ 
SKP２ 円形 ２６ ２０ １１ １２７．６４５ Ab２ 
SKP３ 円形 １８ １４ １１ １２７．６４５ Ba３（Ab２） 
SKP４ 円形 ３３ ３２ １７ １２７．５７４ Ba２（Ab２） 
SKP６ 円形 １４ １０ １９ １２７．４９７ Ba２（Ab１） 
SKP７ 方形 １２ １２ １７ １２７．５０６ Ab１ 

LM６２ 

SKP２ 円形 ２０ １８ １８ １２７．６６３ Ab３・Ab１・Ab３ 
SKP３ 方形 ２４ １８ ３５ １２７．４７１ Ab２（Ab１） 
SKP４ 方形 １４ １３ １５ １２７．６２９ Ab３ 
SKP５ 方形 （３６） （３０） ２６ １２７．５２４ Ba２・Ab３（Ab１） 
SKP６ 方形 ２８ ２７ ２０ １２７．５７０ Ab３・Ba１（Ab３） 
SKP７ 円形 ２３ ２０ － － Ba２（Ab２） 

LM６３ SKP１ 円形 ２０ １９ １６ １２７．５６２ Ab３・Ab２（Ab１） 
LM６４ SKP１ 円形 ２５ ２４ ２６ １２７．４３２ Ab１（A） 

LN４７ 
SKP１ 円形 － － ２３ １２７．６５５ Ab２・Ab１・Ba２・Ba１ SK１３より旧 
SKP２ 円形 ２４ １８ １５ １２７．７５７ Ab２ 
SKP３ 方形 ５８ ５５ １１ １２７．７９４ Ab１ 

LN４８ 

SKP１ 円形 １８ １７ ２７ １２７．５４８ Db２ 
SKP２ 円形 １４ １２ １７ １２７．６７８ Db３ 
SKP３ 円形 ２２ １６ １７ １２７．６７０ Db２ 
SKP４ 円形 １３ １２ ４ １２７．７７５ Db１ 
SKP５ 円形 ３８ ２０ ４０ １２７．４３２ Db１ 
SKP６ 円形 （２７） （２５） （２０） １２７．２２９ Db２（Ab１） 
SKP７ 円形 （２３） （２１） （３１） １２７．１４９ Db２ 

LN４９ 

SKP１ 円形 ２７ ２４ ４２ １２７．４９３ Db２ 
SKP２ 円形 ３２ ２７ ３５ １２７．５４４ Ab１ 
SKP６ 方形 （３９） （３２） ３３ １２７．５３３ Ab２ SK０７より旧、LN４９⑧より新 
SKP７ 楕円形 （７６） （４１） ２９ １２７．４９２ Ab２ SB６１ 
SKP８ 円形 （３７） （１５） （７） １２７．５５９ Ab２ SK０７・LN４９⑥より旧 

LN５０ 

SKP２ 円形 ２３ １９ ４ １２７．６９５ Ab２（Ab１） 
SKP３ 円形 ３２ ３１ ４ １２７．６８５ Ab１（Ab２） 
SKP４ 円形 ２６ ２４ １４ １２７．５８６ Ab２（Ab１） 
SKP５ 円形 ３６ ３２ ７ １２７．６６０ Ab２（Ab１） SB１００ 
SKP６ 円形 ２４ ２３ ８ １２７．６６５ Ab１（Ab２） 
SKP８ 円形 ３５ ３４ １７ １２７．５４９ Ab１（Ab２） 
SKP９ 円形 ５８ ５５ ２２ １２７．５５５ Ab３ SB１００ 
SKP１０ 円形 ２３ ２２ １３ １２７．６０３ Ab２ 

LN５１ 

SKP１ 円形 （５３） （４９） ２７ １２７．３７９ Ac２ LO５１①より旧 
SKP２ 円形 ３０ ２６ １１ １２７．６３１ Ac２ SB１００ 
SKP３ 円形 ６５ ５６ ７ １２７．６４６ Ab１（Ab２） SB１００ 
SKP４ 円形 ４６ ４３ １７ １２７．４８４ Ac２ 
SKP５ 円形 （２７） （１８） ２５ １２７．４５０ Ac２ SK５３より旧 

LN５２ SKP１ 円形 ５０ ３８ １１ １２７．６１６ Ac１ SB９７ 
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第１２表　柱穴一覧（８）

地区 番号 平面形 
長径 短径 深さ 底面標高 

堆積土類型 遺物・混入物 
帰属建 

新旧関係 
（㎝） （㎝） （㎝） （ｍ） 物跡等 

LN５２ 

SKP２ 円形 （４１） （４０） ４ １２７．７００ Ac２ SB９７ LN５２③より旧 
SKP３ 円形 ７７ ６９ １５ １２７．５９８ Ac２（Ac２） SB１００ LN５２②より新 
SKP４ 円形 １９ １７ ９ １２７．６４０ Ac２ 
SKP５ 円形 ２７ ２７ １０ １２７．６３１ Ac２（Ac１） 
SKP６ 円形 ３３ ３３ ９ １２７．６７４ Ac２（Ac１） 
SKP７ 円形 （４７） （４４） １３ １２７．６４９ Ca３（Ab１） SB９７ LO５２①より旧 
SKP８ 円形 ３９ ３９ ６ １２７．６９１ Ac２ 
SKP９ 円形 ４６ ３３ １１ １２７．６３７ Ac２ 
SKP１０ 円形 ２４ ２１ ８ １２７．６７３ Ac２ 
SKP１１ 円形 ４８ ３９ １７ １２７．６１９ Ac２ 
SKP１２ 円形 ４２ ３９ １８ １２７．５７５ Ac２ 

LN５３ 
SKP１ 方形 ４３ ３７ ６ １２７．６７９ Ac２ 
SKP２ 円形 ４４ ３８ ９ １２７．６５６ － SB９７ 
SKP３ 円形 ４２ ３２ １０ １２７．６９１ Ac２ 炭化物 SB９７ 

LN５４ 

SKP１ 円形 ６０ ５４ ２１ １２７．５８５ Ca３（Ac２） SB６５ 
SKP２ 円形 ２９ ２５ ９ １２７．７１１ （Ac２） SB６５ 
SKP３ 円形 ３９ ３４ ３ １２７．５９８ Ad２（Ad３） SB９７ LN５４⑪より新 
SKP４ 円形 ３２ ２８ １４ １２７．７４４ Ad２（Ad１） 炭化物 
SKP５ 円形 ２１ １９ ９ １２７．７６７ Ad２ 炭化物 
SKP６ 円形 ３８ ３４ １３ １２７．６５１ Ca３（Ac２） SB６５ 
SKP７ 円形 ４７ ４７ ６ １２７．６６６ Ac２（Ac１） SB６５ 
SKP９ 円形 ４７ ４６ １５ １２７．６６７ Ac３（Ba３） SB６５ 
SKP１０ 円形 ４２ ３２ １７ １２７．７０５ Ca３（Ac１） SB６６ LN５５⑮より新 
SKP１１ 方形 （４５） ４５ ２ １２７．６６７ Ad１（Ad２） 炭化物 LN５４③より旧 
SKP１２ 円形 ３０ ２７ ８ １２７．７４０ － SB６５ 
SKP１３ 円形 ３１ ２７ ２４ １２７．５５２ Bd１ 炭化物 

LN５５ 

SKP１ 円形 ４７ ４２ ２４ １２７．６０５ Ab１（Ab１） SB６５ 
SKP２ 円形 （３６） （３２） （３０） １２７．５２３ Ab１ 
SKP３ 円形 （６０） （４９） ２２ １２７．６４５ Ab３（Ab１） 焼土・炭化物 SB６５ LN５５⑪より旧 
SKP４ 円形 （３６） （３０） （１９） １２７．６３７ Ab２（Ab２） SB６６ 
SKP５ 円形 （１５） （１４） （９） １２７．７１６ Ab３ 
SKP６ 円形 ２３ ２３ ４０ １２７．４６５ Ab３（Bd１） 
SKP９ 円形 ３４ ２４ ３４ １２７．５２５ Ab２（Ab２） 
SKP１０ 円形 ３２ ３０ ２９ １２７．５８９ Ab２（Ab１） LN５５⑪・⑫より新 
SKP１１ 円形 （２６） （２４） １６ １２７．７０８ Ab１ SB６６ LN５５③・⑫より新、⑩より旧 
SKP１２ 円形 （２２） （１３） ２５ １２７．６１８ Ab２ LN５５⑩・⑪より旧 
SKP１３ 円形 ３０ ２６ １４ １２７．７５５ Ab２（Ba１） 炭化物 
SKP１４ 円形 ２０ １８ １３ １２７．７４４ AB２ 
SKP１５ 円形 （５１） （４２） ２０ １２７．６８６ Ab２（Ab１） SB６５ LN５４⑩より旧 
SKP１６ 円形 ３７ ３７ ３８ １２７．４７６ Db１ 炭化物 

LN５６ 

SKP１ 円形 ２７ ２２ （１４） １２７．６４１ Ba１（Ab２） 
SKP２ 円形 ２１ ２０ （３０） １２７．５００ Ab２ LN５６③より新 
SKP３ 円形 （１３） （１２） （２） １２７．７１８ Ab２ LN５６②より旧 
SKP４ 円形 ２２ ２０ １４ １２７．６６２ Ba１（Ab２） 炭化物 
SKP５ 円形 ３４ ３０ ３５ １２７．４０７ Ab２（Ad２・Ab２） 
SKP６ 円形 ２２ １９ ３５ １２７．５３０ Da１ LN５６⑦より新 
SKP７ 円形 （３４） （２５） ４１ １２７．４８９ Ab１（Da２） LN５６⑥より旧 

LN５７ SKP１ 円形 ３４ ３２ ３７ １２７．４５９ Ab１（Ad１） 
LN６２ SKP１ 円形 ２２ ２０ １４ １２７．７２９ Ab２ 
LN６３ SKP１ 円形 ２１ １７ １２ １２７．６６４ Ab１ 

LO４７ 
SKP１ 円形 ２２ １９ １７ １２７．６００ Ba２ 
SKP２ 方形 ２６ ２５ ５９ １２７．２４３ Db１ 

LO４８ 

SKP１ 円形 ２２ ２０ ３３ １２７．４１４ Da１ 
SKP２ 円形 ２１ １９ １８ １２７．５７０ Db１ 
SKP３ 円形 － － ２６ １２７．４７８ Ab２ LO４８④・⑯より旧、⑰より新 
SKP４ 円形 ４６ ４２ ３９ １２７．３４７ Ab２（Ab１） SB６２ LO４８③・⑯・⑰より新 
SKP５ 円形 ２５ ２２ ２３ １２７．５２２ Db１ 
SKP６ 円形 ２６ ２６ ２２ １２７．５５５ Da１ 
SKP７ 円形 ２４ ２３ １２ １２７．６７４ Db１ 
SKP８ 円形 ３０ ２７ ２０ １２７．５６８ Ab２ 
SKP９ 円形 １６ １３ １６ １２７．６０５ Ab１ 
SKP１０ 円形 ２２ ２０ ３２ １２７．４７３ Bd１ 
SKP１２ 円形 １６ １６ １５ １２７．６１８ Da１ 
SKP１３ 円形 （１７） （１５） ８ １２７．６８５ Da１ SK０８より旧 
SKP１５ 円形 ３５ ３２ ３６ １２７．３７３ Db１ SK１１より旧 
SKP１６ 円形 － － ３６ １２７．３７３ Ab３ SB６１ SK１１・LO４８③より新、④より旧 
SKP１７ 円形 （４０） （３７） ３３ １２７．３７５ Ab２・Ba２ SB５９ LO４８③・④より旧 

LO４９ 
SKP１ 円形 ３９ ３３ ２７ １２７．５４６ Ab２ SB６２ 
SKP２ 円形 １５ １４ １４ １２７．６３０ Ab２ LP４９③より新 
SKP３ 円形 １９ １９ １６ １２７．５９５ Ab２ LP４９③より新 
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第１３表　柱穴一覧（９）

地区 番号 平面形 
長径 短径 深さ 底面標高 

堆積土類型 遺物・混入物 
帰属建 

新旧関係 
（㎝） （㎝） （㎝） （ｍ） 物跡等 

LO４９ 

SKP４ 円形 ６６ ５８ ２２ １２７．５６６ Ab３（Ab２） SB５９ LO４９⑤より新 
SKP５ 円形 （２８） （２３） ８ １２７．７３５ Ba１ LO４９④より旧 
SKP６ 円形 ３５ ３５ ３７ １２７．４４４ Ab３（Ab２） LO４９⑱より新 
SKP７ 円形 ４７ ４１ ２６ １２７．５４７ Ba１（Ab１） かわらけ１点 
SKP８ 円形 － － ２２ １２７．５４７ Ab１・Ab２（Ab３） SB６１ SK０５・LO４９⑨・⑪より旧 
SKP９ 円形 （６６） （５６） ３６ １２７．４３４ Ab２・Ab３（Ab１） SB６２ LO４９⑧より新、⑪より旧 
SKP１１ 円形 ４７ ４３ ２４ １２７．５２５ Ab２ かわらけ１点 LO４９⑧・⑨・⑫より新 
SKP１２ 円形 （６７） （５５） ３３ １２７．４７４ Ab２（A・Ab１） SB５９ LO４９⑪より旧 
SKP１４ 円形 ４４ ４１ （４４） １２７．２２０ Ab２（Ab１） SB６２ LO４９⑮より新 
SKP１５ 円形 （５７） （５６） ４７ １２７．２５５ Ba２（Ab１） SB６１ LO４９⑭より旧、⑰より新 
SKP１７ 円形 ５１ ４７ ２８ １２７．４６６ Ba２（Ab１）・Ba１ SB５９ LO４９⑮より旧 
SKP１８ 円形 － － ３７ １２７．４２６ Ba２ LO４９⑥より旧 
SKP１９ 円形 ３４ ３４ ２０ １２７．５８５ Bd２ LP４９②・⑮より新 
SKP２０ 円形 － － ９ １２７．７６５ Ba１ 
SKP２１ 円形 ５０ ４５ ３０ １２７．５３２ Ab３（Ab１） SB５９ LO４９⑳より新 

LO４９○より旧 

SKP２２ 円形 ２６ ２６ ３２ １２７．４５５ Ba２（Ab２） 
SKP２３ 円形 ２１ １３ － － Db１ 
SKP２５ 円形 （５９） （２４） ３４ １２７．４４０ Ab１ SB５９ SK０５より旧 
SKP２６ 円形 ９ ８ ５ １２７．７４４ Ba１ 
SKP２９ 円形 １４ １４ １０ １２７．７２５ Ab１ 
SKP３１ 円形 ３０ ２７ ３０ １２７．４２４ Db１ 
SKP３２ 円形 － － ８ １２７．６３４ Ab２ SB６１ 

LO５０ 

SKP１ 円形 （６８） （５８） １８ １２７．６２３ Ab２（Ab１） SB５９ 
SKP２ 円形 ２０ １４ ２３ １２７．５４６ AB１ 
SKP３ 円形 （５８） （２６） １０ １２７．６６９ Ab１（Ab２） SK１４より旧 
SKP５ 円形 １８ １５ ９ １２７．７０９ Db２ 
SKP６ 円形 ２２ ２１ １６ １２７．５１６ Ac３ SB１００ 
SKP７ 円形 ３５ ２５ ２４ １２７．４２０ Ac２ 
SKP８ 円形 （５３） （５０） （１１） １２７．４９７ Ac３ SB６１ 
SKP９ 円形 （４１） （２９） （１３） １２７．４９９ Ac３ SB６１ 

LO５１ 

SKP１ 円形 ６７ ６６ ２５ １２７．４５１ Ab２（Ac２・Ab１） SB１００ LN５１①より新 
SKP２ 円形 ２８ ２４ １４ １２７．５９５ Ac２ 
SKP３ 円形 ３３ ２９ ３５ １２７．４２６ Ac２ 
SKP５ 円形 ３７ ３２ １０ １２７．５２３ Ac２ 
SKP６ 円形 ３５ ３０ １４ １２７．５６８ Ac２ SB１００ 
SKP７ 円形 ４１ ３４ ２６ １２７．４２０ Ac１ 
SKP８ 円形 ３５ ３３ １６ １２７．５１６ Ac２（Ac１） 
SKP９ 円形 ５０ ４５ ３２ １２７．３９７ Ab２（Ac１） 
SKP１１ 円形 ５１ ３５ １７ １２７．５３１ Ac２ 
SKP１２ 円形 ３２ ３２ １６ １２７．５４７ Ac２（Ac１） 
SKP１３ 円形 ４８ ３２ ２４ １２７．４４０ Ac２ 

LO５２ 

SKP１ 円形 ５２ ４５ １２ １２７．６０７ Ab２（Ab１・Ab２） SB１００ LN５２⑦より新 
SKP２ 楕円形 ６７ ５８ ３５ １２７．４４８ Ab１（Ab２） 
SKP３ 円形 ５４ ４９ ２６ １２７．５４９ Ab２（Ab１） 
SKP５ 円形 ５０ ４２ １０ １２７．６８４ Ac２（Ac１） SB１００ 
SKP６ 不整形 ２６ ２３ ４ １２７．７１２ Ac１（Ad１） 
SKP１０ 不整形 ２０ １９ １８ １２７．５９８ Ac２ 
SKP１１ 楕円形 （４４） （３６） １３ １２７．６６５ Ab２ LO５２⑯より旧 
SKP１２ 円形 ３７ ３０ １８ １２７．５７５ Ac２ 
SKP１３ 不整形 ３０ ３０ ２７ １２７．５２５ Ab２（Ab１） 
SKP１６ 楕円形 ６６ ６１ ９ １２７．６６７ Ab３（Ab２・Ab１） SB１００ LO５２⑪より新 

LO５３ 

SKP１ 円形 ６０ ５８ １６ １２７．６５１ Ac２（Ac１） SB６５ 
SKP３ 円形 ４０ ３６ ３２ １２７．４１７ Da１（Da２） 
SKP４ 楕円形 ３８ ３５ ７ １２７．６６４ Ab２（Ab１） LO５３⑤より新 
SKP５ 円形 ４７ ４０ １３ １２７．６４９ Ac２（Ac３） SB９７ LO５３④より旧 
SKP６ 円形 ４６ ３５ ８ １２７．７５４ Ad１（Ad２） LO５３⑦より新 
SKP７ 円形 － － （３） １２７．７５４ Ad１ LO５３⑥より旧 
SKP８ 円形 ５６ ５０ １１ １２７．７１０ Ac２ 
SKP９ 円形 ４５ ２９ １９ １２７．６７０ Ac３ LO５３⑯より新 
SKP１０ 円形 ４７ ３６ １８ １２７．６６０ Ac２（Ac１） 
SKP１１ 楕円形 ５９ ４４ １５ １２７．６４３ Ac３ 
SKP１２ 楕円形 ３３ ２５ １７ １２７．５６９ Bc３ 
SKP１３ 円形 ５４ ４８ １７ １２７．５４７ Ab２（Ab１） 
SKP１４ 円形 ２８ ２６ １３ １２７．６９０ （Ab２） SB６５ 
SKP１６ 円形 （４６） （４０） ２０ １２７．６６０ Ab２（Ab１） SB６５ LO５３⑨より旧 
SKP１７ 方形 ４２ ４２ １２ １２７．６２０ Ac２（Ac１） SB６５ 

LO５４ 

SKP１ 円形 ５２ ４６ １４ １２７．６８７ Ab３（Ab１） SB６５ 
SKP２ 円形 ２９ ２８ ５ １２７．７９５ Ab３（Ad３） SB６６ 
SKP３ 円形 （２３） （２３） （１７） １２７．７０５ Ab１ 
SKP４ 円形 （２２） （１９） （３） １２７．６５３ Ba３ LP５４④より新 

２１ 
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第１４表　柱穴一覧（１０）

地区 番号 平面形 
長径 短径 深さ 底面標高 

堆積土類型 遺物・混入物 
帰属建 

新旧関係 
（㎝） （㎝） （㎝） （ｍ） 物跡等 

LO５４ 

SKP５ 円形 （２４） （２２） （４） １２７．６６１ Da３ SB６６ 
SKP６ 円形 ２５ ２４ ９ １２７．６２７ Ad２ 炭化物 LO５４⑫より新 
SKP９ 円形 （４０） （３７） （１１） １２７．５７５ Ab３（Ab１） SB６５ LO５４⑩より旧 
SKP１０ 円形 （１８） （１８） （１３） １２７．５４８ Da１ LO５４⑨より新 
SKP１１ 円形 ３５ ２９ ９ １２７．６９３ Ad１（Ad２） SB６６ LO５４⑫より新 
SKP１２ 円形 （５０） （４４） （１５） １２７．６４７ Ab２（Ab１） SB６５ LO５４⑥・⑪より旧 
SKP１３ 円形 ２４ ２１ ６ １２７．７８５ － SB６６ 

LO５５ 

SKP１ 円形 ４５ ３０ １１ １２７．６６５ Ab３ LO５５③・⑤より新 
SKP３ 円形 （２７） （２４） ２７ １２７．５０７ Ab３（Ab２） SB７２ LO５５①より旧 

LO５５○より旧 SKP４ 円形 （２０） （２０） ３９ １２７．４７０ Ad１（Ad３） 
SKP５ 円形 （６０） （５０） ３０ １２７．４９１ Ab２（Ab３） SB６５ LO５５①より旧 
SKP６ 円形 （２１） （１２） １６ １２７．６７７ Ab１ LO５５⑱より旧 
SKP８ 円形 ３１ ２６ ５９ １２７．２７２ Ab２（Ab１） SB７２ 
SKP９ 円形 ２４ ２２ ２４ １２７．６５２ Ab１（Ab２） 
SKP１０ 円形 ２３ ２０ １９ １２７．７０６ Ab２（Ab１） 
SKP１１ 円形 （２０） （１７） － － Ba１（Ab２） 
SKP１２ 円形 （３６） （３２） （１１） １２７．５７５ Bc１（Ab３） SB６６ 
SKP１３ 円形 （１８） （１５） － － Ad１（Da２） LO５５⑭より新 
SKP１４ 円形 （１９） （１７） （１３） １２７．５５６ Ad１ LO５５⑬より旧 
SKP１５ 円形 （２７） （２２） （１２） １２７．５８５ Ab１（Ab３） 焼土・炭化物 
SKP１６ 円形 （５４） （４７） （１５） １２７．５９９ （Ba３） SB６５ 
SKP１８ 円形 ２２ １６ ２１ １２７．６３８ Ad１ LO５５⑥より新 

LO５５④より新、○より旧 

SKP１９ 円形 ２６ ２１ １０ １２７．８０５ Ad１ 
SKP２０ 円形 （３９） （３８） ３７ １２７．４６５ Ab１（Ad１） SB６６ 
SKP２１ 円形 １７ １６ ３６ １２７．４９８ Ad１（Ad３） 
SKP２２ 円形 （２３） （２２） ２３ １２７．６４１ Ab１ 

LO５６ 

SKP１ 円形 （３０） （２７） （３０） １２７．４３６ Ab２（Ab３） SB７３ 
SKP２ 円形 （５２） （４５） （２４） １２７．４８６ Ab３（Ab２） SB６５ LO５６③より旧 
SKP３ 円形 （５４） （５０） （１２） １２７．０００ Ab３（Ab１） SB６６ LO５６②より新 
SKP４ 円形 （３６） （３３） （３１） １２７．４３１ Ab１（A） SB６６ 
SKP５ 円形 （２２） （２２） （２５） １２７．５１５ Ab２（Ca２） 
SKP６ 円形 （２２） （２１） （１５） １２７．６０２ Ab２ 炭化物 
SKP７ 円形 （２８） （２７） （２６） １２７．４７８ Ab２（Ca２） 焼土・炭化物 
SKP８ 円形 ３８ ３５ ３７ １２７．３５７ A（Ab３） 焼土・炭化物 SB６６ LO５６⑨より新 
SKP９ 円形 （５７） （５２） １４ １２７．６１３ Ab１（Ab２） SB６５ LO５６⑧より旧、LP５６⑮より新 
SKP１０ 円形 （２８） （２５） ４９ １２７．２４４ Ab２（Ad３） 炭化物 SB７２ LO５６⑪より旧 
SKP１１ 円形 ４４ ４３ １３ １２７．５７２ Ab２（Ab１） LO５６⑩より新 
SKP１３ 円形 ４６ ４２ ３４ １２７．３８４ Ab１（Ad１） SB６６ 
SKP１４ 円形 ２２ １７ １９ １２７．５２９ Ab２ 
SKP１５ 円形 ２６ ２０ ３１ １２７．４３６ Ab１ 
SKP１６ 円形 （２１） （２０） （１５） １２７．５９９ Ba１（Ab１） SB７３ 
SKP１７ 円形 （５０） （４９） （３５） １２７．４７６ Ba２（Ab２） SB６５ 
SKP１９ 円形 ２０ １７ １６ １２７．６０６ Ab２ 
SKP２０ 円形 ４２ ３４ ３１ １２７．５１０ Ac２（Ad３） SB６６ 
SKP２１ 円形 （２９） （２９） ２２ １２７．６１２ Ab３（Ab２） LO５６⑲より旧 

LO５６○より新 

LO５８ 
SKP１ 円形 ２０ １６ ２４ １２７．４１２ Ab１ 
SKP２ 円形 ２０ １８ ３５ １２７．３３２ Ab１ 

LO６３ 

SKP１ 円形 ２７ ２２ ２８ １２７．５１０ Ab２（A） 
SKP２ 円形 ２４ ２３ ２８ １２７．５１０ Ab３（Ab２） 
SKP３ 円形 １６ １２ １０ １２７．６８６ Ba２ 
SKP４ 円形 ２０ ２０ １３ １２７．６８７ Ba１（Ab１） 
SKP６ 円形 ２０ １３ １１ １２７．６９５ Ab１ 
SKP７ 円形 ２１ １８ １７ １２７．６５６ Ba２（Ab１） 
SKP８ 円形 ２６ ２２ １９ １２７．５４６ Ba３（Ab１） 

LO６４ 

SKP１ 方形 ３１ ２９ １７ １２７．６９６ Ab３ LO６４②・④より新 
SKP２ 円形 － － １８ １２７．６８１ Ab２ LO６４④より新、①・⑤より旧 
SKP４ 方形 （４０） （３２） ３４ １２７．５２７ Ab１・Ba２ 焼土 LO６４①・②より旧 
SKP５ 方形 ２３ ２０ ３１ １２７．５６２ Ab３ LO６４②より新 
SKP６ 円形 ２２ １７ ３ １２７．８０７ Ab２（Ab１） 
SKP７ 円形 １６ １４ １０ １２７．６５９ Ab１ 
SKP９ 円形 （４４） （４４） ７ １２７．７５０ Ab１ LO６４⑩・⑪より旧 
SKP１０ 円形 ２９ ２５ ３１ １２７．５２６ Ab２（Ab１） LO６４⑨より新 
SKP１１ 円形 ３５ ２２ ３６ １２７．４６０ Ba２ LO６４⑨より新、⑫より旧 
SKP１２ 方形 ２３ ２０ １８ １２７．６３９ Ab１ LO６４⑪より新 
SKP１３ 円形 ２５ ２２ ３５ １２７．４９０ Ab２（Ab１） 
SKP１４ 方形 ２６ ２３ ２０ １２７．６１８ Ab２・Ba２（Ab１） 
SKP１５ 円形 １４ １２ １２ １２７．６９６ Ab１ 
SKP１６ 円形 １７ １６ １４ １２７．６７９ Ab１ 
SKP１８ 方形 （２５） （１８） ４３ １２７．４０５ Ba２ LO６４⑲より旧 
SKP１９ 円形 ２７ ２２ ２７ １２７．５５９ Ab１ LO６４⑱より新 

２２ 

LO５５○・○より旧 ２２ ２１ 

２１ 

LO５５⑳・○より新 ２２ 

２１ 
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第１５表　柱穴一覧（１１）

地区 番号 平面形 
長径 短径 深さ 底面標高 

堆積土類型 遺物・混入物 
帰属建 

新旧関係 
（㎝） （㎝） （㎝） （ｍ） 物跡等 

LO６４ SKP２０ 方形 ２３ ２３ ４０ １２７．３８０ Ab１（A） 
LO６５ SKP１ 円形 （１８） （１１） １３ １２７．６３１ Ab１ 

LP４７ 
SKP１ 円形 ６０ ５０ ４８ １２７．２４４ Ab２（Ab１） 
SKP２ 円形 ２０ １７ １３ １２７．５７６ Ad２（Ab１） SA８２ 
SKP３ 方形 ２４ ２３ １４ １２７．６５４ Ba１ 

LP４８ 

SKP１ 円形 ３０ ２６ ４３ １２７．３０７ Ab２（Ab１） SB６２ LP４８⑯より新 
SKP２ 円形 ２４ ２３ ８ １２７．６１０ Ab２ 
SKP３ 円形 ４２ ３５ ３８ １２７．３７４ Ab２（Ab１） SB６２ LP４８④・⑤より新 
SKP４ 円形 （５９） （５８） ３０ １２７．４３９ Ab３ SB６１ LP４８⑤より新、③より旧 
SKP５ 円形 （２９） （２９） １９ １２７．５７５ Ab２ SB５９ LP４８③・④より旧 
SKP６ 円形 ２３ １９ １７ １２７．５７５ Ad１ 
SKP８ 方形 （４８） （４５） ２７ １２７．４５９ Ab１（Ab２） SB５９ LP４８⑨より旧 
SKP９ 円形 （５３） （４２） ４１ １２７．３０５ Ab２ LP４８⑧・⑩より新、⑰より旧 
SKP１０ 円形 － － ４６ １２７．２５５ Ab２ SB６１ LP４８⑨・⑰より旧 
SKP１１ 円形 （６４） （５２） ５６ １２７．１０６ Ab２・Ab１・A SB６３ SK２１より旧 
SKP１２ 方形 ２６ ２５ １１ １２７．６１７ Ba２ 
SKP１３ 円形 １８ １８ ２２ １２７．５０４ Db２ 
SKP１４ 円形 １８ １４ ２０ １２７．５４４ Db１ 
SKP１５ 円形 ２３ ２１ ２１ １２７．５１６ Da１ LP４９①より新 
SKP１６ 円形 （６２） （５６） ４３ １２７．３１７ Ab１（Ab２） SB６１ LP４８①より旧 
SKP１７ 円形 ５２ ３９ ６１ １２７．１１０ Ab２（Ab１）・Ba２ SB６２ LP４８⑨・⑩より新 

LP４９ 

SKP１ 円形 （６５） （５８） ２６ １２７．４４０ Ab３・Ab２・Ab１（Ab１） SB５９ LP４８⑮・LP４９②・⑮より旧 

SKP２ 円形 （５４） （５２） （１３） １２７．６１７ Ba２ SB６１ 
LP４９①より新、 
LO４９⑲・LP４９⑮より旧 

SKP３ 円形 （６２） （５７） ４３ １２７．３３０ Ab１・Ab２ 須恵器系中世陶器１点 SB６３ LO４９②・③より旧 
SKP４ 円形 ６６ ６１ ２２ １２７．４６７ A・Ab１ SB６３ 
SKP５ 方形 ４８ ４６ ３１ １２７．４００ Ab３（Ab１） SB５９ 
SKP６ 円形 ６３ ５９ ２８ １２７．４１７ Ab１（Ab２） SB６３ 
SKP７ 円形 ６５ ６２ ３６ １２７．３４７ Ab２（Ab１） SB５９ 
SKP８ 円形 ６０ ５７ ２１ １２７．５２８ Ab２・Ab３ SB６３ 
SKP９ 円形 ６８ ６２ ２０ １２７．４９７ Ab２（Ab１・A） SB５９ 
SKP１１ 円形 ７０ ６６ ２７ １２７．３６５ Ab３・Ab１（Ab２） SB６３ 
SKP１３ 円形 ４７ ４５ ４５ １２７．３０５ AB２（Db１） SB６２ LO５０⑤より新 

SKP１５ 円形 （５４） （４７） ５３ １２７．２３３ Ab１・Ab３（Ab２）・Ab１ SB６２ 
LP４９①・②より新、 
LO４９⑲より旧 

SKP１９ 円形 ２３ ２１ １１ １２７．６１５ Db２ 

LP５０ 

SKP１ 方形 ５３ ４９ ３２ １２７．４３２ Ab２（Ab１） SB６２ LP５０②より新 
SKP２ 方形 （５３） （４４） ２１ １２７．５２８ Ab２（Ab１） SB６１ LP５０①より旧 
SKP３ 円形 － － １７ １２８．５３８ Ba１（Ab３） SB６３ SK０５より旧 
SKP４ 円形 （６７） （５３） １４ １２７．５６０ Ba２［Ab１］ SB６１ LP５０⑪・⑫より旧 
SKP５ 円形 （５９） （５６） ３１ １２７．４３９ Ba２［Ab１］ SB６１ LP４９⑬より旧 
SKP６ 方形 ２７ ２５ ２２ １２７．５０４ Ba２ 
SKP７ 円形 ６８ ５７ １８ １２７．５６８ Ba１（Ab３） SB６３ 
SKP９ 円形 （６２） （４８） ２９ １２７．４７４ Ab２（Ab１） SB６２ SK１５より旧、LP５０⑭より新 
SKP１１ 円形 ４０ ３８ ２５ １２７．５６７ Ab２（Ab１） SB６２ LP５０④より新 
SKP１２ 円形 ３３ ２２ １８ １２７．６２０ Ab２ LP５０④より新 
SKP１３ 円形 （３２） （２５） （３） １２７．６０１ Ab１ SB５９ 
SKP１４ 円形 （６５） （４９） （１１） １２７．６０５ Ab３［Ab２］ SB６１ SK１５・LP５０⑨より旧 

LP５１ 

SKP１ 円形 （７３） （６６） （３０） １２７．３３５ Ac１ 
SKP２ 円形 （７２） （５１） （１９） １２７．４２５ Ab３（Ab１） SB５９ SK５０より旧 
SKP３ 円形 （８９） （６５） （２９） １２７．３３３ Ab３（Ab１） SB６０ SK０３より旧、LP５１④より新 
SKP４ 方形 （４６） （３０） （３５） １２７．３１４ Ab２（Ab１） SB５９ LP５１③より旧 
SKP５ 円形 （２８） （２８） ２３ １２７．５８９ Ba２（Ab２） SK２６より旧 
SKP６ 円形 ７２ ７２ ３８ １２７．３８９ Ab３（Ab１・Ab２） SB１００ 
SKP７ 方形 （７２） （５６） ３６ １２７．４１０ Ab１ かわらけ２点 

LP５２ 

SKP１ 方形 （５４） （４９） ４７ １２７．３４４ Ab２・Ab３（Ab１・Ab２） 
SKP３ 円形 （２８） （２７） （１８） １２７．４７５ Ba２ SK２６・５１より旧 
SKP４ 円形 ３９ ３５ １５ １２７．６８１ Ba２ 
SKP５ 円形 ７９ ６４ ２７ １２７．４３５ Ab２［Ba１］ 
SKP６ 円形 ４５ ４２ ２５ １２７．４８０ Ba１（Ba１） 
SKP７ 方形 ２３ ２３ １１ １２７．７２５ Ab２（Ab１） 
SKP８ 円形 ２７ ２３ １１ １２７．６５０ Ad２（Ab１） 
SKP９ 方形 ２６ ２０ １７ １２７．５５５ Bc２（Ab１） 

LP５３ 
SKP１ 円形 ３２ ２３ １５ １２７．６５９ Ab２ 
SKP２ 円形 ２８ １４ １８ １２７．６９２ Ab１ 
SKP４ 円形 （７８） （６９） ４８ １２７．３６０ Ab２（Ca１） SA６９ 

LP５４ 

SKP１ 円形 （３０） （２５） （１１） １２７．６４４ Ab１（Ab２） SB６６ 
SKP２ 円形 （４６） （４３） （１９） １２７．６９２ Ba３（Ab３） SB６５ LP５４③より旧 
SKP３ 円形 （３９） （１８） （１９） １２７．７００ Ab１（Ab２） LP５４④より旧、②より新 
SKP４ 円形 （４０） （４０） （３３） １２７．５６４ Ab１（Ab２） LP５４③より新、LO５４④より旧 



第２節　検出遺構

―　　―５３

第１６表　柱穴一覧（１２）

地区 番号 平面形 
長径 短径 深さ 底面標高 

堆積土類型 遺物・混入物 
帰属建 

新旧関係 
（㎝） （㎝） （㎝） （ｍ） 物跡等 

LP５４ 

SKP５ 円形 ４０ ３９ （６１） １２７．２８０ Ab３（Ab２） SB６６ 
SKP６ 円形 ４３ ３６ （３７） １２７．５０２ Ab２（Ab１） 
SKP８ 円形 ５６ ５０ ３８ １２７．５１８ Ab２（Ab１）・A SB６５ 
SKP９ 円形 ２４ １８ １２ １２７．７８３ Ba１ 
SKP１０ 円形 １４ １３ １６ １２７．７４２ Ab１ 
SKP１２ 円形 ２５ ２０ ３６ １２７．５５４ Ab２（Ab３） 
SKP１３ 円形 １７ １３ ２０ １２７．６９７ Ab１ 
SKP１４ 円形 ２０ １８ １８ １２７．７１７ Ab２ 
SKP１５ 円形 ２０ １８ １２ １２７．７６１ Ab２ 
SKP１６ 円形 （１５） （１５） （１２） １２７．８０１ Ab１ 
SKP１７ 円形 ２４ ２２ １９ １２７．７３２ Ab２（Ab３） 
SKP１８ 円形 ３９ ３６ １９ １２７．７０４ Ab３（Ab２） LP５４⑲より新 
SKP１９ 円形 （８０） （７７） （４５） １２７．４５０ Ab２（Ab２） SA６９ LP５４⑱より旧 
SKP２０ 円形 １６ １５ ２３ １２７．６４７ Ab２ 
SKP２１ 円形 （２２） １９ （４０） １２７．４１２ Ba２ SK３５より旧 

LP５５ 

SKP１ 円形 （３８） （３６） ４５ １２７．３５９ Ab２（Ab３） SB６５ LP５５②・③より旧 
SKP２ 円形 （２３） （１４） １２ １２７．６８８ Ab１ 炭化物 LP５５①より新、③より旧 
SKP３ 円形 ６０ ５０ １７ １２７．７０１ D LP５５①・②より新 
SKP６ 円形 ３４ ３２ ４２ １２７．２９８ Ad１（Ad２） 炭化物 SB６６ 
SKP７ 円形 ２３ ２３ ２２ １２７．４９４ Ab２（Ab１） 
SKP８ 円形 （２２） （２２） １７ １２７．５５０ Ab２（Ad１） 炭化物 LQ５５③より新 
SKP９ 円形 ４２ ４０ ３３ １２７．３８５ Ab１（Ad１） SB６６ 
SKP１０ 円形 （４４） （４０） ４１ １２７．２６９ Ab１・Ba１（Ab１） 焼土・炭化物 SB６５ LP５５⑪より旧 
SKP１１ 円形 ４３ ４２ ３６ １２７．３１６ Ab２（Ad２） SB６６ LP５５⑩より新 
SKP１２ 円形 ２０ １８ ７ １２７．６１３ Ba２（Ab２） 
SKP１３ 円形 ３３ ２８ ３７ １２７．４９０ Ab１（Ad２） SB７２ 
SKP１４ 円形 １５ １２ １７ １２７．７０６ Ab２ 
SKP１５ 円形 ３２ ３１ ４３ １２７．３１６ Ab２（Ad２） SB６６ 
SKP１６ 円形 ２４ ２３ ２４ １２７．４４０ Ab１（Ab２） SB７２ 
SKP１７ 円形 ３６ ３２ ２５ １２７．４４６ Ab１（Ab２） SB６６ 
SKP１８ 円形 （２０） （１８） ２８ １２７．５７１ Ab３ LP５５⑲より旧 
SKP１９ 円形 （４０） （３４） （４３） １２７．４１３ Ab２（Ab３） SB６６ LP５５⑱より新、⑳より旧 
SKP２０ 円形 （３６） （３４） ５５ １２７．２６４ Ab３（Ab２） 炭化物 SK３４より旧、LP５５⑲より新 
SKP２１ 円形 （２４） （２４） － － Ab２ SK３４より旧 
SKP２２ 円形 （６４） （５６） ２４ １２７．３８０ Ba３（Ab３） SB６５ SK３４より旧 

LP５６ 

SKP１ 円形 ５２ ４２ ４６ １２７．２８０ Ab１（Ad３） SB６６ 
SKP２ 円形 ２５ ２３ ３０ １２７．４００ Ab２（Ab１） SB７２ 
SKP３ 円形 ５４ ４２ ２６ １２７．４７１ Ba３（Ab３） SB６５ LP５６④より旧 
SKP４ 円形 （２０） （２０） １０ １２７．６３５ Ab１ LP５６③より新 
SKP５ 円形 ２５ ２５ １５ １２７．５８９ Ab２（Ad１） 
SKP６ 円形 ３０ ２８ ２９ １２７．４５４ Ab２（Ab１）・Ba３ SB７２ 
SKP７ 円形 （２２） （２０） （２３） １２７．４７６ Ab１（Ca１） 
SKP８ 円形 ３５ ３４ ３１ １２７．３７９ Ab３（Ab１） SB７３ 
SKP９ 円形 （５８） （５２） １４ １２７．６１３ Ba１（Ab３） LP５６⑭より新 

LP５６○より新 

SKP１０ 円形 ２３ ２２ ８ １２７．６７３ Ab２（Ad１） SB７３ 
SKP１１ 円形 ２０ １９ ２０ １２７．５４５ Ab３（Ab２） SB７２ 
SKP１２ 円形 １０ １０ １３ １２７．６３２ Ab１ 
SKP１３ 円形 ２０ １９ ３８ １２７．３６４ Ab３（Ab１） 
SKP１４ 円形 （２４） （２０） ２７ １２７．４５２ Ad３ LP５６⑨より旧 
SKP１５ 円形 （１８） （１７） ４０ １２７．３４０ Ab２ LO５６⑨より旧 
SKP１６ 円形 ２７ ２５ ３２ １２７．３９５ Ab１（Ab２） 
SKP１７ 円形 （２０） （１８） ２７ １２７．４３３ Ac２（Ca２） 炭化物 LP５６⑱より旧 
SKP１８ 円形 ３０ ３０ ３６ １２７．３５６ Ba３（Ab２） 炭化物 SB７３ LP５６⑰より新 
SKP１９ 円形 ２５ ２５ ４９ １２７．２３４ Ab２（Ab１） 
SKP２０ 円形 ２４ ２４ １９ １２７．５３８ Ab１（Ad１） 焼土・炭化物 
SKP２１ 円形 － － （３１） １２７．３７９ Ab１ LP５６⑧より旧 

LP５７ 

SKP１ 円形 １７ １４ ２２ １２７．５４７ Ab３（Ab２） 
SKP２ 円形 ５７ ４５ ３１ １２７．４５２ Ab３（Ab２・Ba１） SB６５ 
SKP３ 円形 ２６ ２１ ２３ １２７．５４３ Ad２（Ad１） 
SKP４ 円形 １６ １５ ２６ １２７．４８８ Ab３ 
SKP５ 円形 ３５ ３０ ４９ １２７．２６２ Ab３（Ab１） SB７２ 
SKP６ 円形 １７ １３ ２１ １２７．５２７ Ab３ 
SKP７ 円形 （１８） （１４） ２５ １２７．５１２ Ab２ LP５７⑫より旧 
SKP８ 円形 ４０ ３９ ３４ １２７．４２２ Ab３（Ab２） SB７３ LP５７⑨より新 
SKP９ 円形 （４５） （４０） ２４ １２７．５１０ Ab２（Ab１） SB６５ LP５７⑧より旧 
SKP１０ 円形 （２２） （２２） ３９ １２７．３５６ Ba１（Ab３） SB７３ SK３０より旧 
SKP１１ 円形 ２２ ２１ ２１ １２７．５５５ Ba１（Ba２） SB７３ 
SKP１２ 円形 １６ １４ ２４ １２７．５１７ Ab２ LP５７⑦より新 
SKP１３ 円形 ２２ ２０ ３０ １２７．４４２ Ab３ 
SKP１５ 円形 （５４） （４７） （２６） １２７．４０８ Ba２（Ab３） SB６５ LP５７⑱より旧 

２１ 



第４章　調査の記録

―　　―５４

第１７表　柱穴一覧（１３）

地区 番号 平面形 
長径 短径 深さ 底面標高 

堆積土類型 遺物・混入物 
帰属建 

新旧関係 
（㎝） （㎝） （㎝） （ｍ） 物跡等 

LP５７ 
SKP１６ 円形 （２８） （２６） （３０） １２７．４１４ Ab３（Ab２） SB７３ 
SKP１７ 円形 （２９） （２５） （１９） １２７．５２０ Ba１（Ab１） SB７３ 
SKP１８ 円形 （２６） （１８） （２７） １２７．３３６ Ab１ LP５７⑮より新 

LP５８ 
SKP１ 円形 ４７ ４５ ２８ １２７．３７６ Ba２（Ab１） SB６５ 
SKP２ 円形 ２３ ２０ １２ １２７．５９６ Ba１（Ba２） SB７３ 

LP５９ 
SKP１ 円形 ２０ ２０ １７ １２７．４２６ Ab２ 
SKP２ 円形 １８ １８ １６ １２７．４６８ Ab２ 

LP６３ 

SKP１ 円形 １９ １５ ２６ １２７．５４１ Ba２（Ab１） 焼土 
SKP２ 円形 （２５） （２１） （１７） １２７．６２７ Ab１ 焼土 
SKP３ 円形 （３５） （２３） （２８） １２７．５２７ Ab１ 炭化物 
SKP４ 円形 （３１） （２６） ４１ １２７．４２６ Ab２ LP６３⑥・⑦より旧 
SKP６ 円形 ２４ ２３ ３２ １２７．４９５ Ab１（A） LP６３④より新 
SKP７ 円形 １６ １４ ２３ １２７．６０６ Ab２ LP６３④より新 
SKP８ 円形 （１８） （１５） ３３ １２７．３７１ Ab３ LP６３⑨より旧 
SKP９ 円形 ２２ ２０ ２６ １２７．５２５ Ab２（Ab１） LP６３⑧より新 
SKP１０ 円形 ２５ ２０ ３１ １２７．４７２ Ab２（Ab１） 

LP６４ 

SKP１ 円形 ２１ １８ １４ １２７．７０７ Ba１（Ab１） 
SKP２ 円形 （２４） （２３） ２６ １２７．５７５ Ab１ 焼土 LP６４③より旧 
SKP３ 円形 ２３ １９ ３６ １２７．４４４ Ab２（Ab１） 焼土 LP６４②より新 
SKP４ 円形 １４ １２ ７ １２７．６４１ Ab１ 焼土 
SKP５ 円形 ３２ ３０ ２６ １２７．４９４ Ba２（Ab３・Ab１） 

LP６５ 
SKP１ 円形 （２８） （２６） ３３ １２７．５０４ Ab１（Ab２） LP６５②より旧 
SKP２ 円形 ３８ ３２ ２４ １２７．４７１ Ab１ LP６５①より新 

LQ４７ 

SKP１ 方形 （６２） （５６） ３３ １２７．３４２ Ba３（Ab１） SB６１ LQ４７⑨より旧 
SKP２ 円形 ６５ ５８ ４９ １２７．２３０ Ba３（Ab２） SB６１ 
SKP３ 方形 ４０ ３５ ４０ １２７．２６８ Ab２（Ab１） SA８６ LQ４７⑧より新 
SKP４ 方形 ４９ ４９ ４９ １２７．１６６ Ab３（Ab２） SB６２ 
SKP５ 円形 ４１ ４０ ４６ １２７．２１５ Ab３・Ab１（Ab２） SB６２ 
SKP６ 円形 ２２ ２２ ７ １２７．６００ Ab３（Ab２） SA８２ 
SKP７ 方形 ２１ １９ １７ １２７．５７７ Ab１ SA８２ 
SKP８ 円形 （５８） （４７） ２９ １２７．３８７ Ab２（Ab１） SB６１ LQ４７③より旧 
SKP９ 方形 ３３ ２９ ４０ １２７．２５７ Ab２（Ab１） SB６２ LQ４７①より新 

LQ４８ 

SKP１ 円形 ５８ ４５ ５１ １２７．２０４ Ab２・Ab３ SB６２ LQ４８②より新 
SKP２ 円形 ５８ ４２ １８ １２７．５１０ Ab３ SB６１ SK２１・LQ４８①より旧 
SKP３ 円形 ５９ ５６ ３３ １２７．３６７ Ad２・Bd２ SB６３ 
SKP４ 方形 （４８） （１６） ４７ １２７．２３４ Ba２ SB６１ LQ４８⑧より旧 
SKP５ 円形 ７９ ７４ ３１ １２７．３６５ Ba２［Ab１］ SB６３ 
SKP７ 方形 ５０ ４４ ２１ １２７．５００ Ba１（Ab３） SB６１ 
SKP８ 方形 ５０ ４９ ５４ １２７．１７６ Ab２（Ab１） SB６２ LQ４８④より新 
SKP９ 円形 ５３ ４６ １７ １２７．５２４ Ab２（Ab１） SB６２ 
SKP１１ 円形 ４８ ３７ ３５ １２７．３６５ Ab２（Ab１） SB５８ 
SKP１２ 方形 ３８ ３７ ２５ １２７．４２８ B・Ab２（Ab１） 
SKP１４ 円形 ６９ ６７ ３８ １２７．３４０ Ab１［Ab２］ SB６３ 

LQ４９ 

SKP１ 円形 ６２ ６１ １９ １２７．５０１ Ab２（Ab３） SB６３ LQ４９②より新 

LQ４９○より新 
SKP２ 円形 （４０） （３７） ３８ １２７．３２１ Ab２（Ab１）・Ab３ SB５８ LQ４９①より旧 
SKP３ 方形 ５０ ４３ ４８ １２７．２１３ Ab１・Ba１（Ab２・Ab１） SB６２ 
SKP４ 方形 ２３ ２０ １３ １２７．５９４ Ba１ 
SKP５ 方形 （５７） （５５） ２９ １２７．４３５ Ab２（Ab１） SB６１ LQ４９⑥より旧 
SKP６ 方形 ３８ ３５ ４０ １２７．３０７ Ab１・Ad２（A） SB６２ LQ４９⑤より新 
SKP７ 方形 ７０ ６５ ３５ １２７．３６７ Ab３（Ab１） SB６３ LQ４９⑧より新 
SKP８ 円形 （３８） （３６） ３５ １２７．３５３ Ab２（Ab１） LQ４９⑦より旧、⑨より新 
SKP９ 方形 （３５） （２５） ３３ １２７．３５５ Ab３（Ab２） SB５８ LQ４９⑧より旧 
SKP１０ 円形 （５６） （５０） １６ １２７．５７９ Ba２［Ab２］ SB６１ LQ４９⑪より旧 
SKP１１ 方形 ４０ ３５ ３６ １２７．３７１ Ab１（Ab２） SB６２ LQ４９⑩より新 
SKP１２ 円形 （６３） （６２） ２６ １２７．４８８ ［Ab２］Ba１（Ba２） SB６１ LQ４９⑬より旧 
SKP１３ 円形 ５４ ５２ ６０ １２７．１５６ Ab２（Ab１） 鉄製品１点 SB６２ LQ４９⑫より新 

SKP１４ 方形 ５１ ４４ ５５ １２７．２２８ Ab２・Ab３（Ab１） 
青磁１点・瀬戸産陶器１点 

SB５９ 
須恵器系中世陶器１点 

SKP１６ 円形 ４５ ４１ ５５ １２７．１６２ Ab２・Ab３（Ab１） SB５９ 
SKP１７ 円形 １９ １８ １５ １２７．５６６ Da１ 
SKP１９ 方形 ３６ ３２ １２ １２７．５９４ Ba１（Ab３） 
SKP２０ 円形 ３１ １９ ２４ １２７．５０４ Ba２ 
SKP２１ 方形 （２６） （２２） ２２ １２７．４８０ ［Ab２］ SB６１ LQ４９③より旧 
SKP２２ 円形 （３７） （２８） ３７ １２７．３８５ Ba１（Ba２） LQ４９⑳より旧 

LQ５０ 

SKP１ 円形 ６１ （２８） ３３ １２７．４２０ Ab３（Ab１） SB５９ 
SKP３ 円形 ６９ ６３ ２４ １２７．４６６ Ba１［Ab２］ SB６３ 
SKP４ 円形 ６２ ６０ ３７ １２７．３５７ Ab２（Ab１） SB６３ 
SKP５ 方形 （５７） （３７） １３ １２７．５９１ Ab２（Ab１） SB６３ SK０４・０５より旧 
SKP７ 円形 － － （２１） １２７．４５９ Ab２ SB５９ SK０１より旧 
SKP１０ 円形 （６０） － ３３ １２７．３６７ Ab３（Ab１） SB６３ SK０１・０２より旧 

２１ 

LQ４９○より新 ２２ 



第２節　検出遺構

―　　―５５

第１８表　柱穴一覧（１４）

地区 番号 平面形 
長径 短径 深さ 底面標高 

堆積土類型 遺物・混入物 
帰属建 

新旧関係 
（㎝） （㎝） （㎝） （ｍ） 物跡等 

LQ５０ SKP１１ 円形 ６４ （５８） ２６ １２７．４０４ Ab３（Ab１） SB５９ SK０２より旧 

LQ５１ 

SKP１ 方形 （５１） （３５） １６ １２７．７２６ Ab３ 
SKP２ 方形 ９６ ７３ ５１ １２７．２７１ Ab３（Ab２） SB６０ LQ５１③より新 
SKP３ 円形 （４９） （４２） ３５ １２７．４６４ Ba２・Ba１（Ab２） SB５９ LQ５１②より旧 
SKP４ 方形 （５０） （５０） １９ １２７．５９４ Ab３（Ab１） SB５９ LQ５１⑤より旧 
SKP５ 方形 ７８ ６７ ４９ １２７．２８９ Ab３（Ab２） SB６０ LQ５１④より新 
SKP６ 方形 １９ １５ １９ １２７．６０７ Ba１ 
SKP７ 円形 ７２ ７０ １９ １２７．６６５ Ab３ SB６０ LQ５１⑨より新、⑪より旧 
SKP８ 方形 （４４） （２４） ２２ １２７．５６０ Ab３（Ab２） SB５９ LR５１①より旧 
SKP９ 方形 （４０） （２５） ４８ １２７．３１２ Ab３（Ab２） SB５９ LQ５１⑦より旧 
SKP１１ 円形 （２１） （１５） （１９） １２７．６８０ Da１ 

LQ５２ 

SKP１ 円形 （８４） （８０） （５１） １２７．１４４ Ba３（Ab１） SB６０ LQ５１⑦より新 
SKP２ 円形 ４４ ３２ ２９ １２７．４９７ Ab１ 
SKP３ 円形 ２３ ２１ １８ １２７．６０７ Ba２ 
SKP４ 円形 １４ １４ ２３ １２７．４２６ Ab１ LQ５２⑪より新 
SKP６ 円形 （９１） （８５） （３２） １２７．３２９ Ab１ かわらけ１点 
SKP８ 円形 （６１） （４５） ４０ １２７．３９６ Ab２・Bc３ SB６０ SK２３より旧 
SKP９ 円形 （６９） （６３） （２９） １２７．３７４ Ab１ 
SKP１０ 円形 （２２） （１５） （２０） １２７．４５６ Ab１ LQ５２⑪より新 
SKP１１ 円形 （５９） （５１） （２４） １２７．４０４ Ac２（Ab１） LQ５２④・⑩より旧 
SKP１２ 円形 （７３） （５６） （５） １２７．５０８ Ab３（Ab１） LQ５２⑬より新 
SKP１３ 円形 （７２） （６０） （２９） １２７．２５８ Ac３ SB６０ SK２３・LQ５２⑫より旧 

LQ５３ SKP１ 円形 ６２ ５５ ２０ １２７．５６５ Ac２（Ad１） 

LQ５４ 
SKP１ 円形 １７ １５ １９ １２７．６８３ Ab２ 
SKP２ 円形 ２０ １９ １５ １２７．７１５ Ab２ 

LQ５５ 
SKP１ 円形 ２１ １６ ２２ １２７．４７１ Ab１ 
SKP２ 方形 １４ １４ １６ １２７．５０６ Ab１ 
SKP３ 円形 ５６ ４０ １８ １２７．５４９ Ab２（Ab１） SB６５ LP５５⑧より旧 

LQ５６ 

SKP１ 円形 ２６ ２０ ３２ １２７．３４８ Ab２（Ab１） 炭化物 
SKP２ 円形 ５７ ５２ ３７ １２７．３４６ Ab３（Ab２） SB６５ 
SKP３ 円形 ２４ １９ １５ １２７．５７９ ba３ 
SKP４ 円形 （５０） （４８） １８ １２７．５５７ Ab１（Ba２） 
SKP５ 円形 ４２ ３７ ２１ １２７．４６４ Ab２（Ab１） 炭化物 SB６５ 
SKP６ 円形 ２４ ２３ ２３ １２７．４０８ Ab１（A） 
SKP７ 円形 （２４） （２２） ３７ １２７．２８８ Ab１（Ad２） LQ５６⑯より旧 

LQ５６○より旧 

SKP８ 円形 ２６ ２５ ３３ １２７．３２０ Ab１（Ad２） 
SKP９ 円形 ４０ ４０ ２３ １２７．４５４ Ab１・Ba１（Ab２） 炭化物 SB６５ 
SKP１０ 円形 ２０ １７ ３２ １２７．３７３ Ab２ 炭化物 
SKP１１ 円形 ２９ ２１ ６３ １２７．０９６ Ab２（Ab１） SB７２ 
SKP１４ 円形 １６ １４ ２４ １２７．４９７ Ba３ 
SKP１５ 円形 ３４ ３０ ２６ １２７．４５６ Ab２（Ad２） SB７３ 
SKP１６ 円形 ２０ １３ １３ １２７．５２５ Ab１ LQ５６⑦より新 
SKP１８ 円形 ２０ １４ １１ １２７．５３０ Ba１ 
SKP１９ 円形 （３０） （２９） ３５ １２７．５５８ Ab１（Ad２） 炉壁１点 SK３３より旧 
SKP２０ 円形 （４２） （４０） １７ １２７．５２９ Ab１（Ba２） SB６５ SK３３より旧 
SKP２１ 円形 （２４） （２２） ４３ １２７．２９８ Ab２（Ad２） SK３３より旧 
SKP２２ 円形 （３４） （２８） ５８ １２７．１５３ Ab２ LQ５６④より新、⑪より旧 

LQ５７ 

SKP１ 円形 ５３ ４６ １８ １２７．５８２ Ba３（Ba２） SB６５ 
SKP２ 円形 ３３ ３０ ６ １２７．６７２ Bd１（Ba２） 
SKP３ 円形 ５５ ４５ ５５ １２７．１９０ Ab２（Da２） SB６５ 
SKP４ 円形 ２４ ２３ １６ １２７．５６６ Ab２（Da２） 
SKP５ 円形 ４８ ４３ ２８ １２７．４４９ Ab２ SB６５ 
SKP６ 円形 ５１ ４８ ２５ １２７．５０４ Ba３（Ab２） SB６５ 
SKP７ 円形 ２５ ２１ ２０ １２７．５７２ Ab２（Da２） 炭化物 
SKP８ 円形 ２５ ２５ ２７ １２７．４７６ Ba２（Ab１） SB７３ 

LQ５８ 

SKP１ 円形 ４９ ４６ ９ １２７．６３６ Ba２（Ab３） SB６５ 
SKP２ 円形 ５８ ５４ ２５ １２７．４６５ Ab２（Ab１） 
SKP３ 円形 ５６ ５２ １８ １２７．５１４ Ab２（Ab３） SA７０ 
SKP５ 円形 ３９ ３８ １０ １２７．６１１ Ba１ SB６５ 

LQ６０ 

SKP１ 円形 ３０ ２６ １３ １２７．２１９ Ba１（Ab２） 
SKP２ 円形 ２３ １７ ９ １２７．２８５ Ba３ 
SKP３ 方形 ２１ １９ ２７ １２７．２９８ Ab３（Ab１） 
SKP４ 円形 １６ １４ ９ １２７．４８６ Ab３ 
SKP５ 円形 ３３ ３０ １４ １２７．４７０ Ab３ LQ６０⑥より新 
SKP６ 円形 （２２） （１２） １３ １２７．４８０ Ab２ LQ６０⑤より旧 

LQ６１ 

SKP２ 方形 １６ １５ ３１ １２７．５９２ A
SKP３ 円形 ３０ ２８ ２４ １２７．７１６ Ba３（Ab１） 焼土 
SKP４ 円形 ３０ ２８ ４１ １２７．５３９ Ba２（Ab２） 焼土 
SKP５ 円形 ２７ ２４ ３４ １２７．５８９ Ba２（Ab２） 焼土 

LR４１ SKP１ 方形 １６ １３ ２７ １２７．７７３ Ab２ 

２２ 

LQ５６○より新 ２２ 



第４章　調査の記録

―　　―５６

第１９表　柱穴一覧（１５）

地区 番号 平面形 
長径 短径 深さ 底面標高 

堆積土類型 遺物・混入物 
帰属建 

新旧関係 
（㎝） （㎝） （㎝） （ｍ） 物跡等 

LR４２ SKP２ 円形 １５ １３ １３ １２７．９０４ Ab２ 
LR４３ SKP１ 円形 １７ １７ ２１ １２７．８３４ Ab２ 

LR４４ 
SKP１ 円形 （２８） （２７） ２１ １２７．８５５ Bc３・Ab２・Bc３ 
SKP２ 円形 １８ １７ １４ １２７．８７４ Ab１ 

LR４６ SKP１ 方形 ２１ １９ １２ １２７．５２０ － SA８２ 

LR４７ 

SKP１ 円形 ３８ ３７ ５１ １２７．０２０ Ab２（A） SB６２ 
SKP２ 円形 ５７ ５１ ４８ １２７．０３３ Ab３・Ab２（Ab１）・Ba１ かわらけ１点 SB６２ 
SKP３ 円形 ７９ ７４ ３５ １２７．３２７ Ba２（Ba２）・Bd２ SB６３ 
SKP５ 方形 １８ １８ ６ １２７．５５２ Ba１ SA８３ 
SKP６ 方形 １８ １４ １８ １２７．４６５ Ab１ SA８３ 
SKP７ 方形 ２２ ２０ ６ １２７．５５７ Ba１ SA８３ 
SKP８ 円形 （４３） （３３） （１１） １２６．９９７ Ab２（Ab１）・Ba１ SB６２ 

LR４８ 

SKP１ 方形 ７４ ７１ ４５ １２７．２２３ Ab２・Db２（Db１） SB６３ 
SKP３ 円形 ２３ １８ ５ １２７．６５０ Ba１（Ab３） 
SKP４ 円形 （７４） （７３） ３０ １２７．４１７ Ab２（Da２） SB６３ 
SKP５ 方形 （５４） （５４） ３７ １２７．３５０ Ab３（Ab１） SB６１ 
SKP６ 円形 ４４ ３２ ４０ １２７．３１５ Ab２（Db２） SB５８ 
SKP７ 円形 ５５ ５３ ６７ １２７．０５０ Ab３・Ab２［Ab１］ SB６２ LR４９①より新 
SKP８ 円形 （６８） （６０） ３５ １２７．３８３ Ba２（Da２）Da１ SB６３ LR４８⑨より旧 
SKP９ 円形 ４６ ３２ ５０ １２７．２４９ Ab３・Ab２（Ab１） SA８６ LR４８⑧・⑪より新 
SKP１１ 円形 （６４） （５８） ３５ １２７．４１６ Ab２（Ab３） SB６１ LR４８⑨より旧 
SKP１２ 不整形 ５７ ４８ ６３ １２７．１２８ Ab２・Ab３（Ab１） SB６２ 
SKP１３ 円形 ４７ ４１ ４３ １２７．２５７ Ab２（Ab１）・Da１ SB５８ 
SKP１４ 円形 ６４ ６０ ３４ １２７．３４９ Ab１・Ab３（Ab２） SB６３ 
SKP１５ 方形 ２１ １９ ２９ １２７．４３７ Ab２ 
SKP１８ 方形 （２２） （１３） １４ １２７．６００ Ba２ LR４８⑳より旧 

LR４８○より旧 

SKP１９ 円形 ２９ ２５ １５ １２７．５７７ Ba２ 
SKP２０ 円形 ５１ ４３ ５３ １２７．２１６ Ad３（Ad２） SB６２ LR４８⑱より新 
SKP２１ 楕円形 ６６ ３７ ３９ １２７．３２９ Ab３・Ab２（Ab１） SA８６ LR４８④・⑤より新 

LR４９ 

SKP１ 円形 （７０） （５８） ２７ １２７．４４０ ［Ab１］・Ab３（Ab２） SB６１ LR４８⑦より旧 
SKP２ 方形 （６２） （５５） ５１ １２７．２３９ Ab３（Ab２） SB６１ LR４９③・⑱より旧 
SKP３ 円形 （５８） （５７） ５６ １２７．１５５ Ab３・Ab１・Da２（Ab１） SB６３ LR４９②より新、⑱より旧 
SKP４ 方形 ２６ ２５ １１ １２７．６３４ Ba１・Ab３ 
SKP５ 方形 ４５ ３７ ５１ １２７．２１６ Ab１（A） SB６２ LR４８⑥より新 
SKP６ 方形 （６７） （５６） ２８ １２７．４６４ Ab２・Ba１［Ba２］ SB６１ LR４８⑤より旧 
SKP９ 方形 ２４ ２０ ２４ １２７．４９４ Ab３ 
SKP１０ 方形 ７０ ５２ ５４ １２７．２２１ Ab３（Ab２）・Ba２ SB６３ 
SKP１１ 円形 ４２ ３９ ６６ １２７．０８５ Ab２・Ba３（Ab１・Ba１） SB５８ 
SKP１２ 方形 ２９ ２２ ２３ １２７．５０９ Ab３・Ab１ 
SKP１３ 円形 ５５ ５３ ３４ １２７．４０３ Ab１・Ab３（Ab２） SB６３ 
SKP１４ 円形 （５７） （５０） ３６ １２７．３８７ Ab２・Ba１（Ab１） SB６３ LR４９⑮より新、⑰より旧 
SKP１５ 円形 （３８） （３１） ４９ １２７．２４０ Ab１・Ba１（Ab２） SB５８ LR４９⑭より旧 
SKP１６ 方形 ２３ １６ ３２ １２７．４０４ Ab３（Ab２） 
SKP１７ 方形 ３９ ３２ ３５ １２７．３８７ Ab２・Ba２（Ab１） LR４９⑭より新 
SKP１８ 円形 ２７ ２７ ２０ １２７．５４０ Ab１ LR４９②・③より新 

LR５０ 

SKP１ 方形 ３９ ３１ ４５ １２７．７１１ Ab１・Ab２（Ab３）・D SB５８ 
SKP２ 円形 ５８ ５１ ５０ １２７．２４１ Ab１・Ba３（Ab２） SB５９ 
SKP３ 円形 ４０ ３６ ２３ １２７．５２５ Ba１（Ab２） 
SKP４ 円形 ３２ ２４ １９ １２７．５３７ Ab１ 
SKP５ 円形 （３４） （１３） １９ １２７．５７０ Ba１［Ab２］ SB５９ 

LR５１ 
SKP１ 円形 （８４） （６５） （７１） １２７．０６７ Ab３（Ab２） SB６０ LQ５１⑧より新 
SKP２ 円形 （６９） （５０） （５） １２７．１１８ Ca２ SB６０ 

LR５２ 

SKP１ 円形 （２９） （２６） （１８） １２７．５２３ Ab２ 須恵器系中世陶器１点 
SKP２ 円形 （５８） （５６） （１１） １２７．５６６ Ab１ 
SKP３ 円形 （５９） ５８ ２５ １２７．５４２ Ab３（Ba２） LR５２⑤より旧 
SKP５ 方形 ８３ ７６ ６３ １２７．１５９ Ab２（Ba２） LR５２③・⑥より新 
SKP６ 楕円形 （７９） （６３） ６０ １２７．１７５ Ba２（Ba３） SB６０ LR５２⑤より旧 

LR５３ 

SKP１ 円形 ８１ ７４ ８５ １２７．００７ Ab２（Ad１） SB６０ 
SKP２ 楕円形 ９７ ６５ ６８ １２７．１６８ Ba２（Ad２） 須恵器系中世陶器１点 SB６０ 
SKP３ 円形 １８ １４ １８ １２７．６４６ Ba２ 
SKP４ 円形 １８ １６ １３ １２７．８２４ Ba２ 

LR５４ SKP１ 円形 ２１ １９ ７ １２７．７７０ Ab２ 
LR５５ SKP１ 円形 １７ １６ ９ １２７．６０７ Ab２（Ab１） 

LR５６ 
SKP１ 円形 ５１ ４５ ４０ １２７．３１１ Ab２（Ab３） SB６５ LR５６②より新 
SKP２ 円形 － － （１８） １２７．５１０ Ab１ LR５６①より旧 
SKP４ 円形 ２３ ２１ ４４ １２７．２４９ Ba３（Ab３） 

LR５７ SKP１ 円形 （４８） （２４） ２９ １２７．３９１ Ba３（Ab３） SB６５ SK２９より旧 
LR５８ SKP１ 円形 ７４ ６６ ４５ １２７．２９４ Ab３（Ab２） SA７０ 

LR６０ 
SKP１ 円形 １４ １１ １２ １２７．１８０ Ab３ 
SKP２ 円形 １８ １８ １８ １２７．１７７ Ab３（Ab１） 

２１ 

LR４８○より旧 ２１ 



第２節　検出遺構
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第２０表　柱穴一覧（１６）

地区 番号 平面形 
長径 短径 深さ 底面標高 

堆積土類型 遺物・混入物 
帰属建 

新旧関係 
（㎝） （㎝） （㎝） （ｍ） 物跡等 

LR６１ 

SKP１ 円形 １６ １６ ８ １２７．５７０ Ab２ 
SKP２ 円形 ２３ ２２ １５ １２７．５０７ Ba２（Ab１） 
SKP３ 円形 １４ １４ １２ １２７．５２８ Ab２ 
SKP４ 円形 １４ １３ １３ １２７．５２１ Ab１ 

LS４２ SKP１ 円形 ２８ ２７ ３４ １２７．６６５ Ab２ 
LS４５ SKP１ 円形 ３５ ３１ ２３ １２７．６６０ Ab３（Ab２） 

LS４７ 

SKP１ 円形 （５３） （４３） （３７） １２６．９６４ Ab３（Ab２） LS４７②より旧 
SKP２ 円形 ４１ ３８ ２６ １２７．３６１ Ab２（Ab１） SB６２ LS４７①より新 
SKP３ 円形 （３１） （２６） ３３ １２７．３０７ Ab３（Ab１） SB５７ 
SKP４ 方形 ６５ ４６ ６２ １２７．０１０ Ba３（Ab１） SB６２ 
SKP５ 円形 （４０） （３４） （１３） １２７．２０８ Ab３（Ab３・Ba２） SB５７ 
SKP６ 円形 （３２） （３０） （３１） １２７．０２３ Ab３（Ab２） SB５７ 
SKP７ 円形 （２４） （２２） （９） １２７．３２３ Ab２（Ab１） 

LS４８ 

SKP１ 円形 ３５ ３２ － － Ba１（Ab２） 
SKP３ 円形 ４０ ３７ ５３ １２７．１０７ Ba２・Ab２（Ab１） SB６２ LS４８④より新 
SKP４ 方形 （２６） （２４） ４２ １２７．２２０ Ba３ LS４８③より旧 
SKP５ 円形 ３２ ２７ ４５ １２７．１７５ Ab２（A・Ab１） SB５７ 
SKP６ 円形 ５９ ５０ ４８ １２７．１６６ Ab２（Ab１） かわらけ１点 SB６２ 
SKP７ 方形 ２１ ２０ ７ １２７．５７７ Ba１ SA８３ 
SKP８ 方形 ４９ ４１ ４８ １２７．２３２ Ab３（Ab１） かわらけ１点 SB６２ 
SKP９ 円形 ３５ ３０ ３１ １２７．４１２ Ab２（Db１） 
SKP１０ 方形 ２４ ２３ ３０ １２７．３８７ Ba１（Ab２） 
SKP１１ 円形 ２７ ２３ ４６ １２７．２２８ Bd２（Ad１） 
SKP１２ 円形 ３６ ３３ １３ １２７．６０９ Ab２ LS４８⑬より新 
SKP１３ 方形 （３７） （３３） ５９ １２７．１６０ Ab２・Ab３（Ab２）・Ab２ SB５８ LS４８⑫より旧 
SKP１４ 方形 ６９ ６９ ６３ １２７．１０１ Ab２・Ab１（Ab１） SB６３ LS４８⑳より新 
SKP１６ 円形 ２５ ２５ １２ １２７．６１０ Ab２ 
SKP１９ 方形 ２４ ２１ １９ １２７．５３７ Ab１ LS４８⑳より新 
SKP２０ 円形 （２３） （２２） １４ １２７．５９６ Ab２ LS４８⑭・⑲より旧 

LS４９ 

SKP１ 円形 ３４ ３２ ５８ １２７．１５３ Ab３・Ab２（Ab１・Ab２） SB５８ 
SKP２ 円形 ３１ ２７ １９ １２７．５２７ Ba１ 
SKP３ 方形 ２８ ２７ ３０ １２７．４０７ Ba２（Ab２） 
SKP５ 方形 （６５） （４８） ６２ １２７．１１０ Db２・Db３（Db１） SB６３ LS４９⑥より旧、⑦より新 
SKP６ 円形 ６４ ５６ ５１ １２７．２００ Ad２・D・Ab２ LS４９⑤・⑦より新 
SKP７ 円形 － － （２３） １２７．４９４ Ba１ LS４９⑤・⑥より旧 
SKP８ 円形 ２８ ２６ １３ １２７．５９９ Ba１ 
SKP９ 方形 ２２ ２１ ２０ １２７．５２９ Da１ 

LS５０ 
SKP１ 方形 １５ １２ ７ １２７．５９４ Ab１（Ab１） 
SKP２ 円形 ２０ １８ ３２ １２７．３６７ Ab１（Ab１） 

LS５１ 

SKP１ 楕円形 ２２ １５ １９ １２７．５３１ Ab２ LS５１⑪より新 
SKP２ 円形 ２１ １６ ２２ １２７．４９０ Ab２ 
SKP３ 楕円形 ５０ ３８ ４２ １２７．２９６ Ab３（Ab１） 
SKP４ 方形 （６０） （４４） ３０ １２７．４０６ Ba１（Ab１） 
SKP７ 方形 （５３） （５０） ２６ １２７．４１７ Ab２（Ab１） 
SKP８ 楕円形 ５４ ３２ ４４ １２７．３３３ Ab２・Ab３（Ab１） LS５１⑨より新 
SKP９ 円形 （２５） （１０） （１９） １２７．５８８ Ab３ LS５１⑧より旧 

LS５２ SKP１ 方形 ８２ ７１ ６６ １２７．０９８ Da１・Da３（Da２） SB６０ 

LS５３ 
SKP１ 方形 （７１） （６５） （６２） １２７．０７２ Ad２［Ac２］ 須恵器系中世陶器１点 SB６０ 
SKP２ 方形 （８６） （７５） （４５） １２６．９９９ Da２（Da１） SB６０ 

LS６０ SKP１ 円形 ２５ ２１ ３０ １２７．０１８ Ab２ 
LT４５ SKP１ 円形 ８３ ５９ ３６ １２７．４７１ Ba２・Ab３・Ba１ 

LT４６ 
SKP２ 方形 ３２ ２８ ３６ １２７．４２７ Ab３（Ab２） SB５７ 
SKP３ 方形 ３６ ３５ ３０ １２７．４７８ Ab２（Ab１） 

LT４７ SKP１ 円形 ３４ ３１ ３２ １２７．４４５ Ab３（Ab１・Ab２） 

LT４８ 
SKP１ 円形 （３４） （３０） （３２） １２７．１１０ Ab３（Ab２） SB５７ 
SKP３ 円形 （２３） （２２） （２４） １２７．１５１ Ba３（Ab２） 

LT５０ 
SKP１ 円形 （２４） （２０） ３４ １２７．０８０ Ab１ LT５０②より旧 
SKP２ 円形 ３４ ２０ ２４ １２７．１７５ Ab２（Ab１） LT５０①より新 

LT５１ 

SKP１ 円形 ３１ ２６ ３０ １２７．０９６ Ba１（Ba３）Ab２・Ba１ 
SKP２ 円形 ２１ ２１ ２５ １２７．１８０ Ab２ 
SKP３ 方形 ３８ ３３ ２０ １２７．１９３ Ba３（Ab２） SB５５ 
SKP４ 円形 ４０ ３３ ２８ １２７．１３７ Ba３ 

LT５２ 
SKP１ 円形 （４０） （３４） ２３ １２７．１４８ Ab１（A・Ab１） LT５２②より旧 
SKP２ 円形 ３６ ３４ ２９ １２７．１０１ Ab３（Ab２・Ab１） LT５２①より新 
SKP３ 円形 ３５ ３４ ３３ １２７．０６６ Ab２（Ab３） SB１０４ 

LT５８ SKP１ 円形 １５ １４ ８ １２７．２６９ Ad１ 

MA４６ 
SKP１ 円形 ３１ ２４ ３３ １２７．２８８ Ba３（Ab１） 
SKP２ 円形 ３５ ３１ ２４ １２７．３１８ Ab１ 

MA４７ 
SKP１ 円形 ２４ １６ ２１ １２７．３８７ Ab２ SB５７ MA４７②より新 
SKP２ 円形 （３１） （３１） ２３ １２７．３７８ Ab３ MA４７①より旧 
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第２１表　柱穴一覧（１７）

地区 番号 平面形 
長径 短径 深さ 底面標高 

堆積土類型 遺物・混入物 
帰属建 

新旧関係 
（㎝） （㎝） （㎝） （ｍ） 物跡等 

MA４７ SKP４ 円形 ２８ ２４ ３３ １２７．１１６ Ab２（Ab２） 
MA４９ SKP１ 円形 １９ １７ １０ １２７．２５４ Ab２ 

MA５０ 

SKP１ 円形 ２９ ２５ ３４ １２７．９９０ Ab３（Ab２） SB５５ 
SKP２ 円形 ２１ ２０ ３７ １２７．９７５ Ab２（Ab１） 
SKP３ 円形 ３４ ３２ １５ １２７．３４４ Ba３（Ab１） SB５５ 
SKP４ 円形 ２０ １９ ７ １２７．３６８ Ab３ 
SKP５ 円形 ２４ ２２ ７ １２７．２９３ Ab１ 

MA５１ 

SKP１ 方形 （３２） （３０） ２６ １２７．１５５ Ab１（A） SB５５ MA５１②より旧 
SKP２ 方形 ３２ ２２ ３８ １２７．０３５ Ab２（A） MA５１①より新 
SKP４ 方形 １９ １６ １９ １２７．１６８ Ab３（Ab１・Ba２） SB５５ 
SKP５ 円形 １７ １７ １９ １２７．１９１ Ab２（Ba２） 
SKP７ 円形 ２５ ２２ ２１ １２７．２００ Ab２（Ab１・Ab２） SB５５ 

MA５２ 

SKP１ 円形 ４０ ３６ １５ １２７．２０９ Ab２ 炭化物 SB１０４ 
SKP２ 円形 ３６ ３３ ２９ １２７．１２５ Ab２（Ab２・Ab１） SB５５ 
SKP３ 円形 （３７） （３２） １６ １２７．２５９ Ab３（Ab２） SB５５ MA５２④より旧 
SKP４ 円形 ３７ ３４ ３５ １２７．０７５ Ab１・Ab３（Ab２） SB１０４ MA５２③より新 

MA５３ SKP１ 方形 ２０ １８ １４ １２７．２０５ Ab２・Ab１ SB１０４ 

MB４７ 
SKP１ 円形 ２４ ２３ ２３ １２７．１５８ Ba２ 
SKP２ 円形 ２８ ２７ ２８ １２７．１８５ Ab１ 
SKP３ 円形 ２５ ２２ ４１ １２７．０９６ Ab１（Ab２） 

MB４８ 
SKP１ 円形 ２６ ２４ ２９ １２７．２０９ Ba２（Ab２） 
SKP３ 円形 ２６ １２ ９ １２７．４３８ Ab２ SA５６ 

MB５０ 

SKP１ 円形 ２６ ２１ １２ １２７．１３３ Ab３（Ab２） 
SKP２ 円形 １５ １４ ６ １２７．０１４ Ab２ 
SKP３ 円形 ２７ ２４ ４１ １２７．８３４ Ba２（Ab２） SB５５ 
SKP４ 円形 ３５ ２８ １５ １２７．１０７ Ab２（Ab３） SB５５ 
SKP５ 円形 ４０ ３４ １０ １２７．１８８ Ab３ 

MB５１ 
SKP１ 円形 （３１） （２７） ３６ １２６．９２７ Ab３（Ab１） 
SKP２ 円形 ４４ ４１ １３ １２７．０７４ Ab２（Ab３） SB５５ 
SKP３ 円形 ２０ １９ １１ １２７．２８７ Ab１（Ab３） SB５５ 

MB５２ SKP１ 円形 ３７ ３１ ３６ １２６．７７０ Ab２・Ba１（Ab２） SB１０４ 

MC４６ 

SKP１ 円形 ３１ ２８ １６ １２７．３９３ Ab３（Ab２） 
SKP２ 円形 ４０ ３２ １８ １２７．３６６ Ab３（Ab２） 
SKP３ 円形 ３５ ３１ １７ １２７．３４２ Ab１・Ba１（Ab２） 
SKP４ 円形 ２４ ２３ ２３ １２７．２８７ Ab３（Ab２） 

MC４７ 
SKP１ 円形 ２７ ２２ ２４ １２７．２６９ Ab１・Ba２ SA５６ 
SKP２ 円形 ２６ ２５ １０ １２７．４３４ Ab３ SA５６ 

MC４８ 

SKP１ 円形 ２１ ２０ ２２ １２７．２５３ Ab２ 
SKP３ 円形 １６ １６ ２１ １２７．２８０ Ab３ 
SKP９ 円形 １６ １３ １５ １２７．２４９ Ab１ 
SKP１０ 円形 １４ １１ １６ １２７．３２９ Ab２ 
SKP１２ 円形 ２８ ２５ ２５ １２７．２２５ Ab３（Ab２） SB５４ 
SKP１３ 円形 １５ １３ ２４ １２７．２５６ Ab２ 

MC４９ 

SKP１ 円形 ３６ ３３ ５４ １２６．８７９ Ab２（Ad１・D・A） SB５４ 
SKP２ 円形 ２３ １７ ２８ １２６．９８９ Ab２ 
SKP３ 円形 ２５ １６ ３９ １２７．０３８ Ad１ 
SKP６ 円形 ２１ １８ １８ １２７．１４０ Ab２ 
SKP７ 円形 ２４ ２３ ２５ １２７．０５９ Ab２・Ab１ 
SKP８ 円形 ２５ １６ ３６ １２７．８４８ A SB５４ 
SKP９ 円形 １７ １６ １２ １２７．０２１ Ab１ 
SKP１０ 方形 １９ １９ ６ １２７．０６３ Ab１ 
SKP１１ 円形 ２１ ２０ ２４ １２６．９７２ Ab２ 

MC５１ SKP５ 円形 ４８ ４１ ２９ １２７．０３９ Ab２（Ab１） SB５５ 
MD４５ SKP１ 円形 ４２ ３２ ４５ １２６．９９０ Ab２（Ab１） 
MD４６ SKP１ 円形 ３３ ３０ ２３ １２７．１６５ Ab３（Ab２） SA５６ 
MD４７ SKP４ 円形 １３ １０ ６ １２７．３７１ Ab１ 

MD４８ 

SKP１ 円形 １５ １４ １３ １２７．３５６ Ab３ 須恵器系中世陶器１点 MD４８②より新 
SKP２ 円形 （１６） （１２） １１ １２７．３４４ Ab２ MD４８①より旧 
SKP３ 円形 ５６ ５０ ３８ １２７．０４３ Ab２（Ab３） SB５４ 
SKP４ 円形 ２１ ２１ ３０ １２７．１４５ Ba３（Ba３・Ab１） SB５４ 
SKP５ 方形 １６ １６ ２５ １２７．２４８ Ab１ 
SKP９ 方形 １７ １６ １０ １２７．３７９ Ab２ 
SKP１４ 円形 ３２ ２８ ２２ １２７．２３８ Ab３（Ab２） SB５４ 

MD４９ 

SKP１ 方形 １７ １４ ３１ １２７．０４５ Ab２ 
SKP３ 円形 ２７ ２４ ３８ １２７．０８３ Ab１（Ab２） SB５４ 
SKP６ 円形 （２３） （１５） ２４ １２７．０６０ A（Ab１） SB５４ MD４９⑦より旧 
SKP７ 円形 ２３ ２２ ２０ １２７．１０１ Ab２ MD４９⑥より新 
SKP９ 円形 ２６ ２１ ３ １２７．３６５ Ab３ 

MD５０ 
SKP１ 円形 ２７ １８ （２９） １２６．８２９ Ab１（A） SB５４ 
SKP８ 円形 ２２ １４ ２０ １２７．０７０ Ab２・Ba１・Ba２ 
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第２２表　柱穴一覧（１８）

地区 番号 平面形 
長径 短径 深さ 底面標高 

堆積土類型 遺物・混入物 
帰属建 

新旧関係 
（㎝） （㎝） （㎝） （ｍ） 物跡等 

ME３３ SKP４ 円形 ２１ １８ １８ １２７．１７０ Ab２ 
ME３４ SKP１ 円形 ２３ ２１ ３０ １２７．０６６ Ab１ 

ME４６ 
SKP１ 円形 ３２ ２０ ６ １２７．２６８ Ab２（Ab２） 
SKP２ 円形 ３４ ２８ ２９ １２７．２４１ Ab１（A）・B SA５６ 

ME４７ 

SKP１ 円形 ３７ ３０ ４８ １２６．８２３ Ab２（Ab３） SB５２ 
SKP３ 円形 ５０ ３８ ４９ １２６．８２３ Ab２（Ab３） SB５２ 
SKP４ 円形 ３５ ３２ ５５ １２６．７９７ Ab１（Ab２） SB５２ 
SKP５ 円形 ２２ ２０ ４９ １２６．８１６ Ab１（Ab３） SB５２ 

ME４８ 

SKP１ 円形 ３４ ２９ ３３ １２６．９１９ Ab２・Ba２（Ab２） SB５４ 
SKP２ 円形 ３０ ２９ ２８ １２７．０５５ Ab２・Ba２（Ab２） SB５４ 
SKP３ 円形 ３２ ２７ ４３ １２６．７０７ A（Ab１） SB５２ 
SKP４ 円形 ３８ ３３ ４２ １２６．８４４ Ab３（Ab３） SB５２ 

ME４９ 
SKP３ 円形 ２６ ２５ ５８ １２６．７０３ Ab３（Ab２） SB５４ 
SKP４ 円形 ２４ ２１ ２３ １２７．０３５ Ab２（Ab１） ME４９⑪より新 
SKP１１ 円形 （１７） （１４） ４０ １２６．８５５ Ab１ ME４９④より旧 

MF３１ SKP１ 円形 ２４ ２０ ２５ １２７．１３７ Ab１ 

MF３４ 

SKP１ 円形 ２７ ２４ ２８ １２７．００８ Ab１ 
SKP２ 円形 ２３ ２３ １３ １２７．２１４ Ab１ 
SKP３ 円形 ２７ ２５ ４０ １２６．９９６ Ab１ 
SKP８ 円形 ２６ ２２ １５ １２７．１９６ Ab２ 

MF３５ SKP１ 円形 ２２ ２１ １９ １２７．１３８ Ab１ 
MF４６ SKP３ 円形 ３３ ２３ ２９ １２７．００５ Ab３（Ab２） SB５２ 

MF４７ 

SKP１ 円形 ３０ ２７ ３２ １２６．９３５ Ba３（Ab２・Ba２） SB５２ 
SKP２ 円形 １９ １８ ６ １２７．２４０ Ab３ 
SKP３ 円形 １６ １４ １８ １２７．１０６ Ab２ 
SKP４ 円形 ２４ ２１ ３５ １２６．８８５ Ab３（Ab２） SB５２ 
SKP５ 円形 １９ １９ ２９ １２７．０３８ Ab３（Ab２） SB５２ MF４７⑥より新 
SKP６ 方形 （１３） １２ ２４ １２７．０７５ Ab２ MF４７⑤より旧 

MF４８ SKP４ 円形 ３２ ３０ ３９ １２７．０８９ Ab１（Ab２） SB５２ 

MG３５ 
SKP３ 円形 ２４ （２０） ３２ １２７．０１３ Ab２ 
SKP７ 不整形 ２３ １８ １５ １２７．２４０ Ab２ 

MG４７ SKP２ 円形 ２５ ２１ ２３ １２７．０５７ Ab３（Ab３） SB５２ 

MH３６ 
SKP４ 円形 ２１ １６ １５ １２７．２１４ Ab３ 
SKP７ 円形 １６ １４ ２３ １２７．０９０ Ab３ 

MI３０ 
SKP１ 円形 １６ １０ １６ １２７．２３１ Ab２ 
SKP２ 円形 １２ １１ １３ １２７．２０７ Ab１ 

MI３７ 
SKP１ 円形 １５ １５ １７ １２７．０７２ Ab２ 
SKP２ 方形 ２３ １５ ２３ １２７．０８５ Ab１ 
SKP３ 円形 １９ １８ ９ １２７．１８０ Ba３ 

MJ３８ SKP１ 円形 ２２ １８ ２２ １２６．８８６ Ab１ 

MJ３９ 
SKP１ 円形 ２８ ２４ ３０ １２６．７２５ Ab１ 
SKP２ 円形 ２４ ２０ ２０ １２６．８８０ Ab２ 
SKP３ 円形 ２５ ２０ ２２ １２６．８６８ Ab２ 

MK３３ 
SKP１ 円形 １０ ９ １３ １２７．０６０ Ab１ 
SKP２ 方形 ２６ １８ ８ １２７．０５０ Ab１ 
SKP４ 円形 （２２） １８ １７ １２７．０６５ Ab３ MK３４①より旧 

MK３４ SKP１ 円形 １４ １２ １６ １２７．０７５ Ab１ MK３３④より新 

ML３２ 

SKP２ 方形 （３０） ２４ ３５ １２６．８２８ Ab２・Ba２（Ab１・Ab３・Ab１） ML３２③より旧 
SKP３ 円形 １６ １３ ２８ １２６．８９５ Ab３・A（Ab１） ML３２②より新 
SKP４ 円形 １６ １４ ３２ １２６．８５９ Ab１ 
SKP５ 円形 １７ １６ ３１ １２６．８７８ Ab１ 
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第１０図　掘立柱建物跡（１）　ＳＢ５２・５４
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第１９図　掘立柱建物跡（１０）　ＳＢ７２・７３
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第２４図　竪穴状遺構（１）　ＳＫⅠ１０
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SKⅠ１０土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 
１ １０YR４／３（にぶい黄褐色） シルト ± ＋＋ φ２～５㎜地山土（Ⅲ層）粒１０％ 
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第２５図　竪穴状遺構（２）　ＳＫⅠ３８
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SKⅠ３８（炭化物集中範囲）土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR７／１（灰白色） シルト ± ＋ 
φ２～５㎜焼土粒１０％ 
φ２０～３０㎜礫３％ 

２ １０YR２／１（黒色） シルト ± ＋ 
φ２～５㎜焼土粒７％ 
φ２０～１００㎜礫１５％ 

３ １０YR２／３（黒褐色） シルト ＋ ± 
φ１～２㎜焼土粒７％ 
φ５～２０㎜礫１５％ 

SKⅠ３８土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR２／３（黒褐色） シルト ± ＋＋ 
φ１～２㎜炭化物粒２％ 
φ２０～２５０㎜礫１５％ 

２ １０YR３／４（暗褐色） シルト ± ＋＋ φ２０～２００㎜礫１５％ 



第２節　検出遺構

―　　―７７

第２６図　竪穴状遺構（３）　ＳＫⅠ７４
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SKⅠ７４（炭化物集中範囲）土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 
１ １０YR３／２（黒褐色） シルト － － φ１～２０㎜炭化物塊１０％ 
２ １０YR３／４（暗褐色） シルト ± ± φ１～５㎜炭化物粒３０％ 

３ １０YR２／１（黒色） シルト ＋ ＋＋ 
φ１～５０㎜地山土（Ⅲ層）塊３％ 
φ１～５㎜炭化物粒３０％ 

４ １０YR１．７／１（黒色） シルト ＋＋ ＋ φ１～５㎜炭化物粒４０％ 

SKⅠ７４土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR４／２（灰黄褐色） 
粘土～シルト 

＋＋ ＋＋～＋＋＋ 
φ５～２０㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ 

～細砂 φ１～１５㎜炭化物粒３％ 
φ１～１５㎜焼土粒１％ 

２ １０YR４／２（灰黄褐色） 
粘土～シルト 

＋＋～＋＋＋ ＋＋～＋＋＋ 
φ５～２０㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ 

～細砂 φ１～１０㎜炭化物粒５％ 
φ５～１０㎜暗褐色砂塊３％ 

３ １０YR３／３（暗褐色） シルト～細砂 ＋ ＋ 
φ５～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ 
φ１～１５㎜炭化物粒５％ 
φ１～３㎜焼土粒１％ 

４ １０YR２／２（黒褐色） シルト～細砂 ＋＋ － 
φ５～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒２％ 
φ１～２０㎜炭化物粒４５％ 
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第２７図　竪穴状遺構（４）　ＳＫⅠ７５
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SKⅠ７５（炭化物集中範囲）土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 
１ １０YR４／６（褐色） シルト ＋＋ ± φ１～２０㎜焼土粒３０％ 

２ １０YR２／１（黒色） シルト ± ＋ 
φ１～２０㎜炭化物塊３０％ 
φ１～５㎜焼土粒５％ 

３ １０YR３／３（暗褐色） シルト～細砂 ＋ ± 
φ１～３㎜炭化物粒３％ 
φ１～３㎜焼土粒１０％ 

４ １０YR２／３（黒褐色） シルト～細砂 ＋ ± φ５～２０㎜炭化物塊５％ 
５ １０YR５／３（にぶい黄褐色） シルト～細砂 ＋＋ － φ１～３㎜炭化物粒２％ 
６ １０YR２／２（黒褐色） シルト～細砂 ＋ － φ１～１０㎜炭化物粒４０％ 
７ １０YR４／３（にぶい黄褐色） シルト ± ± － 
８ １０YR２／２（黒褐色） シルト～細砂 － ＋ φ１～１５㎜炭化物粒４５％ 

SKⅠ７５土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR３／３（暗褐色） シルト～粗砂 ± ＋＋ 
φ１０～３０㎜地山土（Ⅲ層）塊５％ 
φ１～５㎜炭化物粒１％ 
φ１～５㎜焼土粒１％ 

２ １０YR２／３（黒褐色） シルト～粗砂 ± ＋ 
φ１０～３０㎜地山土（Ⅲ層）塊５％ 
φ１～５㎜炭化物粒１％ 
φ１～５㎜焼土粒１％ 

３ １０YR３／２（黒褐色） シルト ± － 
φ１～１５㎜炭化物粒３０％ 
φ５～３０㎜焼土塊５％ 

４ １０YR２／３（黒褐色） シルト～粗砂 ± ± 
φ２～５㎜地山土（Ⅲ層）粒２％ 
φ２～５㎜炭化物粒３％ 

５ １０YR２／３（黒褐色） 
シルト～粗砂 

± ± － 
～粘土 

６ １０YR２／２（黒褐色） シルト～粗砂 ＋ ＋ 
φ５～２０㎜地山土（Ⅲ層）塊１０％ 
φ１～５㎜炭化物粒５％ 
φ１～５㎜焼土粒１％ 



SD４５（A－A’ライン）土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR２／２（黒褐色） シルト～粘土 ＋～＋＋ ＋＋ φ２～５㎜地山土（Ⅲ層）粒３％ 
φ１０～３０㎜黒色土（Ⅱ層）塊２０％ 

φ１～３㎜炭化物粒１％ 

２ １０YR２／３（黒褐色） シルト ± ＋～± φ２～５㎜地山土（Ⅲ層）粒１％ 
φ５～２０㎜黒色土（Ⅱ層）塊３％ 

φ１～３㎜炭化物粒１％ 

３ 
１０YR２／２（黒褐色） 

シルト～粘土 ＋～＋＋ ＋ φ５～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ ～１０YR２／３（黒色） 
φ１０～３０㎜黒色土（Ⅱ層）塊２０％ 

φ１～３㎜炭化物粒３％ 

４ １０YR２／３（黒褐色） シルト～粘土 ＋ ±～＋ φ５～２０㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ 
φ５～２０㎜黒色土（Ⅱ層）塊５％ 

φ１～３㎜炭化物粒１％ 

５ １０YR２／３（黒褐色） シルト ＋～± ± φ５～２０㎜地山土（Ⅲ層）粒１０％ 
φ５～３０㎜黒色土（Ⅱ層）塊１０％ 

φ１～３㎜炭化物粒１％ 

６ 
１０YR２／３（黒褐色） 

シルト～粘土 ＋＋ ± φ１～５㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ ～１０YR３／３（暗褐色） 
φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）塊５％ 

φ１～３㎜炭化物粒１％ 

７ １０YR２／３（黒褐色） シルト～粘土 ＋＋ ＋ φ１～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ 
φ５～２０㎜黒色土（Ⅱ層）塊３％ 

φ１～３㎜炭化物粒１％ 

８ １０YR３／３（暗褐色） シルト ＋ ± φ５～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒１％ 
φ５～２０㎜黒色土（Ⅱ層）塊３％ 

φ１～３㎜炭化物粒１％ 

９ １０YR３／２（黒褐色） 粘土 ＋＋＋ － φ５～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒１％ 
φ５～２０㎜黒色土（Ⅱ層）塊３％ 

φ１～５㎜炭化物粒１％ 

１０ １０YR２／２（黒褐色） シルト ＋＋ ± φ５～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒１０％ 
φ１０～２０㎜黒色土（Ⅱ層）塊２０％ 

φ１～３㎜炭化物粒１％ 

１１ １０YR３／３（暗褐色） シルト～粘土 ＋＋～＋＋＋ － φ５～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ 
φ１０～２０㎜黒色土（Ⅱ層）塊２０％ 

φ１～３㎜炭化物粒１％ 

１２ １０YR３／２（黒褐色） シルト～粘土 ＋＋～＋＋＋ － φ５～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ 
φ１０～２０㎜黒色土（Ⅱ層）塊２０％ 

φ１～３㎜炭化物粒１％ 

１３ １０YR３／４（暗褐色） シルト～細砂 ± ＋ φ５～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ 
φ１０～２０㎜黒色土（Ⅱ層）塊２０％ 

φ１～３㎜炭化物粒１％ 

１４ １０YR３／３（暗褐色） シルト～粘土 ＋＋ ± φ５～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ 
φ１０～２０㎜黒色土（Ⅱ層）塊２０％ 

φ１～３㎜炭化物粒１％ 

１５ １０YR３／３（暗褐色） シルト～粘土 ＋＋ ± φ５～２０㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ 
φ２～５㎜黒色土（Ⅱ層）塊３％ 

φ１～３㎜炭化物粒１％ 

１６ １０YR４／４（褐色） シルト ＋ ±～＋ 
φ５～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒２０％ 
φ２～５㎜黒色土（Ⅱ層）塊１％ 

１７ １０YR４／４～４／３（褐色） 細砂 － ±～＋ － 

SD４５（B－B’ライン）土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ 
１０YR２／１（黒色） 

シルト ± ＋＋＋ φ３～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒３％ ～１０YR２／２（黒褐色） 
φ５～２０㎜黒色土（Ⅱ層）塊１０％ 

φ１～５㎜炭化物粒１％ 

２ １０YR２／３（黒褐色） シルト ± ＋＋～＋＋＋ φ３～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ 
φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）塊１０％ 

φ１～５㎜炭化物粒３％ 

３ １０YR２／２（黒褐色） シルト ± ＋～＋＋ φ１～５㎜地山土（Ⅲ層）粒１％ 
φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）塊５％ 

φ１～５㎜炭化物粒１％ 

４ １０YR２／３（黒褐色） シルト ± ＋～＋＋ φ１～２０㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ 
φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）塊１０％ 

φ１～５㎜炭化物粒３％ 

５ 
１０YR２／３（黒褐色） 

シルト ± ＋ φ１～５㎜地山土（Ⅲ層）粒１％ ～１０YR３／３（暗褐色） 
φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）塊３％ 

φ１～５㎜炭化物粒３％ 

６ １０YR３／３（暗褐色） シルト ± ＋ φ５～２０㎜地山土（Ⅲ層）粒１０％ 
φ５～２０㎜黒色土（Ⅱ層）塊１０％ 

φ１～３㎜炭化物粒１％ 

７ １０YR３／３（暗褐色） シルト ± ±～＋ φ５～２０㎜地山土（Ⅲ層）粒２０％ 
φ５～２０㎜黒色土（Ⅱ層）塊２０％ 

φ１～３㎜炭化物粒１％ 

８ １０YR２／２（黒褐色） シルト ± ＋ φ５～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ 
φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）塊５％ 

φ１～５㎜炭化物粒１％ 

９ １０YR５／４（にぶい黄褐色） シルト～粘土 ＋ ± φ５～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒４０％ 
φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）塊５％ 

φ１～５㎜炭化物粒１％ 

１０ １０YR３／１（黒褐色） シルト～粘土 ＋～＋＋ ± φ５～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒１％ 
φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）塊５％ 

φ１～１０㎜炭化物粒３％ 

１１ １０YR３／３（暗褐色） シルト ± ±～＋ φ５～３０㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ 
φ５～２０㎜黒色土（Ⅱ層）塊３％ 

φ１～５㎜炭化物粒１％ 

１２ 
１０YR３／２（黒褐色） 

粘土 ＋＋＋ －～± φ５～２０㎜地山土（Ⅲ層）粒１％ ～１０YR４／２（灰黄褐色） 
φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）塊３％ 

φ１～５㎜炭化物粒１％ 

１３ １０YR３／２（黒褐色） 粘土 ＋＋～＋＋＋ － φ５～２０㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ 
φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）塊３％ 

φ１～５㎜炭化物粒３％ 

SD４５（C－C’ライン）土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR２／２（黒褐色） シルト ± ＋＋ φ１～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ 
φ５～２０㎜黒色土（Ⅱ層）粒１０％ 

φ１～３㎜炭化物粒１％ 

２ 
１０YR２／１（黒色） 

シルト ±～＋ ＋ φ１～５㎜地山土（Ⅲ層）粒１％ ～１０YR２／３（黒褐色） 
φ１～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒３％ 

φ１～３㎜炭化物粒１％ 

３ 
１０YR２／１（黒色） 

シルト ±～＋ ±～＋ φ１～２０㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ ～１０YR２／２（黒褐色） 
φ５～２０㎜黒色土（Ⅱ層）粒１０％ 

φ１～３㎜炭化物粒１％ 

４ １０YR２／１（黒色） シルト ± ±～＋ φ５～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒３％ 
φ５～２０㎜黒色土（Ⅱ層）塊２０％ 

φ１～３㎜炭化物粒１％ 

５ １０YR４／１（褐灰色） シルト ± ＋ φ１～３㎜地山土（Ⅲ層）粒１％ 
φ１～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒３％ 

φ１～５㎜炭化物粒３％ 

６ １０YR３／１～３／２（黒褐色） シルト ± ±～＋ φ１～５㎜地山土（Ⅲ層）粒１％ 
φ１～１０㎜黒色土（Ⅱ層）粒５％ 

φ１～５㎜炭化物粒１％ 

７ １０YR３／２（黒褐色） 粘土 ＋＋ ± φ１～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒１％ 
φ１～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒１％ 

φ１～５㎜炭化物粒１％ 

８ １０YR３／１～３／２（黒褐色） シルト ± ±～＋ φ１～３㎜地山土（Ⅲ層）粒３％ 
φ１～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒３％ 

φ１～５㎜炭化物粒１％ 
９ １０YR２／１（黒色） シルト ＋ ±～＋ φ１～３㎜地山土（Ⅲ層）粒１％ 
１０ １０YR３／２～２／２（黒褐色） シルト ± ＋ φ１～５㎜地山土（Ⅲ層）粒３％ 

SD４５（D－D’ライン）土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR３／１（黒褐色） シルト ± ＋＋ φ１～５㎜地山土（Ⅲ層）粒３％ 
φ５～２０㎜黒色土（Ⅱ層）粒５％ 

φ１～３㎜炭化物粒１％ 

２ １０YR２／２～３／２（黒褐色） シルト ± ＋ φ１～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ 
φ３～２０㎜黒色土（Ⅱ層）塊１０％ 

φ１～５㎜炭化物粒１％ 

３ １０YR２／３（黒褐色） シルト ± ±～＋ φ１～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒３％ 
φ１～１０㎜黒色土（Ⅱ層）粒３％ 

φ１～５㎜炭化物粒１％ 

４ １０YR２／２～３／２（黒褐色） シルト ± ＋ φ１～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ 
φ１～１０㎜黒色土（Ⅱ層）粒３％ 

φ１～１０㎜炭化物粒１％ 

５ １０YR２／１（黒色） シルト ＋ ± 
φ１～３㎜地山土（Ⅲ層）粒１％ 
φ１～１０㎜黒色土（Ⅱ層）粒３％ 

６ １０YR２／２～２／３（黒褐色） シルト ± ± 
φ１～２０㎜地山土（Ⅲ層）粒１０％ 
φ１０～５０㎜黒色土（Ⅱ層）塊１０％ 

７ 
１０YR２／３（黒褐色） 

シルト ±～＋ ± φ１～５㎜地山土（Ⅲ層）粒１％ ～１０YR３／３（暗褐色） 
φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）粒３％ 

φ１～３㎜炭化物粒１％ 

８ １０YR２／３（黒褐色） シルト ± ± φ１～２０㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ 
φ１～１０㎜黒色土（Ⅱ層）粒３％ 

φ１～５㎜炭化物粒１％ 
９ １０YR３／３（暗褐色） 粘土 ＋＋ －～± － 

１０ １０YR３／２（黒褐色） シルト ± ± φ１～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒３％ 
φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）粒１％ 

φ１～３㎜炭化物粒１％ 
１１ １０YR３／１～３／２（黒褐色） 粘土 ＋＋＋ － － 

１２ １０YR３／２（黒褐色） 粘土 ＋＋＋ － 
φ１～５㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ 
φ１～３㎜炭化物粒３％ 

１３ １０YR２／２（黒褐色） シルト～粘土 ＋ －～± 
φ１～５㎜地山土（Ⅲ層）粒３％ 
φ１０～３０㎜黒色土（Ⅱ層）塊２０％ 

１４ 
１０YR２／１（黒色） 

シルト ±～＋ －～± 
φ５～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ ～１０YR２／２（黒褐色） 
φ１０～３０㎜黒色土（Ⅱ層）塊１０％ 

SD４５（E－E’ライン）土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 
１ １０YR２／１（黒色） シルト ± ＋＋＋ φ１～３㎜地山土（Ⅲ層）粒１％ 

２ 
１０YR２／１（黒色） 

シルト ± ＋＋ φ１～５㎜地山土（Ⅲ層）粒３％ ～１０YR２／２（黒褐色） 
φ１～２０㎜黒色土（Ⅱ層）粒５％ 

φ１～３㎜炭化物粒１％ 

３ １０YR３／２（黒褐色） シルト ± ＋ φ１～３㎜地山土（Ⅲ層）粒１％ 
φ１～２０㎜黒色土（Ⅱ層）粒１％ 

φ１～３㎜炭化物粒１％ 

４ １０YR２／２～３／２（黒褐色） シルト ± ±～＋ φ１～２０㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ 
φ１～１０㎜黒色土（Ⅱ層）粒３％ 

φ１～３㎜炭化物粒１％ 

５ １０YR２／２（黒褐色） シルト ± ±～＋ φ１～５㎜地山土（Ⅲ層）粒３％ 
φ５～２０㎜黒色土（Ⅱ層）粒５％ 

φ１～５㎜炭化物粒１％ 

６ １０YR２／２～３／２（黒褐色） シルト ± ±～＋ φ１～３㎜地山土（Ⅲ層）粒１％ 
φ５～２０㎜黒色土（Ⅱ層）粒２０％ 

φ１～５㎜炭化物粒１％ 

８ １０YR３／１（黒褐色） 粘土 ＋＋＋ －～± 
φ１～３㎜地山土（Ⅲ層）粒１％ 
φ１～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒３％ 

７ １０YR３／２（黒褐色） シルト ± ＋ φ１～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ 
φ１～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒３％ 

φ１～３㎜炭化物粒１％ 

９ １０YR３／２（黒褐色） 粘土 ＋＋ －～± 
φ１～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒１０％ 
φ１～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒３％ 

１０ １０YR２／２～３／２（黒褐色） シルト ± －～± 
φ１～３㎜地山土（Ⅲ層）粒１％ 
φ１０～５０㎜黒色土（Ⅱ層）塊３０％ 
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SD６４（G－G’ライン）土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR３／１（黒褐色） シルト ＋＋ ＋＋ 
φ２～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒１０％ 
φ１～２㎜地山土（Ⅲ層）粒３％ 

２ １０YR３／１（黒褐色） シルト ＋＋ ＋＋ 
φ～１㎜地山土（Ⅲ層）粒１％ 
φ２～５㎜黒褐色粘土粒２０％ 

３ １０YR２／１（黒色） 粘土 ＋＋＋ ＋＋ 
φ２～５㎜にぶい黄褐色砂粒３％ 
φ２～５㎜黒褐色粘土粒２５％ 

４ １０YR３／２（黒褐色） 粘土 ＋＋＋ ＋＋ 
φ１～２㎜地山土（Ⅲ層）粒１５％ 
φ２～５㎜黒色粘土粒１５％ 

５ １０YR３／１（黒褐色） シルト ＋ ＋＋＋ φ１～２㎜地山土（Ⅲ層）粒７％ 

６ １０YR４／３（にぶい黄褐色） 粗砂 ± ＋＋ 
φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）粒１０％ 
φ１～２㎜地山土（Ⅲ層）５％ 
φ５～１０㎜黒褐色土粒１０％ 

７ １０YR３／２（黒褐色） シルト ＋＋ ＋＋ 
φ～１㎜黒色土（Ⅱ層）粒１％ 
φ２～５㎜地山土（Ⅲ層）粒２０％ 

８ １０YR３／３（暗褐色） シルト ＋ ＋＋ 
φ１～２㎜黒色粘土粒５％ 
φ２～５㎜褐色砂粒１５％ 

９ １０YR３／１（黒褐色） シルト ＋＋＋ ＋＋ 
φ１～２㎜黒色土（Ⅱ層）粒１％ 
φ５～１０㎜暗褐色砂粒４０％ 

１０ １０YR３／２（黒褐色） シルト ＋＋ ＋＋ 
φ２～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒７％ 
φ１～２㎜暗褐色砂粒５％ 

１１ 
１０YR４／４（褐色） 

シルト～粗砂 ±～＋＋ ＋＋ 
φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）粒１０％ 

～１０YR３／２（黒褐色） φ１～５㎜炭化物粒１％ 

１２ 
１０YR３／２（黒褐色） 

シルト～細砂 ＋～＋＋ ＋＋ φ１０㎜～黒色土（Ⅱ層）粒３％ 
～１０YR４／３（にぶい黄褐色） 

１３ １０YR４／３（にぶい黄褐色） 細砂 ± ＋＋ 
φ２～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒５％ 
φ５～１０㎜褐色土粒１０％ 

１４ １０YR３／４（暗褐色） 粗砂 ± ＋ 
φ１０㎜～黒色土（Ⅱ層）粒２０％ 
φ５～１０㎜褐灰色土粒７％ 

SD６４（F－F’ライン）土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 
１ １０YR２／２（黒褐色） シルト ＋ ＋＋＋ φ１～２㎜黒色土（Ⅱ層）粒１％ 
２ １０YR２／２（黒褐色） シルト ＋＋ ＋＋ φ１～２㎜黒色土（Ⅱ層）粒１％ 

３ 
１０YR３／２（黒褐色） 

細砂～砂 ±～＋＋ ＋＋ φ１～２㎜黒色土（Ⅱ層）粒３％ 
～１０YR４／３（にぶい黄褐色） 

４ 
１０YR３／２（黒褐色） 

細砂～砂 ±～＋＋ ＋ φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）粒５％ 
～１０YR４／３（にぶい黄褐色） 

５ １０YR３／１（黒褐色） 細砂 ＋＋ ＋ φ２～５㎜地山土（Ⅲ層）粒３０％ 

６ １０YR４／３（にぶい黄褐色） 砂 ＋ ＋＋ 
φ２～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒５％ 
φ２～５㎜地山土（Ⅲ層）粒２０％ 

７ １０YR４／１（褐灰色） 細砂 ＋ ＋＋ 
φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）粒５％ 
φ５～１０㎜褐色砂粒１０％ 

８ １０YR４／１（褐灰色） 細砂 ＋ ＋＋ 
φ１～２㎜黒色土（Ⅱ層）粒１％ 
φ５～１０㎜にぶい黄褐色砂粒５％ 

９ 
１０YR３／１（黒褐色） 

砂 ± ＋＋ φ２～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒２％ 
～１０YR４／３（にぶい黄褐色） 

１０ 
１０YR４／１（褐灰色） 

細砂～砂 －～± ＋＋ φ１０～３０㎜にぶい黄褐色粗砂塊５％ 
～１０YR４／３（にぶい黄褐色） 

１１ １０YR４／１（褐灰色） 粗砂 － ＋ φ２～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒３％ 

１２ 
１０YR３／２（黒褐色） 

シルト～粗砂 －～＋＋ ＋＋ φ１～２㎜黒色土（Ⅱ層）粒５％ 
～１０YR４／３（にぶい黄褐色） 

１３ １０YR３／１（黒褐色） シルト ＋＋ ＋ 
φ２～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒５％ 
φ５～１０㎜灰黄褐色砂粒１５％ 

１４ １０YR４／３（にぶい黄褐色） 砂 ± ＋＋ 
φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）粒１０％ 
φ５～１０㎜灰黄褐色粘土粒３％ 

SD６４（E－E’ライン）土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 
１ １０YR３／１（黒褐色） シルト ＋ ＋＋＋ φ１～２㎜地山土（Ⅲ層）粒３％ 

２ １０YR３／２（黒褐色） シルト ＋ ＋＋＋ 
φ１～２㎜黒色土（Ⅱ層）粒２％ 
φ１～２㎜地山土（Ⅲ層）粒２％ 

３ １０YR３／２（黒褐色） 細砂 ＋ ＋＋＋ 
φ～１㎜黒色土（Ⅱ層）粒１％ 
φ１～５㎜地山土（Ⅲ層）粒４０％ 

４ １０YR５／３（にぶい黄褐色） 砂 ＋ ＋＋＋ φ～５㎜地山土（Ⅲ層）砂粒３０％ 

５ 
１０YR３／２（黒褐色） 

細砂～砂 ＋ ＋＋＋ φ１～２㎜黒色土（Ⅱ層）粒３％ 
～１０YR４／３（にぶい黄褐色） 

６ １０YR３／２（黒褐色） 細砂 ＋ ＋＋ φ１～２㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ 

７ １０YR４／２（灰黄褐色） 細砂 ＋ ＋＋＋ 
φ～１㎜黒色土（Ⅱ層）粒５％ 
φ１～２㎜地山土（Ⅲ層）粒１５％ 

８ １０YR３／２（黒褐色） シルト ＋ ＋＋ 
φ２～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒２０％ 
φ２～５㎜地山土（Ⅲ層）粒２０％ 

９ １０YR３／２（黒褐色） シルト ＋＋ ＋＋ 
φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）粒２０％ 
φ５～１０㎜にぶい黄褐色砂粒２０％ 
φ５～１０㎜褐色砂粒３０％ 

SD６４（D－D’ライン）土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 
１ １０YR２／２（黒褐色） シルト ＋ ＋＋＋ φ２～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒２％ 

２ １０YR２／２（黒褐色） シルト ＋ ＋＋ 
φ１～２㎜黒色土（Ⅱ層）粒５％ 
φ５～１０㎜黒褐色土粒２０％ 

３ １０YR３／１（黒褐色） 粘土 ＋＋ ＋＋＋ φ１～２㎜地山土（Ⅲ層）粒２％ 
４ １０YR２／２（黒褐色） シルト ＋ ＋＋ φ２～５㎜地山土（Ⅲ層）粒２０％ 
５ １０YR２／２（黒褐色） シルト ＋ ＋＋ φ１～２㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ 
６ １０YR３／２（黒褐色） シルト ＋ ＋＋ φ１０～㎜地山土（Ⅲ層）粒４０％ 

７ １０YR２／２（黒褐色） シルト ＋ ＋＋＋ 
φ１～２㎜黒色土（Ⅱ層）粒２％ 
φ１～２㎜地山土（Ⅲ層）粒２％ 

８ １０YR４／２（灰黄褐色） シルト ＋＋ ＋＋ 
φ２～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒７％ 
φ２～５㎜地山土（Ⅲ層）粒１０％ 

９ １０YR４／１（褐灰色） 粗砂 － ＋ 
φ２～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒２％ 
φ５～１０㎜黒褐色土粒７％ 

１０ 
１０YR３／２（黒褐色） 

砂 ±～＋＋ ＋ － 
～１０YR４／３（にぶい黄褐色） 

１１ 
１０YR３／２（黒褐色） 

シルト～細砂 ＋＋ ＋ φ２～５㎜灰黄褐色土粒２％ 
～１０YR４／１（褐灰色） 

１２ １０YR３／１（黒褐色） シルト ＋＋ ＋ φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）粒１０％ 

１３ １０YR４／３（にぶい黄褐色） 砂 ± ＋＋ 
φ１～２㎜黒色土（Ⅱ層）粒１％ 
φ５～１０㎜灰黄褐色土粒３％ 

SD６４（C－C’ライン）土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR２／２（黒褐色） シルト ＋ ＋＋＋ 
φ～１㎜黒色土（Ⅱ層）粒１０％ 
φ１～２㎜地山土（Ⅲ層）粒３％ 

２ １０YR３／１（黒褐色） シルト ＋ ＋＋＋ 
φ１～２㎜地山土（Ⅲ層）粒３％ 
φ１～２㎜灰褐色土粒５％ 

３ １０YR３／２（黒褐色） 細砂 ＋ ＋＋＋ φ～１㎜黒色土（Ⅱ層）粒２％ 

４ １０YR３／１（黒褐色） シルト ＋ ＋＋ 
φ２～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒３０％ 
φ１～２㎜地山土（Ⅲ層）粒７％ 

５ １０YR３／２（黒褐色） シルト ＋ ＋＋＋ 
φ１～２㎜地山土（Ⅲ層）粒１％ 
φ１～２㎜炭化物粒１％ 

６ １０YR３／２（黒褐色） シルト ＋ ＋＋＋ 
φ２～５㎜褐色土粒３０％ 
φ～１㎜炭化物粒１％ 

７ １０YR３／１（黒褐色） シルト ＋ ＋＋ 
φ１０㎜～黒色土（Ⅱ層）粒４０％ 
φ５～１０㎜灰黄褐色土粒７％ 

８ １０YR３／１（黒褐色） シルト ＋ ＋＋＋ 
φ１０～２０㎜黒色土（Ⅱ層）塊３％ 
φ２～５㎜灰黄褐色土粒７％ 

９ １０YR２／１（黒褐色） 細砂 ＋ ＋＋ φ１～２㎜褐灰色土粒１％ 
１０ １０YR３／１（黒褐色） 細砂 ＋ ＋＋＋ φ２～５㎜褐灰色土粒３％ 

１１ 
１０YR４／４（褐色） 

砂～粗砂 － ＋＋ 
φ１～２㎜黒色土（Ⅱ層）粒３％ 

～１０YR５／３（にぶい黄褐色） φ２～５㎜褐灰色粘土粒７％ 
１２ １０YR３／１（黒褐色） 粘土 ＋＋＋ ＋ φ～１㎜黒色土（Ⅱ層）粒１％ 

SD６４（B－B’ライン）土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR２／２（黒褐色） 細砂 ± ＋＋＋ 
φ２～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒２０％ 
φ２～５㎜にぶい黄褐色土粒７％ 

２ １０YR３／１（黒褐色） シルト ＋ ＋＋＋ 
φ～１㎜黒色土（Ⅱ層）粒１％ 
φ１～２㎜地山土（Ⅲ層）粒３％ 

３ １０YR２／２（黒褐色） シルト ＋ ＋＋ 
φ２～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒５％ 
φ２～５㎜にぶい黄褐色土粒７％ 
φ１～２㎜炭化物粒１％ 

４ １０YR２／１（黒色） 粘土 ＋＋＋ ＋＋ φ～１㎜地山土（Ⅲ層）粒１％ 

５ １０YR３／１（黒褐色） シルト ＋＋ ＋＋＋ 
φ２～５㎜地山土（Ⅲ層）粒４０％ 
φ２～５㎜褐色粗砂粒５％ 

６ １０YR４／１（褐灰色） シルト ＋＋ ＋＋＋ 
φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）粒２０％ 
φ５～１０㎜にぶい黄褐色土粒３０％ 
φ１０～２０㎜円礫１％ 

７ 
１０YR５／３（にぶい黄褐色） 

細砂～砂 ＋ ＋＋ φ５～１０㎜黒褐色土粘土粒７％ 
～１０YR３／１（黒褐色） 

８ １０YR３／２（黒褐色） 粘土 ＋＋ ＋＋ 
φ１～２㎜黒色土（Ⅱ層）粒１０％ 
φ２～５㎜灰黄褐色砂粒２０％ 

９ １０YR４／４（褐色） 粗砂 － ＋ － 
１０ １０YR５／２（灰黄褐色） 粘土 ＋＋＋ ＋＋ φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）粒３％ 

SD６４（A－A’ライン）土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR２／２（黒褐色） シルト ＋＋ ＋＋ 
φ２～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒７％ 
φ～１㎜にぶい黄褐色土粒１％ 
φ１～２㎜炭化物粒１％ 

２ １０YR３／１（黒褐色） シルト ＋＋ ＋ 
φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）粒１５％ 
φ～１㎜にぶい黄褐色土粒１％ 

３ １０YR２／２（黒褐色） 粘土 ＋＋＋ ＋ 
φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）粒１５％ 
φ２～５㎜褐色土粒３％ 

４ １０YR３／１（黒褐色） 粘土 ＋＋＋ ＋＋ 
φ５～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒３０％ 
φ２～５㎜炭化物粒１％ 

５ １０YR２／１（黒色） 粘土 ＋＋＋ ＋＋ 
φ１～２㎜地山土（Ⅲ層）粒２％ 
φ２～５㎜炭化物粒１％ 

６ １０YR２／１（黒色） 粘土 ＋＋＋ ＋＋ 
φ２～５㎜地山土（Ⅲ層）粒７％ 
φ２～５㎜炭化物粒７％ 

７ １０YR３／１（黒褐色） 粘土 ＋＋＋ ＋＋ 
φ２～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒２％ 
φ２～５㎜灰黄褐色土粒１５％ 

８ １０YR２／１（黒色） 粘土 ＋＋＋ ＋＋ 
φ２～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒３％ 
φ２～５㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ 

９ １０YR２／１（黒色） 粘土 ＋＋＋ ＋＋ φ２～５㎜地山土（Ⅲ層）粒１０％ 

１０ １０YR５／４（にぶい黄褐色） シルト ＋ ＋＋ 
φ５～１０㎜灰黄褐色土粒１０％ 
φ２～５㎜炭化物粒１％ 

１１ １０YR３／４（暗褐色） シルト ＋ ＋＋ 
φ１０㎜～黒褐色粘土粒３０％ 
φ５～１０㎜にぶい黄褐色土粒５％ 
φ２～５㎜炭化物粒１％ 

１２ １０YR４／４（褐色） 砂 ＋ ＋ 
φ１～２㎜黒色土（Ⅱ層）粒３％ 
φ５～１０㎜黒褐色粗砂粒７％ 

１３ １０YR３／３（暗褐色） シルト ＋＋ ＋＋ 
φ５～１０㎜黒褐色粘土粒１５％ 
φ１～２㎜にぶい黄褐色土粒３％ 

１４ １０YR３／３（暗褐色） 粘土 ＋＋＋ ＋＋ 
φ１～２㎜地山土（Ⅲ層）粒２０％ 
φ２～５㎜黒褐色土粒７％ 

１５ １０YR２／２（黒褐色） シルト ＋＋ ＋＋ 
φ２～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒７％ 
φ１～２㎜地山土（Ⅲ層）粒１０％ 

１６ 
１０YR３／４（暗褐色） 

シルト～粗砂 － ＋＋ φ２～５㎜黒色土（Ⅱ層）粘土粒３％ 
～１０YR４／２（灰黄褐色） 

１７ １０YR４／２（灰黄褐色） 粘土 ＋＋＋ ＋＋ φ１～２㎜黒色土（Ⅱ層）粒７％ 

１８ １０YR２／２（黒褐色） 粘土 ＋＋＋ ＋＋ 
φ１～２㎜黒色土（Ⅱ層）粘土粒７％ 
φ２～５㎜褐色砂粒１０％ 
φ２～５㎜にぶい黄褐色土粒１％ 

１９ １０YR４／４（褐色） 粗砂 ± ＋＋＋ φ１～２㎜黒褐色土粘土粒２％ 

Ⅱ 

暗渠 

撹乱 

第２９図　溝跡（２）　ＳＤ６４
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第３０図　溝跡（３）　ＳＤ４６・１０２・１０３
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SD１０２土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR３／２（黒褐色） シルト ± ＋＋ 
φ５～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒１０％ 
φ１～５㎜炭化物粒３％ 

SD１０３土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR３／２（黒褐色） シルト～粗砂 － ＋ 
φ１～５㎜地山土（Ⅲ層）粒１％ 
φ１～１０㎜炭化物粒３％ 

２ １０YR２／２（黒褐色） シルト～細砂 ± ＋ － 

SD４６土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 
１ １０YR２／１（黒色） シルト ＋ ＋＋ φ５～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒３％ 

２ １０YR１．７／１（黒色） シルト～粘土 ＋＋ ＋ 
φ１～５㎜地山土（Ⅲ層）粒１％ 
φ２～５㎜炭化物粒５％ 
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第３１図　井戸跡、焼土遺構　ＳＥ７１、ＳＮ７９・８１
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SE７１土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 
１ １０YR２／２（黒褐色） シルト ± ＋＋＋～＋＋ φ３～１０㎜炭化物粒３％ 
２ １０YR４／３（にぶい黄褐色） 細砂 － ± － 
３ １０YR３／２～２／２（黒褐色） 粘土 ＋＋～＋＋＋ ＋＋ φ３～５㎜炭化物粒１％ 

４ １０YR２／２（黒褐色） シルト～粘土 ＋＋ ＋ 
φ２～１０㎜黄褐色土塊５％ 
φ５～１０㎜炭化物粒１％ 

５ １０YR２／１（黒褐色） シルト～粘土 ＋ ＋＋ 
φ５～１０㎜黄褐色土塊２０％ 
φ５～１０㎜炭化物粒１％ 

６ １０YR２／２（黒褐色） 粘土 ＋＋＋ ＋～± 
φ５～１０㎜黄褐色土塊３％ 
φ５～１０㎜炭化物粒３％ 

７ １０YR４／２（灰黄褐色） シルト～細砂 ＋＋ ± 
φ５～２０㎜黄褐色土塊２０％ 
φ５～１０㎜炭化物粒３％ 
φ１００㎜礫３％ 

８ １０YR３／２（黒褐色） シルト～細砂 ＋＋＋ ± 
φ５～１０㎜黄褐色土塊１％ 
φ５～１０㎜炭化物粒３％ 

９ １０YR３／３（暗褐色） 

シルト～粘土 

＋～＋＋ ±～－ 

φ５～１０㎜黄褐色土塊３％ 
～粗砂 φ５～３０㎜黒色土粒３％ 

φ５～１０㎜炭化物粒１％ 
φ１０～２００㎜礫３％ 

１０ ２．５Y３／２（黒褐色） 
シルト～粘土 

＋＋ ±～－ 
φ５～１０㎜黄褐色土塊１％ 

～粗砂 φ５０～２００㎜礫１０％ 
１１ ５Y２／１（黒色） 粗砂～粘土 ＋ ±～－ φ１０～５０㎜青色粘土塊１０％ 

１６ １０YR２／２（黒褐色） シルト ＋ ＋＋ 
φ２～５㎜黄褐色土塊１％ 
φ５～１０㎜炭化物粒１％ 

１７ １０YR３／３（暗褐色） シルト～粘土 ＋＋ ＋ 
φ５～２０㎜黄褐色土塊１０％ 
φ５～１０㎜炭化物粒１％ 

１８ １０YR２／１（黒色） シルト ＋＋ ±～－ 
φ１０～３０㎜黄褐色土塊５％ 
φ５～１０㎜炭化物粒１％ 
φ５０～２００㎜礫１０％ 

１９ ２．５Y２／１（黒色） 粘土 ＋＋＋ － φ１０～５０㎜青色粘土塊５％ 

２０ ２．５Y２／１（黒色） 粘土 ＋＋＋ － 
φ１０～５０㎜青色粘土塊５％ 
φ５～２０㎜黒色土（Ⅱ層）粒３％ 

２１ １０Y４／１（灰色） 粘土～砂 ＋ ± 
φ１０～５０㎜青色粘土塊３０％ 
φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）粒１％ 

２２ １０Y５／１（灰色） 粘土～砂 ± ±～－ φ５～３０㎜青色粘土塊２０％ 

１２ ５Y３／１（オリーブ黒色） 粘土 ＋＋＋ － 
φ５～２０㎜青色粘土塊１０％ 
φ３０～５０㎜黒色土（Ⅱ層）塊２０％ 

１３ ７．５Y３／１（オリーブ黒色） 粘土～砂 ＋ ± 
φ５～２０㎜青色粘土塊２０％ 
φ１０～３０㎜黒色土（Ⅱ層）塊５％ 

１４ ７．５Y４／１（灰色） 粘土～砂 ＋＋ ±～－ φ１０～３０㎜青色粘土塊３０％ 
１５ １０Y４／１（灰色） 粘土～砂 ＋＋ － φ１０～３０㎜青色粘土塊４０％ 

SN７９土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR３／４（暗褐色） シルト ＋ ＋ 
φ３～２０㎜炭化物塊１０％ 
φ３～７㎜焼土粒８％ 

SN８１土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR２／３（黒褐色） シルト ＋ ± 
φ１～２０㎜炭化物塊５％ 
φ１０～３０㎜焼土塊２０％ 
φ５～１５㎜黄褐色砂粒３％ 

２ １０YR２／３（黒褐色） シルト ＋ ± 
φ１～２００㎜炭化物塊３０％ 
φ５～２０㎜焼土塊５％ 
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SK０１土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR４／３（にぶい黄褐色） シルト ± ＋＋ 
φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）粒１０％ 
φ２～５㎜地山土（Ⅲ層）粒１５％ 
φ１００～１５０㎜礫７％ 

２ １０YR４／４（褐色） シルト ＋ ＋ 
φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）粒７％ 
φ２～５㎜地山土（Ⅲ層）粒１０％ 
φ１０～５０㎜礫７％ 

SK０２土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR４／３（にぶい黄褐色） シルト ± ± 
φ２～５㎜地山土（Ⅲ層）粒７％ 
φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）粒７％ 

SK０３土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR４／４（褐色） シルト ± ＋ 
φ２～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒１０％ 
φ２～５㎜地山土（Ⅲ層）粒１５％ 

SK０４土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR３／４（暗褐色） シルト ± ＋＋ 
φ２～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒７％ 
φ１～２㎜地山土（Ⅲ層）粒１５％ 
φ１００～２００㎜礫１５％ 

SK０５土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR４／３（にぶい黄褐色） シルト ± ＋＋ 
φ１～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒７％ 
φ１～２㎜地山土（Ⅲ層）粒１０％ 
φ２～５㎜灰黄褐色土粒１５％ 

SK２６土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 
１ １０YR３／２（黒褐色） シルト ± ＋＋ φ１０～１００㎜礫１０％ 

２ １０YR３／３（暗褐色） シルト ＋ ＋＋ 
φ１０～２０㎜地山土（Ⅲ層）塊５％ 
φ１０～２５０㎜礫４０％ 

SK３６土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 
１ １０YR３／４（暗褐色） シルト ± ＋ φ１０～１００㎜礫１０％ 
２ １０YR３／３（暗褐色） シルト ± ＋ φ１０～１００㎜礫１５％ 
３ １０YR２／３（黒褐色） シルト ± ＋ φ１０～１００㎜礫７％ 
４ １０YR３／３（暗褐色） シルト ＋ ＋ φ１０～１５０㎜礫２０％ 

SK５０土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR４／４（褐色） シルト ± ＋＋ 
φ２～５㎜地山土（Ⅲ層）粒２５％ 
φ２～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒１０％ 

SK５１土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 
１ １０YR３／２（黒褐色） シルト ± ＋＋ φ２０～１００㎜礫１５％ 
２ １０YR２／２（黒褐色） シルト ± ＋＋ － 

２５ 

第３２図　土坑（１）　ＳＫ０１・０２・０３・０４・０５・２６・３６・５０・５１
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第２節　検出遺構
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第３３図　土坑（２）　ＳＫ０７・０８・０９・１１・１２
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SK０７土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR４／４（褐色） シルト ± ＋ 
φ１～２㎜黒色土（Ⅱ層）粒５％ 
φ５～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒１０％ 

２ １０YR４／３（にぶい黄褐色） シルト ＋ ＋＋ φ１～２㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ 

SK０８土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 
１ １０YR４／３（にぶい黄褐色） シルト ± ＋＋ φ２～５㎜地山土（Ⅲ層）粒１０％ 
２ １０YR４／６（褐色） シルト ± ＋＋ φ１～２㎜暗褐色土粒３％ 
３ １０YR４／４（褐色） シルト ± ＋ φ１～２㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ 

SK０９土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR３／４（暗褐色） シルト ± ＋＋＋ 
φ２～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒７％ 
φ５～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒２０％ 

SK１１土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR３／４（暗褐色） シルト ± ＋ 
φ２～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒３％ 
φ２～５㎜地山土（Ⅲ層）粒１０％ 

SK１２土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 
１ １０YR４／３（にぶい黄褐色） シルト ± ＋＋ φ１～２㎜地山土（Ⅲ層）粒２０％ 



第４章　調査の記録
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第３４図　土坑（３）　ＳＫ１３・１４・１５・１７・１８・２０・２１・６７
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SK１３土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR４／３（にぶい黄褐色） シルト ± ＋＋ 
φ１～２㎜地山土（Ⅲ層）粒２０％ 
φ５～１０㎜粘土塊７％ 

２ １０YR４／６（褐色） シルト ± ＋＋ － 
３ １０YR３／３（暗褐色） シルト ± ＋＋ φ１～２㎜地山土（Ⅲ層）粒２０％ 
４ １０YR３／３（暗褐色） シルト ± ＋＋ φ１～５㎜炭化物粒３％ 

SK１４土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR４／３（にぶい黄褐色） シルト ± ＋＋ 
φ２～５㎜地山土（Ⅲ層）粒１５％ 
φ２～５㎜灰黄褐色土粒１５％ 

SK１５土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR４／３（にぶい黄褐色） シルト ± ＋＋ 
φ１～２㎜地山土（Ⅲ層）粒１０％ 
φ１～２㎜灰黄褐色土粒２０％ 

SK１７土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR４／１（灰褐色） シルト ± ＋ 
φ２～５㎜炭化物粒３％ 
φ１０～１００㎜礫７％ 

２ １０YR３／３（暗褐色） シルト ± ＋ φ２～５㎜地山土（Ⅲ層）粒２０％ 

SK１８土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR４／３（にぶい黄褐色） シルト ± ＋＋ 
φ１～２㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ 
φ２～５㎜炭化物粒５％ 

SK２０土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 
１ １０YR３／３（暗褐色） シルト ± ＋＋ φ２～５㎜地山土（Ⅲ層）粒１５％ 

SK２１土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 
１ １０YR３／３（暗褐色） シルト ＋ ＋＋ － 

SK６７土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 
１ １０YR４／４（褐色） シルト ± ＋ φ５～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒１５％ 
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第３５図　土坑（４）　ＳＫ２３・２８・２９・３０・３１
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SK２３土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR３／４（暗褐色） 細砂 ＋ ＋＋ 

φ５～５０㎜黒色土（Ⅱ層）塊１５％ 
φ２～５㎜地山土（Ⅴ層）粒１％ 
φ２～５㎜炭化物粒１％ 
φ２０～５０㎜円礫７％ 

２ １０YR４／３（にぶい黄褐色） シルト ＋ ＋ 
φ２～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒５％ 
φ１～２０㎜地山土（Ⅴ層）塊３％ 
φ１～２㎜炭化物粒１％ 

３ １０YR３／２（黒褐色） 細砂 ＋ ＋ 
φ２～５㎜地山土（Ⅴ層）粒７％ 
φ１～２㎜炭化物粒１％ 

ＬＲ
５３
 

＋
Ｗ
０．
８ｍ
 

SK２８土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR３／４（暗褐色） シルト ＋ ＋＋ 
φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）粒３％ 
φ５～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ 
φ５～１０㎜粘土粒７％ 

２ １０YR３／４（暗褐色） シルト ＋＋ ＋＋ 
φ１０㎜～黒色土（Ⅱ層）粒１０％ 
φ５～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒７％ 
φ５～１０㎜粘土粒２０％ 

SK２９土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR２／３（黒褐色） 細砂 ± ＋＋ 
黒色土（Ⅱ層）粒５％ 
φ５～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒１０％ 
φ２～３㎜炭化物粒３％ 

３ １０YR２／３（黒褐色） 細砂 ± ＋＋ 
黒色土（Ⅱ層）粒５％ 
φ５～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒１０％ 
φ２～３㎜炭化物粒３％ 

２ 
１０YR５／６（黄褐色） 

砂～細砂 ± ＋＋ － 
～１０YR３／３（暗褐色） 

４ 
１０YR４／６（黄褐色） 

細砂 ± ＋＋ φ１～２㎜炭化物粒１％ 
～１０YR３／３（暗褐色） 

５ １０YR４／２（灰黄褐色） 細砂 ＋ ＋＋ 
φ２～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒５％ 
φ１～２㎜炭化物粒１％ 

６ １０YR４／２（灰黄褐色） ＋＋ ＋＋ － 
７ １０YR３／３（暗褐色） 細砂 ＋ ＋＋ φ２～５㎜炭化物粒１％ 
８ １０YR３／３（暗褐色） 細砂 ＋ ＋＋ φ２～５㎜炭化物粒１％ 
９ １０YR３／１（黒褐色） 粘土 

粘土 

＋＋＋ ＋＋ φ５～１０㎜炭化物粒１％ 
１０ １０YR３／２（黒褐色） 細砂 ＋＋ ＋＋＋ － 

SK３０土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR３／４（暗褐色） シルト ＋ ＋＋ 
φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）粒５％ 
φ５～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒３％ 

SK３１土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR２／３（黒褐色） 細砂 ＋ ＋＋ 
φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）粒７％ 
φ５～１０㎜地山土（Ⅴ層）粒１０％ 

２ １０YR３／３（暗褐色） 細砂 ＋ ＋ 

φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）粒１０％ 
φ１０～２０㎜地山土（Ⅲ層）塊１０％ 
φ２～５㎜地山土（Ⅴ層）粒７％ 
φ２０～１００㎜礫７％ 

３ １０YR３／４（暗褐色） 細砂 ＋ ＋＋ 
φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）粒１８％ 
φ５～１０㎜地山土（Ⅴ層）粒７％ 
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第３６図　土坑（５）　ＳＫ３２・３３・３４・３５・３７・３９・４０
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SK３２土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR３／４（暗褐色） 細砂 ＋ ＋ 
φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）粒３％ 
φ５～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒７％ 
φ２～５㎜炭化物粒１％ 

SK３３土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 
１ １０YR２／１（黒色） シルト ＋ ＋ φ２～５㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ 

SK３４土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR２／３（黒褐色） 細砂 ± ＋＋ 
φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）粒２％ 
φ２～５㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ 

２ １０YR２／１（黒色） シルト ＋ ± φ５～１０㎜黒褐色土粒１０％ 

SK３５土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR３／２（黒褐色） 細砂 ＋ ＋＋ 
φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）粒３％ 
φ５～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒２％ 
φ１～２㎜炭化物粒１％ 

SK３７土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR３／２（黒褐色） シルト ± ＋ 
φ２～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒１０％ 
φ１００～２５０㎜礫２５％ 

２ １０YR４／２（灰黄褐色） シルト ± ＋ 
φ２～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒７％ 
φ１００～２００㎜礫１５％ 

SK３９土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 
１ １０YR２／２（黒褐色） シルト ＋ ＋＋ φ１～２㎜黒色土（Ⅱ層）粒３％ 

２ １０YR２／２（黒褐色） シルト ＋ ＋＋ 
φ２～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒２％ 
φ１０㎜～地山土（Ⅲ層）粒３０％ 
φ２～５㎜暗褐色砂粒１０％ 

３ 
１０YR２／２（黒褐色） 

シルト ＋ ＋＋ 
φ１～２㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ 

～１０YR４／１（褐色） φ１～２㎜炭化物粒３％ 
４ １０YR３／２（黒褐色） シルト ＋ ＋＋ φ１～２㎜地山土（Ⅲ層）粒４０％ 

SK４０土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR２／２（黒褐色） シルト ＋ ＋＋ 
φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）粒３％ 
φ１０～３０㎜地山土（Ⅲ層）粒１％ 

２ 
１０YR３／４（暗褐色） 

シルト ＋ ＋＋ φ１～５㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ 
～１０YR５／４（にぶい黄褐色） 

３ １０YR３／３（暗褐色） シルト ＋ ＋＋ φ１～５㎜地山土（Ⅲ層）粒１％ 
４ １０YR４／３（にぶい黄褐色） シルト ＋ ＋＋ φ５～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒１０％ 
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第３７図　土坑（６）　ＳＫ４１・４２・４３・４４・４７・５３
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SK４１土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 
１ １０YR２／２（黒褐色） シルト ± ＋ φ２～５㎜地山土（Ⅲ層）粒７％ 

SK４２土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR２／２（黒褐色） シルト ＋ ＋ 
φ１～２㎜黒色土（Ⅱ層）粒３％ 
φ２～５㎜地山土（Ⅲ層）粒２０％ 

２ １０YR２／１（黒色） シルト ＋ ＋ φ１～２㎜炭化物粒２０％ 

SK４３土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 
１ １０YR４／３（にぶい黄褐色） シルト ＋＋ ＋ φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）粒４０％ 
２ １０YR２／１（黒色） シルト ＋＋ ＋ φ２～５㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ 
３ １０YR４／３（にぶい黄褐色） 細砂 ± ＋ φ１～２㎜黒色土（Ⅱ層）粒５％ 

４ 
１０YR１．７／１（黒色） 

シルト ＋～± ± φ１～２㎜炭化物粒２％ 
～１０YR３／２（黒褐色） 

SK４７土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR３／４（暗褐色） 細砂 ＋ ＋＋ φ２～５㎜地山土（Ⅲ層）粒７％ 
φ５～１０㎜黒色土（Ⅱ層）粒１０％ 

φ１～２㎜炭化物粒１％ 

２ １０YR３／３（暗褐色） 細砂 ＋ ＋ 
φ１０㎜～地山土（Ⅲ層）粒４０％ 
φ１０㎜～黒色土（Ⅱ層）粒３０％ 

３ １０YR４／４（褐色） 細砂 ＋ ＋＋ φ５～１０㎜黒褐色土（Ⅱ層）粒７％ 

SK５３土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR３／２（黒褐色） シルト ± ＋ 
φ２～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒７％ 
φ１０～２５０㎜礫２０％ 

２ １０YR４／４（褐色） 粗砂～シルト － ± φ１０～２５０㎜礫１５％ 

SK４４（A－A’ライン）土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR２／３（黒褐色） シルト ± ＋＋ 
φ１～２㎜黒色土（Ⅱ層）粒３％ 
φ２～５㎜地山土（Ⅲ層）粒３％ 
φ２～５㎜炭化物粒１％ 

２ １０YR２／１（黒色） シルト ＋＋ ＋＋ 
φ～１㎜黒色土（Ⅱ層）粒２％ 
φ１０㎜褐色砂粒４０％ 

３ １０YR４／４（褐色） 細砂 ± ＋＋ 
φ～１㎜黒色土（Ⅱ層）粒２％ 
φ５～１０㎜黒褐色土粒１０％ 

４ １０YR３／２（黒褐色） シルト ＋＋ ＋ 
φ１～２㎜褐色細砂粒２０％ 
φ～１㎜炭化物粒１％ 

５ １０YR４／４（褐色） 細砂 ± ＋ 
φ２～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒３０％ 
φ２～５㎜炭化物粒２％ 

６ １０YR２／１（黒色） シルト ＋＋ ＋ φ２～５㎜にぶい黄褐色砂粒７％ 

７ １０YR２／２（黒褐色） シルト ＋＋ ＋ 
φ２～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒３％ 
φ２～５㎜地山土（Ⅲ層）粒４０％ 

８ １０YR４／３（にぶい黄褐色） シルト ＋＋ ＋ φ２～５㎜炭化物粒５０％ 
９ １０YR２／２（黒褐色） シルト ＋＋ ＋＋ φ１～２㎜にぶい黄褐色細砂粒５％ 

１０ １０YR３／２（黒褐色） シルト ＋＋ ＋＋ 
φ２～５㎜黒色粘土粒５％ 
φ５～１０㎜にぶい黄褐色細砂粒３０％ 

SK４４（B－B’ライン）土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR２／１（黒色） シルト ± ＋＋～＋＋＋ 
φ１～５㎜地山土（Ⅲ層）粒３％ 
φ１～３㎜炭化物粒１％ 

２ １０YR４／２（灰黄褐色） シルト ±～＋ ＋＋ 
φ５～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒３％ 
φ５～２０㎜黒色土（Ⅱ層）粒５％ 

３ １０YR３／１（黒褐色） シルト ＋ ＋ 
φ２０～１００㎜地山土（Ⅲ層）塊１０％ 
φ１～５㎜炭化物粒１％ 

４ １０YR４／２（灰黄褐色） シルト ± ＋＋ φ１～３㎜炭化物粒１％ 
５ １０YR４／４（褐色） 砂 － ＋ φ１～５㎜炭化物粒１％ 

６ １０YR３／２（黒褐色） シルト～粘土 ＋＋ ± 
φ３～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒５％ 
φ１～５㎜炭化物粒３％ 
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第３８図　土坑（７）　ＳＫ６８・７６・７７・８０・８７・９８・９９
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SK６８土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR４／３（にぶい黄褐色） シルト ± ＋＋ 
φ２～５㎜黒色土（Ⅱ層）粒１０％ 
φ２～５㎜地山土（Ⅲ層）粒１５％ 

SK７６土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR１．７／１（黒色） シルト ± ＋ 
φ５～２００㎜地山土（Ⅲ層）塊５％ 
φ５～１５㎜炭化物粒２０％ 
φ５～２０㎜焼土塊２％ 

２ １０YR４／４（褐色） シルト～細砂 － ± φ５～５０㎜地山土（Ⅲ層）塊２０％ 
３ １０YR２／１（黒色） シルト～細砂 ＋＋ ＋ － 
４ １０YR３／３（暗褐色） シルト～粗砂 ＋ ± － 

SK７７土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR３／４（暗褐色） 細砂～シルト ± ± 

φ１０～７０㎜褐灰色土１０％ 
φ２０～５０㎜黄褐色砂塊２％ 
φ３～１０㎜炭化物粒３％ 
φ５～１２㎜焼土粒１％ 

SK８０土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR３／２（黒褐色） シルト～細砂 ＋ ＋ 
φ１～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒１％ 
φ１～１０㎜炭化物粒３％ 
φ１～１０㎜焼土粒３％ 

SK８７土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 
１ １０YR６／４（にぶい黄橙色） 粘土 ＋＋＋ ＋＋＋ φ１～１０㎜炭化物粒５％ 
２ １０YR２／２（黒褐色） シルト ± ＋ φ１０～５０㎜炭化物粒３５％ 
３ １０YR２／２（黒褐色） シルト ± ± φ１～５㎜炭化物粒３％ 
４ １０YR２／２（黒褐色） シルト～粗砂 ± ＋＋ φ１０～５０㎜炭化物塊３５％ 
５ １０YR２／２（黒褐色） シルト～粘土 ＋ ＋ φ１～５㎜炭化物粒２５％ 
６ １０YR２／２（黒褐色） シルト～細砂 ± ＋＋ φ１～７㎜炭化物粒３％ 
７ １０YR３／３（暗褐色） シルト～細砂 ＋ ＋＋ φ１～１０㎜炭化物粒２０％ 

SK９８土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR２／２（黒褐色） シルト ± ＋ 
φ５～１０㎜地山土（Ⅲ層）粒１％ 
φ１～５㎜炭化物粒１％ 

２ １０YR２／２（黒褐色） シルト ＋ ± 
φ１～５㎜地山土（Ⅲ層）粒１％ 
φ１～５㎜炭化物粒３％ 

SK９９土層 
層 色調 土性 粘性 硬度 混入物 

１ １０YR２／３（黒褐色） 細砂～シルト ± ＋ 
φ３～３０㎜黄褐色砂粒塊１０％ 
φ１～７㎜炭化物粒３％ 

２ １０YR２／３（黒褐色） 細砂～シルト ＋ ± φ１～７㎜炭化物粒１％ 



　　第３節　出土遺物

　１　概要

　遺物は縄文時代の土器・石器、中世の中国産磁器・常滑産陶器・瀬戸産陶器・須恵器系中世陶器・

瓦質土器・かわらけ・鉄製品・砥石、近世・近代の陶器・磁器・銭貨が遺構内外から出土した。時代

別に大きく分けて総点数（総重量）を単純に比較すると、縄文時代の遺物が４７点（５１４６．４ｇ）、中世の遺

物が１８５点（１００１９．５ｇ）、近世・近代の遺物が１５６点（１６８４．３ｇ）で、中世の遺物が最も多く、本遺跡で

の主体をなしている。本章第１節でも述べた通り、縄文時代の遺物は基本的にⅣ層に含まれている。

中世の遺物は大部分がⅠ層及び河川跡内の堆積土中にあるが、本来Ⅱ層に含まれていたものと考えら

れる。なお、近世以降の遺物は遺構内からの出土例が無く、銭貨を除いて挿図・図版への掲載を省略

した。

　２　遺物各説

（１）縄文土器（第３９図、図版２２）

　縄文土器は遺構内で１点（５６．２ｇ）、遺構外で４１点（３５９６ｇ）出土した。全て破片資料で、縄文のみ施

された例、あるいは器面調整のみ施された例が殆どであり、詳細な時期判定は困難であるが、本遺跡

南西に所在する長戸呂遺跡出土品等との比較により、後期初頭・後期中葉・晩期の資料が含まれてい

るものと考えられる。

①後期初頭（３９－１・２・１０・１１）

　１は平口縁をなす深鉢形土器の口縁部破片で、口縁は若干内湾気味に、口唇部は平坦な作りとなっ

ている。外面全体に単節ＬＲの縄が縦位回転施文される。２は深鉢形土器の体部破片で、外面には単

節ＬＲの縄が斜位回転施文される。１０・１１は深鉢形土器の底部破片で、１０の底面には葉脈痕が、１１に

は網代痕が認められ、ともに成形時の敷物痕跡と考えられる。これら後期初頭に属する土器の胎土に

は、粒径の粗い砂粒が多く混入している。

②後期中葉（３９－３～６・１２）

　３は波状口縁をなす深鉢形土器の口縁部破片で、口縁下に単節ＲＬの縄を縦位回転施文して地文と

し、並行する沈線４条を水平に巡らせている。４・５は平口縁をなす鉢もしくは深鉢の口縁部破片で、

施文は無く内外面が丁寧にナデ調整されている。６も４・５と同様の器形・大きさとなる底部破片で、

底面は丸く窪んで揚げ底状となり、底部外面には幅３㎜ほどのミガキ状調整が横位に施され、全体で

３～４㎝ほどの幅で帯状に巡っている。１２は深鉢形土器の底部破片で、外面・底面ともに丁寧なミガ

キ調整が施されるが、底面には敷物痕跡がわずかに磨り消されずに残っている。これら後期中葉に属

する土器の胎土は比較的精良で、粒径の細かい砂粒を若干含む。

③晩期（３９－７～９）

　７は平口縁をなす深鉢形土器の口縁部破片で、外面には単節ＬＲの縄が横位回転施文される。８は

深鉢形土器の体部破片で、節の小さな単節ＬＲの縄が横位回転施文される。９は台付鉢の台部破片で、

外面及び底面には軽くナデ調整が施されている。これら晩期に属する土器の胎土は概ね精良で、砂粒

を少量混入する程度である。
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（２）石器（第４０図、図版２２）

　石器は遺構外で剥片１点（３．９ｇ）、打製石斧１点（５８６．８ｇ）、磨製石斧２点（２８５．４ｇ）、石皿の可能

性ある湾曲した礫１点（６１８．３ｇ）が出土した。これら石器石材の詳細は未確認であり、また帰属時期

に関しても不明である。なお、剥片と石皿状の礫については掲載を省略した。

①打製石斧（４０－１）

　打製石斧は１点のみの出土で、礫皮面を残す大形の横長剥片を素材とし、両面調整を施して全体の

形状を撥形に仕上げている。基部側では折れ面からの調整剥離を頻繁に行って鋭角な部分を除去して

いるが、刃部側は調整剥離が軽微で、全体的に薄く鋭角となっている。刃部は直線的で、器体長軸に

対して直交せず片減りのように見えるが、使用による顕著な摩滅や破損は認められない。

②磨製石斧（４０－２・３）

　２は比較的大きな磨製石斧の頭部破片で、刃部側を折損している。頭部の側面観は非対称であり、

傾きをもっている。表面に見られる剥離痕の稜線が研磨整形により摩滅しているため、剥離によって

全体形状を整えた後に磨き整形を行うという製作工程を経たものと考えられる。３は小形の磨製石斧

で、刃部は緩やかに湾曲し側縁は直線的で頭部は窄まり、正面観・側面観ともに対称となる。研磨整

形は非常に丁寧で、初期段階の成形が剥離によるのか擦り切りによるのかは不明である。

（３）中国産磁器（第４１・４２図、巻頭図版９）

　中国産磁器は遺構内で７点（７２．７ｇ）、遺構外で２０点（１６３．７ｇ）出土した。ここでは白磁・青白磁・

青磁に大別し、さらに青磁は同安窯系青磁と龍泉窯系青磁とに区別して、記述・掲載を行うことにす

る。これら中国産磁器の帰属時期は１２世紀末から１５世紀までの幅があり、１３世紀が最も多い。

①白磁（４１－１・２）

　白磁は２点（２７．６ｇ）出土した。１は皿の口縁部破片で、口径は約９．２㎝と推定され、口縁はやや内

湾気味に立ち上がり、口唇部へと薄く引き上げられる。内面底部に篦描文が施されるが、部分的であ

り文様モチーフ等の詳細は不明である。胎土には微細な黒色粒を含み、釉は薄く灰白色を呈する。２

は碗の底部破片で、底径は約５．６㎝と推定され、内面底部にわずかな段を有し、高台内部の削り出し

はやや浅く、露胎している。胎土は孔隙を有して微細な黒色粒を含み、釉は薄くやや黄色を帯びた白

色を呈する。これらは１２世紀後半に帰属するものと考えられる。

②青白磁（４１－３～５）

　青白磁は３点（１１．６ｇ）出土した。３は小皿の口縁部破片で、口径は約６．３㎝と推定され、器壁は薄

く口唇部へと直線的に至り、内面には型押しによる花文が施される。４は合子身の破片で、外面には

蓮弁文が施され、施釉は一部内面にも及ぶ。５は梅瓶蓋の破片で、高さは２㎝を測り、直径は約６㎝

と推定される。上面には花文が施され、内面には釉が及んでいない。これらは概ね１３世紀に帰属する

ものと考えられる。胎土は共通して精良で、釉は透明感のある青色を帯びた白色を呈する。

③同安窯系青磁（４１－６～８）

　同安窯系青磁は３点（２１．４ｇ）出土した。６は碗の口縁部破片で、口径は約１４．８㎝と推定され、口縁

は内側に屈曲する。内面には屈曲部に沈線が巡り、この沈線より内側に櫛先端部を押したジグザグ状

の点描文が施され、外面には細かい縦の櫛目文が施される。７は皿の口縁部破片で、口径は約１１．３㎝
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と推定され、口縁は内側に強く屈曲する。８は皿の体部破片で、内面は無文である。これらは１２世紀

末から１３世紀初頭までの時期に帰属するものと考えられる。胎土は灰色を基調とし、釉は黄色もしく

は青色を帯びた緑色を呈する。

④龍泉窯系青磁（４１－９～１７、４２－１～１０）

　龍泉窯系青磁は１９点（１７５．８ｇ）出土した。龍泉窯系青磁はさらに以下の１～４類に細別した。

　１類：内面に劃花文を有するもの（４１－９～１３）。器種は全て碗である。９は口縁部破片で、口径は

約１３．３㎝と推定され、口縁は直線的に開く。内面の口縁直下には２条の沈線が平行に巡っている。１０

も口縁部破片で、口径は約１６㎝と推定され、口縁は外湾気味に開く。１１～１３は体部の破片である。こ

れらは１２世紀後半から１３世紀初頭までの時期に帰属するものと考えられる。胎土は灰色を基調とし、

釉は黄色もしくは緑色を帯びた青色を呈する。

　２類：内面の劃花文が縦位に区切られるもの（４１－１４～１７）。器種は全て碗である。１４は口縁部破片

で、口径は約１５㎝と推定され、口縁は直線的に開く。内面の口縁直下には１条の太く浅い沈線が巡り、

そこから細い沈線が垂下している。１５～１７は同一個体である可能性が高い。１５は口縁部破片で、口径

は約１５．５㎝と推定され、口縁部は内湾気味に立ち上がる。内面の口縁直下には３条の細い沈線が並行

して巡り、縦方向にも同様の沈線が蛇行しながら内面底部まで垂下している。１７は底部破片で、底径

は約７㎝と推定され、高台内部の削り出しは浅く、畳付きと高台内部まで施釉が及んでいる。これら

は１２世紀末から１３世紀中頃までの時期に帰属するものと考えられる。胎土は灰色を基調とし、釉は黄

色もしくは青色を帯びた緑色を呈する。

　３類：外面に蓮弁文を有するもの（４２－１～６）。器種は全て碗である。１は口縁部破片で、その他

は体部破片である。２～４は鎬蓮弁文で弁の中心線は稜をなしている。これらは１３世紀中頃から後半

までの時期に帰属するものと考えられる。胎土は灰色もしくは白色を基調とし、釉は黄色もしくは緑

色を帯びた青色を呈する。

　４類：無文で口縁部が端反となるもの（４２－７～１０）。７・８・１０は碗の口縁部破片で、７の口径は

約１３．６㎝、８の口径は約１５㎝と推定される。９は盤の口縁部破片で、口径は約１６．５㎝と推定される。

これらは１４世紀から１５世紀までの時期に帰属するものと考えられる。胎土は灰色を基調とし、釉は緑

色を帯びた青色を呈する。

（４）常滑産陶器（第４２図、巻頭図版９）

　常滑産陶器は遺構内で２点（１０２．４ｇ）、遺構外で７点（３０３．４ｇ）出土した。器種は全て甕である。胎

土・釉の色調等から２個体に相当する可能性もあるが、明確ではない。１１～１８は体部破片で、外面は

褐色もしくは黒色を呈し、茶色を帯びた緑色の自然釉がかかり、内面にはやや粗い調整痕が残る。１７

は外面のみ摩滅しており、破片の状態で研磨使用されたものと推測される。１９は底部破片で、底径は

約１５㎝と推定され、外面には縦方向の軽微な調整痕が観察され、内面にはわずかに自然釉がかかり、

底面には砂粒が付着している。これらは赤羽・中野編年のⅡ～Ⅲ期に相当し、１２世紀後葉から１２世紀

末の時期に帰属するものと考えられる。胎土は灰白色を基調として黒色粒を含み、緻密である。
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（５）瀬戸産陶器（第４２図、巻頭図版９）

　瀬戸産陶器は遺構内で１点（２．７ｇ）、遺構外で３点（７６．６ｇ）出土した。２０・２１は器種不明の体部破

片で、２１の外面には黒みがかった茶色の鉄釉がかかる。２２は碗の底部破片で、内面底部には緑色を帯

びた黄色の灰釉がかかり、周辺を打ち欠くことによって円盤状に整形されている。藤澤編年の古瀬戸

後期様式Ⅳ期に相当し、１５世紀中頃の時期に帰属するものと考えられる。２３は尊式花瓶の底部破片で、

底径は約７．２㎝と推定され、外面には濃緑色の釉がかかり、底面には糸切り痕が残存している。これ

は古瀬戸後期様式Ⅲ期に相当し、１５世紀中頃の時期に帰属するものと考えられる。これら陶器の胎土

は共通して灰白色を基調とし、緻密である。

（６）須恵器系中世陶器（第４３～４６図、図版２３～２５）

　須恵器系中世陶器は遺構内で１６点（１０５１．６ｇ）、遺構外で７１点（６６３４．７ｇ）出土した。大きく甕類と鉢

類に大別される。甕類には、いわゆる「壺Ｒ種」は確認されず、また「壺Ｔ種」も認定し難いことか

ら、一括して「甕」と呼称し、鉢類については明確な片口鉢は無く、また卸目の付かない資料が存在

することから、一括して「鉢」と呼称する。これら須恵器系中世陶器の破片資料は、胎土や色調の類

似性などから、ある程度の個体別分類が可能であり、甕・鉢ともに全点の観察を行って同一個体の把

握に努めた。これら須恵器系中世陶器の帰属時期は１２世紀後半から１３世紀に及び、１３世紀のものが主

体をなす。

①甕（第４３～４５図）

　甕は遺構内で１３点（９８４．１ｇ）、遺構外で６５点（５３６８．５ｇ）出土した。胎土・色調・叩き目の様相など

から、以下の８個体を同一個体として抽出した。また、破片５点については個体別資料と類似性が認

められず、他個体に帰属する可能性があるため、それぞれ単独個体として扱った。

　個体１（４３－１～７）：口縁部破片２点、体部破片１１点、底部破片１点で構成される。１は口縁部破

片で、口縁は強く屈曲して頸部は短く、口唇部には段が付く。２～６は体部破片で、叩き目は深くて

条線の間隔は粗く、内面の押圧痕は浅く不明瞭である。７は底部破片で、轆轤成形され底面には砂粒

が付着している。底径は約１５㎝と推定される。胎土は緻密で微細な白色粒子が少量混入し、色調は表

面が灰色、内部が赤褐色を呈する。本個体は１２世紀後半に帰属するものと考えられる。

　個体２（４３－８）：口縁部破片１点のみで構成される。口縁は緩やかに外反して、内面に弱く段が付

き、口唇は丸みをもつ。口径は約２１．２㎝と推定される。胎土は緻密で大径の白色粒子が多量に混入し、

色調は表面が赤褐色、内部が灰色を呈する。本個体は１２世紀後半から１３世紀初頭までの時期に帰属す

るものと考えられる。

　個体３（４３－９～１６）：口縁部破片２点、体部破片１８点で構成される。９は口縁部破片で、口縁はゆ

るく外反し、口唇は面をなして端部が鋭角をなす。１０～１６は体部破片で、叩き目は浅く条線の間隔は

細密で、内面の押圧痕は深く明瞭である。胎土はやや緻密で大径の白色粒子と黒色粒子を多量に含み、

色調は表面・内部ともに灰色を呈する。なお、１４は割れ面の一部が研磨使用されている。本個体は１２

世紀末から１３世紀前半までの時期に帰属するものと考えられる。

　個体４（４４－１）：体部破片１点のみで構成される。叩き目は深く条線の間隔はやや密で、内面には

不明瞭ながら平行条線をなす押圧痕が認められる。胎土は緻密で混入物は少なく、色調は灰色を基調
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とし、外面は濃く内部から内面にかけては薄い。本個体は１２世紀末に帰属するものと考えられる。

　個体５（４４－２～５）：体部破片９点、底部破片１点で構成される。２～４は体部破片で、叩き目は

浅く条線の間隔は細密で、内面の押圧痕は深く明瞭である。５は底部破片で、轆轤成形され底面中央

部には砂の付着が著しく、周縁部には板目状の圧痕が認められる。底径は約１７㎝と推定される。胎土

はやや緻密で小径の白色粒子を少量含み、色調は灰色を基調として表面は濃く内部は薄い。本個体は

１２世紀末から１３世紀初頭までの時期に帰属するものと考えられる。

　個体６（４５－１）：口縁部破片１点のみで構成される。口縁は緩やかに外反して、内面に段が付き、

口唇は丸みを帯び端部は垂れ下がる。胎土はやや粗く大径の白色粒子をわずかに含み、色調は表面・

内部共に灰色を基調とし、一部褐色を呈する。本個体は１３世紀に帰属するものと考えられる。

　個体７（４５－２～７）：体部破片１２点、底部破片１点で構成される。２～６は体部破片で、叩き目は

浅くて条線の間隔は粗くいわゆる二筋平行線をなし、内面の押圧痕は深く明瞭である。７は底部破片

で、轆轤成形され底面には切り離し時の回転糸切り痕が残り、付着物が認められる。この付着物と底

面の間隙には粒度の粗い砂が多く挟まれており、焼成時に設置した焼台の一部が融着したものと考え

られる。底径は約１０㎝と推定される。胎土はやや緻密で小径の白色粒子を多く含み、色調は表面が褐

色を基調として一部黄灰色を帯び、内部は灰色を呈する。二筋平行線をなす特徴的な叩き目の様相か

ら、本個体は大畑・桧山腰窯産の可能性があり、１３世紀前半に帰属するものと考えられる。

　個体８（４５－８～１１）：口縁部破片１点、体部破片１１点で構成される。８は口縁部破片で、口縁は強

く屈曲して外反し頸部は短く、口唇部は丸みを帯びる。９～１１は体部破片で、叩き目は深くて条線の

間隔は粗く、内面の押圧痕は不明瞭である。なお、１１は割れ面の一部が研磨使用されている。胎土は

やや緻密で大径の白色粒子を少量混入し、色調は表面・内部ともに灰色を呈する。本個体は１３世紀後

半に帰属するものと考えられる。

②鉢（第４６図）

　鉢は遺構内で３点（６７．５ｇ）、遺構外で８点（１２６６．２ｇ）出土した。胎土・色調・卸目の様相などから、

以下のものを同一個体として抽出した。

　個体１（４６－１）：口縁部破片２点で構成される。口縁は緩やかに立ち上がって口唇は丸みを帯び、

外面底部にはわずかに段をもつ。口径は約２７．６㎝、底径は約８．６㎝、器高は約１０㎝と推定される。卸

目は伴わないが、内面底部は若干摩滅している。底面は残存部が少なく切り離し方法は不明であるが、

わずかに板目状の圧痕が確認される。胎土はやや緻密で大径の白色粒子を多量に含み、色調は表面が

褐色、内部が赤褐色を呈する。本個体は１２世紀末に帰属するものと考えられる。

　個体２（４６－２）：口縁部破片１点のみで構成される。口縁は急傾斜に立ち上がり、口唇頂部は鋭く、

外縁端部は丸く突き出ている。口径は約１９．２㎝と推定される。内面に卸目は伴わない。胎土は緻密で

混入物は少なく、色調は表面・内部ともに灰白色を呈する。本個体は１２世紀末に帰属するものと考え

られる。

　個体３（４６－３）：口縁部破片１点のみで構成される。口縁は緩やかに開き、口唇は丸みを帯びてい

る。残存部が少ないため、内面の卸目の有無は確認できない。胎土はやや緻密で大径の白色粒子を多

量に混入し、色調は表面が黒色、内部が暗灰色を呈する。本個体は１２世紀末～１３世紀前半の時期に帰

属するものと考えられる。
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　個体４（４６－４）：口縁部破片１点、体部破片１点、底部破片１点で構成される。口縁部は緩やかに

開き、口唇部は平坦で内側がわずかに尖る。底面は残存部が少ないが静止糸切りによる切り離しと考

えられ、周縁部は平坦に調整され板目状の圧痕も観察された。内面の卸目は１単位９条の細密な櫛歯

原体により、直線もしくは緩やかに蛇行して内面底部まで施される。内面底部はよく摩滅している。

また、内面中位には直径約２．８㎝の三つ巴文が刻印されている。胎土は緻密で混入物は少なく、色調

は灰色を基調として表面は濃く、内部は薄い。本個体は１３世紀初頭に帰属するものと考えられる。

　個体５（４６－５・６）：体部破片２点で構成される。全体形状は不明であるが薄手の作りである。内

面に卸目の有無は確認できないが、よく摩滅している。なお、６の割れ口には漆が付着している。胎

土は緻密で白色粒子を多量に混入しており、色調は灰色を基調として表面は濃く、内部は薄い。本個

体の帰属時期は不明である。

　個体６（４６－７・８）：体部破片２点で構成される。全体形状は不明で、内面には１単位１７条の細密

な櫛歯原体による卸目が施される。体部中位に相当する破片と考えられ、内面底部の摩滅状況は確認

できない。なお、８の割れ口には漆が付着している。胎土は緻密で混入物は少なく、色調は表面・内

部ともに灰色を呈する。本個体は１３世紀前半に帰属するものと考えられる。

（７）瓦質土器（第４６図、図版２５）

　瓦質土器は遺構外で１点のみ（５６ｇ）出土した。９は火鉢の口縁部破片と考えられ、口径は約２２㎝と

推定される。口縁は緩やかに開き、口唇は面をなして外側へ傾斜している。胎土は緻密で混入物は少

なく、色調は表面が黒色、内部が白色を呈する。１５世紀以降のものと考えられるが、詳細な時期は明

確でない。

（８）かわらけ（第４７図、巻頭図版１０、図版２６）

　かわらけは遺構内で２６点（７１６．４ｇ）、遺構外で２８点（８０６．５ｇ）出土した。すべて轆轤成形によるもの

で、底部切り離しは回転糸切りであり、観察可能なものは全て右回転による。手づくねかわらけは全

く確認されていない。器形から杯と皿に大別され、全５４点のうち１９点を杯に、１２点を皿に分類するこ

とができた。これらのかわらけは概ね１３世紀中頃から後半までの時期に帰属するものと考えられる。

①杯（４７－１～１４）

　遺構内で９点（４７４．１ｇ）、遺構外で１０点（５８３．５ｇ）出土した。全体形状が復元できるものは限られる

が、口径と底径の差が少なく直線的に立ち上がるもの（１・８）、口径に対し底径が小さいもの（３・

４）が認められる。底径で比較すると、直径６㎝前後、８～９㎝程度の二つに分かれ、後者の方が多

い。１・２には内面底部にナデ調整が認められ、１の底面には板状圧痕が確認された。

②皿（４７－１５～２３）

　遺構内で６点（１９８．５ｇ）、遺構外で６点（１３８．４ｇ）出土した。全体形状が復元できるものは限られる

が、内面中央が盛り上がるもの（１５・１７・１８）と、平坦なもの（２１・２２）がある。底径は６～７㎝程度に

比較的良くまとまっている。１５・１６の内面底部にはナデ調整が認められ、１５の底面には板状圧痕が確

認された。かわらけの胎土は杯・皿ともに、緻密で混入物が少なく軟質で白色の色調を呈するものと、

砂粒を含み硬質で褐色の色調を呈するものの２種類が認められる。
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第３９図　縄文土器

１ 
ＭＪ２８　Ⅳ層 

２ 
ＬＪ５１　Ⅳ層 

４ 
ＭＡ３８　Ⅰ層 

５ 
ＬＪ６２　Ⅰ層 

３ 
ＬＳ５２　Ⅳ層 

６ 
ＬＰ５６　Ⅳ層 

７ 
ＭＣ３５　Ⅰ層 

８ 
ＭＭ２４　Ⅰ層 

９ 
ＬＨ５３　Ⅰ層 

１０ 
ＭＡ４４　Ⅰ層 

１１ 
ＬＩ５４　河川跡 

１２ 
ＬＲ５１　Ⅰ層 
 

０ 
１：３ 

１０㎝ 
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第４０図　石器

１  
ＬＫ５７　河川跡 

２  
ＬＩ５３　Ⅰ層 

３  
ＭＦ４９　Ⅳ層 

０ 
１：２ 

１０㎝ 
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第４１図　中国産磁器（１）

１  
ＭＡ５４　Ⅰ層 

２  
ＳＫ７６ 

３  
ＳＫＩ７５ 

４  
ＭＡ５４　Ⅰ層 

５ 
ＳＤ６４ 

６ 
ＳＤ４５ 

７  
ＬＳ４３　Ⅰ層 

８  
ＳＤ６４ 

９  
ＬＬ５９　河川跡 

１０ 
ＬＪ５２　河川跡 

１１ 
ＭＢ５４　Ⅰ層 

１２ 
ＳＫ４０ 

１３ 
ＬＪ５４　Ⅰ層 

１４ 
ＬＪ５６河川跡 

１５ 
ＬＴ５８　河川跡 

１６ 
ＬＬ５９　河川跡 

１７ 
ＬＱ４９⑭ 
（ＳＢ５９） 
 

０ 
１：２ 

１０㎝ 
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第４２図　中国産磁器（２）・常滑産陶器・瀬戸産陶器

１  
北側調査区排土 

２ 
ＬＫ５１① ３ 

ＬＯ６０　河川跡 

４ 
ＬＭ５９　河川跡 

５ 
ＬＬ５９　河川跡 

６  
ＬＱ４２　Ⅱ層 

７  
ＬＫ５８　河川跡 ８ 

ＭＨ４９　Ⅰ層 

９  
ＬＯ６１　Ⅰ層 

１０  
ＬＯ６１　河川跡 

１１  
ＬＳ５６　河川跡 

１２  
ＳＫＩ１０ 

１３  
ＬＭ５９　河川跡 

１４  
ＬＮ６０　Ⅰ層 

１５  
ＬＬ５９　河川跡 

１６  
ＬＮ６０　Ⅰ層 

１７  
ＬＩ５５　河川跡 １８  

ＬＯ６１　河川跡 １９ 
ＳＤ４５ 

２１  
ＬＰ５６　Ⅰ層 

２２  
ＬＬ５８　河川跡 

２３  
ＭＣ４４　Ⅰ層 
 

２０ 
ＬＱ４９⑭ 
（ＳＢ５９） 

０ 
１：３ 

１０㎝ 

０ 
１：２ 

１０㎝ 



第３節　出土遺物

―　　―１０３

第４３図　須恵器系中世陶器（１）

１  
ＬＪ５４　河川跡 ２  

ＳＫ０７ 

３  
ＬＴ４５　Ⅰ層 

４  
ＳＤ４５ 

５  
ＬＱ４９⑭ 
（ＳＢ５９） 

６  
ＬＬ５８　河川跡 

７ 
ＬＬ５８　河川跡 

８  
ＬＭ５９　河川跡 

９ 
ＭＡ５９　Ⅰ層 １０ 

排土中 

１１ 
ＬＭ５１⑤ 
（ＳＢ９７） １２ 

ＬＳ５３① 
（ＳＢ６０） 

１３ 
ＬＲ５３② 
（ＳＢ６０） 

１４ 
ＬＩ５７　河川跡 

１５ 
ＬＱ４５　Ⅰ層 
ＬＪ５４　Ⅰ層 

１６  
ＳＫＩ１０ 
 

０ 
１：３ 

１０㎝ 

個体１ 

個体３

個体２ 



第４章　調査の記録

―　　―１０４

第４４図　須恵器系中世陶器（２）

１ 
ＬＩ５７　河川跡 
ＬＬ５９　河川跡 

２ 
ＳＤ４５ 
ＬＩ５５　河川跡 

３ 
ＬＪ５７　河川跡 
 

４ 
ＬＬ５９　河川跡 

５ 
ＬＰ６１　河川跡 
ＬＭ５９　河川跡 

０ 
１：３ 

１０㎝ 

個体４ 

個体５ 



第３節　出土遺物

―　　―１０５

第４５図　須恵器系中世陶器（３）

１  
ＬＰ４９③ 
（ＳＢ６３） 

２  
ＬＭ５１⑤ 
（ＳＢ９７） 

３ 
ＳＫ３２ 
 

４ 
ＬＭ５９　河川跡 
 

５ 
ＳＤ４５ 

６ 
ＬＯ６１　河川跡 
ＬＰ６２　河川跡 

７ 
ＬＬ５９　河川跡 

８ 
ＬＴ４５　Ⅰ層 

９ 
ＬＲ５２① 

１０ 
ＳＫ８７ 

１１ 
ＬＩ５４　Ⅰ層 
 

０ 
１：３ 

１０㎝ 

個体６ 

個体７ 

個体８ 



第４章　調査の記録

―　　―１０６

第４６図　須恵器系中世陶器（４）・瓦質土器

１ 
ＬＪ５６　河川跡 

２ 
ＳＤ４５ 

３ 
ＬＭ５１⑤ 
（ＳＢ９７） 

４ 
ＬＩ５５、ＬＫ５８、ＬＬ５８・５９、ＬＭ５９　河川跡 

５ 
ＳＫ０８ 

６ 
ＬＭ６０　河川跡 

７ 
ＬＩ５７　河川跡 

８ 
ＬＩ５７　河川跡 

９ 
ＬＯ６０　Ⅰ層 

０ 
１：３ 

１０㎝ 

個体１ 
個体２ 

個体３ 

個体４ 

個体５ 個体６ 



第３節　出土遺物

―　　―１０７

第４７図　かわらけ

２２ 
ＬＲ４７② 
（ＳＢ６２） 

２１ 
ＬＩ５５ 
河川跡 

２０ 
ＳＫＩ７５ 

１９ 
ＬＰ５１⑦ 

１８ 
ＬＯ６０ 
河川跡 

１７ 
ＬＳ４８⑥ 
（ＳＢ６２） 

１６ 
ＳＫＩ７５ 

１５ 
ＳＫ３７ 

１４ 
ＳＤ６４ 

１３ 
ＳＤ１０３ 

１２ 
ＳＤ６４ 

１１ 
ＳＫ２３ 

１０ 
ＳＫ２３ 

９ 
ＳＫ２３ 

８  
ＳＥ７１ 

７ 
ＳＤ４５ 

６ 
ＳＤ４５ 

５ 
ＳＫ１４ 

３ 
ＬＩ５５　河川跡 
ＬＱ６２　河川跡 

２ 
ＬＯ６０　Ⅱ層 

１  
ＬＱ５２⑥ 

４ 
ＬＯ４９⑦ 

２３ 
ＳＤ６４ 
 

０ 
１：３ 

１０㎝ 



（９）鉄製品（第４８図、図版２６）

　鉄製品は遺構内で２点（９．４ｇ）が出土した。１は釣り針状を呈し、２は棒状を呈するが、本来の形

状・器種等については全く不明である。

　なお、遺構内外では鉄滓・炉壁・鍛造剥片など、鉄製産関連の遺物が少量出土しているが、本章で

は記述・掲載を省略している。第５章第１節を参照されたい。

（１０）銭貨（第４８図、図版２６）

　銭貨は遺構内で１点（０．８ｇ）、遺構外で２点（３．８ｇ）が出土した。遺構内から出土したものは著しく

破砕しているため、銭銘・時期等は不明であり、掲載を省略している。３・４は寛永通宝で、３は文

銭である。４は摩滅しており詳細は不明である。

（１１）砥石（第４８図、図版２６）

　砥石は遺構外で１点（２３．４ｇ）が出土した。直径５㎝ほどの扁平な円礫の周縁を研磨使用している。

詳細な帰属時期は不明であるが、出土地点は中世の溝跡（ＳＤ６４）上にあり、本来この溝跡堆積土中に

含まれていたと推測できるため、ここでは中世の所産としておく。

参考文献
太宰府市教育委員会　『太宰府条坊跡ⅩⅤ－陶磁器分類編－』太宰府市の文化財第４９集　２０００（平成１２）年
中世土器研究会編　『概説　中世の土器・陶磁器』　真陽社　１９９５（平成７）年
東北中世考古学会編　『中世奥羽の土器・陶磁器』　高志書院　２００３（平成１５）年
吉岡康暢　『中世須恵器の研究』　吉川弘文館　１９９４（平成６）年

第４章　調査の記録

―　　―１０８

第４８図　鉄製品・銭貨・砥石

１ 
ＳＫ０７ 

２ 
ＬＱ４９⑬ 
（ＳＢ６２） 

３  
ＭＢ４７　Ⅰ層 

４  
ＭＣ３４　Ⅰ層 

５  
ＭＧ３５　Ⅰ層 
 

（１・２・５） 

（３・４） 

０ 
１：２ 

１：１ 

１０㎝ 

０ ５㎝ 



第５章　自然科学的分析

　　第１節　新屋敷遺跡出土鉄関連資料の金属考古学的調査
岩手県立博物館　　赤沼　英男

１　はじめに

　秋田県雄勝郡雄勝町に所在する新屋敷遺跡は、平成１５年一般国道１３号湯沢横手道路建設事業に伴い

発掘調査された遺跡である。調査の結果、中世の遺構から、鉄器、炉壁片、鉄滓、および台石として

使用されたとみることができる石製資料をはじめとする鉄関連資料が検出された１）。鉄滓は塊状を呈

するものと剥片状を呈するものとに分類され、さらに台石と推定される資料が出土したことから、遺

跡内では固体鉄を加熱・鍛打する操作が実施されていたものと推定された１）。

　鉄滓の成因を解明し生産活動内容を推定する方法の一つに、出土資料の金属考古学的調査がある。

新屋敷遺跡から出土した鉄器、炉壁片、鉄滓、および赤褐色を呈する石製資料を金属考古学的方法で

調査した結果、遺跡内では加熱・鍛打による鋼の純化と、純化された鋼を素材とする鋼製鉄器の製作

が行われていた可能性が高いことが判明した。以下に金属考古学的調査結果を報告する。

２　調査資料

　金属考古学的調査を行った資料は、鉄器２点、炉壁片１点、鉄滓６点、石製資料３点の合計１２資料

である。鉄滓は外観形状上、塊状滓、剥片状物質、および砂状物質（表１Ｎｏ．７には剥片状物質と砂状

物質が混在する）に分類される。石製資料は板状を呈するものと柱状を呈するものの２種類があり、

前者の表面には局所的に赤褐色を呈する領域がみられる。後者は全域が赤褐色を呈し、局所的に黒褐

色を呈する領域が固着する。調査資料の概要（調査資料番号、検出遺構、資料の残存状況）は表１に示

すとおりである。

第１節　新屋敷遺跡出土鉄関連資料の金属考古学的調査

―　　―１０９

残存状況検出遺構資料名Ｎｏ．

錆化が進み土砂が固着。全量４．６ｇＳＫ０７土坑釣り針状鉄製品１

錆化が進み土砂が固着。全量１７．７６ｇＬＱ４９ＳＫＰ１３柱穴棒状資料２

植物繊維が混在した土砂を素材とする。全量１９．９ｇＬＱ５６ＳＫＰ１９柱穴炉壁片３

塊状滓ＬＫ５３ＳＫＰ６柱穴鉄滓４

粒状を呈するＳＫＩ３８竪穴状遺構剥片状資料５

板状を呈するＳＫＩ７４竪穴状遺構剥片状資料６

粒状を呈するＳＫＩ７５竪穴状遺構剥片状資料７

板状を呈するＳＫ８７土坑剥片状資料８

粒状を呈するＳＮ８１焼土遺構剥片状資料９

板状。表面は赤褐色を呈し、ところどころに黒褐色領域が混在。ＳＫＩ７４竪穴状遺構石製資料１０

柱状。表面には赤褐色領域が残存。ＳＫＩ７５竪穴状遺構石製資料１１

柱状。表面には赤褐色領域が残存。ＳＫＩ１０竪穴状遺構石製資料１２

表１　調査資料の概要

注１）　Ｎｏ．は分析試料番号。資料名および検出遺構は秋田県埋蔵文化財センター・加藤　竜氏による。



３　調査試料の摘出

　鉄器についてはＸ線透過写真撮影後、他に比べ残存状態が良好で試料摘出による資料本体の破損が

少ないと判断される部位から、ダイヤモンドカッターを装着したハンドドリル（以下、ハンドドリル

という）を使って、約０．１ｇの試料を摘出した。炉壁片、塊状滓、および板状石製品についてはハンド

ドリルでＶ字形に深さ１～２ｃｍの切り込みを入れ、一方の切り込み面から約１ｇの試料を切り取っ

た。各資料から摘出した試料をさらに２分し大きい方を組織観察に、小さい方を化学成分分析に供し

た。Ｎｏ．３炉壁片については内面および外面から、Ｎｏ．１０板状石製品については内面および外面から

それぞれ別に試料を摘出し、化学成分分析に供した。

　Ｎｏ．１１およびＮｏ．１２柱状石製品については表面の赤褐色部分からハンドドリルを使って微小試料を

摘出し、酸化鉄の固着を調べるため、組織観察に供した。剥片状物質または砂状物質についてはマイ

クロスコープで表面形状を確認し、資料量の合計が０．０５ｇ以上あるＮｏ．５の砂状物質については化学

成分分析と組織観察に、資料量の合計が０．０５ｇ未満のＮｏ．６剥片状物質、Ｎｏ．７の砂状物質について

は組織観察に、Ｎｏ．７の剥片状物質については化学分析に、Ｎｏ．８の剥片状物質、Ｎｏ．９およびＮｏ．

１０の砂状物質については組織観察に供した。

４　鉄器の保存処理

　Ｘ線透過写真像に基づき、資料の外観形状を著しく損ねていると判断される錆、および資料表面に

付着する土砂をハンドドリルで慎重に削り落とした。このようにして整形した資料を０．２％水酸化リチ

ウム－エチルアルコール溶液に浸して脱塩処理した後、９９．９％エチルアルコールに浸して超音波洗浄

し、減圧乾燥した。減圧下でアクリル樹脂を含浸し、欠損部および試料摘出部位にエポキシパテを充

填し整形した後、再び減圧下でアクリル樹脂を含浸し減圧乾燥した。資料を最終整形し、岩絵の具を

使って古色した。

５　調査方法

　組織観察用試料はエポキシ樹脂に埋め込み、エメリー紙、ダイヤモンドペーストを使って研磨した。

研磨面を金属顕微鏡で観察し、成因を推定するうえで重要と判断された鉄器に残存する非金属介在物

および鉄滓中の鉱物相を、エレクトロン・プローブ・マイクロアナライザー（ＥＰＭＡ）で分析した。Ｎ

ｏ．１１およびＮｏ．１２についてはＥＰＭＡで含有元素濃度分布を調べた。化学成分分析用試料は外表面に付

着する土砂を除去するため、エチルアルコール、アセトンで超音波洗浄し、１３０℃で２時間以上乾燥

した。乾燥した試料をテフロン分解容器に直接秤量し、塩酸、硝酸、フッ化水素酸、および蒸留水を

加え密栓し、マイクロウエーブ分解装置を使って溶解した。溶液中のフッ化物イオンをホウ酸水溶液

でマスクし、蒸留水で定溶とした後、溶液中に含有されるＴ．Ｆｅ（全鉄）、Ｃｕ（銅）、ニッケル（Ｎｉ）、コ

バルト（Ｃｏ）、マンガン（Ｍｎ）、リン（Ｐ）、チタン（Ｔｉ）、ケイ素（Ｓｉ）、カルシウム（Ｃａ）、アルミニウム

（Ａｌ）、マグネシウム（Ｍｇ）、バナジウム（Ｖ）の１２元素を誘導結合プラズマ発光分光分析法（ＩＣＰ‐ＡＥＳ

法）で分析した。

第５章　自然科学的分析

―　　―１１０



６　調査結果

６－１　鉄器の組織観察結果

　Ｎｏ．１は湾曲し一方の端部は先細となっている（図１）。釣り針の一部、頭部が欠損した釘が曲がっ

たもの、または装飾品として使用された資料の一部と推定される。本稿では釣り針状鉄製品と呼ぶこ

とにする。Ｎｏ．２（図１）は断面が角状を呈する棒状資料でややＳ字状に湾曲している。加工途中の可

能性があり、本稿では棒状資料と呼ぶ。

　Ｎｏ．１、Ｎｏ．２から摘出した試料はともにその全域が錆によって構成されている。メタルはみられ

ない。試料表面および中心部の錆化は著しく、中心部分は空隙化している。錆化前の地金の組織を推

定できる領域を見出すことはできなかったが、外観形状を考慮するといずれも鋼製鉄器であったと判

断される。

　

６－２　鉄器の化学組成

　表２にＮｏ．１およびＮｏ．２鉄器から摘出した試料の化学成分分析結果を示す。Ｎｏ．１のＴ．Ｆｅは

５２．１５％、Ｎｏ．２のＴ．Ｆｅは４２．４５％で、相当に錆化が進んでいる。Ｎｏ．１からは０．０１４％のＮｉ、０．０２０％

のＣｏ、および０．４０％のＰが検出されている。錆化が進んだ試料に含有される微量元素を検討する場合、

埋蔵環境下からの富化を吟味する必要がある２）。

　後述するように、炉壁片に含有されるＣｕ、ＮｉおよびＣｏは０．００２％以下であり（表３Ｎｏ．３）、Ｎｏ．１

から検出された左記３成分が埋蔵環境下から富化された可能性は乏しいと判断される。一方、Ｐにつ

いては埋蔵環境下から富化される場合があることが報告されている３）。錆化した試料におけるＰの分

析値を評価する場合、遺物を包み込んでいた土壌中のＰ含有量、およびほぼ同じ埋蔵環境下にあった

とみなすことのできる他の鉄器のＰ含有量を調べ、それらの結果を比較して埋蔵環境からの富化の有

無を検討する必要がある。炉壁片には０．１０％のＰが含有されている。ただし、Ｎｏ．１にはその４倍の

Ｐが含まれている。Ｎｏ．１のメタルには相当量のＰが含まれていたものと推定される。

６－３　炉壁片の組織観察結果

　Ｎｏ．３の一方の面は茶褐色を呈し、植物繊維を混和した粘土状物質を素材とする。もう一方の面は

黒褐色を呈し、溶融または部分溶融している（図２ａ１－１、２ａ１－２）。摘出した試料にはいたるところに空

隙がみられる（図２ｂ１）。マクロ組織領域Ｒ１内部は、酸化ケイ素（ＳｉＯ２）を主成分とするガラス化した領

域の中に灰色を呈するＦｅ‐Ｔｉ‐Ａｌ‐Ｍｇ‐Ｏ系化合物（ＸＴ）と暗灰色を呈するＦｅ‐Ａｌ‐Ｓｉ‐Ｋ‐Ｏ系領域が観
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Ｃｕ、Ｎｉ、Ｃｏ三成分比化学成分（ｍａｓｓ％）
Ｎｏ． Ｃｕ＊＊

（Ｃｕ／Ｃｏ）
Ｎｉ＊＊

（Ｎｉ／Ｃｏ）
Ｃｕ＊

（Ｃｕ／Ｎｉ）
Ｃｏ＊

（Ｃｏ／Ｎｉ）
ＶＭｇＡｌＣａＳｉＴｉＰＭｎＣｏＮｉＣｕＴ．Ｆｅ

０．４５０．７００．６４１．４３＜０．００１０．０７４０．９６３０．０９７４．０１０．０４３０．４００．０１１０．０２００．０１４０．００９５２．１５１

０．１１０．６７０．１７１．５０＜０．００１０．１４５２．４１０．２３２７．２２０．０９２０．０８０．０２７０．００９０．００６０．００１４２．４５２

表２　鉄器の分析結果

注１）　Ｎｏ．は表１に対応。化学成分分析はＩＣＰ‐ＡＥＳ法による。



察される。マクロ組織領域Ｒ２内部は、酸化ケイ素（ＳｉＯ２）および酸化アルミニウム（Ａｌ２Ｏ３）を主成分

とするガラス化した領域の中に、灰色のＦｅ‐Ｔｉ‐Ａｌ‐Ｍｇ‐Ｏ系化合物（ＸＴ）、およびＦｅ‐Ｃａ‐Ｓｉ‐Ｏ系の暗

灰色領域が点在する組織によって構成される。

６－４　塊状滓の組織観察結果

　Ｎｏ．４から摘出した試料には、大小多数の空隙が残存する（図３ａ１、図３ｂ１）。マクロ組織領域Ｒ１内、

領域Ｒ２内部のＥＰＭＡによる組成像（ＣＯＭＰ）には、灰色の粒状領域（Ｗｕｓ）、やや暗灰色を呈する柱状

領域（Ｆａ）、および微細粒子を内包する黒色領域（Ｍａ）がみられ、領域Ｗｕｓはウスタイト（化学理論組成

ＦｅＯ）、領域ＦａはＦｅＯ‐ＭｇＯ‐ＳｉＯ２系［マグネシウムを固溶した鉄かんらん石：２（Ｆｅ，Ｍｇ）Ｏ・ＳｉＯ２と

推定される］であることがわかった（図３ｃ１－１・１－２、ｄ１－１・１－２）。

６－５　鉄滓・炉壁片の化学組成

　表３左欄はＮｏ．３炉壁片およびＮｏ．４鉄滓の化学成分分析結果である。Ｎｏ．３については溶融また

は部分溶融した内面（Ｓａ１）および茶褐色を呈する外面（Ｓａ２）から化学成分分析用試料を摘出し、分析に

供した。Ｓａ１のＴ．Ｆｅは６．９９％、Ｓａ２のＴ．Ｆｅは３．００％で、Ｓａ１のＴ．Ｆｅ濃度がＳａ２に比べ高レベルにあ

る。Ｓｉはそれぞれ２２．６％、２５．９％、Ａｌはそれぞれ７．８３％、１０．６％で粘土を主成分とする。検出された

炉壁片は炉内反応から離れた位置にあった資料で、わずかに酸化鉄が固着していたと推定される。

　Ｎｏ．４のＴ．Ｆｅは６４．１５％、Ｓｉは４．５０％、Ａｌは１．０３％である。酸化鉄と粘土状物質が反応し生成した

試料と推定される。この結果は５－４で述べる組織観察結果ともよく整合する。

６－６　砂状または剥片状試料の組織観察結果

　図４および図５の上段はマイクロスコープを用いて撮影した資料の外観である。Ｎｏ．６およびＮｏ．

８は剥片状物質、Ｎｏ．５およびＮｏ．９は砂状物質で、Ｎｏ．７には砂状物質と剥片状物質が混在する。

　図４および図５の下段には上記５資料の断面マクロおよびミクロ組織を示してある。Ｎｏ．６は全域

が灰色および暗灰色領域によって構成され、灰色領域はウスタイト、暗灰色領域はヘマタイト（酸化

第二鉄）と判定される（図４）。Ｎｏ．８のマクロ組織は灰色の粒状領域（ＩＯ）とガラス化した領域（Ｇｌ）か

らなり、ＥＰＭＡによって前者は酸化鉄、後者はＦｅＯ‐ＣａＯ‐ＳｉＯ２‐Ａｌ２Ｏ３‐ＭｇＯ‐Ｋ２Ｏ系であることが確

認された（図４）。Ｎｏ．５、Ｎｏ．７、およびＮｏ．９砂状物質はいずれも灰色の柱状領域、暗灰色領域、

および黒色領域からなる。灰色の柱状領域はＦｅ‐Ｔｉ‐Ａｌ‐Ｍｇ‐Ｏ系化合物（ＸＴ）、暗灰色領域（ＸＴｏ）はＴ
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鉱物組成
化学成分（ｍａｓｓ％）

試料摘
出位置

Ｎｏ．
ＶＭｇＡｌＣａＳｉＴｉＰＭｎＣｏＮｉＣｕＴ．Ｆｅ

ＸＴ、Ｍａ＜０．００１０．７９６７．８３２．７３２２．６０．４９１０．１００．１３００．００１０．００２０．００３６．９９Ｓａ１
３

ＸＴ、Ｍａ＜０．００１０．６１４１０．６０．３０６２５．９０．５５７０．０４０．０２８０．００１０．００２０．００１３．００Ｓａ２

Ｗｕｓ、Ｆａ、Ｍａ０．００８０．３１８１．０３０．６３６４．５００．０７１０．１５０．０６００．００１＜０．００１０．００１６４．１５－４

表３　炉壁片・鉄滓の分析結果

注１）　Ｎｏ．は表１に対応。化学成分分析はＩＣＰ‐ＡＥＳ法による。
注２）　Ｗｕｓはウスタイト、ＦａはＦｅＯ‐ＭｇＯ‐ＳｉＯ２系化合物、ＸＴはＦｅ‐Ａｌ‐Ｔｉ‐Ｍｇ‐Ｏ系化合物、Ｍａはマトリックス。



ｉ‐Ｏ系（主として酸化チタンからなる）で、黒色領域はＳｉ、Ａｌ、Ｃａ、Ｋを主成分とする（図５）。

　

６－７　剥片状試料の化学組成

　Ｎｏ．５砂状物質のＴ．Ｆｅは１９．５５％、Ｎｏ．７剥片状物質は５４．２４％である（表４）。Ｎｏ．５には１７．０％の

Ｓｉ、５．８０％のＡｌが含有され、他に２．７０％のＴｉを含む。Ｎｏ．５は酸化ケイ素、酸化アルミニウムを主成

分とする。検出されたＦｅ、Ｔｉは主として５－６で述べた化合物ＸＴ、化合物ＸＴｏに起因すると推定さ

れる。Ｎｏ．７剥片状物質のＳｉ、Ａｌはそれぞれ４．６０％、１．９９％で、この試料は酸化鉄を主成分とし、他

に０．００６％のＮｉ、０．００９％のＣｏを含有する。

６－８　石製資料の組織観察結果

　Ｎｏ．１０から摘出した試料は緻密で内部は赤褐色を呈する。酸化雰囲気下にさらされたものと推定さ

れる。ＥＰＭＡによる含有元素濃度のカラーマッピングによって、表面は酸化鉄の薄層で覆われている

ことがわかる（図６）。別途行われた岩石・鉱物学的調査によって、斑晶として斜長石と輝石仮像を含

む安山岩～デイサイト、石基は斜長石・ガラス・シリカ鉱物・不透明鉱物からなり、ガラス基流晶質

組織を示すことが指摘されている４）。Ｎｏ．１１およびＮｏ．１２の赤褐色部分から摘出した試料も、表面に

は酸化鉄の薄層が残存する（図７）。

６－９　Ｎｏ．１０板状石製品の化学組成

　表面から摘出した試料（Ｓａ１）のＴ．Ｆｅは内面から摘出した試料（Ｓａ２）のＴ．Ｆｅよりもわずかに高レベ

ルにあるが、含有量に顕著な差異はみられない。Ｓｉはそれぞれ２５．２％、２６．２％、Ａｌはそれぞれ７．０１％、

６．８０％で酸化ケイ素、酸化アルミニウムを主成分とする（表５）。
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鉱物組成
Ｎｉ、Ｃｏ、Ｃｕ三成分比Ｎｉ、Ｃｏ、Ｃｕ三成分比化学成分（ｍａｓｓ％）

Ｎｏ． Ｃｕ＊＊

（Ｃｕ／Ｃｏ）
Ｎｉ＊＊

（Ｎｉ／Ｃｏ）
Ｃｏ＊＊

（Ｃｕ／Ｎｉ）
Ｎｉ＊＊

（Ｃｏ／Ｎｉ）
ＶＭｇＡｌＣａＳｉＴｉＰＭｎＣｏＮｉＣｕＴ．Ｆｅ

ＸＴ，Ｘｔｏ，
Ｍａ

＜０．００１０．１１－－０．０１８５．３９５．８００．５１７１７．０２．７００．１５０．４２４０．００９０．００１＜０．００１１９．５５５

Ｗｕｓ，Ｈｅｍ，
ＩＯ，Ｍａ

０．６３０．３８１．６７２．６７０．０１３０．３９３１．９９０．０９２４．６００．４６３０．２２０．０４９０．０１６０．００６０．０１０５４．２４７

表４　剥片状資料の分析結果

注１）　Ｎｏ．は表１に対応。化学成分分析はＩＣＰ‐ＡＥＳ法による。
注２）　Ｎｏ．５は砂状物質、Ｎｏ．７は鍛造剥片である。
注２）　Ｗｕｓはウスタイト、Ｈｅｍはヘマタイト、ＸＴはＦｅ‐Ａｌ‐Ｔｉ‐Ｍｇ‐Ｏ系化合物、ＸＴｏはＦｅ‐Ｔｉ‐Ｏ系化合物、ＩＯはＦｅ‐Ｏ系、

Ｍａはマトリックス。

化学成分（ｍａｓｓ％）試料摘

出位置 ＶＭｇＡｌＣａＳｉＴｉＰＭｎＣｏＮｉＣｕＴ．Ｆｅ

＜０．００１０．５６３７．０１１．７９２５．２０．５２００．１２０．０７９＜０．００１０．００１＜０．００１３．６７Ｓａ１

＜０．００１０．２７３６．８０１．６７２６．２０．５９９０．１４０．０８５＜０．００１０．００１０．００１３．２５Ｓａ２

表５　Ｎｏ．１０石製試料の分析結果

注１）　Ｎｏ．は表１に対応。化学成分分析はＩＣＰ‐ＡＥＳ法による。



７　考察

７－１　組成に基づく調査資料の分類

　金属考古学的調査を行ったＮｏ．１およびＮｏ．２はいずれも錆化が進んでいて、摘出した試料にメタ

ル組織を推定できる領域を見出すことはできなかった。器形を考慮すると鋼製鉄器と推定される。Ｎｏ．

２はＳ字に湾曲しており、加工途上の資料とみることができる。Ｎｏ．６およびＮｏ．８は剥片状物質で、

Ｎｏ．７には剥片状物質と砂状物質が混在する。Ｎｏ．６およびＮｏ．７の剥片状物質はミクロ組織および

化学組成から純化された鋼を加熱した後、鍛打した際に鋼表面から剥離する鍛造剥片と判定される。

粒状物質は少量の鉄チタン酸化物および主として酸化チタンからなる鉱物を含有する風化火成岩であ

る。Ｎｏ．５およびＮｏ．９も同様に解釈される。柱状の石製資料Ｎｏ．１１およびＮｏ．１２の表面には赤褐色

領域があり、酸化鉄の薄層が残存していることが確認された。固体鉄を加熱・鍛打する際の台石とし

て使用された資料であり、遺跡内では鋼を加熱・鍛打して、目的とする鋼製鉄器の製作が行われてい

た可能性が高い。

　中世には複数の鋼製造法があった可能性がある５）－７）。いずれの方法が用いられたとしても、多段階

の工程を経て目的とする鋼が製造されたことは確実である。出発物質として同一の製鉄原料が使用さ

れたとしても、製造方法や製造条件に応じ、最終的に得られる鋼の組成にはばらつきが生じる。従っ

て、表２、表４の分析結果を単純に比較し、その結果に基づき資料を分類するという解析方法では、

実態を反映した資料の分類結果を得ることは難しい。

　表２、表４の中で、Ｎｉ、Ｃｏ、およびＣｕの三成分は鉄よりも錆にくい金属のため、一度メタルに取

り込まれた後はそのほとんどが鉄中にとどまる。従って、合金添加処理が行われていなかったとする

と、その組成比は鋼製造法の如何に係わらず製鉄原料の組成比に近似すると推定される。図８ａ、図

８ｂは表２、表４に示すＮｏ．１、Ｎｏ．２、Ｎｏ．５砂状物質、およびＮｏ．７剥片状物質の（ｍａｓｓ％Ｃｏ）／

（ｍａｓｓ％Ｎｉ）と（ｍａｓｓ％Ｃｕ）／（ｍａｓｓ％Ｎｉ）、（ｍａｓｓ％Ｎｉ）／（ｍａｓｓ％Ｃｏ）と（ｍａｓｓ％Ｃｕ）／（ｍａｓｓ％Ｃｏ）を

求め、その値をプロットしたものである。通常、錆化が進んだ試料の場合、埋蔵環境下からの富化を

考慮してＮｉ、Ｃｏが０．０１％以上含有される試料を選別する。本稿では炉壁片に含有されるＮｉ、Ｃｏが

０．００２％以下であり、それを大きく上回るＮｉ、Ｃｏが含まれているＮｏ．２、Ｎｏ．７剥片状試料について

は図８ａ、図８ｂに、Ｃｏが含まれているＮｏ．５砂状試料については図８ｂにプロットした。図８ａ、

図８ｂではＮｏ．１、Ｎｏ．２、およびＮｏ．７は近接して分布する。Ｎｏ．５は図８ｂでは右方下に単独で

分布し、Ｎｉが他の３試料に比べ低レベルにあるため、図８ａにはプロットされない。

　以上の結果は、Ｎｏ．１およびＮｏ．２は遺跡内で同じ鋼を加熱・鍛打して製作された資料であり、そ

の操作の過程でＮｏ．７剥片状物質が生成し、鍛造剥片として排出された可能性が高いことを示してい

る。加熱・鍛打のための台石にＮｏ．１１およびＮｏ．１２が使用され、板状を呈するＮｏ．１０は加熱・鍛打を

実施する際に使用された火窪炉を築炉する際の材料の一部に用いられた資料と考えられる。最後に問

題となるのがＮｏ．３炉壁片、Ｎｏ．４塊状滓、およびＮｏ．６剥片状物質の成因である。

　Ｎｏ．３炉壁片は粘土状物質に植物繊維を混和した材料で構築された炉の一部で、内面は黒褐色を呈

し、溶融または部分溶融している。内面には約７％の酸化鉄が含有されるに過ぎず、反応サイトから

離れた位置に設置された資料である。鋼を加熱・鍛打する際に使用する火窪炉は開放形の炉で、通常、

側壁はもたない。遺跡内には火窪炉以外の設備が構築されていた可能性がある。この場合、原料鉱石

を還元して鉄を得る製錬、銑鉄を溶解して鋳型に注ぎ、鋳造鉄器を製作する鋳造、および銑鉄を脱炭

して鋼を製造する精錬などが考えられる。Ｎｏ．４およびＮｏ．６は酸化鉄と粘土状物質とが反応し、ほ
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ぼ溶融状態を経た後生成した試料とみることができる。Ｎｏ．６は剥片状であることから、鋼表面に固

着する鉄滓を過熱・鍛打して破砕、除去する際に排出された試料、Ｎｏ．４はそれが火窪炉の中に入り

溶融または部分溶融して炉材粘土と反応し固化した資料とみることができる。Ｎｏ．４は、銑鉄を空気

酸化によって脱炭して鋼を製造する際に、銑鉄の一部が再酸化されそれが粘土状物質と反応すること

によって生成した資料の可能性もある。この操作によって得られた鋼表面にも酸化鉄に富んだ鉄滓が

固着していたと考えられる。それを火窪炉で加熱して鍛打して、清純な鋼にする際に、鋼表面に固着

する鉄滓が破砕され除去される。Ｎｏ．６はその過程で排出された資料としても、調査結果を説明する

ことができる。

　Ｎｏ．４およびＮｏ．６は、鋼を加熱・鍛打して造形し、目的とする鋼製鉄器を製作するという小鍛冶

操作のみならず、遺跡内で鋼の製造までもが行われていた可能性があることを示している。この点に

ついては鉄関連炉跡の検出と復元、羽口をはじめとする道具類の形状確認を通し、解明すべき課題で

ある。
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によって生産された鉄塊を純化する操作に近似する。また、この方法によって得られた鉄〔炭素量が不均一で鉄滓が混在
した鉄（主に鋼からなるが銑鉄も混在すると考えられている）〕を精製し目的とする鋼に変える操作は、精錬鍛冶１０）と呼ば
れている。古代に鋼を溶融する技術は未確立であったと考えられるので（溶融温度は炭素量によって異なるが、炭素量０．１
～０．２％の鋼を溶融するためには炉内温度を１５５０℃以上に保つ必要がある１２））、主として鋼から成る鉄から鉄滓を分離・除
去する際の基本操作は加熱・鍛打によったと推定される。組成が不均一な鉄から純化された鋼を得る操作に精錬鍛冶とい
う用語が用いられたのは、上述によるものと推察される。
　一方、夥しい数の鉄仏や鉄鍋、鉄釜をはじめとする鋳造鉄器の普及が示すように１３）１４）、遅くとも９世紀には銑鉄を生産
する技術、すなわち銑鉄を炉外に流し出す製錬法が確立されていたとする見方が出されている１５）。得られた銑鉄を溶解し
鋳型に注ぎ込むことによって鋳造鉄器が製作される。また、生産された銑鉄を脱炭することにより鋼の製造も可能となる。
この方法による鋼製造は銑鉄を経由して鋼が製造されるという意味で、間接製鋼（鉄）法１６）に位置づけられる。

８）　　各種の岩石、とりわけ火成岩中の主として磁鉄鉱と含チタン磁鉄鉱を構成鉱物とする粒子が、岩石の風化に伴って分離
し、現地残留や風および水などの淘汰集積作用などで濃縮したものが砂鉄鉱床である９）。従って、砂鉄を構成する主要鉱
物は磁鉄鉱であり、鉄鉱石と区別して使用することには岩石鉱物学上誤解を招く恐れがあるが、ここでは上述によって生
成した鉱床から採取された磁鉄鉱および含チタン磁鉄鉱を主成分とする粒子を砂鉄、他の成因によって生成した鉄鉱床か
ら採掘されたものを鉄鉱石と呼ぶことにする。

９）　『鉄鋼便覧』日本鉄鋼協会編、１９８１。
１０）　大澤正己「古墳供献鉄滓からみた製鉄の開始時期」季刊考古学、８、１９８４、ｐｐ．３６－４０。
１１）　河瀬正利「中国地方におけるたたら製鉄の展開」『たたらから近代製鉄へ』平凡社、１９９０、ｐ．１１。
１２）　『鉄鋼の顕微鏡写真と解説』丸善株式会社、１９６８。
１３）　五十川伸矢「古代・中世の鋳鉄鋳物」国立歴史民俗博物館研究報告第４６集、１９９２、ｐｐ．１－７９。
１４）　五十川伸矢「古代から中世前半における鋳鉄鋳物生産」季刊考古学、５７、１９９６、ｐｐ．５７－６０。
１５）　関清「古代末の北陸－富山湾岸部の遺跡群－」季刊考古学、５７、１９９６、ｐｐ．３０－３２。
１６）　　空気酸化により銑鉄中の炭素を脱炭した場合、操作方法によってはただちに�Ｆｅに近い組成の鉄が得られた可能性も

ある。古代の鋼製鉄器によく使用される亜共析鋼が銑鉄を精錬してただちに得られたかどうか不明なため、本論では間接
製鋼（鉄）法という表現をとった。
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図１　No.1およびNo.2の外観と摘出した試料の組織観察結果
外観の矢印は試料摘出位置。X線透過写真像によって、No.1は釣り針状鉄製品、No.2は加工途
中の棒状資料と推定された。
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ｂ１

図２　No.3の外観と摘出した試料の組織観察結果
a1-1は外観、矢印は試料摘出位置。a1-2は赤褐色表面の拡大写真。植物繊維（矢印）が混在する様
子が観察される。b1はマクロ組織。c1はb1領域R1内部のEPMAによる組成像（COMP）。d1-1、d1-2
は領域R2内部のEPMAによる組成像。d1-2はd1-1枠内部を拡大。XTはFe-Ti-Al-Mg-O系化合物。Ma
はマトリックス。
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ａ１ ｂ１

ｄ１－２

図３　No.4の外観と摘出した試料の組織観察結果
a1は外観、矢印は試料摘出位置。b1はマクロ組織。c1-1、c1-2はb1領域R1内部、ｄ1-1、d1-2はb1領域
R2内部のEPMAによる組成像（COMP）と定性分析結果。d1-2はd1-1枠内部を拡大観察したもの。Wus
はウスタイト（化学理論組成FeO）、FaはFeO-MgO-SiO2系化合物、Maはマトリックス。
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図４　No.6・No.8の外観と摘出した試料の組織観察結果
EPMAによる組成像（COMP）はマクロ組織の枠内部。下の組成像は上の組成像の枠内部を拡大
観察したもの。Wusはウスタイト（化学理論組成FeO）、Hemはヘマタイト、IOはFe-O系領域、
Glはガラス質ケイ酸塩、Maはマトリックス。
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図５　No.5・No.7・No.9の外観と摘出した試料の組織観察結果
EPMAによる組成像（COMP）はマクロ組織の枠内部。XTはFe-Ti-Al-Mg-O系化合物、XToはTi-O
系化合物。
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図６　No.10の外観と摘出した試料の組織観察結果
a1-1、a1-2は外観、矢印は試料摘出位置。b1はマクロ組織。c1-1はb1領域R1内部のEPMAによる組成
像（COMP）。c1-2、はc1-1枠内部を拡大観察したもの。d1はc1-2枠に含有される元素濃度のカラー
マッピング。
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図７　No.11・No.12の外観と摘出した試料の組織観察結果
外観の矢印は試料摘出位置。マクロ組織枠内部をEPMAにより分析。カラーマッピングは組成
像内部。
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図8　No.1・No.2・No.5・No.7に含有されるCu・Ni・Co三成分比 

     　Co*：(mass%Co) / (mass%Ni)、Cu*：(mass%Cu) / (mass%Ni)。 

     　Ni**：(mass%Ni) / (mass%Co)、Cu**：(mass%Cu) / (mass%Co)。 

       　黒丸  （●）は鋼製鉄器。白丸 (○)  は剥片状物質。No.は表1に対応。 

図８　No.1・No.2・No.5・No.7に含有されるCu・Ni・Co三成分比
Co*：(mass％Co) / (mass％Ni)、Cu*：(mass％Cu) / (mass％Ni)。
Ni**：(mass％Ni) / (mass％Co)、Cu**：(mass％Cu) / (mass％Co)。
黒丸(●)は鋼製鉄器。白丸(○)は剥片状資料。No.は表1に対応。



　　第２節　新屋敷遺跡出土炭化材の自然科学分析
パリノ・サーヴェイ株式会社

１　はじめに

　秋田県雄勝郡雄勝町に所在する新屋敷遺跡は、鎌倉時代における本地域の有力者の一人が構えた居

館跡と想定されている。今回の発掘調査により掘立柱建物跡・溝跡・井戸跡等の遺構が検出され、陶

磁器等の遺物が出土している。

　今回の分析調査では、出土した炭化材の放射性炭素年代測定（ＡＭＳ法）と樹種同定を実施し、年代や

用材選択に関する情報を得る。

２　試料

　試料は、８基の遺構（ＳＫＩ１０・ＳＫＩ３８・ＳＫＩ７４・ＳＫＩ７５・ＳＮ７９・ＳＫ３９・ＬＰ４９　ＳＫＰ８・ＬＳ４８　ＳＫＰ６）

から出土した炭化材である。ＳＫ３９を除く各遺構では、３－１６点の試料があった。この中から、各遺構

につき１点合計８点を選択した（試料番号１～８）。これら８点を分割して、加速器による放射性炭素

年代測定（ＡＭＳ法）と樹種同定を実施する。ただし、ＳＫＩ７５出土炭化材（試料番号４）については年代測

定で試料を全て使用したため、同名の別試料を使用した。試料の詳細は結果と共に表１～３に示す。

３　分析方法

（１）放射性炭素年代測定

　測定は株式会社加速器分析研究所の協力を得て、ＡＭＳ法により行った。なお、放射性炭素の半減期は

ＬＩＢＢＹの半減期５，５６８年を使用する。また、測定年代は１９５０年を基点とした年代（ＢＰ）であり、誤差は

標準偏差（Ｏｎｅ Ｓｉｇｍａ）に相当する年代である。なお、暦年較正は、ＲＡＤＩＯＣＡＲＢＯＮ ＣＡＬＩＢＲＡＴＩＯＮ 

ＰＲＯＧＲＡＭ ＣＡＬＩＢ ＲＥＶ４．４（Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ １９８６－２００２ Ｍ Ｓｔｕｉｖｅｒ ａｎｄ ＰＪ Ｒｅｉｍｅｒ）を用い、いずれの試料

も北半球の大気圏における暦年校正曲線を用いる条件を与えて計算させている。

（２）樹種同定

　試料を自然乾燥させ、木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の３断面の割断面を作製し、

実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織を観察し、その特徴から種類を同定する。

４　結果

（１）放射性炭素年代測定

　結果を表１・２に示す。試料の測定年代（補正年代）は、ＳＫＩ１０・ＳＫＩ３８・ＳＫＩ７４・ＳＫＩ７５出土炭化材

（試料番号１～４）が約４９０年前～６５０年前の１４世紀～１５世紀頃、ＳＮ７９出土炭化材（試料番号５）が約７６０

年前の１２世紀末頃、ＳＫ３９が約６８０年前の１３世紀頃、ＬＰ４９　ＳＫＰ８（ＳＢ６３）・ＬＳ４８　ＳＫＰ６（ＳＢ６２）出土炭

化材が約６８０～８６０年前の１１～１３世紀頃の値を示す。これらの年代値は、居館が存在したと想定される

鎌倉時代に相当する年代が含まれており、概ね発掘調査所見と調和的である。

　今後は、同一遺構・同一層準から出土した炭化材・炭化物等の測定点数を増やすことにより、更に

詳細な年代資料が得られると思われる。
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（２）樹種同定

　樹種同定結果を表３に示す。ＳＫＩ１０の炭化材は、散孔材の道管配列を有する広葉樹材であるが、保

存状態が悪く、種類の同定には至らなかった。一方、ＳＫＩ３８とＳＫＩ７４の試料には２種類、ＳＮ７９の試料

には４種類が認められた。これらの炭化材は、全て広葉樹材で、７種類（ヤナギ属・ハンノキ属ハン

ノキ亜属・ブナ属・コナラ属コナラ亜属コナラ節・クリ・カエデ属・トネリコ属）に同定された。

各種類の解剖学的特徴等を記す。

・ヤナギ属（Ｓａｌｉｘ）　　　ヤナギ科

　散孔材で、道管は単独または２‐３個が複合して年輪全体にほぼ一様に分布し、年輪界に向かって形

を漸減させる。道管は、単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、単列、１‐１５細胞高。
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Ｃｏｄｅ．Ｎｏ．
測定年代
ＢＰ

δ１３Ｃ
（‰）

補正年代
ＢＰ

試料名採取位置遺構試料の質
試料
番号

ＩＡＡＡ－３１８２５５２０±３０－２４．９４±０．６８５３０±４０炭化物サンプル３床面ＳＫＩ１０炭化材１

ＩＡＡＡ－３１８２６６２０±３０－２８．１９±０．７３５７０±４０南東１層上床面ＳＫＩ３８炭化材２

ＩＡＡＡ－３１８２７４９０±３０－２４．７９±０．６８４９０±４０炭化物床面ＳＫＩ７４炭化材３

ＩＡＡＡ－３１８２８７４０±３０－３０．４２±０．８０６５０±３０炭化物床面ＳＫＩ７５炭化材４

ＩＡＡＡ－３１８２９８２０±４０－２８．９０±０．６８７６０±４０焼土焼土内ＳＮ７９炭化材５

ＩＡＡＡ－３１８３０７７０±３０－３０．１３±０．７９６８０±４０３層土坑内ＳＫ３９炭化材６

ＩＡＡＡ－３１８３１９１０±３０－２７．８２±０．８０８６０±４０ＲＣ１柱穴内ＬＰ４９　ＳＫＰ８（ＳＢ６３）炭化材７

ＩＡＡＡ－３１８３２７１０±３０－２７．３０±０．６７６８０±４０ＲＣ１柱穴内ＬＳ４８　ＳＫＰ６（ＳＢ６２）炭化材８

表１　放射性炭素年代測定結果

１）年代値の算出には、Ｌｉｂｂｙの半減期５５６８年を使用。
２）ＢＰ年代値は、１９５０年を基点として何年前であるかを示す。
３）付記した誤差は、測定誤差�（測定値の６８％が入る範囲）を年代値に換算した値。

Ｃｏｄｅ　Ｎｏ．相対比暦年較正年代（ｃａｌ）
補正年代
（ＢＰ）

試料
番号

ＩＡＡＡ－３１８２５０．０３７ｃａｌ　ＢＰ　６１６　－　６１４ｃａｌ　ＡＤ　１，３３４　－　ｃａｌ　ＡＤ　１，３３６５２５±３５１

０．９６３ｃａｌ　ＢＰ　５４９　－　５１６ｃａｌ　ＡＤ　１，４０１　－　ｃａｌ　ＡＤ　１，４３４

ＩＡＡＡ－３１８２６０．５０９ｃａｌ　ＢＰ　６２８　－　６００ｃａｌ　ＡＤ　１，３２２　－　ｃａｌ　ＡＤ　１，３５０５６５±３５２

０．４９１ｃａｌ　ＢＰ　５６０　－　５３３ｃａｌ　ＡＤ　１，３９０　－　ｃａｌ　ＡＤ　１，４１７

ＩＡＡＡ－３１８２７１．０００ｃａｌ　ＢＰ　５３６　－　５１０ｃａｌ　ＡＤ　１，４１４　－　ｃａｌ　ＡＤ　１，４４０４８９±３５３

ＩＡＡＡ－３１８２８０．３６４ｃａｌ　ＢＰ　６５５　－　６３５ｃａｌ　ＡＤ　１，２９５　－　ｃａｌ　ＡＤ　１，３１５６５３±３３４

０．６３６ｃａｌ　ＢＰ　５９７　－　５６３ｃａｌ　ＡＤ　１，３５３　－　ｃａｌ　ＡＤ　１，３８７

ＩＡＡＡ－３１８２９１．０００ｃａｌ　ＢＰ　７０７　－　６６５ｃａｌ　ＡＤ　１，２４３　－　ｃａｌ　ＡＤ　１，２８５７６０±３６５

ＩＡＡＡ－３１８３００．６１９ｃａｌ　ＢＰ　６６９　－　６４６ｃａｌ　ＡＤ　１，２８１　－　ｃａｌ　ＡＤ　１，３０４６８３±３４６

０．３８１ｃａｌ　ＢＰ　５８４　－　５６５ｃａｌ　ＡＤ　１，３６６　－　ｃａｌ　ＡＤ　１，３８５

ＩＡＡＡ－３１８３１０．０５４ｃａｌ　ＢＰ　８７９　－　８７１ｃａｌ　ＡＤ　１，０７１　－　ｃａｌ　ＡＤ　１，０７９８６０±３６７

０．０５２ｃａｌ　ＢＰ　８２３　－　８１４ｃａｌ　ＡＤ　１，１２７　－　ｃａｌ　ＡＤ　１，１３６

０．８２９ｃａｌ　ＢＰ　７９２　－　７２６ｃａｌ　ＡＤ　１，１５８　－　ｃａｌ　ＡＤ　１，２２４

０．０６５ｃａｌ　ＢＰ　７２０　－　７１０ｃａｌ　ＡＤ　１，２３０　－　ｃａｌ　ＡＤ　１，２４０

ＩＡＡＡ－３１８３２０．５１０ｃａｌ　ＢＰ　６６８　－　６４５ｃａｌ　ＡＤ　１，２８２　－　ｃａｌ　ＡＤ　１，３０５６７６±３５８

０．０５７ｃａｌ　ＢＰ　５９５　－　５９０ｃａｌ　ＡＤ　１，３５５　－　ｃａｌ　ＡＤ　１，３６０

０．４３２ｃａｌ　ＢＰ　５８５　－　５６４ｃａｌ　ＡＤ　１，３６５　－　ｃａｌ　ＡＤ　１，３８６

表２　暦年較正結果

１）計算には、ＲＡＤＩＯＣＡＲＢＯＮ　ＣＡＬＩＢＲＡＴＩＯＮ　ＰＲＯＧＲＡＭ　ＣＡＬＩＢ　ＲＥＶ４．４（Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ　１９８６‐２００２　Ｍ　Ｓｔｕｉｖｅｒ　ａｎｄ　ＰＪ
Ｒｅｉｍｅｒ）を使用

２）計算には表に示した丸める前の値を使用している。
３）付記した誤差は、測定誤差�（測定値の６８％が入る範囲）を年代値に換算した値。



・ハンノキ属ハンノキ亜属（Ａｌｎｕｓ　ｓｕｂｇｅｎ．Ａｌｎｕｓ）　　　カバノキ科

　散孔材で、管孔は単独または２‐４個が放射方向に複合して散在する。道管は階段穿孔を有し、壁

孔は対列状に配列する。放射組織は同性、単列、１‐３０細胞高のものと集合放射組織とがある。

・ブナ属（Ｆａｇｕｓ）　　　ブナ科

　散孔材で、管孔は単独または放射方向に２－３個が複合して散在し、年輪界付近で径を減ずる。道

管の分布密度は高い。道管は単穿孔および階段穿孔を有し、壁孔は対列状～階段状に配列する。放射

組織は同性、単列、数細胞高のものから複合放射組織まである。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節（Ｑｕｅｒｃｕｓ　ｓｕｂｇｅｎ．Ｌｅｐｉｄｏｂａｌａｎｕｓ　ｓｅｃｔ．Ｐｒｉｎｕｓ）　　　ブナ科

　環孔材で、孔圏部は１‐２列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。

道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、１‐２０細胞高のものと複合

放射組織とがある。

・クリ（Ｃａｓｔａｎｅａ　ｃｒｅｎａｔａ　Ｓｉｅｂ．ｅｔ　Ｚｕｃｃ．）　　　ブナ科クリ属

　環孔材で、孔圏部は２‐４列、孔圏外で急激～やや緩やかに管径を減じたのち、漸減しながら火炎状

に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、１‐１５細胞高。

・カエデ属（Ａｃｅｒ）　　　カエデ科

　散孔材で、管壁は薄く、横断面では角張った楕円形、単独および２‐３個が複合して散在し、晩材

部へ向かって管径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は対列～交互状に配列、内壁にはらせん

肥厚が認められる。放射組織は同性、１‐５細胞幅、１‐３０細胞高。木繊維が木口面において不規則な

紋様をなす。

・トネリコ属（Ｆｒａｘｉｎｕｓ）　　　モクセイ科

　環孔材で、孔圏部はやや疎な１列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減する。道管壁は厚く、横

断面では円形～楕円形、単独または２個が放射方向に複合し、複合部はさらに厚くなる。道管は単穿

孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、１‐３細胞幅、１‐２０細胞高。
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樹種採取位置等試料名遺構試料番号

広葉樹（散孔材）床面炭化物サンプル３ＳＫＩ１０１

クリ床面南東１層上ＳＫＩ３８２

カエデ属

ハンノキ属ハンノキ亜属床面炭化物ＳＫＩ７４３

クリ

クリ床面炭化物ＳＫＩ７５４

ヤナギ属焼土内焼土ＳＮ７９５

コナラ属コナラ亜属コナラ節

クリ

トネリコ属

カエデ属土坑内３層ＳＫ３９６

ハンノキ属ハンノキ亜属柱穴内ＲＣ１ＬＰ４９　ＳＫＰ８（ＳＢ６３）７

ブナ属柱穴内ＲＣ１ＬＳ４８　ＳＫＰ６（ＳＢ６２）８

表３　樹種同定結果



第２節　新屋敷遺跡出土炭化材の自然科学分析

―　　―１２７

図版１　炭化材（１） 

１． ヤナギ属（ＳＮ７９ 焼土） 
２． ハンノキ属ハンノキ亜属（ＬＰ４９ＳＫＰ８ ＲＣ１） 
３． ブナ属（ＳＢ６２ ＬＳ４８ＳＫＰ６ ＲＣ１） 
　 ａ：木口， ｂ：柾目， ｃ：板目 

１ａ １ｂ １ｃ 

２ａ ２ｂ ２ｃ 

３ａ ３ｂ ３ｃ 
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図版２　炭化材（２） 

４． コナラ属コナラ亜属コナラ節（ＳＮ７９ 焼土） 
５． クリ（ＳＫⅠ３８ 南東１層） 
６． カエデ属（ＳＫⅠ３８ 南東１層） 
　 ａ：木口， ｂ：柾目， ｃ：板目 

４ａ ４ｂ ４ｃ 

５ａ ５ｂ ５ｃ 

６ａ ６ｂ ６ｃ 



５　考察

　ＳＫＩ１０，３８，７４，７５の炭化材は、構築材の一部、ＳＢ６２，６３の炭化材は柱材がそれぞれ炭化・残存した可

能性がある。一方、ＳＮ７９とＳＫ３９の炭化材は、燃料材の可能性がある。

　ＳＫＩ１０，３８，７４，７５の炭化材は、ＳＫＩ１０を除く各遺構からクリが確認され、ＳＫＩ３８ではカエデ属、ＳＫＩ

７４ではハンノキ亜属も同時に認められた。クリは、強度や耐朽性に優れた材質を有することから、構

築材としても有用であり、利用されていたことが推定される。また、ハンノキ亜属やカエデ属も比較

的強度が高い材質を有することから、共に利用されていた可能性がある。なお、ＳＫＩ１０の炭化材は、

種類不明であるが、散孔材であることから少なくともクリではない。しかし、これが遺構による木材

利用の違いを示すものかは、試料数が少ないため判断できない。

　ＳＢ６２の炭化材はブナ属、ＳＢ６３の炭化材はハンノキ亜属であった。ＳＢ６３におけるハンノキ亜属の利

用は、ＳＫＩ７４にハンノキ亜属が利用されている結果と調和的であり、同様に強度の高い材質を利用し

たことが推定される。しかし、年代測定結果では、ＳＢ６３とＳＫＩ７４では時期が異なる可能性もある。Ｓ

Ｂ６３に認められたブナ属は、強度や保存性はやや劣るが、秋田県内の山林に普通に見られる種類であ

り、大径木にもなる。入手が容易であることや大径木が得られること等が利用された背景に考えられ

るが、柱材にブナ属が認められた例が少ないため、柱材以外の部材が混入した可能性も残る。

　燃料材と考えられる炭化材は、ＳＮ７９では４種類（ヤナギ属・コナラ節・クリ・トネリコ属）、ＳＫ３９

では１種類（カエデ属）が認められ、合計５種類が少なくとも利用されていたことが推定される。これ

らの種類は、本地域の落葉広葉樹林に普通に見られる種類であり、周囲に生育している樹木を燃料材

として利用したことが推定される。

　各遺構では、今回分析対象とした以外にも炭化材が出土している。今後これらの炭化材についても

樹種同定を行うことで、各遺構の種類構成を把握し、遺構間の比較なども行うことがのぞまれる。
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図版３　炭化材（３） 

７． トリネコ属（ＳＮ７９ 焼土） 
　 ａ：木口， ｂ：柾目， ｃ：板目 

７ａ ７ｂ ７ｃ 



第６章　新屋敷遺跡の掘立柱建物跡

八戸工業大学　�島成侑

はじめに

　２００３年秋に秋田県内の中世遺跡を巡る機会があった。その時に見せていただいた多くの遺跡のなか

で、興味を引かれたものの一つに、この新屋敷遺跡が挙げられた。

　現在、秋田県内では中世遺跡の発掘調査が目白押しであり、毎年次々と調査が行われており、秋田

県埋蔵文化財センターの諸君が活気を呈している様子が、２００３年の巡回やその後の打合せでも強く感

じられて感銘していたところであり、今回この小稿を求められて喜んでお引き受けした次第である。

　この小稿では、検出された掘立柱建物跡の個々について述べることだけではなく、それらの造られ

た年代や配置に関わることにも論及して、この遺跡の性格のようなものを、建築史学的に捉えたいと

考えて試みたのであるが、よく纏めえたかどうかは、不明である。

　秋田県埋蔵文化財センター南調査課の担当者の方々には、多くの資料を提供していただき、また、

大部分の掘立柱建物跡の検出、柱穴の切合い関係から見た掘立柱建物跡の新旧問題まで、お送り下さ

れた。また、八戸市教育委員会の佐々木浩一氏からは、掘立柱建物跡の線引きについて貴重なご指示

をいただいた。ここに記して深い謝意を表したい。

１．掘立柱建物跡の配置と年代

　新屋敷遺跡における掘立柱建物跡の配置は、大きくみると、ほぼ二つの群れによって構成されてい

る。一つはＳＢ５８、ＳＢ５９、ＳＢ６０、ＳＢ６１、ＳＢ６２、ＳＢ６３などという５～６棟の掘立柱建物跡が重複する

ところであり（Ａ群）、いま一つはＳＢ６５、ＳＢ６６、ＳＢ７２、ＳＢ７３という群れ（Ｂ群）である。その他の掘立

柱建物跡はこれらの群れの間にあって、それぞれが北東あるいは南東の棟を示しながら造られている

のである。

　それぞれの群れのなかでの柱穴の切合いによる新旧関係は、

　　　Ａ群では　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｂ群では

のようになる。すなわち、
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ＳＢ５９ ＳＢ６０

ＳＢ６１ ＳＢ６２

ＳＢ６３

ＳＢ５８

ＳＢ６５ ＳＢ６６

ＳＢ７３

ＳＢ９７ ＳＢ１００



　Ａ群ではＳＢ５９がもっとも古くて、ついでＳＢ６０およびＳＢ６１がきて、ＳＢ６２およびＳＢ６３はＳＢ６１よりは

新しいものとなり、さらにＳＢ６３はＳＢ５８よりは新しい、ということである。

　Ｂ群では、ＳＢ６５が古く、これよりＳＢ６６およびＳＢ７３が新しくなる。さらにＳＢ９７はＳＢ１００よりは古い

もの、ということである。

　また、この遺跡での井戸跡は、北側のＳＢ８８の南東にあるＳＥ７１だけであり、焼土跡もＳＢ９７の北側に

２ヵ所あるだけで、建物跡には関連がないようである。

　この遺跡の時期としては、その出土遺物の調査から、１２世紀末から１４世紀初頭のものとされている。

柱間寸法に８．０尺あるいは８．５尺が使われている建物跡が若干あり、これらを１３世紀前半ころにしても

よいであろう。すなわちＳＢ６５がそうであり、ＳＢ５５もそうであろう。逆に６．５尺あるいは６．０尺という

短い寸法を使っているものは１４世紀初頭まで下りてきてもいいだろう。それらはＳＢ７２、ＳＢ８８、ＳＢ６６

などである。

　こうしたことを考えながら、その配置計画と時期とを示すと、５期に分けて考えることができる。

（第４９～５１図）

　１期とされるのは、ＳＢ５５、ＳＢ５９、ＳＢ６５の３棟である。これらは、それぞれの重複群のなかで最古

のものであり、柱間寸法に８．０尺が使われていることに注目した。１３世紀前半のものとして考えている。

　２期目にくるのは、ＳＢ６１、ＳＢ６６の２棟である。これは二番手に来るものたちであり、その柱間寸

法には８．０尺もあり、６．５尺も入ってはいるが、７．０尺という寸法が多用されており、ここに置くこと

にした。１３世紀半ばころのもと考える。

　３期のものとしては、ＳＢ５２、ＳＢ５４、ＳＢ６０、ＳＢ６２、ＳＢ９７の５棟である。それぞれ３番手と見られ、

柱間寸法は桁行も梁間もすべて７．０尺と揃っていることが挙げられる。これらは、１３世紀末から１４世

紀始めころと考えている。

　４期目は、ＳＢ５８、ＳＢ７２、ＳＢ１００が来るのではないかと見る。一つだけ桁行４間に梁間３間という

のがあるが、他は桁行３間に梁間２間という小規模なものである。柱間寸法には６．５尺や５．０尺がある

が、多くは７．０尺が用いられており、５期としたものよりは古いものであろう。１４世紀初頭を過ぎた

ころの時期が考えられる。

　５期目としたものは、ＳＢ６３、ＳＢ７３の２棟である。小さなものが並ぶなかでＳＢ６３が大型のものであ

るが、ここには柱穴の切合い関係で、ＳＢ５８よりは新しいものという根拠があった。柱間寸法は７．０尺

を基準としながらも３．０尺や４．０尺などが混じりこみ、また、７．５尺というのも使われている。１４世紀

前半ころのものと考えられる。

　この配置を考えていて感じることは、１３世紀前半から１４世紀まで、纏綿として続いていた遺跡であ

り、この辺りで大きな権力を持っていた者の居館跡ではないか、ということである。１時期に２棟と

いうときもあるが、多いときでは３期目で４棟を数え、この有力者の周辺に居た人の数の多さを示し

ている。あるいは１期、２期のように３棟のときもあり、４期から５期には最低の２棟になる。そし

てこれらは固まっていて、同じようなところに何回もの建替えがなされている。すべて北西棟か北東

棟である。

　この遺跡から、溝跡が２条検出されている。うち北東隅で検出されたもの（ＳＤ４５）は、別の区画を仕

切る溝跡のようであり、もう１条（ＳＤ６４）は遠く離れた南西側で検出され、これからさらに南東方向に
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伸びるものであることが確認された。これらの掘立柱建物跡群を仕切る溝跡かもしれないが、四角に

囲むという痕跡は見付かっていない。

　広大で掘立柱建物跡も多いこの居館跡のなかで、先にも述べたように井戸跡（ＳＥ７１）が１ヵ所しかな

かった。それも北側のＳＢ９７よりは２０．０ｍも離れたところであり、どのような使われ方をしたのかは不

明である。井戸跡の周囲には、その覆屋となるような掘立柱建物跡は検出されなかった。また、ＳＢ９７

の南東隅の辺りで、焼土跡（ＳＮ７９、ＳＮ８１）が検出されている。ここで煮炊きをしたものか、あるいは

野鍛冶場跡とでも考えられるのかは不明である。

　

２．掘立柱建物跡の各説（第５２・５３図）

　ＳＢ５２掘立柱建物跡：一番南西隅から検出されたもので、桁行３間に梁間２間の総柱建築で、北東棟

を示している。柱間寸法は桁行では北東側から７．０尺＋７．０尺＋７．０尺となり、梁間では２間ともに７．０

尺である。総柱の掘立柱建物跡であり、倉庫跡などが考えられる。

　ＳＢ５４掘立柱建物跡：先のＳＢ５２と続いて検出されており、その間隔はわずか８．０尺離れているに過ぎ

ない。桁行３間に梁間２間で北東棟である。柱間寸法は桁行で北東側から７．０尺＋７．０尺＋７．０尺となり、

梁間は７．０尺＋７．０尺となって、先のものとまったく同じ寸法を示している。同様に総柱の掘立柱建物

跡であり、倉庫跡などであろう。

　ＳＢ５５掘立柱建物跡：ＳＢ５４に続いてその北東側で検出されたもので、規模は桁行３間に梁間３間の

ものとしておく。北東棟である。身舎の梁間がはっきりとせずに、その柱間寸法が８．０尺＋３．０尺とな

るか、南側では柱穴が見当たらずに１１．０尺の梁間となるかは不明である。それの東側に出が３．５尺の

庇が付いている。柱間寸法は、桁行では北西側から７．５尺＋８．５尺＋８．０尺と大き目の寸法がみられる。

　ＳＢ５７掘立柱建物跡：先のＳＢ５５の南東側で検出されたもので、桁行３間に梁間２間の規模で、北東

棟である。柱間寸法は桁行では北東側から７．０尺＋８．０尺＋７．０尺となり、梁間では２間ともに７．０尺で

ある。

　ＳＢ５８掘立柱建物跡：ＳＢ５７の北東側で、以下に述べるＳＢ５９、ＳＢ６１、ＳＢ６２、ＳＢ６３などと重複する形

で検出された。桁行３間に梁間２間の規模で、北東棟である。柱間寸法は桁行では３間ともに７．０尺

で、梁間も２間とも７．０尺である。

　ＳＢ５９掘立柱建物跡：先の５棟ほどが重複しているところで検出された１棟である。桁行７間に梁間

３間の規模で、北西棟を示している。柱間寸法は桁行では北西側から４．０尺＋７．０尺＋７．０尺＋７．０尺＋

７．０尺＋７．０尺＋４．０尺ときれいに並び、梁間では７．０尺＋７．０尺＋７．０尺となる。

　この建築は、梁間２間で桁行３間の室を中央に取り、その両端に１間に２間の小室を持ち、その南

西側に１面の庇が付き、さらにそれらの両妻側に、出が４．０尺の下屋が付いたものとみることができる。

　ＳＢ６０掘立柱建物跡：さきのＳＢ５９と重複する形で検出された。桁行５間に梁間２間という規模で、

北西棟を示している。柱間寸法は桁行も梁間も、すべて７．０尺にしており、きちんと揃っている。身

舎梁間を２間として、西側に長大な部屋を取り、東側に１間に２間の小部屋を取っている。

　ＳＢ６１掘立柱建物跡：先の５棟ほど重複するなかで検出されたもので、桁行６間に梁間４間の規模で、

北東棟を示す。その柱間寸法は北東側から７．０尺＋８．０尺＋８．０尺＋７．５尺＋７．５尺＋５．０尺となり、梁間

では北西側から５．０尺＋７．０尺＋７．０尺＋５．０尺となる。
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　身舎部分では桁行５間に梁間２間の長大な部屋を取り、それに出が５．０尺の２面庇を付けて、さら

にその南西側に出が５．０尺の庇が付いている。古代寝殿造の対屋を想わせる形式であり、この遺跡の

古さを実感させられる。

　ＳＢ６２掘立柱建物跡：先と同様の場所から検出された。桁行７間に梁間４間の規模で、北東棟であ

る。柱間寸法は、桁行では北東側から７．５尺＋８．０尺＋８．０尺＋７．５尺＋８．０尺＋８．０尺＋７．５尺であり、

梁間では北西側から５．０尺＋７．０尺＋７．０尺＋５．０尺となっている。桁行の寸法が梁間よりは伸びており、

ばらつきもみえている。

　身舎部分を桁行３間に梁間２間の部屋と桁行４間に梁間２間の部屋とに分けて取り、その両側に出

が５．０尺の庇を付けて、典型的な２面庇の建築としたものとみられる。

　ＳＢ６３掘立柱建物跡：先と同じところからの検出である。桁行５間に梁間４間という規模で、北東棟

である。その柱間寸法は桁行では北東側から７．０尺＋７．０尺＋７．５尺＋７．０尺＋７．０尺であり、梁間では

北西側から５．０尺＋７．０尺＋７．０尺＋４．５尺となる。

　桁行で中央部分が７．５尺に取られ、また梁間では東側が４．５尺となるが、他は５．０尺と７．０尺だけであ

る。身舎梁間は２間をとり、北東側から２間に２間の部屋を連続する続き間にしているが、北東側の

部屋は総柱となっている。また、南西側には２間に１間の部屋が取られている。そしてこれらの両側

に出が５．０尺と４．５尺の２面庇が取り付く、という形である。

　ＳＢ６５掘立柱建物跡：この遺跡でもっとも大規模な掘立柱建物跡である。先の５棟ほどが重複してい

たところから４間ほど北東側で、その北西側で検出された。桁行９間に梁間４間を数える規模をもち、

北西棟を示している。柱間寸法は桁行で北西側から５．０尺＋８．０尺＋８．０尺＋８．０尺＋８．０尺＋８．０尺＋８．０

尺＋８．０尺＋８．０尺＋４．０尺となり、梁間では北東側から５．０尺＋７．０尺＋７．０尺＋５．０尺となっている。

梁間では７．０尺であるが桁行では８．０尺を用いて、より桁行の長さを強調しているようにもみられる。

　身舎の梁間を２間に取り、なかで５間に２間の長大な部屋と１間に２間の小さな部屋とに区分けし

ており、この小規模な部屋が長大な部屋の両端にくる。そしてこれらの部屋の南北に出を５．０尺とす

る２面の庇が付き、さらにその両端に下屋が下りる形である。下屋の出は５．０尺および４．０尺となって

いる。先のＳＢ５９やＳＢ６２のような小部屋を取ることと関連があるかもしれない。また、なかの５間に

２間の長大な部屋は、先に見たＳＢ６２の３間に２間および４間に２間の部屋やＳＢ６１の５間に２間の部

屋に相当する。このような大きくて長大な部屋が取られることは、この遺跡の特徴の一つであるが、

それにしても、どんな使われ方をしたのであろうか。

　ＳＢ６６掘立柱建物跡：先のＳＢ６５と重複するところで検出された。桁行４間に梁間４間で、北西棟で

ある。柱間寸法は桁行で北西側から４．０尺＋６．５尺＋７．０尺＋７．５尺となり、梁間では北東側から４．０尺

＋７．０尺＋７．０尺＋４．０尺となっている。

　身舎は桁行３間に梁間２間であり、その南北両側に出が４．０尺の２面の庇が付き、さらに北西側に

出を４．０尺とする下屋が下りている。

　ＳＢ７２掘立柱建物跡：これもＳＢ６５と重複する形で検出された。桁行３間に梁間２間で北西棟を示し

ている。柱間寸法は桁行では北西側から７．０尺＋６．５尺＋７．０尺となり、梁間では北東側から５．０尺＋７．０

尺となる。

　ＳＢ７３掘立柱建物跡：やはりＳＢ６５と重複する場所で検出された。桁行３間に梁間３間で、同様に北

―　　―１３３



西棟を示している。柱間寸法は桁行では３間ともに７．０尺を取り、梁間では北東側から３．０尺＋４．０尺

＋８．０尺となる。この身舎の梁間では柱穴が欠如していて、明確には決めかねたのであるが、梁間１２．０

尺という大きな寸法も取れずに、上のようにしたまでである。

　ＳＢ８８掘立柱建物跡：以上に述べたところから北東方向に飛んだところで検出された。桁行３間に梁

間２間であり、総柱の掘立柱建物跡で北西棟を示す。この掘立柱建物跡は一見すると歪な形をしてい

るが、無理をして線を引くこともできた。当時の建築施工精度による誤差と見たい。柱間寸法を当た

ると、桁行では北西側から７．０尺＋７．０尺＋６．０尺となり、梁間では北東側から４．０尺＋６．０尺と当たる

ことができる。

　ＳＢ９５掘立柱建物跡：もっとも北側で検出された掘立柱建物跡である。桁行３間に梁間３間で、縦型

の北東棟である。構成される柱穴が小さくて、中世のものかとの疑問もあるが、一応ここに上げた。

柱間寸法は桁行では北東側から４．０尺＋６．０尺＋４．０尺となり、梁間では北西側から３．０尺＋５．０尺＋４．０

尺となっている。

　ＳＢ９７掘立柱建物跡：さきのＳＢ６５の南東側に接するようにして検出された。桁行７間に梁間４間で

北西棟である。柱間寸法は桁行では７間すべてが７．０尺と揃えており、梁間では北東側から５．５尺＋７．０

尺＋７．０尺＋５．５尺と身舎梁間２間を７．０尺にして、５．５尺を２面庇の出としている。桁行７間を４間と

３間とに分けて間仕切りをしており、ＳＢ６１あるいはＳＢ６２のような長大な部屋とはしていない。

　ＳＢ１００掘立柱建物跡：さきのＳＢ５９、ＳＢ６１とＳＢ９７とに挟まれた形で検出された。桁行４間に梁間３

間で北西棟をもつ。柱間寸法はすべてが７．０尺と揃っている。この掘立柱建物跡は、柱穴の欠如や大

小の柱穴が入り混じっていることなどで、明確には線を引けないものの、身舎の梁間を北東側の２間

として捉え、南西側を１間の庇とした。身舎内部に柱穴が一つある。ここに２間に１間の小部屋が取

られたものと考えることとする。

　ＳＢ１０４掘立柱建物跡：ＳＢ５５に接して北西側で検出された。桁行２間に梁間１間という小さなもので

あり、北西棟をもっている。柱間寸法は桁行では北西から７．０尺＋８．５尺となり、梁間は７．０尺である。

３．間取りの特徴

　この遺跡における掘立柱建物跡の間取りを見ると、先にも述べたように、建物のなかに長大な部屋

をもつものが多いことであろう。桁行５間を数えるこれらの部屋は、ＳＢ６１、ＳＢ６５の２棟を数えるが、

そのほかにＳＢ６２も内部の間仕切りがあるけれど、４間に２間という部屋を持っている。

　これらの掘立柱建物跡はそれぞれの時期において主殿のような使われ方をしたのだろうが、その使

われ方は、古代における寝殿造邸宅にも似ていたようなものかもしれない。

　ＳＢ６５においては、あたかも寝殿そのものを想わせる。この長大な部屋においては、当時の公家のよ

うに召使いを使いながら、人が来るたびに室礼を整え換えていたのであろうか。

　ＳＢ６１では、寝殿造の対屋を想わせる平面である。ここでも、障壁具を整えて、何かあるたびに室礼

を変えていたのであろう。寝殿造とは、一つの建築のなかでなんでもできるように、何も造っていな

い建築であった。その都度、この室礼をし直すのである。

　朝に起床すると洗面器が持ち込まれ、朝食が持ち込まれ、自分が誰かに手紙を書こうとするときに

は、二階棚や文机が持ち込まれて、几帳や屏風などで一人分の大きさの部屋になり、午後に和歌の友
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人が２～３人来るというと、それなりの大きさの部屋になるのである。夜には宴会だというと、庇ま

で開け放った広々とした空間で、それなりの室礼をもって、昔ながらの仕来たりどおりにできるので

ある。

　１３世紀の中頃から末期に、そのような公家的な生活がなされていたとすれば、どういうことが考え

られるであろうか。ここには京都からでも流れてきた公家階級の人が居たとでもいうのであろうか。

　すでにこの時期になると、武家方であれば、鎌倉では、寝殿造を基調としながらも、このような長

大な大部屋を取るのではなく、もっと小さな部屋に間仕切りがなされた、武士らしい住宅系の建築が

造られはじめている。

むすび

　間取りのところで述べたように、大きな掘立柱建物跡のほとんどが桁行５間に梁間２間という長大

な部屋をもつものであった。これについては、今後とも考慮して行かなければならない。

　ＳＢ９５のように、柱穴の大きさや柱間寸法からは、どうしても中世のものとは言えないような建物跡

が検出されているが、これについては、時期なども不明であり、今回は一応拾ったものとして取り上

げている。またＳＢ８８のように、柱穴は小さいけれどもしっかりとした寸法を示しているが、柱穴の並

びは歪なものになっている。当時の施工精度の問題とも絡めて考えなければならないことであろう。

　各掘立柱建物跡の造られた時期をもう一度纏めると、

　１３世紀前半ころ　　　　　　――　ＳＢ６５、ＳＢ５９、ＳＢ５５、

　　　　　　　　　　　　　　柱間寸法に８．０尺が多く用いられている。

　１３世紀半ばころ　　　　　　――　ＳＢ６６、ＳＢ６１、

　　　　　　　　　　　　　　柱間寸法には６．５尺もあり７．０尺も、８．０尺もある。

　１３世紀末～１４世紀初頭ころ　――　ＳＢ９７、ＳＢ６２、ＳＢ６０、ＳＢ５２、ＳＢ５４、

　　　　　　　　　　　　　　柱間寸法はすべて７．０尺と揃っている。

　１４世紀初頭を過ぎたころ　　――　ＳＢ７２、ＳＢ５８、ＳＢ１００、

　　　　　　　　　　　　　　柱間寸法には７．０尺のほかに、６．５尺や５．０尺も入っている。

　１４世紀前半ころ　　　　　　――　ＳＢ７３、ＳＢ６３、

　　　　　　　　　　　　　　柱間寸法はやはり７．０尺を基調としながらも、３．０尺や４．０尺が

　　　　　　　　　　　　　　入り、また、７．５尺という寸法も見えている。

となるようだ。やはり柱間寸法が７．０尺と揃ってくるころが、この遺跡がもっとも活動的な時期を迎

えていたと見ることができそうである。
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第４９図　掘立柱建物跡の配置と年代（１）
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第５０図　掘立柱建物跡の配置と年代（２）
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４期（１４世紀初頭過ぎ）
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第５１図　掘立柱建物跡の配置と年代（３）

ＳＢ７３ 
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５期（１４世紀前半）
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第５２図　掘立柱建物跡の柱間寸法（１）
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第５３図　掘立柱建物跡の柱間寸法（２）
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第７章　まとめ

　雄物川右岸の扇状地上に立地する新屋敷遺跡は、今回の調査により中世の居館跡、縄文時代・近世

の遺物散布地であることが判明した。縄文時代・近世に関しては明確な遺構が検出されなかったこと

からここでは省略し、中世の主要な遺構と遺物の特徴をまとめ、遺構の切り合いと分布状況から同時

期と考えられる遺構群を抽出してその変遷観を提示し、遺跡の性格について若干の考察を行いたい。

１　検出遺構について

掘立柱建物跡

　掘立柱建物跡は全て北側調査区にあり、河川跡を境界として、南側に１７棟、北側に２棟が分布する。

第４章で述べたとおり、これらは柱の配置状況により総柱・梁行１間・梁行２間・梁行３間の建物に

大きく分類することができ、さらに梁行２間の建物は下屋の有無により細分が可能である。建物個々

の性格を直接判断するのは困難であるが、身舎規模が梁行２間・桁行５間以上のものや二面以上の下

屋を伴うものは主屋的な建物、身舎規模が桁行３間・梁行２間ほどのものは付属屋的な建物と考えら

れる。建物の桁行方位は北東・北西方向を主軸とし、北東方向では北から東へ４４～６１°の範囲に、北

西方向では北から西へ３７～４７°の範囲にまとまり、全体的に軸線方向の振れは少ない。掘立柱建物跡

の変遷についてはすでに第６章で詳述されている。ここでは提示された変遷観に従い、建物の構造的

な部分の変化を整理しておく。

　河川跡南側では、比較的大形の掘立柱建物跡が著しく重複し、竪穴状遺構や土坑とともに遺構集中

区域を形成している。一方この遺構集中区域の南西側には比較的小形の掘立柱建物跡が散漫に分布す

る。一定の場所に継続して占地する前者の建物群については主屋的な性格が、散発的なあり方を示す

後者の建物群については付属屋的な性格が想定される。遺構集中区域にある掘立柱建物跡群は、柱穴

の切り合い関係による結びつきにより、隣接する南北２つのまとまりに分けることができ（ここでは第

６章での呼称に倣い南側をＡ群、北側をＢ群とする）、それぞれのまとまりごとに建物の変遷を追う

ことが可能である。すなわちＡ群ではＳＢ５９→６１→６０→６２→５８→６３と変遷し（ただしＳＢ６０と６１の先後関

係は必ずしも明確ではない）、Ｂ群ではＳＢ６５→６６→７３、ＳＢ９７→１００と変遷する。これら先後関係をも

つ掘立柱建物跡を、面積・身舎規模・下屋面数・最大室内空間規模・間仕切り箇所・間仕切り位置・

桁行方向の柱間寸法という点で比較すると、下表のようになる。

―　　―１４１

番号 所属 
面積（㎡） 身舎規模 

下屋面数 
室内空間規模 間仕切り 間仕切り 桁行柱間寸法 

延面積 床面積 （桁行×梁行） （桁行×梁行） 箇所 位置 平均値（尺） 
ＳＢ５９ Ａ群 ８３．２ ４５．６ ５×２ 三面 ３×２ ２ 両側 ７尺 
ＳＢ６１ Ａ群 ９５．８ ４９．６ ５×２ 三面 ５×２ なし なし ７．６尺 
ＳＢ６０ Ａ群 ４５．６ ４５．６ ５×２ なし ４×２ １ 片側 ７尺 
ＳＢ６２ Ａ群 １１８．８ ６９．３ ７×２ 両面 ４×２ １ 中央 ７．８尺 
ＳＢ５８ Ａ群 ２７．７ ２７．７ ３×２ なし ３×２ なし なし ７．２尺 
ＳＢ６３ Ａ群 ５６．１ ４７．３ ５×２ 両面 ２×２ ３ 両側・中央 ７．２尺 
ＳＢ６５ Ｂ群 １４３．１ ７３．１ ７×２ 四面 ５×２ ２ 両側 ８尺 
ＳＢ６６ Ｂ群 ４９．５ ２７．５ ３×２ 三面 ３×２ なし なし ７尺 
ＳＢ７３ Ｂ群 ２７．７ ２２．７ ３×２ 片面 ３×２ なし なし ７尺 
ＳＢ９７ Ｂ群 １１４ ６４．５ ７×２ 両面 ４×２ １ 中央 ７尺 
ＳＢ１００ Ｂ群 ５４．４ ３６．６ ４×２ 片面 ３×２ １ 片側 ７尺 

第２３表　遺構集中区域の掘立柱建物跡各属性値



　第１に、面積および身舎規模を比較すると、大規模化した後縮小化する傾向を指摘できる。Ｂ群で

は完全に縮小化しているが、Ａ群では４番目の位置付けとなるＳＢ６２が最大規模をもつ。第２に、下屋

の面数は前出するものに多く、後出するものには少ない。第３に、間仕切りを伴わない室内空間の規

模は小さくなる。相対的に古く位置づけられるＳＢ６１・６５は５間×２間という長大な空間を確保してお

り、Ａ群で最も新しいＳＢ６３は身舎全体の規模に対して間仕切りが多く、室内空間は狭い。第４に、間

仕切りの位置に着目すると、各群において最古の位置づけがなされるＳＢ５９・６５の間仕切りは両端にあ

り、身舎の中央部に広い空間が確保されるという特徴がある。一方ＳＢ６２・９７の間仕切りは中央部に位

置し、身舎を大きく二分している。ＳＢ６３は最も間仕切りが多い。第５に、柱間寸法は梁行でほぼ７尺

に揃うが、桁行で変化が認められる。Ａ群では最古のＳＢ５９が整然と７尺に揃い、ＳＢ６１・６２は不揃い

で平均すると８尺弱、最も新しいＳＢ６３も不揃いで平均すると７尺強となる。以上のような構造的な部

分の相違点から、主屋級の掘立柱建物群について新旧２期の小画期を設定しておく。

　１期：三面もしくは四面廂の掘立柱建物。間仕切りは伴わない場合と身舎端部に伴う場合があり、

中央に広い空間が確保されている。桁行柱間は整然と７尺に揃うか、８尺ほどの寸法を採用している。

ＳＢ５９・６１・６５・６６が該当する。

　２期：両面廂の掘立柱建物。間仕切りは中央付近にあり、長大な空間が分割されている。桁行柱間

は７尺もしくは８尺弱を採用している。ＳＢ６２・６３・９７が該当する。

　なお、Ａ群のうちＳＢ６０は桁行５間の大形建物でありながら唯一下屋を伴わず、主屋級建物として認

定すべきか判断に苦しむが、室内空間が広大な点と桁行柱間が整然と７尺に揃う点から、１期に相当

する主屋級建物の可能性を指摘しておく。

　今回の調査で検出した主屋級の掘立柱建物は梁間２間を基本としており、いわゆる「律令型」の構

造と言えよう。また１期掘立柱建物の室内空間が広く未分化である点は、第６章でも述べられた通

り、寝殿造の特色を備えているとも評価できる。

　掘立柱建物個々の時期を決定するのは困難であるが、出土遺物全体の傾向より、１２世紀末から１３世

紀にかけて継続的に建造されたものと推測する。当該時期と同等の年代観をもつ秋田県内の遺跡は、

峰浜村中田面遺跡、琴丘町盤若台遺跡、秋田市下タ野遺跡・同秋田城、本荘市大浦遺跡・同土花遺跡、

矢島町九日町遺跡、神岡町薬師遺跡、雄勝町館堀城などが挙げられる。しかし、これらの遺跡で検出

された掘立柱建物跡の大部分は総柱型建物であり、新屋敷遺跡で検出された律令型建物とは構造面に

おいて決定的に異なっている。四面廂建物についてもは検出例は少なく、前出の中田面遺跡で８例、

薬師遺跡で１例が確認されているに過ぎない。

　ところで秋田県外では、岩手県平泉町において１２世紀に属する四面廂掘立柱建物跡が数多く検出さ

れている。松本建速氏は平泉町で検出された１２世紀後半代の四面廂掘立柱建物跡と廂を伴わない掘立

柱建物跡とを比較し、前者の周辺で瓦が出土する場合が多く、棟に瓦を置いた立派な外観であった可

能性が高いこと、また周辺から儀礼に結びついた遺物と推定される折敷やかわらけの出土が多いこと

を指摘し、儀式・儀礼を執り行う建物としての性格を想定している。本遺跡で検出した四面廂建物は

廂の出が小さいものの、周辺で１３世紀のものと考えられるかわらけが一定量出土している。平泉町検

出の四面廂建物は１２世紀後半で姿を消すと言われており、新屋敷遺跡との時期差に問題を残すが、儀

礼を執り行う建物の様式がある程度継続していた可能性は十分考えられる。

第７章　まとめ
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　河川跡北側に分布する２棟の掘立柱建物跡に目を転じると、ＳＢ８８は総柱建物としたが梁行と桁行の

間尺が揃わず、ＳＢ９５は柱穴径が小さく柱間に６尺以下の短い寸法が用いられる点において、河川跡南

側に分布する掘立柱建物跡群とは異質である。このような相違は時期差を反映している可能性もある

が確実ではなく、性格は不明と言わざるを得ない。

竪穴状遺構

　竪穴状遺構は、河川跡南側の遺構集中区域周辺で４基検出した。１基については柱穴が確認されな

かったが、他は四隅とその中間に柱穴が配置される。堆積土は全て人為的な一括埋め戻し土である。

これらの竪穴状遺構全ての底面において炭化物や焼土の集中箇所が認められ、また鍛造剥片や金床石

の出土から、鋼製鉄器を製作する工房跡としての性格が考えられる。帰属時期は明確でないが、採取

した炭化物の放射性炭素年代測定結果を参考にすると、１４～１５世紀代の年代観が想定される。

溝跡

　溝跡は河川跡北側で４条、南側調査区で１条検出した。北側調査区で検出した３条に関しては小規

模で時期・性格とも不明確であり、ここでは残り２条の溝跡について触れておく。南側調査区で検出

したＳＤ６４は、幅約１．５～２．４ｍで、調査区外へと延伸するため全体規模・平面形状は明確でないが、空

中写真で確認されたクロップマークから、直線距離１３０ｍ以上の規模をもつと推測できる。この溝跡か

ら北側には掘立柱建物群が集中し、これらと主軸方位が整合することから、居館の南側を区画するも

のと考えられる。本溝跡北辺に沿う形で検出した柱穴は、溝内側の塀などを構成していたかもしれな

い。一方、北側調査区東端で検出したＳＤ４５は、幅約３．３ｍでほぼ直角に折れ曲がり、全体規模・平面

形状は不明である。この溝跡にはわずかであるが東辺に沿う形で柱穴が検出されており、今回調査対

象区域外となった東側に別の遺構群が展開している可能性もある。

　溝跡の幅に着目して周辺遺跡の検出例と比較すると、鵜沼城の堀跡は７～１０ｍ、桐木田遺跡の堀跡

は約３ｍ、館堀城の堀跡は９～１．７ｍとなり、かなり小規模であることが指摘できる。新屋敷遺跡の溝

跡を規模の面から捉えると、防御性に乏しく、区画溝としての性格が強いと言える。

土坑

　土坑は河川跡北側で７基、河川跡南側で４０基検出した。ここでは、平面形状・堆積土・分布域に類

似した特徴をもつ以下３種の土坑を抽出する。Ａ類：長方形平面をなして掘り込みは浅く、堆積土は

灰色味を帯びて一括埋め戻しの様相を呈し、河川跡南側に分布する。ＳＫ０２・０３・０５・０７・０８・１１・

３０・４７・５１・６７・８０が該当する。Ｂ類：方形平面を基調として掘り込みは深く、堆積土は一括埋め戻

しの様相を呈し、河川跡南側に分布する。ＳＫ０１・０４・０９・１２・１３・２３・２６・２８・３１・３６が該当する。

Ｃ類：小形不整の平面形をなして掘り込みは浅く、堆積土に焼土もしくは炭化物を多く含み、河川跡

北側に分布する。ＳＫ３９・４２・４３が該当する。

　河川跡南側に分布するＡ類・Ｂ類は切り合い関係をもつ場合が多く、全てＡ類→Ｂ類の順を示す。

これらの土坑については時期・性格ともに不明であるが、長軸方位は掘立柱建物跡等と整合しており、

中世に帰属する可能性が高い。Ｃ類の小形不整形土坑に関しては、焼土・炭化物の集中から火葬墓の

可能性を指摘しておく。これも時期は不明確であるが、ＳＫ３９で採取した炭化物の放射性炭素年代測定

結果は１４世紀初頭の年代観を示している。これら小型不整形土坑を墓と認識した場合、河川跡を隔て

て遺構集中区域から隔絶しているという分布状況は、当時の他界観を反映しているのかもしれない。
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２　出土遺物について

　出土遺物の詳細については第４章第３節に詳述したので、ここでは時期毎の遺物構成の大枠を示し

ておく。１２世紀後半～１３世紀前半には、白磁・同安窯系青磁・内面劃花文の龍泉窯系青磁・常滑産陶

器・須恵器系中世陶器を組成する。常滑産陶器は秋田県内でも報告例が少なく特筆されよう。１３世紀

後半～１４世紀には、青白磁・蓮弁文もしくは端反りの龍泉窯系青磁・須恵器系中世陶器・かわらけを

組成する。１５世紀以降には、瀬戸産陶器・瓦質土器を組成するが、量的には非常に少ない。

３　遺構群の変遷と遺跡の性格について

　遺構集中区域における主要な遺構の切り合い関係を遺構種別毎に整理すると、少なくとも次の点を

指摘することができる（第５５図）。①掘立柱建物跡は土坑より古い。②掘立柱建物跡は竪穴状遺構より

古い。③土坑は竪穴状遺構より古い。竪穴状遺構と土坑の切り合い関係は１箇所のみの確認であるた

め不確定であるものの、基本的にこれら３種の遺構群は併存せずに、それぞれ大きな画期をもって展

開したと推測される。また、遺構の長軸方位を遺構種別毎にまとめると、大部分が居館の区画に関係

すると目される溝跡の方位に整合しており（第５４図）、軸線方位には強い規制が看取される。これらの

遺構は出土遺物の年代観から１２世紀末～１５世紀の幅に収まるものと考えられる。

　ここでは掘立柱建物跡・土坑・竪穴状遺構を、それぞれ「遺構群」として理解し、次に示す大枠で

変遷したものと考える。

　Ⅰ期：掘立柱建物群が展開する時期。大形掘立柱建物の構造から２期の小画期を設定する。

　Ⅱ期：土坑群が展開する時期。性格は不明であるが、土坑形態の相違から２期の小画期を設定する。

　Ⅲ期：竪穴状遺構群が展開する時期。鉄生産に関連する工房跡である。

　本遺跡は鎌倉時代において周辺地域の領地支配を担った居館の一部であると考えられ、当地域での

領地経営のあり方を検討する上で極めて重要な意味を持つと評価できる。本報告においては成し得な

かったが、地形改変以前の古い地籍図や空中写真等を利用した遺跡範囲の推定など、歴史地理的なア

プローチを通じた遺跡全体像の解明が今後必要となろう。
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第５４図　遺構新旧関係模式図
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第５５図　各検出遺構の主軸方位
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１　遺跡遠景（北東から）

２　遺跡遠景（北東から）

新屋敷遺跡新屋敷遺跡
↓↓ 高松川高松川

↓↓

雄物川雄物川
↓↓

新屋敷遺跡新屋敷遺跡
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図
版
２

１　ＬＲ４８⑬（ＳＢ５８）土層断面（南東から）

３　ＬＲ５３②（ＳＢ６０）土層断面（北東から）

５　Ｌ�４７⑤（ＳＢ６２）土層断面（南東から）

７　Ｌ�５７③（ＳＢ６５）土層断面（北西から）

２　Ｌ�５０⑪（ＳＢ５９）土層断面（南東から）

４　ＬＲ４７②（ＳＢ６１）土層断面（南東から）

６　ＬＲ４８①（ＳＢ６３）土層断面（南東から）

８　ＬＰ５６①（ＳＢ６６）土層断面（北西から）
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２　ＬＰ５７⑰（ＳＢ７３）土層断面（北東から）

４　Ｌ�５１④（ＳＢ５９）・⑤（ＳＢ６０）土層断面（南西から）

６　ＬＰ４８①（ＳＢ６２）・⑯（ＳＢ６１）土層断面（南東から）

８　ＬＯ５６⑧（ＳＢ６６）・⑨（ＳＢ６５）土層断面（北東から）

１　ＬＯ５６⑩（ＳＢ７２）土層断面（北東から）

３　Ｌ�４９①（ＳＢ６３）・②（ＳＢ５８）土層断面（東から）

５　ＬＯ４８③（ＳＢ６１）・④（ＳＢ６２）・⑯（ＳＢ５９）土層断面（南東から）

７　ＬＲ４９②（ＳＢ６１）・③（ＳＢ６３）土層断面（北西から）
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１　ＳＫ０９・１２、ＳＫⅠ１０土層断面（南から）

２　ＳＫ０９・１２、ＳＫⅠ１０完掘状況（南から）
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１　ＳＫⅠ３８土層断面（南西から）

２　ＳＫⅠ３８土層断面（北西から）
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１　ＳＫⅠ７４土層断面（南西から）

２　ＳＫⅠ７４土層断面（北西から）
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１　ＳＫⅠ７５土層断面（北西から）

２　ＳＫⅠ７５土層断面（南西から）



―　　―１５４

図
版
８

１　ＳＤ４５完掘状況（南西から）

２　ＳＤ４５Ｂ－Ｂ’ライン土層断面（北から）

４　ＳＤ４５Ｄ－Ｄ’ライン土層断面（南西から）

６　ＳＤ４６土層断面（南西から）

３　ＳＤ４５Ｃ－Ｃ’ライン土層断面（南西から）

５　ＳＤ４５Ｅ－Ｅ’ライン土層断面（南西から）

７　ＳＤ１０２・１０３土層断面（北西から）
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１　ＳＤ６４完掘状況（北西から）

２　ＳＤ６４Ｂ－Ｂ’ライン土層断面（北西から）

４　ＳＤ６４Ｄ－Ｄ’ライン土層断面（北西から）

６　ＳＤ６４Ｆ－Ｆ’ライン土層断面（北西から）

３　ＳＤ６４Ｃ－Ｃ’ライン土層断面（北西から）

５　ＳＤ６４Ｅ－Ｅ’ライン土層断面（北西から）

７　ＳＤ６４Ｇ－Ｇ’ライン土層断面（西から）
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３　ＳＮ７９土層断面（北西から） ４　ＳＮ８１土層断面（北西から）

２　ＳＥ７１完掘状況（北西から）

１　ＳＥ７１中位平面（南東から）
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１　ＳＫ０１土層断面（南西から）

３　ＳＫ０１・０２・０３土層断面（南から）

５　ＳＫ０３・５０土層断面（北東から）

７　ＳＫ０３・０４土層断面（北東から）

２　ＳＫ０１・０２完掘状況（南から）

４　ＳＫ０３土層断面（北西から）

６　ＳＫ０３完掘状況（西から）

８　ＳＫ０４完掘状況（西から）
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１　ＳＫ０５土層断面（北西から）

３　ＳＫ０７土層断面（北から）

５　ＳＫ０８土層断面（北西から）

７　ＳＫ０９土層断面（南東から）

２　ＳＫ０５完掘状況（北西から）

４　ＳＫ０７完掘状況（北から）

６　ＳＫ０８完掘状況（北から）

８　ＳＫ０９完掘状況（南から）
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１　ＳＫ１１土層断面（北から）

３　ＳＫ１２土層断面（南東から）

５　ＳＫ１３土層断面（北西から）

７　ＳＫ１４土層断面（北東から）

２　ＳＫ１１完掘状況（北から）

４　ＳＫ１２完掘状況（南から）

６　ＳＫ１３完掘状況（西から）

８　ＳＫ１４完掘状況（北から）
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１　ＳＫ１５土層断面（東から）

３　ＳＫ１７土層断面（西から）

５　ＳＫ１８土層断面（北西から）

７　ＳＫ２０土層断面（南から）

２　ＳＫ１５完掘状況（北西から）

４　ＳＫ１７完掘状況（南西から）

６　ＳＫ１８完掘状況（北から）

８　ＳＫ２０完掘状況（北東から）
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１　ＳＫ２１完掘状況（西から）

３　ＳＫ２３土層断面（南西から）

５　ＳＫ２６土層断面（北西から）

７　ＳＫ２８土層断面（南西から）

２　ＳＫ３３確認状況（西から）

４　ＳＫ２３完掘状況（南から）

６　ＳＫ２６完掘状況（北から）

８　ＳＫ２８完掘状況（南から）
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１　ＳＫ２９土層断面（南から）

３　ＳＫ３０土層断面（南東から）

５　ＳＫ３１土層断面（南西から）

７　ＳＫ３２土層断面（北西から）

２　ＳＫ２９完掘状況（南から）

４　ＳＫ３０完掘状況（南から）

６　ＳＫ３１完掘状況（南から）

８　ＳＫ３２完掘状況（南から）
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１　ＳＫ３４土層断面（南西から）

３　ＳＫ３５土層断面（南西から）

５　ＳＫ３６土層断面（北西から）

７　ＳＫ３７土層断面（西から）

２　ＳＫ３４完掘状況（西から）

４　ＳＫ３５完掘状況（南から）

６　ＳＫ３６完掘状況（西から）

８　ＳＫ３７完掘状況（西から）
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２　ＳＫ３９完掘状況（北東から）

４　ＳＫ４０完掘状況（西から）

６　ＳＫ４１完掘状況（西から）

８　ＳＫ４２完掘状況（北西から）

１　ＳＫ３９土層断面（南西から）

３　ＳＫ４０土層断面（北西から）

５　ＳＫ４１土層断面（東から）

７　ＳＫ４２土層断面（南から）
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１　ＳＫ４３土層断面（南西から）

３　ＳＫ４４土層断面（南東から）

５　ＳＫ４７土層断面（南東から）

７　ＳＫ５０完掘状況（北西から）

２　ＳＫ４３完掘状況（北西から）

４　ＳＫ４４完掘状況（南東から）

６　ＳＫ４７完掘状況（南から）

８　ＳＫ６７土層断面（西から）
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１　ＳＫ５１土層断面（北西から）

３　ＳＫ５３土層断面（南東から）

５　ＳＫ６８土層断面（西から）

７　ＳＫ７６土層断面（北東から）

２　ＳＫ５１完掘状況（西から）

４　ＳＫ５３完掘状況（南から）

６　ＳＫ６８完掘状況（北から）

８　ＳＫ７６・７７土層断面（北西から）
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１　ＳＫ７７土層断面（南西から）

３　ＳＫ８０土層断面（北西から）

５　ＳＫ８７土層断面（南西から）

７　ＳＫ９９土層断面（南西から）

２　ＳＫ７６・７７完掘状況（北東から）

４　ＳＫ９８土層断面（南から）

６　ＳＫ８７礫出土状況（北西から）

８　ＳＫ９９完掘状況（東から）
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１　縄文土器
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２　縄文土器底面 ３　石器
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１　須恵器系中世陶器甕　個体１・２

２　須恵器系中世陶器甕　個体３
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１　須恵器系中世陶器甕　個体４・５

２　須恵器系中世陶器甕　個体６・７
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１　須恵器系中世陶器甕　個体８

２　須恵器系中世陶器鉢・瓦質土器
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４　鉄製品・銭貨・砥石

３　かわらけ
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１　ＳＥ７１出土かわらけ杯 ２　ＬＳ４８⑥（ＳＢ６２）出土かわらけ皿

４７－８ ４７－１７

４７－２

４７－３

４７－４
４７－５ ４７－６

４７－７

４７－９

４７－１１ ４７－１３

４７－１６

４７－１０

４７－１２

４７－１４

４７－１９

４７－１８
４７－２０ ４７－２１ ４７－２２ ４７－２３

４８－１

４８－２

４８－３ ４８－４

４８－５



―　　―１

秋田県文化財調査報告書第３８９集

新屋敷遺跡

－一般国道１３号湯沢横手道路建設事業に係る　　　　

　　　　　　　　　　　埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅱ－

印刷・発行　　平成１７年３月

編　　　集　　秋田県埋蔵文化財センター

　　　　　　〒０１４－０８０２　仙北郡仙北町払田字牛嶋２０番地

　　　　　　電話 ０１８７（６９）３３３１ ＦＡＸ（０１８７）６９－３３３０

発　　　行　　秋田県教育委員会

　　　　　　〒０１０－８５８０　秋田市山王４丁目１番２号

　　　　　　電話 ０１８（８６０）３１９３

印　　　刷　　鶴田印刷株式会社









 


